



























































妄もう想そう少女が～る３




決戦は夏コミ最終日！








東　亮太







角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次







プロローグ

第一章　私はお姉さまのペットだニャ！

第二章　このヘンタイバカ姉貴が！

カリンのどきどきミラネルライフ　こんな格好恥ずかしいよぉ

第三章　すっかり大人っぽくなって

第四章　こんなところで出ちゃダメだっ！

エピローグ




　あとがき
















[image: ]







「ネコミミ娘むすめの萌もえポイントって、やっぱりネコ本来のポイントに通じると思うの」

　北きた原はら紗さ衣えはそう語りながら、「アトリエ」へと続く廊ろう下かを歩いていく。

　次し第だいに底冷えのする季節になってきたが、全館に暖だん房ぼうの行き届いた北原邸ていは、廊下すらも温かい。おかげで学校にいる時みたいに、スカートの下にジャージを重ね穿ばきする必要もない。あのゴワゴワ感が苦手な私にとってはありがたい話だ。

　それは後に続いて歩く岡おか田だ月つき代よも同じらしい。いつも学校では「寒い！」と喚わめいて、パンスト、ニーソ、ジャージにスカートというわけの分からない姿でいるくせに、今は子供みたいな細い脚きやく線せんも露あらわに、ちまちまとした足取りで紗衣を追っている。

「じゃあさ、紗衣の言う『ネコ本来のポイント』って何よ」

　人の家の廊下で通学カバンをぶんぶん振ふり回しながら、彼女は訊たずねた。

　学校帰りにここへ寄るのが、すっかり今年の日課になっている。最近はすっかり遠えん慮りよも失うせたようだ。もっとも、私も春ごろ初めて訪おとずれた時に比べたら、だいぶ緊きん張ちよう感かんが薄うすれたけど。

「それは様々よ」

　月代の暴れっぷりなど気にも留めず、紗衣は落ち着いた声で答える。

「いつもは飼い主のことなんて無視してるくせに、撫なでるとゴロゴロ甘えてくるのは、さながらツンデレと言ったところかしら。逆に撫でても無反応なのは、マイペースな無口っ娘こね。そうかと思えば、何でもバリバリ引っ搔かいて手が着けられない暴れっ娘もいるし、ちょっと高飛車なお嬢じよう様さまもいるし、鋭するどい動きのスポーツ系娘もいるし──。それでいてあの可愛かわいらしさでしょう？　ああ、なんて擬ぎ人じん化かしがいがあるのかしら」

　これまた日課と化した、友人相手の萌え属性トークが、今日はかなり激しく炸さく裂れつしている。何かいいことでもあったのだろうか。

「──昨日、あのペンで試ためし描がきをしてみたの」

　紗衣は嬉き々きとして、そのわけを口にした。

「題材はタマミよ」

「ははあ、それで今日はネコミミがテーマなのか」

　月代が納なつ得とくして頷うなずく。タマミといえば、「ミラージュ・ネル」で初めて描えがかれた美少女キャラだ。

　属性はネコミミ。性格は冷静沈ちん着ちやく。紗衣の言う「マイペースな無口っ娘」に近い。ただし気持ちが高ぶると、語ご尾びにニャが付き、途と端たんに定番元気系ネコミミ娘の様相を見せる。その二面性もまた、ネコといえばネコらしい。

　……とまあ、そういう設定の二次元娘だ。

「で、どうだったの？　新しいペンの使い心ごこ地ちは」

　月代にそう訊きかれ、紗衣は即そく答とうした。

「──最高だわ。今二人にも出来栄ばえを見せてあげるわね？」

　そして、いつもの「アトリエ」の前で立ち止まった。

　ただしこの中で、油絵の具が香かおるようなことはない。そこに据すえられた画材といえば、パソコン、スキャナ、プリンタ。

　それと、昨日手に入れたばかりの、メタリックピンクのペンタブレット。

　そんな今時のツールに囲まれた部屋の扉とびらを、紗衣はゆっくりと開いた。

「何しろ、描いたら抜け出してきたんだもの」

　嬉々とした声を崩くずさずに、そう言いながら。

　同時に外気の流れ込んだアトリエの中で、何かがむくりと動いた。

　真っ黒な毛皮のローブを羽織り、丸まって横たわる人ひと影かげ。その頭頂部からは、尖とがった三角形の物体が二つ、ピョコリと突つき出ている。

　それが髪かみ飾かざりでないということに、私はすぐに気付いた。

　そして、ただのコスプレをした誰だれかではないということも。

「あ、お帰りなさい、お姉さま！」

　横たわっていたものは、寝ね起おきにもかかわらず明るい声でそう告げると、勢いよく紗衣に飛びついてきた。

「ただいま、タマミ♪」

　愛いとしの作者に受け止められ。昨日試し描きされたという新作の二次元娘は、「にゃ～」と嬉うれしそうに一声鳴いた。

　明らかに実体化していた。アニメをホログラム的に投射したとか、着ぐるみだとか、そういう納得のいく類たぐいのものでは断じてない。目の前で紗衣とイチャイチャするタマミは、どう見ても──。

「本物だっ！」

　月代が叫さけんだ。顔中真っ赤にして、興奮したように声を荒あらげて。

「紗衣、ソレ何？　タマミたん？　タマミたんなの？」

「ええ。描いたら抜け出してきちゃったの。何だかよく分からないけど、すごく嬉しいわ。おかげで昨日から愛でまくりよ」

「そりゃすげぇ。何だかよく分からないけど私にも触さわらせてっ！　ていうか、くれ！」

「駄だ目めよ。タマミは私の嫁よめなんだから、たとえ月代さんといえどもあげられないわ」

「じゃあ私専用に幼おさな馴な染じみのヒカルたんを描いて！　もちろん裸はだかエプロンで！」

「何を言ってるの？　そんなエッチなもの、萌もえとは認められないわ」

　いや、あんたら驚きよう愕がくと議論の方向性が違ちがうだろって言うか、紗衣はそもそも驚愕しろ──。

　私はそんなことを考えながら、ポカンと口を開けて、目の前で起きている理解不能な現象を眺ながめ続けた。

　現実に実体化した二次元娘むすめ。それについて大した疑問も抱いだかずに、ただ美少女を奪うばい合う二人のおバカな友人。

　後にして思えば、こんな突とつ飛ぴな展開が形を変えて、これから先もずっと続くだなんて、この時私は──井い川かわ美み春はるは思いもしていなかった。




　今から八ヶ月前の、秋も終わりのことである。
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　──葛かつ本もとくん。私、同人誌を作ろうと思うの。

　──一いつ緒しよに手伝ってくれる？




　波乱に満ちた夏祭りが終わり、数時間が経たった。

　あの後北きた原はら紗さ衣えを家まで送り、ひとり帰宅した葛本光みつ宏ひろは、なかなか興奮冷めやらず、彼女から頂いたこの台詞せりふを、頭の中で何度もループさせていた。

　もっとも、一緒に夜道を歩く間、紗衣は終始無言に近かったから、他ほかにループするような台詞はなかったのだけど。仕方ない。もともと口数の多い人ではないのだ。

　それでも光宏の心は浮うき立った。自分が紗衣のアシスタントとして選ばれたから──というのもあるが、何より、彼女がついに同人誌作りを決意したことが。

　北原紗衣。ペンネーム・歌うた川がわミウミ。絶大な人気を誇ほこる美少女イラストサイト「ミラージュ・ネル」の管理人。光宏も、その全作品をプリントアウトして永久保存するほどの大ファンだ。

　ただし、彼女は今まで同人誌の類たぐいを一いつ切さい出してない。だからまず、本が出るということ自体が素す直なおに嬉うれしかった。

　それと、もう一つ。この同人誌作りには、大きな意味がある。

　紗衣のライバル、月つき代よに打ち勝つこと──。それこそが、今回の真の目的だ。

　かつての紗衣の相方にして、今は通つう称しよう「アナザー・ミウミ」。その月代が紗衣の持ちキャラを勝手に使って描えがく倒とう錯さく的な二次創作イラストは、下手をすれば本家を凌りよう駕がしかねないほどの人気になっている。

　だから本家の威い厳げんを保つべく……というのは、少し違ちがうのかもしれないけど。

　紗衣は同人誌を出すことを決意した。月代と同じ土俵に立ち、官能的な描びよう写しやなどなくとも、自分の作品こそが優すぐれているのだと示すため。

　そしてこれ以上、己おのれの大事な嫁よめ達たちを、月代に汚けがさせないため。

　決戦の舞ぶ台たいは、この夏に開かい催さいされる日本一の同人誌即そく売ばい会かい。すなわちコミックマーケット。通称「夏コミ」。

「──大だい丈じよう夫ぶ。北原さんの画力なら、絶対に行ける」

　光宏は部屋で、ひとりそう呟つぶやいた。

　何しろ紗衣の描く美少女達の魅み力りよくは、他のどんなプロ絵師にも負けない。これまでドップリと二次元に浸ひたってきた光宏がそう思うのだから、間違いない。

　何しろ、現実世界に抜け出してくるぐらいだし。仕組みはさっぱりだけど。

　ともあれ、紗衣の勝利を阻はばむ要素など何もない、と──光宏は、頑かたくなにそう信じていた。




　その翌朝。葛本家の食しよく卓たくを彩いろどったのは、希望に満ちた光宏の心とは真逆を行く、妹の佐さ和わのどんよりした憂ゆう鬱うつ顔だった。

「……朝から何があった？」

「うっさい。ミックンのばかー」

　恒こう例れいの兄いじめも、妙みようにキレがない。

　おかげで気になってしょうがない。だいたい双ふた子ごのせいで、光宏と佐和の顔立ちはよく似ているのだ。自分に似た相手に曇くもっていられては、まるで悪あく趣しゆ味みな鏡でも見ているような気分だ。

「部活が大変みたいよ」

　お盆ぼんに人数分の味み噌そ汁しるを載のせて運んできた母親が、笑いながら教えてくれた。

　なるほど、部活動のことで悩なやみ中か。万年帰宅部の自分には無む縁えんのことだけど……でも、こいつは確か文芸部だったはずだ。運動系じゃないから、この夏休みに強制的に駆かり出されることもないし、気楽なものだったと思うけど。

「なあ佐和、お前の部って、ただ部室で友達と駄だ弁べってるだけのアレだろ？」

　何度か部室を覗のぞいたこともある光宏は、記き憶おくを頼たよりにそう訊きいてみた。

「うっさい。ミックンのばかー」

　答えになってない。

　と、そこへ横から母が、さっきと同じようにフォローを入れてくる。

「何だかね、締しめ切りがあるみたい」

「締め切りって？」

「同人誌よ。文化祭で出すんだって。その締め切りが夏休み明けだってこと、昨日友達に教えられて、何書いていいか分からなくて困ってるの。ね、佐和？」

「うっさい。ミックンのばかー」

　いや、何でこっちに言い返すんだ。

　それにしても同人って……。いくら双子の兄妹きようだいで学校もクラスも一緒とはいえ、こんな部分まで被かぶることはないと思う。

「嫌いやなら書かなきゃいいだろ？」

　光宏が箸はしでおかずの鮭さけをつつきながらそう言うと、佐和はようやく「うぁー」と別の言葉を発し、こちらを睨にらみつけてきた。

「そういうわけにもいかないの。これ、絶対条件なんだから」

「何だよ絶対条件って」

「文芸部に所属してる以上、文化祭用の同人誌だけは絶対に参加しなきゃいけないんだよ。それ以外は普ふ段だん何しててもいいけど、こればっかりは避さけられないってわけ。だからいつも駄弁ってるだけの私らも、来さえしない幽ゆう霊れい部員の皆みなさんも、全員参加なの！　……って、昨日知ったんだけど」

「いや、入部する前にチェックしとけってば、それぐらい」

　どうせ文芸など興味もないくせに、友達に誘さそわれてテキトーに入部してしまったに違いない。いい加減にも程ほどがある。まあ、どのみち自分には関係ないことだけど……。

　そう思いながら、光宏は生意気な妹の絶望顔をニヤニヤ眺ながめつつ、のんびりと朝食を済ませた。

　そして部屋に戻もどり──ふと、思った。

「そういえば……こっちの同人誌の締め切りって、どうなってるんだろ……」

　コミケの開催日まではあと三週間ぐらいあったはずだけど。しかし考えてみれば、それが長いか短いかなんてさっぱり分からない。

　だいたい今までコミケといえば、自分は買い物に行くばかりで、売る側に回ったことなど一度もなかった。同人誌制作のスケジュールなど、知る由よしもない。

「ちょっと調べてみよう……」

　何だか嫌な予感がして、光宏はすぐさま部屋のパソコンから、インターネットにアクセスしてみた。この時期、行きつけの萌もえ系イラストサイトのほとんどが、コミケの準備に追われている。その戦せん況きようから何か摑つかめるかも──と考えたのだが。

　結論。

「……ブース、どうするんだろ」

　そこからかよ！　というツッコミを、敢あえて自分でしつつ。

　まず大前提として、会場で出展用のブースを確保するためには、事前にサークル参加の申し込みが必要。ただし実際に申しん請せいが通るかどうかは抽ちゆう選せんで決まるため、落ちればアウト。というか、そもそも申し込みの締め切り自体が、半年前に終わってる、と──。

　ああ、早い話が手て遅おくれだ。

「駄だ目めだ。すべて終わった……」

　巨きよ大だいな絶望感に押し潰つぶされ、光宏はパソコンの前で崩くずれ落ちた。

　紗衣の勝利は、百パーセント阻まれていた。




『心配ないわ。他のサークルに委い託たくするから』

　携けい帯たい電話の向こうで、紗衣はあっさりとそう答えた。

　ついさっきの絶望から、すぐに連れん絡らくを取ってみたのだが、彼女の堂々ぶりは、こんな状じよう況きようでも変わりない。心強いったらありゃしない。

「委託って、当てはあるんですか？」

　だが光宏の心は、不安でいっぱいだ。もう妹を笑える立場じゃない。

　委託──というのは、他のサークルにお願いして、相手の出展用スペースに自分の本を置かせてもらうことだ。要するに間借りである。これなら自分専用のブースが無くとも、会場で本を頒はん布ぷすることができる。

　……が、当然それをやるためには、相手と顔見知りであることが大前提だ。しかし紗衣のような、基本的に三次元の人と接することがほとんどない人間に、そんな伝つ手てがあるのかどうか。

『あるからそう言ってるのよ』

　しかし彼女の口ぶりは、相変わらず余よ裕ゆう綽しやく々しやくだった。

『もう了りよう承しようも得ているから大だい丈じよう夫ぶよ。で、今はその委託先の本の手伝いをしているの』

「はあ。委託先の、ですか」

　つまり「歌川ミウミ」名義の本は、まだ着手すらしてないと。

　間に合うのだろうか。そんなことで。

　夏コミまであと一ヶ月もない。原げん稿こうの量にもよるが、今から本一冊分のイラストを描かくのは、いくら夏休みとはいえ相当大変なのではないか。

　やはりここは、自分がアシスタントとして力を尽つくすべきだろう。今すぐにでも。

　いま一度固く心に決め、光宏は訊たずねてみた。

「北原さん、今僕に手伝えることはありませんか？」

『じゃあ、とにかく忙いそがしいから、今日はもう電話しないでね？』

　割と悠ゆう長ちように邪じや魔ま者もの扱あつかいだった。

『それじゃ、また』

　そう言って、あっさり通話を切る紗衣。おかげで光宏は何も言うことができないまま、携帯電話を握にぎり締しめ、ボケッと自室に立ち尽くす形になった。

　昨日ついに教えてもらった、念願の携帯番号。それを電話帳に登録した時のワクワク感と、今のしょんぼり度合いのギャップときたら。

　せっかく紗衣と二人きりで同人誌を作るという、真夏のドキドキイベントが始まったと思っていたのに。

「北原さん……僕頑がん張ばります」

　もう他ほかに独り言も出ない。

　光宏は──それから少し思案すると、出かける支し度たくを始めた。

　紗衣が原稿を描き始めるまで、まだ時間がかかりそうだ。その間に、少しでも自分のアシスタント能力を高めておきたい。

　で、そのためには。

「絵を勉強しよう……」

　それはそれで無茶な目標を口にしつつ、光宏は適当にカバンを一つ肩かたから提さげ、漠ばく然ぜんと家を飛び出した。

　行き先？　知るかそんなもの。
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　……で、やって来たのが地元の図書館という、微び妙みような場所だったのもアレだが。

「でもなー、『萌えイラストの描き方』みたいな本を、書店で探すのもちょっとなぁ……」

　数はやたらあるし、買うとなれば高いし、そもそも買ったところで活用できる自信もないし。ここは高校生の身らしく、おとなしく図書館で探した方がいいと踏ふんだのだ。

　もちろんネット上にも、萌えイラスト講座のサイトはいっぱいあった。が、まあ当然と言おうか、その大部分がＣＧ制作ソフトの扱あつかいを前提としたもの。それこそツールのない自分に活用する術すべはない。

　かくして光宏は、夏休みの一日目で図書館に来るという、傍はたから見たら妙に真面まじ目めな行動を取ってしまったわけだが──。

「……涼すずしい」

　館内に入って思わず漏もらした第一声が、それだった。

　出で迎むかえてくれたのは、クーラーがよく効いた物静かな空間。辺りは当然ながら本ほん棚だなが並び、そこには学校の図書室とは趣おもむきの違ちがう、大量の娯ご楽らく本が収められている。それに加えて、利用料は一いつ切さい不要。

　今まで図書館なんて滅めつ多たに来ない場所だったけど、よく考えてみたら、この素す晴ばらしさは格別なんじゃないか。

　そんな遅おくればせながらの大発見に感動し、光宏は館内を適当にうろつき始めた。

　最後に図書館へ来たのは、まだ小学生ぐらいの時だったか。おかげで、どの棚に何があるかなんて、まったくもって覚えてない。

「ええと、あっちは児童書だから関係ないとして。一いつ般ぱん書はこっち？　萌もえイラスト講座は……美術系？　それともサブカル？」

　ついでに分類もよく分からない。まあ、端はしから順番に探していけばいいか。

「あ、ライトノベルがいっぱい……」

　いや、そんなところに気を取られている場合ではないけど。

　慣れない場所でキョロキョロしながら、光宏は本棚に囲まれた通路の奥へと分け入っていく。施し設せつ柄がら、決して広々とはしてないが、不思議と息苦しさを覚えることはない。

　時折見かける読書用の席は、すでに他の利用者に占せん領りようされている。夏休みだからか、中高生の姿も多い。中にはカップルらしき男女二人連れもいる。

　宿題でもしにきたのか。初日から真面目なことだ──。

　やっかみ半分にそう思いながら歩いていると、そこへ、ふと彼らのヒソヒソ声が耳に飛び込んできた。

「ねぇ、さっきここにいたアレ、何だったのかな」

「漫まん画がのキャラっぽかったよね。でもコスプレじゃないみたいだし」

「何かさ、絵が抜け出したって感じだったよねぇ」

　……実に良からぬ内容だった。

「それって、もしかして北原さんのキャラ……？」

　思わず足を止め、光宏は小さく呟つぶやいた。

　絵が抜け出した──だなんて珍ちん現象、どう考えても他にあり得ない。

　もっと話を詳くわしく聞きたい。そう思い、光宏は耳を傾かたむける。

「頭に耳生えてたよね。ネコの」

「アクセサリーとかじゃない？　よく分からないけど」

「でさ、猫ねこ目めだったよ？」

「コンタクトでしょ、たぶん」

「あー、そういうの売ってるよねー。ほら、こないだ行った店にさ……」

　残念ながら二人の会話は、そこから特に興味のない方向へと流れていった。

　そして光宏の方も、直接彼らに話しかけて事情を聞き出せるほど、社交性に長けているわけではない。こうなったら、あとは自力で、その抜け出した絵とやらを捜さがすのみ。

　まあ、捜す必要があるのかと訊きかれると、よく分からないが……、しかしどうも引っかかる。

「北原さん、今日は家にいるはずじゃ……？」

　そのはずだ。まさか図書館でお絵え描かきもないだろうし。

　光宏はそこが疑問だった。

　そもそも萌えキャラを現実世界に召しよう喚かんするためには、その絵に対して、並々ならぬ萌え心を抱いだく必要がある。そんなことができるのは、作者である紗衣か、その紗衣をも凌りよう駕がする煩ぼん悩のうの持ち主──要するに光宏自身だけだ。

　で、今回光宏に召喚した覚えがない以上、やったのは紗衣ということになる。紗衣が召喚し、ここへ連れてきた、と──。

　光宏は慌あわてて周囲を見み渡わたした。しかし、それらしき人ひと影かげが歩いている様子はない。

　考えすぎだろうか。

「それとも……もしかして、月代か？」

　いつもみたいに召喚された二次元美少女を襲おそい、さらってここへ連れてきた、とか。それなら、紗衣が不在の場に萌もえっ娘こがいるのも納得できる。

　所しよ詮せん毎度お決まりのパターンだ。ただ──今にして思うと、このお約束展開、どうも引っかかるところがある。

「そういえば月代のやつ、何でいちいち『本物』を狙ねらってくるんだろ。自分で描けるのに……」

　昨日の夏祭りで起きた事件を思い出し、光宏は表情を曇くもらせた。

　あのヘンタイゴスロリ娘にも、紗衣と同じ画力がある。自分で紗衣のキャラを真似まねて描き、それを抜け出させることは可能なのだ。だったら、わざわざ紗衣の描いた「本物」に手を出す必要などないはずなのに。

　どうもその辺の心情が、光宏にはよく分からない。そもそも──自分は月代のことを、それほどよく知っているわけではないのだ。

　ちっこくてゴスロリで、紗衣の描いた萌えっ娘にハァハァするのが大好きで。趣しゆ味みはタコやスライムを使ったヘンタイプレイで──。

　これだけで判断するなら、ただのバカだ。他ほかに使える形容詞がない。

　でも、そんな月代だって、現実世界に生きる人間だ。かつては紗衣との間に、いろいろなものを積み重ねてきたに違ちがいないはず。

　それを知りたいか、と訊かれれば……どう答えるべきなのだろう。

　少なくとも自分は今、「紗衣の同人誌を手伝う」という形で、間違いなく二人の関係に踏ふみ込もうとしている。何も知らずして許されることなのだろうか──。

　そんな想おもいに光宏が囚とらわれかけたその時。不意に通路の奥から、甲かん高だかい萌えボイスが飛んできた。

「そこどくニャッ！」

　語ご尾びがニャだった。どう大目に見てもネコ属性だ。

　見れば──案の定一人の二次元ネコミミ娘が、長い銀ぎん髪ぱつをなびかせて、すごい勢いで突つっ込んでくるところだった。

　細ほそ面おもての中に金色に輝かがやく、クリッとした猫目。真夏だというのに身にまとった、真っ黒な毛皮のローブ。その下のロングスカートを後ろから捲まくり上げるように伸のびた、黒尻しつ尾ぽ。

　あたかも一いつ匹ぴきの黒猫を少女に擬なぞらえたかのようなその姿に、光宏は急激な胸の高鳴りを覚えずにはいられない。

　あれは、初めて会うキャラではない。

　そして何より──あの少女の存在は、歌川ミウミと「ミラージュ・ネル」を語る上で、決して避さけては通れない。

　だから光宏は、思わずそのキャラの名を口にした。

「タマミちゃんっ！」

　タマミ──妙みように和風な、しかし確かにファンタジー世界の住人である黒猫娘むすめは一瞬足を止め、頭部のネコミミを軽く光宏の方に向ける。だが。

「ふーっ！」

　突とつ然ぜん唸うなったかと思うと、こちらを威い嚇かくするような目でキッと睨にらんできた。

　よく分からないが、興奮しているらしい。悪い意味で。

　しかし光宏の方も、怖おじ気けづいて後あと退ずさるわけにはいかない。それほどまでに、この少女は自分にとって特別な存在だった。

　タマミは──このネコミミ娘は、今から一年以上も前、当時オープンしたてだった「ミラージュ・ネル」のトップページに、初めて飾かざられた二次元美少女なのだ。

　それを見た時の胸の高鳴りは、今でも忘れない。ラフ画に簡単な彩さい色しきを施ほどこしただけの、決して完成度が高いとは言えないイラスト。その一方で、作者の画力の高さがはっきりと窺うかがえた、会心のトップ絵。

　何より、どこか澄すましたところのあるタマミは、ネコの愛くるしさと神秘性を一人の「少女」という形に凝ぎよう縮しゆくさせた、見事なまでのネコミミ娘だった。さらに、当時のメインコンテンツであるウェブコミック中で描かれたタマミの活かつ躍やくが、その魅み力りよくに拍はく車しやをかけた。

　だから光宏は、タマミに一ひと目め惚ぼれした。

　そしてこの瞬間から、光宏は「ミラージュ・ネル」の──そして歌川ミウミの大ファンになっていた。

　そう、この少女は特別だ。自分を「ミラージュ・ネル」に導いた、そして今の自分と紗衣との関係を築き上げた、大いなる存在。

　そのタマミが今、なぜか絵から抜ぬけ出して、ここにいる。以前紗衣の家に呼ばれた時にも、動いているのを少し見たことがあるが、単体で向き合うのはこれが初めてだ。

　これで落ち着いた状じよう況きようならば、ゆっくりお話でもしたかったところだけど。

「邪じや魔まニャッ！」

　しかしタマミは乱暴に言い捨て、光宏の脇わきをすり抜けて、さっさと走り去ろうとする。

「待ってタマミちゃん！」

　そう叫さけんだ光宏が、慌あわててそのローブを摑つかまなければ、とっくに距きよ離りを開けていたことだろう。

　ふんわりとした毛皮の温ぬくもりが、右手を優やさしくくすぐった。

「は、離はなすニャ！　このヘンタイ！」

「へんた……」

　いや、何もそこまで言わなくても。

　だいたい自分が何をしたというのか。図書館に来たらいきなりタマミが走ってきて、行き当たっただけじゃないか。そりゃいきなり女の子の服を摑めばヘンタイかもしれないけど、それはまあ、成り行きというやつで……。

　もはや条件反射的にいじけるしかない光宏に、タマミは今にも引っ搔かきそうな勢いでフーフー唸り続ける。

　おかげで目立つことこの上ない。さっきのカップル（？）や他の利用者達が、いかにもやかましいという顔つきで、こちらを睨んでくる。

　と、そこへ通路の奥からもう一人、女の子の声が。

「よかった、君、その娘押さえといて！」

「え？」

　言われて振ふり返ると、こちらに向かって息いき急せき切って走ってくる人物が一人。しかも、これまた初対面ではない。

「あっ！」

　その顔に、思わず光宏は叫んだ。

「あっ！」

　相手もまた、なぜか叫んだ。そのメガネ越ごしに、光宏の顔を確かめて。

　ショートヘアにラフなシャツ姿、背には小さなリュックという形で佇たたずむ彼女の名は、コイカワ。時々月代とセットで見かける、敵だか味方だかよく分からない、謎なぞのメガネ少女だ。

　歳としはおそらく自分と同じぐらい。それ以外の情報は皆かい無む。ついでに言うなら、月代との関係性も不明だ。

　ある時は月代の毒どく牙がから助けてくれたかと思えば、またある時はその月代を引き連れて、こちらをこそこそつけ回したりしていた。結局怪あやしいことに変わりない。

　それに──タマミを押さえとけと言ってきた。これはもう、疑うには充じゆう分ぶんだ。
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「おい、タマミちゃんをどうするつもりだっ！」

　光宏はとっさに叫んだ。相変わらず、ネコミミ娘のローブの裾すそを摘つまんだままで。

　コイカワは月代の仲間だ。そしてその月代は、抜け出してきた二次元娘を、ヤラシイ意味でしょっちゅう襲しゆう撃げきしている。ということは──コイカワがタマミを捕とらえようとしている理由も、決して褒ほめられたものではないに違ちがいない。

　ほぼ直感的なこの推理。しかしどうやら、当たっていたらしい。コイカワは光宏の言葉に顔をしかめ、「うわぁ……」と微び妙みような反応を示した。

「君、葛本くんだっけ？　何で、よりによって君がここにいるかなぁ」

「いや、それはこっちの台詞せりふだし。だいたい何で僕の名前知ってるんだよ」

　考えてみたら、名乗ったことなんてなかったはずだ。まあ、単に月代から聞いただけだろうが。

「とにかくっ！　タマミちゃんは渡わたさないぞ！」

　二次元娘を守らなければならないという使命感に燃えつつ、光宏はそう宣言した。

「いったいどうやって抜け出させたか知らないけど、ちゃんと僕が──ぅアっ！」

　最後の妙な悲鳴は、タマミに右みぎ腕うでを引っ搔かれたからだ。

　弾はずみで手がローブを放す。タマミはその瞬間を逃のがさず、すぐさま光宏から間合いを取ると、こちらとコイカワとを交こう互ごに睨にらみつけながら叫んだ。

「私はお姉さまのところに帰るニャ！　……いえ、帰るのです！　邪魔したら嚙かみます！」

　唇くちびるの隙すき間まから可愛かわいらしい八重歯を覗のぞかせ、言い放った。

　途と中ちゆうで語ご尾びを言い変えたのは、口くち癖ぐせのようなものだ。語尾にニャを付ける幼い頃ころの習慣が抜けきれず、それを気にしている──というのが特とく徴ちようだった。あのウェブコミックの中では。

　さらに性格も、本来なら割と落ち着いた感じのはず。ただ切せつ羽ぱ詰つまると、このように暴れネコ的なものに変わってしまうらしい。少なくとも、作者である紗衣はそう設定していたはずだ。

　ということは──やはりこのタマミを召しよう喚かんしたのは、紗衣自身なのだろうか。二次元娘は、召喚主の脳内設定に応じて、その性格を変えるわけだし。そもそもタマミ自身、「お姉さまのところに帰る」と言ってるし。

　だとしたら、やはり自分は味方だ。この娘こをちゃんと紗衣のもとへ帰してやらねば。

「安心してタマミちゃん、僕が君を……」

「寄るなヘンタイっ！」

　またもヘンタイ呼ばわりし、タマミはついにカプッ！　と光宏の手に嚙みついた。

「ひっ！」

　とりあえず叫さけんでみたが、特に痛いわけではない。むしろくすぐったいぐらいだ。

　しかしこちらの気持ちが通じないばかりか、しつこくヘンタイ扱あつかいされたショックで、光宏は思わずたじろいでしまう。その隙にタマミは身を翻ひるがえすと、まさにネコ並みのスピードで、勢いよく図書館の外へ飛び出していった。

　ふと右手の甲こうを見ると、きれいな歯型の痕あとが残っていた。これ、紗衣が見たら何て言うだろう。「萌もえっ娘こに歯型を付けられるなんて、羨うらやましいわ」とか……ああ、絶対言いそうだ。

「あーあ、逃にがしちゃった」

　横でコイカワが、深い溜ため息いきとともに呟つぶやいた。

「早く捕つかまえなきゃ……。あ、君は来なくていいよ。べつに責任追つい及きゆうして一いつ緒しよに捜さがせとか言うつもりはないし。むしろ遠ざけたいぐらいだし」

「そ、そうはいくか！　タマミちゃんは僕が先に見つけるんだ！」

「いや、競きそうつもりもないから」

　コイカワはうんざりした顔で言い捨てると、逃げたタマミの後を追って、さっさと出ていってしまった。

　光宏もまた後へ続くべく、走り出した。

　カウンターの方から迫せまってくる、あからさまに激げき怒どした司書のおばさんから逃げたいという気持ちも手伝って。
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　かくして図書館を出たはいいものの。

「いないねー」

「何を呑のん気きそうに……」

　言ってるんだ、と光宏はコイカワに向かってぼやいた。

　すでに往来のどこにも、タマミの姿は見当たらない。屋根を飛び越こえたか、あるいは塀へいの隙間にでも潜もぐり込んだか。何しろネコだから、どうとでも逃げられそうだ。

　完全に迷子だ。早く何とかして見つけてやらないと、きっと紗衣も心配してるに違いない。

　……と思う。よく考えたら、まだ事情を確かめてない気もするけど。

「ええと、あの……コイカワさん？」

　なぜか「さん」付けで呼んでしまった自分に呆あきれつつ、光宏は改めて訊たずねた。

「一つ確かく認にんしておきたいんだけど」

「ん、何？」

「君は、タマミちゃんを北原さんのところから誘ゆう拐かいしてきた……ってことで、あってる？」

「全然あってねぇ」

　あっさり全否定したコイカワは、光宏をほっといてスタスタと歩き出す。まるでタマミの行き先が分かっているかのように。

「ちょっと待て、どこへ行く！」

「君は気にしないで。て言うか、本当に付いてこなくていいってば」

　慌あわてて後から追ってくる光宏を、コイカワはなおも遠ざけようと早足になる。思えばさっき図書館で会った時も、こちらを見て都合の悪そうなことを呟いていたし……、やはり何か裏があるとしか思えない。

　そもそもの謎なぞは、なぜコイカワがタマミを連れているかだ。召喚主が紗衣である以上、どう考えても不自然だ。コイカワ自身は否定しているが、やはりこれは誘拐ではないのか。

　で、裏で月代が糸を引いてる──と。うん、完かん璧ぺきな推理だ。

「コイカワさん、月代に頼たのまれたんでしょ？　違ちがう？」

「違う。大いに違う。あり得ないぐらい違う」

　相変わらず全否定だ。これを怪あやしいと見るべきか、こちらの勘かん違ちがいと見るべきか。しかしどう考えたって、コイカワは疑わしいのだ。なぜなら。

「でも、君は月代の仲間だろ？」

　この事実がある限り、光宏はコイカワを怪しむしかない。

「仲間？」

　コイカワは歩いたまま、こちらの口にした単語をそのまま繰くり返した。

「仲間っていうか、まあ、友達だけど」

「だったら当然──」

「……あのさ葛本くん。一つ大事なことを忘れてない？」

　そう言うと、彼女はこちらをクルリと振ふり返る。メガネの奥に、煩わずらわしいものでも見るかのような色を浮うかべて。

「私はべつに月代のヘンタイ活動に協力してるわけじゃない。ほら、いつだったか君のこと助けてあげたじゃん。君が『ユキ』ってキャラと一緒にいた時」

「それは、そうだけど……」

　言われたとおりだ。だからこそ、光宏は完全にコイカワを悪人と決めつけることができないでいる。

　ちなみに「ユキ」というのは、紗衣の描かいた二次元美少女の一人だ。光宏が「ミラージュ・ネル」のアクセスカウンターで十万を踏ふんだ時、記念にリクエストして描いてもらったツンデレ姫ひめ。専門用語で言うところの、「キリリク」だ。サイトには未み掲けい載さいなので、本当に光宏専用の娘こである。

　ただしその容姿は、妹の佐和に似ているというおまけつき。おかげで妹にいじめられた直後など、ユキに萌もえて召しよう喚かんする気力が湧わかない。……いや、そんな愚ぐ痴ちは、今はどうでもいいか。

　とにかく、そのユキを光宏が初めて召喚した時のこと。例によって月代の襲しゆう撃げきに遭あった際、不意に現れそのピンチを救ってくれたのが──コイカワだった。

　だから彼女は、月代のようなことはしない。……ということになるのだろうか。

　でも、じゃあなぜ月代と一いつ緒しよにいるんだ。仲間だからじゃないのか。

「コイカワさん、せめて敵か味方かぐらい、はっきりさせてほしいんだけど」

　仕方なく、光宏はそう言ってみた。

「敵も味方もないよ。私はただの女子高生だもの」

　答えにならない台詞せりふが返ってきただけだった。これでは何を訊きいても無む駄だだ。

　少なくとも言えることは一つ。彼女は今、自分を避さけている──。これだけだ。

　このまま同行したところで、得られそうな情報はない。彼女の素す性じようについても。タマミの行き先についても。

「……あのさ、僕は向こうを捜さがすよ」

　光宏は少し考え、後ろからコイカワにそう声をかけた。

　コイカワは振り返りもせず「ああ」と頷うなずき、挨あい拶さつ代わりに手をヒラヒラさせて、さっさと先へ歩いていく。こちらの思おも惑わくどおりだ。

「よし、あとはあの子を尾び行こうすれば、きっとタマミちゃんのところへ行き着くはず……」

　我ながら小こ賢ざかしい。でも、他ほかに打つ手もないわけだし。

　そう思いながら、光宏はこっそりコイカワの後をつけ始める。と、不意にコイカワがこちらを振り向いた。

「ねえ、葛本くん」

　もう最初から尾行してくることが分かっていたかのような目で。

「私からも一つ訊いときたいんだけど」

「は、はい。何でしょう」

「君はタマミを捕つかまえて、どうする気？」

　疑いを込め、そう訊たずねてきた。

「どうするって……べ、べつに、ヤマシイことをしようとかいうつもりはないからっ！」

「……ふーん」

　いや、何だよその微び妙みような反応は。

　どうもやりづらい。紗衣や月代とはタイプが明らかに違うだけに、どう接すればいいものか。

　光宏が困こん惑わくしていると、コイカワはこちらを値ね踏ぶみするような目で眺ながめてから、フゥと溜ため息いきをついた。

「まあ、付いてきてもいいけどさ……」

「え、いいの？」

「その代わり！　タマミに変なことしたら去勢する」

「きょ……」

　何てこと言うですか。あなた女の子なのに。

「じゃ、行こっか」

　この暑いのに冷ひや汗あせをかいて立ち尽つくす光宏に、コイカワは何事もないかのように声をかけ、再び歩き出した。

　光宏は──もう何も言わず、ただおとなしく後を付いていくだけだった。




　そして、着いた先はといえば。

「あの、コイカワさん？」

「何？」

「ここって、北原さんちの近所みたいだけど……」

　思いっきり見覚えのある道の端はしで、光宏はキョロキョロしながら戸と惑まどいの声を上げた。

　前に紗衣の屋や敷しきにお呼ばれした時も、この辺を歩いた記き憶おくがある。確かこの道をまっすぐ行って、二番目の角を右に折れれば、すぐに長い塀へいが……というか、もうすでに北原邸ていの屋根がここから見えてるし。

「タマミちゃんって、本当にこっちに逃にげたの？」

「そりゃそうじゃん。あの娘こは『帰る』って言ってたんだから」

　至し極ごくもっともな理由で、コイカワはどんどん先へ進んでいく。道をまっすぐ。そして二番目の角を右に──って。

「あの、コイカワさん？」

「……今度は何？」

　いや、睨にらまれても困るし。

「そっちは思いっきり北原さんちだけど……」

「知ってる。もう帰ってるんだったら、当然家の中でしょ」

　何のためらいもなく、コイカワはそう言って、北原邸の表口を目指していく。

　まさか、突とつ入にゆうするつもりか。何のために。だいたいタマミが帰ったなら、また連れ出す必要なんてないはずで……。

　ああそうか。やっぱりこれは誘ゆう拐かいなのか。

「ねぇ、葛本くん」

「は、はイっ？」

「……何上うわずってんの？」

　呆あきれた顔でこちらを見やるコイカワ。が、どうやらこちらの疑いを察したわけでもないのか、不意に妙な質問を投げかけてきた。

「君の名前ってさ、『みつひろ』でいいんだっけ？」

「え？　……そうだけど？」

「……ふーん」

　いや、だから何なんだよ、その微妙な反応は。

　大たい概がい分からない。人の名前がどうだって言うんだ。

「君の噂うわさをよく聞くんだけどさ」

　コイカワは眉まゆをひそめながら、続けた。

「いわく、とんでもない煩ぼん悩のう野や郎ろうだ、とか」

「それは月代が言っただけだろ」

「いわく、二次専だ、とか」

「断じて違ちがう！　……て、それどこで聞いたんだよ。まさかうちの学校？」

　確かに学校でなら、自分は二次専として、女子全員に悪い意味で認められている。まあ、その原因を作ってるのは妹の佐和なのだが──とにかく、これはうちの学校にいない限り、知り得ない情報だ。

　訝いぶかしがる光宏。だがコイカワは、さらにそこへ追い打ちをかけるように。

「いわく、私の嫁を盗る困った人だ、とか」

　どう聞いても紗衣が言ったとしか思えない台詞せりふを、口にした。

　光宏はもう表情を固まらせるしかない。確かに紗衣ならそうも言うだろう。が、そんな発言、なぜこのコイカワが知ってるんだ。

　まさか──紗衣本人から聞いたのか？　ということは、この人はいったい……。

「コイカワさん、君はいったい何者なんだ？　北原さんとはどういう関係なんだ？　敵？　味方？」

　もうわけが分からず、光宏は矢や継つぎ早ばやに訊たずねかける。だが、コイカワは相変わらず落ち着いた顔で一言。

「だから、敵も味方もないよ。ただの女子高生なんだから」

　そう言っただけだった。

　そして──そのタイミングを見計らっていたかのように。

「ニャーッ！」

　どこかでネコミミ娘むすめの悲鳴が上がるのが聞こえた。
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　しかし、こうも緊きん張ちよう感かんのない展開というのも、哀かなしいものだ──。

　それが、声のした方へ急いで駆かけ付けた光宏の、正直な感想だった。

　普ふ通つうなら女の子の悲鳴が上がれば、それなりにピンチのシーンが待ち受けてるものだ。なのに、目の前に広がっている光景がいつものコレでは、もう疲つかれしか出てこない。

「あー、また月代か」

　往来の真ん中でタマミを羽は交がい締じめにしているちっこいゴスロリ女を見るなり、光宏はうんざりした面おも持もちで呟つぶやいた。

　さっきコイカワが光宏に問い詰つめられた時と同じ顔だ──という事実は、まあ、気づかないふりをするとして。

「何やってんだよ、お前」

「よぉ煩悩野郎。昨日ぶりっ！」

　こちらを見向きもせず、実にフレンドリーな挨あい拶さつを済ませた月代は、そのままタマミを押し倒たおし、例によってメタリックブルーのペンタブレットでグリグリしようとする。

　完全にハッスル中だ。おかげで持ち主に忘れ去られたいつものヒヨコのぬいぐるみが、横手でクッタリと放置されている。

「タマミたん、ネコはペットらしく、おとなしく首輪を描かかせなさい！」

「い、いやニャ！　私はお姉さま以外のペットにはならないと心に決めてるニャ！」

「ククッ、それなら嫌いやと言えないように、まずは口枷かせから描いちゃおうかにゃー？」

　釣つられてネコ的語ご尾びになりながら、月代はその破は廉れん恥ちなペン先を、タマミの唇くちびるに押し付けようとする。しかも繰くり返し言うが、往来の真ん中で。

「おい、やめろよ！」

　片頭痛でも起きそうな頭をどうにか抑おさえ、光宏は叫さけんだ。

「タマミちゃんが可哀そうだろ！　何で首輪なんか──」

「はっ、何たる愚ぐ問もん！　そんなもん、タマミたんがネコだからに決まってんじゃん」

　そして月代の切り返し方もまた、相変わらずのヘンタイ理論に基づいている。

「ネコといえばペット。しかもイヌと違って、我がままなのが売りなんだよ。だからこそ、躾しつけたいっていう願望を満たしてくれるんじゃん。無理やり首輪を着けて、爪つめを立ててきたらお尻しりペンペン。マタタビを嗅かがせて自由を奪うばい、嫌がろうにも動けない状態にした上で、あんなことやこんなことをしちゃいたい──そんな万人の欲よつ求きゆうに応こたえてくれるケモノ娘の最さい高こう峰ほう、それがネコミミ！　これ、絶対服従が当然のイヌミミ娘では味わえない醍だい醐ご味みだね！」

「いや、それ万人の欲求じゃないだろ、内容的に」

　純じゆん粋すいにネコの可愛かわいらしさを擬ぎ人じん化かしたもの──じゃダメなのか。ぜひとも紗衣に説教してもらいたいところだ。

　ともあれ今は、そんなことを考えるよりも、タマミを救出するのが先決だ。幸い、いつものタコやスライムもまだ出てない。ここは無理やり引き剝はがせば──。

　そう思い、足を踏ふみ出す光宏。が、それよりも早く。

「コラ月代っ！」

　コイカワが飛び出した。もうすっかり慣れた足取りで。

　そして月代の背後に回り込むや、その手を振ふり上げ、勢いよく月代の頭上に振り落とす。

　スパコン！　と気持ちのいい音が、真っ昼間の往来に響ひびいた。

「んぎゃっ！」

　あと、月代の変な悲鳴も響いた。こちらは特に気持ちよくもないけど。

「な、何すんだよコイカワっ！」

「そりゃこっちの台詞だ。ほら、いいから離はなれろ」

　そう言って、コイカワは月代の身体からだを、タマミからベリベリと引き剝がす。やはり動きが慣れている。きっと今までにも、こんなことを何度も繰り返してきたのだろう。

　ともあれ、月代のことはコイカワに任せておいて大だい丈じよう夫ぶそうだ。じゃあ自分はタマミの介かい抱ほうを──。

「タマミちゃん、無事だった？」

　ローブをはだけてヒクヒク震ふるえているネコミミ娘に、光宏は精せい一いつ杯ぱい優やさしく声をかけてあげた。

　その声に、タマミがこちらを見る。そして──まあ、当然と言おうか。

「へ、ヘンタイが来たニャ！」

　案の定、罵ののしられただけだった。

「いや、だからなぜ僕が……」

「黙だまりなさい！　こっち来んニャ、ヘンタイ！」

「うぅ……」

　もう泣きたい気分だ。だいたい今まで本物のヘンタイに襲おそわれていたくせに、なぜ自分ばかり嫌きらわれるか。

　光宏が納なつ得とくできないまま呻うめいていると、コイカワに首根っこを引っ摑つかまれていた月代が、こちらを見てニヤリと笑った。実に意味ありげな表情で。

「何だよ。言いたいことがあるなら言えよ」

　まあ、どうせまたテキトーに屁へ理り屈くつをこねまわしてこちらを誘ゆう惑わくし、タマミ相手に良からぬことをさせようという魂こん胆たんだろうけど。しかしそうは行かない。だいたいコイカワの見ている前で、そんなことができるわけない。

　だから光宏は、できるだけ平静を装よそおって、月代を睨にらみ返してやった。

　それを受けて、月代が一言。

「やーいヘンタイ♪」

「……それだけかよ」

　子供か、お前は。

　しかし、この罵りがついに光宏の心を決けつ壊かいさせてしまったらしい。気がつけば光宏は顔を真っ赤にし、叫んでいた。再三言うが往来の真ん中で。

「お前の方がよっぽどヘンタイだろうが！　いっつもあんなヤラシー絵ばかり描かいて！」

　もうどっちが子供だか分からない。ああ、コイカワの視線が痛い。

　そして月代の不動っぷりが、これまた光宏の惨みじめさに拍はく車しやをかけてくる。

「おう、そりゃ私の絵はヤラシーよ。おかげでサイトのカウンターも回りっぱなしだよ」

　ニヤニヤしながら、そう威い張ばる。「ミラージュ・ネル・アナザー」などという図ずう々ずうしい名前の二次創作サイトを作ってるだけあって、こいつの開き直りっぷりは半はん端ぱじゃない。

「何なら夏コミ用の同人誌、一部取っといてあげようか？　煩ぼん悩のう野や郎ろうが涎よだれを垂らして喜ぶような、エロ萌もえコミックが満まん載さいだよ？」

「い、いるものかっ！」

「ククッ、瘦やせ我が慢まんはいけないよ。ローブ以外全部脱ぬがされちゃったカリンたんとか、スケスケ白スクを着せられて悶もだえるナギサたんとか、生クリームオンリーのナナコたんとか、見たくね？　ねえ、見たくね？」

「う……いらないっ！」

　ああ、どうしてこうも月代は人の理性を揺ゆさぶってくるのか。危あやうく頷うなずきそうになったじゃないか。

　完全に相手のペースにはまった悔くやしさから、光宏は真っ赤になったまま月代を睨む。もうこれ以上、こいつに自由に喋しやべらせるわけにはいかない。

　それに──昨日の夏祭りでのこともある。ここは一つ、きちんと「あのこと」を言っておくべきだ。

「おい、月代」
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　改めて気を取り直し、光宏はゴスロリに向かって宣言した。

「どんなにお前がヤラシイ絵で人気を取ったって、それも長続きしないぞ。今度の夏コミで、北原さんが同人誌を出すことになった。本物の『歌川ミウミ』として、だ」

　最後の「本物の」の辺りで、月代の表情が小さく強こわ張ばったように思えた。

　だがそれも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに彼女は、いつものニヤニヤ笑いを取り戻もどす。

「ほほー、同人誌ね。ついに紗衣も出しちゃうんだ。で、もう原げん稿こう描けたの？」

「それは、これからだけど……」

　まあ、そこは正直に打ち明けつつ。

「でも！　北原さんの本が出れば、もうお前に勝ち目はない！　本家の絵に勝てる二次創作なんてないんだからな！」

「いや、そうでもないけどね。特に萌え関係は」

　月代は相変わらず動じない。自分のやり方に、絶対的な自信を抱いだいているらしい。

「知ってる？　同人市場でのエロはね、原作よりも価値が高いんだよ」

　そしてはっきりと、彼女は言い切った。光宏の原作信しん仰こうなど、打ち砕くだかんばかりの勢いで。

　それを否定できない自分が悔しい。なまじ多少なりとも同人界を垣かい間ま見てるだけに、月代の言い分がある意味正しいことは承知済みだ。

　そんなこちらの心を見み透すかしてか、月代はさらに追い打ちをかけてきた。

「だいたいこれから原稿描くんじゃ、印刷オフセ本は間に合わないでしょ。印刷所の締しめ切りって、コミケの二週間前ぐらいが相場だし」

　オフセ──すなわちオフセット本。印刷所を通して、きちんと製本された同人誌のことだ。

　機械を使うことで、「手作り感」を消し、本の見み栄ばえを高める。同人誌としては主流の形で、おかげでこの時期、印刷所はどこも大おお忙いそがしらしい。

　しかし──。

「に、二週間前……？」

　それって、今日から数えて何日後？

「よく聞け！　ざっと、あと一週間だ！」

　勝ち誇ほこったように、月代は騒さわいだ。

　一週間。あまりにも少ない。

「というわけだから、オフセなんて無理無理。悪いことは言わないから諦あきらめなよ。それともギリギリまで粘ねばれるコピー本にしちゃう？　コピー機でちまちま複製。ホッチキスでちまちま製本──。ふん、そんな素しろ人うと臭くさいもん小部数作っただけで、私に勝てると本気で思ってんの？」

「製本の種類なんか関係ないだろ。大事なのは質だ！　中身だ！」

「あーはいはい、理想的回答ありがとう。でもね、本の『質』ってのは、製本も含ふくめての『質』なんだよ。安っぽいコピー紙ときちんとした紙じゃ、インクの乗りが全然違ちがうし、モノクロ表紙とカラー表紙じゃ、人が手に取る頻ひん度ども変わるんだよ。それが現実ってもんだ」

　だから強がらなくていいよ、と月代は嘲あざけり笑った。

　その嫌いやな笑みに、光宏の心は大きな不安に彩いろどられる。

　確かに月代は同人誌作りに慣れている。だから、作成から頒はん布ぷまでのノウハウはひととおり持っている。しかし紗衣は……。

「──初めてなんでしょ？　紗衣が同人誌作るのって」

　月代は的確に、光宏の不安を指し摘てきしてきた。

　ああ、そのとおりだ。だから絵の質はともかく、本作りという技術的な面で、紗衣は月代に大きく劣おとる。そしてその影えい響きようが、早くも締め切りの危機という形で現れている。

　もしかしたら──ピンチなのではないか。この勝負は。

　光宏がそのことに気づいた時だ。

　ふと、コイカワが口を開いた。

「あのさ、葛本くん」

「……え？」

「なに呆ぼう然ぜんとしてんの。それより、どうして君が知ってるの？　紗衣が同人誌作るってこと」

「それは……」

　手伝うのを頼たのまれたからだ、と光宏は正直に答えた。

　べつに不思議なことじゃない。今の自分は、歌川ミウミのアシスタントみたいなものなのだから。

　だが──どうもコイカワは、そうは思ってなかったらしい。

「……君が？」

　訝いぶかしげな目でこちらを見やり、それから何か思案するように俯うつむいてしまう。その間も月代のゴスロリドレスを摑つかんで離はなさないのは、さすがだが。

「──よし、決めた！」

　彼女はいきなりそう叫さけぶと、改めて月代の小さな身体からだを引っ張りだした。

「まず、こいつをさっさと退場させてくる。ほら、とっととヒヨコを拾え」

「あー、乱暴にすんなよコイカワ！　つか引っ張るな！　私はもっと煩ぼん悩のう野や郎ろうで遊ぶんだ！」

「もう充じゆう分ぶんだろが。つか、遊ぶな」

　一言ドスの利いた声で月代を黙だまらせ、コイカワはこちらを振ふり返った。

「葛本くんはそこでタマミと待ってて」

「え？　待っててって言われても……」

　またこのネコミミ娘むすめが嫌がって逃にげ出すんじゃないか、と思ったが、コイカワはそれ以上の指示は出さずに、さっさと行ってしまった。紗衣の家とは反対側へ向かって。

　月代をどこかへ追いやるためだろう。いつも手ばかりかかってしょうがないあのゴスロリが、完全に為なされるままだ。これはこれで助かるが──結局言われっぱなしで終わったのは悔くやしい。

　紗衣の同人誌作りを宣言しても、あいつは動じなかった。それどころか、逆に優位に立たれたような気さえする。

「はぁ、どうしたものかな……」

　溜ため息いきをつきながら、ふと横を見ると、相変わらずタマミがこちらを睨にらんでいた。

「……ねぇ、タマミちゃん」

「何ですか、ヘンタイさん」

「いや、僕はヘンタイじゃないから……」

「そんな噓うそついたって、私はちゃんと知ってます。あなたは何度もカリンちゃんに無理やりチューしようとした、とんでもないヘンタイですニャ！　です！」

　あ、語ご尾び直した。

　いや、それはともかく──カリンに無理やり云うん々ぬんって、何だそりゃ。

　カリンといえば、こちらも忘れようとて忘れられない、二次元の魔ま導どう士し見習いだ。何しろ、自分が初めて召しよう喚かんした女の子。加えてその後も、何度も召喚しているのは間違いない。

　でも、無理やりキスしようとしたことなんてあったっけか。

「いや、それは誤解だ、タマミちゃん」

　身に覚えがない。そりゃ一発目から添そい寝ねしてもらったりもしたけど、あれは完全にハプニングみたいなものだったし──。

「お黙りなさい！　触さわると引っ搔かきますニャ！」

　だがタマミは聞いてくれない。それどころかローブの毛を逆立たせて、「ふーっ！」と威い嚇かく声を上げてくる。

　ああ、これで変な誤解が絡からんでなければ、ネコミミ娘のネコっぷりに萌もえられただろうに……。

　妙みような惜おしがり方をしていると、そこへコイカワが小走りで戻もどってきた。もう月代は処分したと見えて、背中のリュック以外は手ぶらだ。

「お待たせー。タマミはいい娘にしてた？」

「いや、引っ搔かれそうだったけど」

「まあ、しょうがないか。君が相手じゃね」

　これまた酷ひどいことを口にしながら、コイカワは光宏の反論を待たずに、優やさしくタマミの手を取る。そして宥なだめるようにその頭をポンと撫なで、言う。

「じゃあタマミ、帰ろうか」

「帰る？　お姉さまのところへニャ？　……もとい、ところへですか？」

「そう。本当は夕方まで帰さないつもりだったけど、ちょっと予定外なのが現れたから」

　君のことだよ、とでも言いたげに、コイカワがこちらを見る。

　光宏が首を傾かしげると、彼女はそのままタマミの手を引きながら。

「葛本くんも付いてきて」

　そう言って再び歩き出す。今度は元どおり、紗衣の家に向かって。

　その背中に、光宏はいま一度訊たずねる。

「コイカワさん……、君はいったい何者なの？」

「だから、普ふ通つうの女子高生だってば。ああ、あとさ、ペンネームで呼ぶのやめてもらえないかな。何だか恥はずかしいから」

「ペンネーム？」

「そう、私のペンネームは恋こい川かわ瑠る璃り葉は。本名は──井い川かわ美み春はる。よろしく」

　コイカワ改め美春はようやく自己紹しよう介かいを済ませると、それから思い出したように付け加えた。

「あ、そうそう。紗衣の本、うちに委託することになってるから。って……これ知ってる？」

　光宏は、ゆっくりと首を横に振った。

　そして──今度こそおとなしく、後に従うことにした。

　人生二度目となる北原邸てい訪問は、こんな形で幕を開けたのだった。
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　生まれて二度目となる北きた原はら邸は、相変わらずのお花畑だった。

「お姉さま、ファイトですっ」

「フレーフレー、お・ね・え・さ・まっ」

「私達のキュートなダンスで、元気をいっぱいもらってください！」

　妙に楽しげな萌えボイスの声せい援えんが、すでに門のところにまで響ひびいている。音源は──紗さ衣えの自室からだろうか。

　ひょっとして、お取り込み中か。でも今日は原げん稿こう描かくって言ってたような……。

「今日は確か、おうちの人はいないってさ」

　なぜかそんなことまで知っている美み春はるが、率先してインターホンのボタンを押す。と、例の嬌きよう声せいがピタリとやんだ。

　それからワンテンポ遅おくれて、スピーカーから『どなた？』と紗衣の声。

「私だよ。タマミと、おまけ一人連れてきたから開けて」

『おまけ？』

「うん、見れば分かるから。あと、原稿描かないで二次元とイチャイチャしてたわけも訊きくから」

『ぅ……どうぞ入って』

　呻うめき声などという、かなりレアな音声とともに、リモコン式の門が開かれた。

　二度目の訪問となる光みつ宏ひろでさえ、やや怯ひるんでしまうほどの巨きよ大だいな庭が、その先に広がっている。が、美春は臆おくすることもなく、タマミを引っ張ってずんずん歩いていく。

「あの、コイカ……井い川かわさん。ちょっと訊きたいんだけど……」

「君は質問が多いね。今度は何？」

「もしかして、君は北原さんのお友達？」

「何を今さら」

　気づくの遅おそすぎだろ──とでも言いたげに、美春は呆あきれながら玄げん関かんの前に立った。

　と、それを見計らっていたかのように、ドアがガチャリと開かれて、紗衣がひょっこりと顔を出した。

　当然私服だ。ノースリーブの水色ワンピースだ。いつぞやのハーレムパーティーの時と違ちがって、さすがにドレス姿ではないものの、これはこれで、よそ行きでも充じゆう分ぶんに通じそうな可か憐れんさだ。

　急な訪問だというのに、まったく隙すきがない。さすがは紗衣だ──と言いたいところだけど。

「お帰りなさい、タマミ」

　ニッコリと微ほほ笑えみ、彼女がまず挨あい拶さつした相手は、メインの美春でもおまけの光宏でもなく、二次元のタマミだった。

「お姉さま、ただいまニャ！」

　そしてタマミも何の疑問も抱いだかずに、美春の手を振ふり切って、紗衣の胸にネコまっしぐら。そのままギュッと抱きついて、ゴロゴロと甘え出す。いつもながら、目のやり場に困る光景だ。

「あらあら、よっぽど寂さびしかったのね。ごめんなさい。でも、私も同じよ？　あなたのことが気になって、全然原稿が手に付かなかったんだもの」

「お姉さま、もう私をどこにも預けちゃダメですニャ！」

「もちろんよ。さ、上がって？　今ミルクを淹いれるから──」

　何だか二人だけで盛り上がった挙あげ句く、紗衣はタマミだけを中へ引っ張り込んで、ドアを閉めようとする。完全に二次元にしか目が行ってない。これも……さすがと言っていいものか。

「こらちょっと待て、紗衣」

　だがそこで美春が、じっとりとした声で二次専様を呼び止めた。というか、完全にタメだ。学校の先生だってなぜか敬語を使ってしまうような相手に向かって、堂々と「こら」って。

「私の追つい及きゆうが終わる前に、締しめ出そうとするな」

「あら美春さん」

「あらじゃない。『原稿が手に付いてない』ってどういうことかな？　それじゃ私にタマミを預けた意味ないじゃん」

「そうなのよ。タマミとイチャイチャしてたら原稿が進まないから、美春さんに預けたのはいいけど……その後が心配で、おかげで描くペースがいつもの半分に落ちたの。これは予想外だったわね。ごめんなさい」

　なるほど、そんな事情があって、紗衣の手から美春にタマミが渡わたってたのか。べつに誘ゆう拐かいでも何でもなかった。完全に自分の早はや合が点てんだ。

　光宏は赤面し、「ごめんなさい」と小さく呟つぶやいた。

　当の美春は、紗衣の相手に夢中で聞いてなかったけど。

　まあ、それにしても──そんな美春が、あの紗衣を普ふ通つうに謝らせている光景が、妙みように不思議でならない。というか、紗衣が全然いつもらしくない。

　光宏の中での紗衣は、普段から意味もなく堂々としていて、自分のマニアックな行動に絶対の自信を持っているような、そんな子だ。だから相手をすれば疲つかれもするし、その魅み力りよくに参りもする。

　だが、美春にツッコまれている今の紗衣は、普段の超ちよう人じんぶりを微み塵じんも感じさせない。あくまで普通の──。

　そう、普通の女子高生、だ。

「とにかく立ち話も何だから、上がってちょうだい？」

　そんな普通の女子高生が、美春を中に招き入れる。二次元が先で三次元が後では、完全に順番が逆だ。

　光宏は苦く笑しようし、美春に続いて、北原邸ていの中に踏ふみ入ろうとした。

　……と、紗衣がキョトンとした声で。

「あら葛かつ本もとくん、どうしてここに？　いつ来たの？」

「北原さん、それはわざとですよね……？」

　最初からいたのに、まさか本気で存在に気づいてなかったってことは……いや、あるのか。紗衣だから。

「ああ、おまけって、あなたのことだったのね」

　すごく合点がいったように、紗衣は深く頷うなずいた。やはり見えてなかったらしい。

「そうだわ。ちゃんと紹しよう介かいしなくちゃ。葛本くん、この人は井川美春さん。夏コミの委い託たく先よ」

「ええ、それはもう当人から聞きました」

　せめてもっと早く紹介してほしかった。

「あらそう。じゃあ、学校が同じということも、もう知ってるわね？」

「……いや、それはすっごく初耳です」

　言われて、ギョッとして美春の方を見る。が、当の美春は涼すずしい顔で、「そういや、まだ言ってなかったねー」と笑うのみ。

　何だかもう、いろいろと脱だつ力りよくするしかない。自分は今まで、同じ学校に通う紗衣の友達相手に、得体の知れなさを感じて疑念を抱いていたのだ。

　引きつった笑えみを浮うかべながら、光宏はようやくスリッパを差し出されて中に上がった。

　相変わらず広い。その上、呆あきれるぐらい豪ごう華かだ。天てん井じようにはシャンデリア。床ゆかには一面赤あか絨じゆう毯たん。これで家の令れい嬢じようが二次専の萌もえイラストレーターだというのだから、冗じよう談だんにも程ほどがある。

「それじゃ、二人とも居間で待ってて」

　タマミの肩かたを抱だくようにしてエスコートしながら、紗衣が三次元の二人に言う。

　が、美春がそれを許さない。

「まずはいつもの『アトリエ』へ案内してもらおうか」

　意地悪気に口元を歪ゆがめて、そんなことを言い出した。

「アトリエ？　散らかってるわよ？」

「いつ行ったってきれいに掃そう除じされてるじゃん。それとも、元気いっぱいの二次元の皆みなさんがいるから案内できないとか？」

「……バレてるなら仕方ないわね」

「いや、あんだけ騒さわいでバレないと思ってたのか、あんたは」

　美春にツッコまれ、紗衣はしぶしぶ部屋へ向かい歩き出す。つくづくいつもと違ちがう。

　光宏は不思議な気持ちになりながら、女子達の後にくっついて、北原邸の廊ろう下かを進んだ。

「そういえばさっき近所で月つき代よに会ったよ。タマミを襲おそってたから、とっちめといた」

「あら、またなの？　いつもごめんなさいね、美春さん」

　もうすっかり日常と化したゴスロリの襲しゆう撃げきを知り、紗衣は小さく溜ため息いきをついた。

「月代さんのことだから、きっとヒドイことをしたのでしょうね。『ケモノ娘むすめのコスチュームは毛皮ビキニ以外認めない！』とか言って、脱ぬがそうとしたりしてなかったかしら」

「いや、そこまでは……」

　むしろ光宏の方が溜め息をつきたい気分だが。

　まあ、ビキニはビキニで悪くないけど……いや、月代の台詞せりふは、そういう健康的な部類の色気とは真逆を行っていたし。

「タマミちゃんをペットにするって言ってましたよ。ヒドイですよね」

　一応苦笑は浮かべながらも、光宏は多分に嫌けん悪おの気持ちも込め、紗衣にそう教えてやった。

　だが、彼女は逆にキョトンとしている。

「葛本くん、ネコをペットにするのは、当然な発想よ？」

「え？　いや、そんなアホな……。女の子をペットにするだなんて」

「アホとは何よ。確かにこれが人間なら大問題だけど、そもそもタマミのモデルはイエネコ。人に飼われることが前提の種なのよ？　それに葛本くんが『ペット』にマイナスイメージを抱いだいてるのって、たぶんその手のエロ作品が原因なのでしょうけど──」

　エロという単語を何の苦もなく吐はき出しながら、紗衣はご高説をのたまう。

「ペットというのは愛あい玩がん動物よ。異種の壁かべを越こえて、人間同様、愛をもって接するものなの。もちろん一方的な愛ではなく、相そう互ご愛でね。だから決して、葛本くんが考えるような『奴ど隷れい』などではないわ。もっとも月代さんは、やっぱりその辺を勘かん違ちがいしてそうだけど」

　ああ、間違いなく勘違いしていた。お尻しりペンペンとか言ってたし。

「でも、私はタマミをペットとして扱あつかうこと自体には抵てい抗こうないわよ？　ね、タマミ？」

「はい。私はお姉さまのペットですから」

　喉のどをゴロゴロ鳴らし、ネコミミ娘が原作者に頰ほおを擦すり寄せる。そういえば、さっき月代に襲われた時もそんなことを言っていた。お姉さま以外のペットにはならないとか何とか……。

「ま、紗衣に萌え論では勝てないって。私だって一回ぐらいしか勝ったことないし」

　美春にそう言われ、光宏は「はあ」と頷くしかなかった。

　確かに、歌川ミウミの萌え感は、斜ななめにぶっ飛んでいる。でも、それゆえに萌え属性の一つ一つを大事に扱うし、その結果は画力となって現れる。大したものだ。

　まあ、そのミウミを一度とはいえ負かした美春も、相当大したものだが。いったい何のネタで勝ったのやら……。

　呆あきれつつ、不思議がりつつ。光宏はさらに廊下を進んでいった。

　階段を上がり、二階へ。そこから行く先は、以前自分が迷い込んだ紗衣の寝しん室しつとは反対側だ。

「アトリエはこっちだよ」

　キョロキョロする光宏に向かって、美春が簡潔に説明した。まあ、アトリエと言っても、中の様子は一いつ般ぱん的な「アトリエ」ではないのだろうけど。

　そんな光宏の予想は、見事に的中した。

「さあ、入ってちょうだい？　荷物はその辺に置いといていいわ」

　そう言って紗衣が扉とびらを開けた先には、萌えの光が満ち溢あふれていた。

　本ほん棚だなにズラリと並んだ美少女コミックとライトノベル。そして萌え画集と同人誌の数々。部屋の隅すみの棚に置かれたゲームソフトはすべてギャルゲー。壁に貼はられたポスターもアニメ絵の女の子だし、さらには専門店で買った美少女のぬいぐるみや、抱き枕まくらまで転がっている。

　すごく親近感溢れる部屋だ。ていうか、スケールのでかさや、禁断の抱き枕があることを除けば、光宏の部屋とまったく同じだ。

　強しいて違いを挙げるなら、正面に据すえられたパソコン周りだろうか。絵を描かく都合だろうが、モニターのサイズがかなりでかい。スキャナやプリンタも高価そうなものが繫つながっているし、さらには画用紙やペンタブレットを置くスペースを考こう慮りよして、机のでかさも気合が入っている。

　が、それ以外はまあ、概おおむね同じと言える。パソコンから抜ぬけ出してきた二次元娘が、普ふ通つうにうろついてる点も含ふくめて……。

「あ、お姉さまとタマ先せん輩ぱい、お帰りなさいっ！」

　入ってきた紗衣を真っ先に目に留めて、明るい声を投げかけてきたのは、毎度お馴な染じみのカリンだった。

　ただし、服装がいつもと違う。お決まりのローブも帽ぼう子しもなく、代わりに真っ赤なチアガールのユニフォームを着ている。光宏としては、思いっきり露ろ出しゆつしたオヘソに、ついつい目が行ってしまう。

　でもって、チア姿でいるのはカリン一人ではなく。

「お姉さま、恥はずかしいから、ドア閉めてください……」

「早く早く、私達のダンスの続きを見てくださいっ！」

「べ、べつに私は、お姉さまなんかに見せたくて踊おどってるわけじゃないんだからねっ」

　ナギサにナナコにユキ──。以前紗衣の描いた萌もえっ娘こ達が、なぜか揃そろいも揃ってチアガールになっていた。実に壮そう観かんだ。いろんな意味で。

「しかしまあ、ずいぶん大勢出したね」

「当然よ。大勢描いたのだもの」

　美春のツッコミに、ようやくいつもの調子で紗衣が返す。描けば即そつ行こうで抜け出してくる──というのが、彼女のいつものパターンだ。

「カット用に四人のチア姿を描いていたら我が慢まんできなくなって、次々と抜け出させてしまったの。それでせっかくだから、少し応おう援えんしてもらおうと思ったのだけど……まずいかしら」

「そりゃまずいよ。今日が入にゆう稿こう日なんだから、遊ばれちゃ困る。ていうか、今朝タマミで同じことやらかして、『このままじゃタマミのゴロニャンぶりに構ってしまって作業にならないから、終わるまで預かってくれ』って私に連れん絡らくしてきたのは、自分でしょうに」

「そう……よね。ええ、分かってるのよ？」

　美春の厳しいお言葉に、紗衣も眉まゆをひそめて頷うなずいた。

　が、ふと思い出したようにその顔を上げ、何を思ってか唐とう突とつにこちらを睨にらむ。

　いきなりの視線に、光宏が本能的に身を竦すくませると、彼女はそのジェスチャーを無視して、再度美春に向き直った。

「でも、美春さんも約束違い反はんよ？　タマミを預ける時に言ったじゃない。万が一葛本くんに出くわしたら逃にげて、って」

「何ですか北原さん、その妙みような約束は」

　それって要するに、いつもの嫁よめ盗とりをされるかもしれないからってこと？　そんなに警けい戒かいされてるんですか、僕は。

　そう思い、涙なみだ目めになる光宏。しかしフォローは一いつ切さい入らない。美春も頭を搔かきながら、「ごめーん」などと普通に謝っているし。

「いや、偶ぐう然ぜんなんだよね。タマミを預かった後で気づいたんだけど、実は今日って図書館の返へん却きやく期限日でさ。無視するわけにもいかないから、仕方なくタマミを連れて行ったんだ。そしたらなぜか、そこに彼がいた」

「偶然でも駄だ目めよ。いつも言ってるじゃない。葛本くんってば、私の嫁を片かたっ端ぱしから奪うばう、とんでもない節操なしなんだから」

「ああ、ドスケベでヘンタイで手に負えないって話でしょ？　そう思って私も始めは警戒したんだけど……それちょっと大おお袈げ裟さじゃない？　いや、確かに葛本くん、タマミを見るなり捕つかまえて逃げ出そうとしたけどさ」

「ね？　やっぱりそうでしょう？」

　いや、誤解だってば。だいたい本人の前でする会話じゃないぞ、それ。

　とはいえ、これでいくつかの謎なぞは解けた。なぜ紗衣の呼び出したタマミが、美春に預けられたか。そして、なぜ美春が自分を避さけていたか──。

　何のことはない。全部紗衣が原因だったわけだ。おかげで自分も美春も、互たがいに相手に要いらぬ疑いをかけていたらしい。まったく、どんだけ人ひと騒さわがせな話なんだか。

　そう思いながら、光宏は周りを見る。そこに立ち並ぶ、総勢五名の二次元美少女。いつぞやのパーティーほどではないが、これだけ揃えばなかなか壮観だ。

　でもこんな光景を見たところで、自分は紗衣の言う「ドスケベ」でも「ヘンタイ」でもない。だからこの気持ちが妙な方向に動くことは──あ、カリンちゃんのアンスコがチラッと見えた。

「お、お姉さま！　このヘンタイがヤラシイ目でみんなを見てますニャ！」

　光宏の視線にいち早く気づいたタマミが、血相変えて騒ぎだした。

「ちょっと待ってタマミちゃん！　僕はべつにそんな気持ちで──」

「え、この人またそんな目でボクのこと見てたの？　うぅ、このヘンタイっ！」

「カリンちゃん、『また』って何！」

　ついでにカリンまで罵ののしってくるとは。いつも無む邪じや気きで天てん真しん爛らん漫まんで、たとえ紗衣に呼び出された時でも、光宏に気楽に接してくれていたのに。

　どうも様子がおかしい。しかもタマミとカリンだけではない。

「うぅ、エッチな目で見ないでよぉ！」

「ヤラシイこと考えてないで、お帰りください！」

「このヘンタイバカ姉あね貴きが！」

　最後のは、ユキの台詞せりふだ。ていうか……今「姉貴」って言った？

「ねえ北原さん、みんなが変なんですけど……」

「そう？　設定どおりよ？」

「いや、設定って何？」

　少なくとも自分は、ユキの「姉」じゃない。モデルになったやつの「兄」ではあるけど。

　光宏は困こん惑わくたっぷりの顔で、もう一度萌えっ娘達を見み渡わたした。と、途と端たんに悪お寒かんでも覚えたかのように鳥とり肌はだを浮うかべて、ズザザッと壁かべ際ぎわに逃げる美少女軍団。

　何か。そんなに嫌いやか。

「あー、ちょっといいかな、葛本くん」

　落ち込んでいる光宏に、美春が後ろから声をかけてきた。

「君はまだ状じよう況きようが摑つかめてないようだから、いろいろ説明したげるよ。とりあえず紗衣の邪じや魔まにならないように別室で、ね」

　そう言うと彼女はチアガール達に目をやり、「君達もね」と付け加える。

「えー？　お姉さまと一いつ緒しよがいいのに……」

「嫌です！　私達はここでお姉さまを応援するんです！」

「それに、そんなヘンタイなんかと一緒にいられないんだからぁっ！」

　好き放題言っている。女三人寄れば何とやらだが、五人だとさらに騒がしい。これで全員が自分に好意を持ってくれてるなら大だい歓かん迎げいだけど──あいにくその逆だし。

　思わず溜ため息いきをつく光宏。それは特に宥なだめもせず、美春は彼女達に容よう赦しやなく言い放った。

「……つべこべ言うと、月代に差し出すぞ」

「ニャーッ！」

　タマミが悲鳴を上げた。よっぽどトラウマだったらしい。

　真っ先におとなしくなったタマミを引っ張って、美春はアトリエを出ていく。それに続いて仕方なく引き上げていく残りの四人と、プラス光宏。

　かくして紗衣の作業を阻はばむものは、とりあえずは、なくなったのだった。




　美春に案内されて移った先は、いつか光宏が紗衣に軟なん禁きんされた、あの部屋だった。

　ただし今回は、タマミやカリンを始め、二次元娘達も一緒だ。三次元の美春も含ふくめて、光宏以外は女子ばかり。ちょっとした即そく席せきハーレムだ。

　これでいつもみたいに萌もえ萌えな展開が起これば、まだ救いもあるのだけど──まあ、無理か。

　何しろ二次元組が、みんなして異様に光宏を敵視しているのだから。今だって警けい戒かいするようにできるだけこちらから距きよ離りを取り、やれヘンタイだの痴ち女じよだのと、壁際でひそひそ悪口を囁ささやき合っている。

　いや、「ヘンタイ」はともかく、なぜに「痴女」？

「葛本くん、もう一度訊きくけど、君の名前って『光宏』だよね？」

　相変わらず困惑しっぱなしの光宏に、美春が今さらな質問をしてきた。

「そうだよ？　僕は葛本光宏。ヘンタイでも痴女でもない、ごく普ふ通つうの男子高校生だよ？」

「私の真似まねはしなくていい。でさ、これ知らないでしょ？」

　そう言って美春は、わざわざここまで持ってきたリュックの中から、ノートサイズの紙束を取り出した。

　表には、何やら活字がビッシリとプリントされている。縦書きで、所々に台詞らしきものがあって。これは……小説？

「それ、夏コミでうちが出す本の原げん稿こう」

　微かすかにはにかんだような声で、彼女は説明した。

「私、ウェブで小説書いてるの。もちろんアマチュアだけどね。で、これはその小説をプリントアウトしたやつ」

　ペンネームは恋こい川かわ瑠る璃り葉は──か。

　なるほど、彼女は絵師ではなく、小説書きなのだ。紗衣や月代とジャンルは違ちがえど、創作活動に励はげむ少女という点では同じだ。

　もしかしたら、その辺りが、美春と他ほかの二人とを繫つなぐ接点なのだろうか。

　そんなことを想像しながら、光宏は渡わたされるままに原稿の束を受け取った。美春が書いた、夏コミ用の原稿を。

「……ということは、北原さんが今描かいてるのって、この小説の挿さし絵え？」

　委い託たく先の本の手伝いをする──と紗衣が言っていたのを思い出す。要するに、これのことなのだ。

「そう。昨日の夜、紗衣が急に電話してきてさ。委託させてもらう代わりに、ぜひ挿絵を描かせてくれって言うから」

「でも、入稿の締しめ切りが今日なんでしょ？」

「だから朝から必死で頑がん張ばってもらってるんだよ。まあ、紗衣は仕事早いからね。本気出せば間に合うはずだよ。……抜け出さなきゃだけど」

　フゥ、と美春は溜め息混じりで付け加えた。さすがは友達。よくご存じだ。

　光宏は軽く苦く笑しようし、それから原稿に目を落とした。

　冒ぼう頭とうにタイトルがある。その名も、「カリンのどきどきミラネルライフ」。

　……何なんだ、このエラく気になる文字列は。

「読んでいい？」

「うん、そのために渡したから」

　美春は頷うなずき、それからソファに深々と腰こしを埋うめて、意味もなくテーブルを見下ろす。光宏から顔を逸そらせる形だ。自分の書いた作品を目の前で読まれる決まり悪さ──というのがあるのかもしれない。

　月代や紗衣を前にした時の気の強さとは違う繊せん細さいな部分を垣かい間ま見て、光宏も表情を緩ゆるめる。それから一つ深呼吸すると、手渡された原稿を心して読み始めた。

　流れから察するに、ここに秘密が書かれているはずだ。

　自分が突とつ然ぜん萌もえっ娘こ達から嫌きらわれだした、その秘密が。




















「うぅ～、お姉さまってば、また留守だったよぉ……」

　そう呟つぶやきながら、魔ま導どう士し見習いのカリンは、廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた。

　ここは異世界「ミラージュ・ネル」にある魔法学園の、放課後の女子寮りようだ。

　カリンはこの寮で暮らしながら魔法の勉強に勤いそしんでいる、元気な女の子。まだまだ見習いだから、まともに使える魔法は少ないけど、いつかきっと大物魔法使いになってやるんだ……と夢見ている。

　その目標になっているのが、いつも「お姉さま」と呼んで慕したっている、ある優等生の先せん輩ぱいだった。

　美人で、頭がよくて、気品があって。そしてカリンをいっぱい可愛かわいがってくれる、とっても優やさしいお姉さま。そんなお姉さまのことを想おもうたびに、カリンは女の子同士にもかかわらず、頭がポーッとしてしまう。

　そう、カリンはお姉さまが大好きなのだ。だからちょくちょく部屋へ遊びにいくけど、魔法の勉強や研究で忙いそがしいお姉さまは、あまりそこにいてくれた例ためしがない。

　今日もそうだ。ここ数日、お姉さまが何かの制作課題に追われていると聞いて、張り切って差し入れの手作りクッキーを持っていったのに、やっぱり留守だった。

　おかげでカリンは仕方なく、クッキーだけを置いて、しょんぼりと自分の部屋に戻もどってきたところだった。

「あーあ、お姉さま、どこ行っちゃったんだろうなぁ……」

　そう言いながら、部屋のドアを開ける。と、そこへ……。

「カリンちゃん、大変だよぉっ！」

　ルームメイトのナギサがいきなり飛び出してきて、カリンの身体からだにワッシとしがみ付いた。

「わ、ナギサちゃん！　服濡ぬれちゃう！」

　マーメイドという種族がら、いつもスクール水着に身を包んでいるナギサが抱だきついてきたものだから、カリンが着てる紫むらさき色いろのローブは、たちまちビショビショになってしまう。

　だがナギサは、大きな胸をムギュッと押し付けながら「あぅあぅ」と叫さけぶだけで、謝ることさえ忘れてあたふたしている。いったいどうしたんだろう。

「あらカリン様。お帰りなさいませ。何だか一大事だそうですわよ」

　そこへ別の女性が、中から落ち着いた声で話しかけてきた。同じ部屋で暮らすもう一人……と言っても、こちらはルームメイトではなく、カリンの使い魔だ。

　名前はアサミ。真っ赤なミニスカメイド服が挑ちよう発はつ的な、Ｓっ気たっぷりの女悪魔だ。

「アサミちゃん、一大事って何？　しかも何でそんなに冷静なの？」

「まあいいから、早くお入りなさい。皆さんお待ちですよ」

　主に向かって偉えらそうに命令した使い魔は、カリンをナギサごと部屋に引っ張り込むと、後ろ手にドアを閉めた。

　皆さん……と言われて、カリンは気づいた。部屋には二人、客がいる。

　まず一人は、ポニーテールに水色のウェイトレス服が眩まぶしい少女、ナナコだ。同じクラスの友達で、放課後はいつも近くの喫きつ茶さ店てんでアルバイトをしている……はずだ。なぜか今、そのアルバイト中の姿でここにいるけど。

　そしてもう一人は、ロングヘアーから真っ黒なネコミミを飛び出させた、落ち着いた雰ふん囲い気きの女の子。同じ黒魔法科の二年生で、タマミという。種族は猫妖精ケツト・シー。ニックネームはタマ先輩。

　この真夏にもかかわらず、真っ黒な毛皮のローブを涼すずしい顔で羽織っている。タマ先輩はネコだけに、年中この格好なのだ。

　ただ、その顔はローブの暑さとは無関係に、微び妙みように赤らんでいた。

「カリンちゃん、待っていました」

　尖とがったネコ目をさらに吊つり上げて、タマ先輩はいつもより少し早口で言った。

「とても一大事なのですニャ。いえ、なのです」

　語ご尾びの口くち癖ぐせは、わざわざ言い直した。密ひそかに気にしているらしい。

「そうだよ、カリンちゃんってば、この一大事にどこへ行ってたの？　私、バイト中だったけど、慌あわてて飛んで来たんだよ？」

　ナナコも泣きそうな顔で訴うつたえかけてくる。見れば、手にお盆ぼんを抱かかえたままだ。よっぽど慌てていたようだ。

　やはりただ事ではない。カリンは恐おそる恐る、手近なアサミに向かって尋たずねた。

「ねえ、いったい何があったの……？」

「あら、わたくしがお教えしてもよろしいのですか？」

　うっすらと口元に怪あやしい笑みを浮うかべて、アサミが言い返してくる。その様子に思わずカリンは怖おじ気けづいたが、もはやＳメイドは止まらない。わざとらしく眉まゆをひそめ、一気にまくし立てた。

「実は、つい先ほどカリン様のお姉さまが誘ゆう拐かいされたそうです。目もく撃げきしたタマミさんの話によれば、犯人はタキシード姿の女の子。はい、要するにいつものヘンタイ悪魔、ミツヒメですわね。そのミツヒメにさらわれたということは……。ほらカリン様、想像してください。大好きなお姉さまが、あのドヘンタイに捕つかまって、今いま頃ごろどんな破は廉れん恥ちなことをされてるか……」

「いやぁぁぁぁぁっ！」

　言われるままに想像を巡めぐらせ、カリンは思わず悲鳴を上げた。

　それに合わせて、ナギサが、ナナコが、そしてタマ先輩が。

「だめぇぇぇっ！」

「やめてぇぇぇっ！」

「うにゃぁぁぁぁっ！」

　仲良く揃そろって、女子寮りように響ひびき渡わたるほどの絶望的な悲鳴を上げた。

　ただ一人、アサミだけが満足そうにしていた。




　……それから五分後。

「じゃあタマ先せん輩ぱいは、ミツヒメがお姉さまの手を引っ張って、どこかへ連れていくところを見たんですね？」

　ようやく落ち着きを取り戻したカリンは、タマ先輩から改めて事情を聞き、あどけない顔を精せい一いつ杯ぱいに張り詰つめさせて尋ねた。

「そう、場所は寮の中庭ですニャ……中庭です」

「どこへ行ったかは分かります？」

「いえ、そこまでは……。ごめんなさい。私も気が動転していましたニャ。いや、していましたから」

「タマ先輩、いちいち言い直さなくてもいいですよ？」

　律りち儀ぎなネコミミ娘むすめにそう言うと、カリンは「ふむぅ」と深く考えだした。

　ミツヒメといえば、時々魔ま界かいからこっちの世界へやってくる、タキシード姿の女悪魔だ。性格はドヘンタイ。とにかく可愛かわいい女の子を見ると、押し倒たおしてキスしようとするとんでもないやつだ。

　カリンも今まで、何度かアブナイ目に遭あわされている。その時はいつも攻こう撃げき魔法で撃退してきたけど、今回狙ねらわれたのは自分じゃない。大好きなお姉さまなのだ。しかも、もう誘拐済みだなんて……。

「うぅ、どうすればいいんだろ……」

「カリン様がどんなに考えても、解決策は見み出いだせませんわよ？　だってカリン様ったら、おバカさんなんですから」

　横からアサミが、さらりと酷ひどいことを言った。この人はいつもこうだ。ミツヒメといいアサミといい、どうも悪魔の性格には難がある。

「うぅ、ボクおバカさんじゃないもん！」

「いいえ。世の中のボクっ娘この過半数はおバカさんだと、わたくしの統計データには出ています」

「何その統計データって！」

「魔界の最高機密ですので、お答えできません」

　激げき昂こうするカリンをいい加減にあしらうと、アサミは残る三人をグルリと見て、「ご安心ください」と、普ふ段だんからは想像もつかないような安あん堵ど感かんたっぷりの言葉を口にした。

「手がかりはありますわ。実はわたくし、事件の話を聞いて、ある人物にコンタクトを取ってみましたの。間もなくここに来る頃ころですわ」

「……ある人物？　それって誰だれ？」

「そうですわね。事件の関係者……とでも申しましょうか」

　アサミがそう答えた瞬しゆん間かん……突とつ然ぜん部屋の中央に、ボゥッと紫むらさき色いろの怪しい魔法陣じんが浮かび上がった。

「きゃぅぅ！」

　驚おどろいたナギサが、隅すみに置いてあるマイビニールプールに慌あわててザブンと飛び込んだ。ナナコも思わずお盆を構えて後あと退ずさり、タマ先輩は毛を逆立てて「フーッ」と威い嚇かくの声を上げる。

　ただ、カリンだけは驚かなかった。アサミの言う「関係者」が誰なのか、何となく予想がついたから。

　そして……案の定、予想どおりの人物が、魔法陣の中からニュッと顔を出してきた。

　茶色いツインテールに小さな王おう冠かんを載のせた、ピンクのドレス姿の女の子。ミツヒメの妹、ユキだ。

「ちょっとぉ！　せっかく呼ばれて来たのに、何でみんな私を見てビビッてるわけ？」

　ぷりぷりと頰ほおを膨ふくらませて、ユキは一同に向かって文句を言った。この娘はこの娘で、いつもツンツンしている。やっぱり悪魔って変だ。

「ご、ごめんね、ユキちゃん。みんなユキちゃんに会うの初めてで、ビックリしてるだけだから。悪気はないんだからね？」

　カリンは慌ててその場を繕つくろった。ここで機き嫌げんを損ねられて魔界に帰られたりしたら、せっかくの手がかりが水の泡あわだ。

「ほらユキちゃん、気を取り直して、座って座って。ジュース飲む？」

「ま、まぁ、あんたがそう言うんなら、許してあげないこともないけど……」

　頰を膨らませたままそう言うと、ユキは魔法陣を飛び出し、部屋の真ん中にちょこんと座り込んだ。意外と素す直なおだ。

「……で、アサミから聞いたんだけど、うちのバカ姉貴が、またバカをやらかしたって？」

　自分のこめかみを指で押さえながら、彼女は言った。

　何しろミツヒメのヘンタイぶりに呆あきれているのは、この妹も同じことなのだ。頭痛を覚えるのも無理はない。

　カリンはそんなユキの協力を仰あおごうと、懸けん命めいに尋ねる。

「うん、あのね、ユキちゃんのお姉さんが、ボクのお姉さまのこと、どこかへ連れてっちゃったみたいなの。だからボク達、急いでお姉さまを助け出したいの。ねえユキちゃん、お姉さんはどこにいるか、知らない？」

「あー、何か混乱するわね、その状じよう況きよう説明」

　姉というキーワードの連続に、ユキはさらにこめかみを押さえて顔をしかめた。確かに紛まぎらわしかった気もする。

「えっと、あのね、つまりその『お姉さん』っていうのは、ミツヒメのことで……」

「いや、何となく分かったからもういい」

　長くなりそうな台詞せりふを事前に止め、ユキは一同をグルリと見み渡わたしてきた。

　カリンを始め四人の少女が、その口から出る答えを待つ。ただ一人アサミだけが、この切せつ迫ぱくした状況をニヤニヤしながら眺ながめている。

　そして……。

「……知らないわよ、私」

　顔をしかめたまま、ユキは憮ぶ然ぜんと答えた。

「え？」

「えじゃなくて、知らないわよ。うちのバカ姉貴がどこにいるか？　そ、そんなの知るわけないじゃないの！　だいたいあんなバカ姉貴のことなんか、私はどうだっていいんだからねっ？」

「そ、そんなぁ……」

　思わず肩かたを落とすカリン。てっきりユキに聞けば、ミツヒメの居所もすぐに分かると思っていたのに。

「ユキちゃん、本当に何にも知らないの？」

「実はかくまってるとかじゃなくて？」

「家族愛はこの際捨ててほしいですニャ。もとい、捨ててください」

　カリンに代わって、他の娘こ達たちが口々に、ユキを追つい及きゆうする。

　ここまでうるさく言われては、ユキも知らないとは言い切れないらしい。ほんのりと頰を赤らめ、無理やり付け加えるように。

「で、でも……今日は確か、『ムラムラするから魔ま法ほう学園に遊びに行く』って言ってた気もするわ。あれから特に連れん絡らくないし、魔法ゲートを使って魔界に戻もどった痕こん跡せきもないし……まだこの辺をうろついてるんじゃないかしら。……あ、べ、べつにこれ、今思い出したんだからね？　本当はバカ姉貴が心配になって、個人的にずっと捜さがしてたとかじゃないんだからねっ？」

「……だそうです。おそらくまだこの学園内にいるみたいですわね」

　ユキの必死の言い訳は、アサミがほんの一言にまとめてしまった。身も蓋ふたもない。

　だが、これで手がかりができたのは間ま違ちがいない。そう、ミツヒメはまだこの近くにいる。お姉さまと一いつ緒しよに。

「じゃあ、さっそく捜しにいこう！」

　カリンはそう叫さけび、颯さつ爽そうと立ち上がった。

「わ、私も行くっ！」

　続いてナギサが。

「私も私も！」

　ナナコが。

「ニャッ！」

　タマ先せん輩ぱいが。みんな張り切って、部屋を出ていこうとする。

　ただ、やはりアサミだけは冷静なまま。

「……皆みな様さま、この広い学園をたった四人で、どうやって捜し回るつもりですか？」

「う……」

　さすがに無茶かもしれない……。それに気づかされ、カリンは思わず足を止めた。

　でも、ここでぐずぐずしてたら、お姉さまがあのヘンタイに何をされるか分からない。両足をもじもじさせながら、カリンは叫ぶ。

「じゃ、じゃあどうすればいいのっ？」

「いい考えがありますわ」

　アサミは事もなげに答えた。

　ただその顔には、どこか意地悪そうな笑えみが浮うかんでいたけど。




　アサミの作戦はこうだった。

　一つ目。「犯人は再び現場に戻ってくる」という法則を利用する。

　二つ目。単純なやつだから餌えさで釣つる。

　というわけで……。

「うぅ、何でボクがこんな格好……」

　中庭の真ん中で、カリンは顔を真っ赤にしながら呻うめいた。

　それもそのはず。今のカリンは、いつものローブ姿ではない。

　赤を基調としたノースリーブのへそ出しトップスに、下は丈たけの短いプリーツスカート。両手には黄色いポンポン。どこから見ても、キュートなチアガールだ。

　これは、アサミがチアリーディング部から拝借してきたユニフォームだった。しかも、五着。

「カリンちゃん、私恥はずかしいよぉ……」

　同じチアガールに扮ふんしたナギサが、ミニスカートを両手で押さえながら、泣きそうな声で言う。

　サイズが少し小さいのだろう。胸やお尻しりの辺りがパツパツで、その分上下の裾すそが持ち上がり、必要以上に露ろ出しゆつが大きくなっている。アンダースコートなんか、何もしてなくても丸見えだ。

　ただ、ナギサがこんなことで恥ずかしがるのは、おかしい気もするけど。

「ちょ、ちょっと！　いつもスクール水着でうろついてる人が、何言ってるの？」

　こちらも普ふ段だんは特とく殊しゆなコスチュームでバイトをしているナナコが、しきりにオヘソを隠かくしながら、代わりにツッコミを入れてくれた。ナナコの場合、ミニスカートには慣れていても、お腹なかを見せるのは話が別らしい。そうかと思えば、

「ていうか、どーして私までやらなきゃいけないわけっ？」

　なぜか巻き込まれたとしか思えないユキも、チア姿ですっかりむくれている。もっとも、ここにいる五人の中で真っ先に着き替がえ終わったのは、当のユキだったけど。

　そして、こちらは比ひ較かく的てき冷静さを保っているタマ先輩が一言。

「私としては、アサミさんだけやらないのが、とても気になりますニャ。なります」

　タマ先輩の言うとおり。アサミだけがメイド服のままで、少し離はなれた場所からこちらを遠巻きに眺ながめていた。当のアサミは、

「わたくしはミツヒメに恐おそれられてるので、囮おとりには参加できません」

　……と言い訳していたけど、カリン達は納なつ得とくできない。

「ねぇアサミちゃん、これって単にアサミちゃんが、ボク達が恥ずかしがるの見たいだけじゃないの？」

「何をおっしゃるんですか。ヘンタイを釣るには露出過か剰じようが一番。ほら、情けない顔してないで、笑顔でダンスでもしてください。ミツヒメが涎よだれを垂らして飛んでくるように」

「よだれ……」

　簡単に想像できてしまうその光景に、カリンは笑顔どころじゃない。剝むき出しの二の腕うでに鳥とり肌はだを浮かべて、ブルブルと小刻みに震ふるえ上がる。

　しかもそこへ追い打ちをかけるように、ナギサが半泣きで訴うつたえてきた。

「カリンちゃん、みんながこっち見てるよぉ……」

「……え？」

　言われて振ふり返れば、なるほど、寮りようの窓からたくさんの女の子達が、何事かという顔で、こちらをじろじろ眺めている。

「ちょ、ちょっとぉ！　何見てんのよぉっ！」

　ユキが悲鳴を上げるが、野次馬が去っていく様子はない。まあ、人に見られたくなければ、そもそもこんな中庭でチアになるのは不自然だし。

「ったく、早く来なさいよバカ姉貴っ！」

　天気のいい青空に向かって、ユキは叫さけんだ。それでもミツヒメが来る様子はない。

　これだけ目立ってるのに来ないということは……もうこの近くにはいないんじゃないだろうか。

　カリンはふとそう思い、もう一度アサミに話しかけた。

「アサミちゃん、……もうやめていい？」

　正直、これ以上は無理だろうと思ったのだ。

　でも、アサミは涼すずしい顔のまま。

「ダメです」

「でも、全然効き目ないよ？」

「それは皆みなさんの努力が足りないからです。チアは明るさが命ですよ。ほら、しょぼくれてないで、もっと笑顔になってください」

「そんなの無茶だよぉ」

「やればできます。ナナコさん、お手本になってください」

　厳しいメイドに命じられて、まずナナコが無理やりニッコリと笑顔を作った。

「こ、こうですか？」

　いつも喫きつ茶さ店てんで明るい笑顔を振り撒まいている看板娘むすめだけに、一たびスマイルを浮うかべれば、たちまち元気なチアガールに早変わりだ。

（す、すごい。笑え顔がおのプロだ……）

　カリンは妙みような関心をしながら、真似まねして笑顔になってみる。そしてナギサとタマ先せん輩ぱい、ユキが諦あきらめてそれに合わせると、ようやく笑顔のチアが五人完成した。

　アサミも満足そうだ。

「そうそう、その笑顔ですよ。いかにも恥ずかしいのを我が慢まんして無理やり笑ってみたような感じが、実に素す晴ばらしいです。はい、その笑顔のまま腰こしを左右に振って、アンスコでギャラリーを挑ちよう発はつしてください」

「やだよぉっ！」

　カリンが悲鳴を上げるが、アサミは聞いちゃいない。しかもあろうことか、いつだかミツヒメをしばくのに使った鞭むちを取り出して、慣れた手つきでビシッと地面に打ち付ける。

「……振ってください」

　そう言って笑う顔には、はっきりとＳな殺気が浮かんでいた。

「は、はい……」

「うぅ、やりますぅ……」

「笑顔でやります！」

「ていうか何で私まで！」

「ニャーッ！」

　五人が思い思いに嘆なげきながら、無理やりセクシーなダンスを始める。

　腰を……というかお尻しりを振り、アンスコが丸見えになるのも構わずに腿ももを上げ、わきの下やおへそを周囲に晒さらしまくる。せめてもの救いは、ギャラリーが女の子ばかりだということだけど……。

「だからって恥はずかしいものは恥ずかしいよぉ！　助けておねーさまぁっ！」

　ついに堪たえ切れず、学園全体に響ひびき渡わたりそうなほどの大声で、カリンは悲鳴を上げた。

　と、その時だ。

「ちあぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　何だか言葉にならないような雄お叫たけびを上げて、真っ黒な人ひと影かげが一つ、空の彼方かなたからすっ飛んできた。

　ショートヘアのボーイッシュな顔つきに、黒いタキシードを着た女悪あく魔ま。そう、ミツヒメだ。

「あら、もう来ましたのね。もうちょっと踊おどらせてあげたかったのに」

　そんなアサミの独り言にカリンがツッコミを入れる間もなく、ミツヒメはコウモリみたいな背中の羽をばたつかせて、目の前にドサッと落ちてきた。

　その目はすでに、変な欲よく望ぼうでギラギラしている。

「ちあっ！　ちあっ！」

　しかも鳴いてる。よっぽど興奮してるらしい。そんなミツヒメのあまりのヘンタイぶりに、カリンもナギサも、ナナコもタマ先輩も、とても冷静ではいられない。

「いゃぁっ！」

　揃そろって仲良く悲鳴を上げ、そのセクシーなユニフォーム姿を相手の視界に入れまいと、慌あわてて団子状に寄り添そう。

　ただ、さすがにユキだけは違ちがった。そこは妹として、黙だまっていられないらしい。

「このドヘンタイバカ姉貴がっ！　少しは節操見せなさいよっ！」

　顔を真っ赤に、ツインテールを振ふり乱みだして、ミツヒメを一いつ喝かつした。

　さすが、兄妹きようだいならではの余よ裕ゆうだ……とカリンは感心したのだが。

「ちあぁぁぁぁぁっ！」

　興奮したミツヒメはもはや制せい御ぎよ不能。よりにもよって、チアガール姿のユキに抱だきつこうと、息も荒あらく突とつ撃げきしてくる。

「実の妹でも構わない！　そのコスで僕とチューしてっ！」

「誰だれがするかぁっ！」

　ドグシャッ！

　……一秒後。寮りようの中庭には、巨きよ大だいなコブを作って昏こん倒とうするミツヒメの姿があった。
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　そして一息ついた後。

「し、知らないよ、君達のお姉さまなんて！」

　後ろ手に縛しばられたミツヒメは、ユキとアサミに交こう互ごにいたぶられて、半泣きになりながら必死で弁明していた。

「僕、今来たとこだし！　何かするにしても、これからだし！」

「何もしちゃダメっ！」

　カリンはそんなミツヒメを厳しく叱しかりつけると、困ったような顔を浮かべて、タマ先輩に向き直る。

　確か、事件の現場を目もく撃げきしたのはタマ先せん輩ぱいだったはずだ。このミツヒメがお姉さまの手を引いてどこかへ行った、と……。

「タマ先輩、その誘ゆう拐かい犯って、本当にこのミツヒメだったんですか？」

「ええ、遠目でしたけど、タキシード姿でしたから間違いありませんニャ。あ……」

「……言い直さなくていいですよ？」

　とりあえず先輩の口くち癖ぐせ訂てい正せいは置いておくとして……。

　カリンは首を傾かしげた。タマ先輩はミツヒメに違いないと言うし、そのミツヒメは、自分は何も知らないと言うし。それともミツヒメのことだから、噓うそをついているのだろうか。

「何でしたら拷ごう問もんしてみましょうか？」

　アサミが鞭を構えながら嬉うれしそうに言ってきた。たぶんほっといたら本気でやるに違いない。

「や、やめてよ！　僕本当に何もしてないんだからっ！」

「さあどうですかしら。あなたに正直に話してもらうには、その身体からだに直接聞いてみた方が早そうですわね」

「やだやだ！　助けてユキ！　ツンツンしてないで！」

　慌ててユキに救いを求めるミツヒメだが、当のユキは知らんぷり。もはや肉親にまで見放されている。

（どうしよう。止めるべきかな……）

　カリンがハラハラしながら見守っていると、そこへ「あの～」と口を挟はさんでくる者がいた。

　タマ先輩だ。頭のネコミミをペタンと寝ねかせて、申し訳なさそうに。

「今気づいたんですけど、私が見た誘拐犯って、単にタキシードを着てただけで、ミツヒメかどうかは不明なのです」

「え、じゃあもしかして……」

「濡ぬれ衣ぎぬかもしれませんニャ。ね」

　タマ先輩は尖とがった爪つめでネコミミをポリポリと搔かきながら、決まり悪そうに言った。

　なるほど。それなら辻つじ褄つまは合う。でも……じゃあ、お姉さまを連れていったタキシードの人って、いったい誰なんだろう。

「それに今考えてみると、あの時のお姉さまは、そのタキシードの人に喜んでついていってるような感じさえしましたニャ」

「……タマ先輩、それって誘拐でも何でもないですよ？」

「だって、私は相手がそこのヘンタイ悪魔だと思ったから、『ああ誘拐だニャ！』って思っただけで……、本当はよく分からないのです」

　要するに、タマ先輩の勘かん違ちがいだった可能性が高いようだ。

　でも、そうなると話は大きく変わってくる。ここまでの話をまとめると……。

「つまりお姉さまは、謎なぞのタキシードの人に手を引かれて、喜んでどこかへ出かけていった……と？」

　自分で言ってて、カリンは顔から火が出るほど真っ赤になった。

　つい良からぬ想像をしてしまったのだ。

（そのタキシードを着た人って、まさか……男の子？）

　カリンは思わずドキリとした。

　そんなことってあり得えるのだろうか。この女子寮は男子禁制だから、まさかとは思うけど……でも、そんなことお構いもせず、こっそり忍しのび込んでお姉さまに会っている男の子がいるとしたら？　しかもその男の子に手を引かれて、喜んでついていくってことは……。

「カリン様、赤くなられたと思ったら、今度は青くなられましたわね」

「アサミちゃん、人の顔色を実じつ況きようしないで……」

　でも、心の動どう揺ようは抑おさえられない。

　そして、カリンと同じことを考えたのだろう。ナギサとナナコ、そしてタマ先輩までが、顔中に不安の色を浮うかべて、互たがいを見やる。

　さほど動揺してないのは、アサミとユキだけだ。あと、ミツヒメも。

「え、なになに？　君達のお姉さま、カレシ作っちゃったの？」

「いやぁぁぁぁっ！　はっきり言わないでっ！」

　ミツヒメの余計なひと言に、ついにカリンは決けつ壊かいした。そのまま目に涙なみだを浮かべながら、勢い余って思わずミツヒメの胸むな倉ぐらを引っ摑つかみ、ゆさゆさと揺ゆらす。

「悪あく魔まさん、訂てい正せいしてっ！　今の言葉訂正してっ！」

「やめてカリンたん、僕死んじゃう……」

　首元を絞しめ上げられて、息も絶え絶えに呻うめくミツヒメ。

　だがその時だ。

「あらあら、お姉さまに取り入ろうとしている連中の皆みなさん。こんなところで恥はずかしい踊おどりなんかして、隠かくし芸げい大会にでも出るつもりかしら？」

　寮りようの方から、妙みように人をバカにしたような声が飛んできた。

　見れば女の子が二人、こっちに歩いてくるところだった。

　一人は自分やタマ先輩と同じ、黒魔ま法ほう科特有のローブ姿。ただしカラーは青。髪かみはナナコのようにポニーテールにまとめているが、どこか険のある表情は、彼女の爽さわやかスマイルからは程ほど遠とおい。

　ローブの下には、タンクトップにホットパンツという露ろ出しゆつ度どの高めな衣装をまとい、そのスリムなボディラインを誇こ示じしている。

「あ、二年生のプラムちゃんです。私とクラスが同じなのですニャ」

　タマ先輩がすかさず解説してくれた。しかしカリンが目を奪うばわれたのは、それよりももう一人の方だ。

「ねえカリンちゃん、あの人タキシード……」

　啞あ然ぜんとしたように、ナギサが指し摘てきした。カリンもまたこくんと頷うなずき、プラムと一いつ緒しよにやってくるタキシード姿の少女を、まじまじと眺ながめる。

　そう、タキシードなのだ。ミツヒメと同じ。しかもその顔をよく見れば……。

「……ぼ、ボク？」

　何と、カリンそっくりではないか。

　いったい何が何だか分からない。突とつ然ぜん現れたカリンそっくりのタキシード娘むすめを前に、本物のカリンはあたふたしながら、「あぅあぅ」と言葉にならない声を上げる。

　もちろん驚おどろいているのは他ほかのみんなも同じだ。ナギサもナナコも、タマ先せん輩ぱいもユキも、ついでにアサミまでが目をパチクリさせている。

「あ、あなた誰だれ？」

　カリンが尋たずねるが、タキシードカリンはキョトンとした顔で、何も答えてくれない。代わりにプラムが偉えらそうに一言。

「これ？　お姉さまの作ったゴーレムよ」

「ご……」

　何だかエライことを言ってくれた。

　ゴーレムといえば、魔法で動く人形のことだけど……、「お姉さまが作った」とはどういうことだろう。

　不思議に思うカリン達に、プラムはしたり顔で事情を説明した。

「お姉さまが授業の課題で作ったの。で、ついさっきまで、ちゃんと動くか外でテストしてたってわけ。結果は……そうね、チャージ分の魔力切れまで三十分強。さすがはお姉さま。初めて作ったゴーレムが、たった一回の簡易充じゆう電でんで三十分も動くなんて、大したものだわ。プラム感激しちゃったっ」

　何だか我がことのように喜んでいる。どうやらこのプラムという女の子も、カリン達と同じで、お姉さまにベタ惚ぼれのようだ。あと、名前がそのまま一いち人にん称しようになっているけど、気にしちゃいけないのかもしれない。

　まあ、それはともかく……。

「そ、それじゃ、さらわれたっていうのは？」

「さらわれた？　誰が？」

　プラムが不思議そうに尋ね返す。どうやら、完全にこちらの勘かん違ちがいだったようだ。

　カリンはホッと胸を撫なで下ろした。

「うぅ、よかった。お姉さま無事だった……。あれ？　それじゃお姉さまはどこに？」

　少なくとも、この場にはいないようだけど。だいいち、お姉さまの作ったゴーレムなのに、なぜこのプラムという人が連れ歩いてるのだろう。

　そんなカリンの疑問に、プラムは得意げに答える。まるで「プラムは何でも知ってんのよ！」とでも言いたげに。

「お姉さまなら急に用事が出来て、教室の方へ行ったわよ。このとぼけた顔したゴーレムは、用事の邪じや魔まになりそうだったから、プラムが部屋に返しておきますって申し出たの」

「……どうしてそこにプラムさんが一緒にいたの？」

「そんなの決まってるじゃない。事あるごとにお姉さまのお手伝いをして、ポイントを稼かせぐためよっ！　そりゃもう、付け回しまくりなんだから！」

　ある意味不ふ穏おんなストーキング行こう為いを堂々と宣言して、プラムは得意げに胸を張った。

　カリンはポカンとして、開いた口が塞ふさがらなくなってしまった。他のみんなも同じ気持ちのようだが、プラムだけは周りの痛々しい視線など、気に留める様子もない。

「というわけで、このあんたそっくりのゴーレムはプラムが返しとくから、心配しないでいいわよ。ま、あんたそっくりってのが気に食わないけど。あ、そうだわ。プラムそっくりの交こう換かん用フェイスパーツを作って、お姉さまにプレゼントしちゃえばいいんだわ。いいえ、むしろ全身作っちゃおうかしら。どのみちゴーレムの作り方も知らない一年生には真似まねできないやり方よね！　じゃ、バイバイ♪」

　一方的にまくし立て、嵐あらしのように去っていった。

　ライバルだ……とカリンは直感した。

　間違いなくライバルだ。しかも、明らかにカリンを敵視していた。

「悪い娘ではないのですニャ。ですよ？」

　タマ先輩が横っちょから軽くフォローを入れてくる。が、そのタマ先輩はタマ先輩で、ちょっと危険な様子だったり。

「タマ先輩、まずは自分の見間違いについて、何か言い訳した方がいいと思いますよ？」

「ですよね～。こんな恥はずかしい思いしたのに、ただの勘違いはないですよね～」

「ていうか、全部あんたのせいなんだからぁっ！　せ、責任取りなさいっ！」

　ナギサとナナコ、そしてユキが、こめかみに十字模様の血管を浮うかべて、ネコミミの先輩に詰つめ寄る。タマ先輩はそれを見ると、「ウニャーッ！」と一鳴きして、寮りようの方へ逃にげていった。

　いつも冷静な先輩だけど、時々ああやって、ネコ丸出しになってしまう。そこがチャームポイントなんだ……とカリンは勝手に思っている。

「さて、カリン様。これからどうなさいます？」

　こちらは冷静なままのアサミが、話しかけてきた。

　カリンは、タマ先輩を追っていく三人を見送ると、

「お姉さまに会ってくるね！」

　そう言ってニッコリ笑い、教室へ向かって走りだした。

　すぐ後ろで、アサミのサディスティックな笑い声と、存在を忘れられていたミツヒメの悲鳴が聞こえたようだったけど……敢あえて気にしないことにした。




　それから……無事お姉さまに会うことができたカリンは、さっそく自分そっくりのゴーレムを作ったわけを聞いてみた。

　お姉さまは笑って答えてくれた。

「何となく、かしら。だってせっかく作るんだもの。可愛かわいい方がいいでしょう？　でもタキシードにしたのは、ちょっとやりすぎだったかもしれないわね。……カリンって男装も似合うだろうなぁと思って、着せてみたのだけど。それに本物と同じローブ姿だと、紛まぎらわしくなりそうだったから」

　取り立てて大きな意味はなかったようだ。

　それよりも、「お姉さまに好きな男の子がいる」という不安が勘違いに終わったことに安心して。それから、「可愛い」と言ってくれたことが嬉うれしくて。

「お姉さま、大好きですっ！」

　カリンは思わず嬉し涙なみだを流しながら、愛いとしのお姉さまに抱だきついたのだった。

　お姉さまは、特に深い事情は聞かなかったものの、優やさしくカリンを受け止めてくれた。

　その優しさを全身で感じながら……カリンはふと思った。

（もしかして、お姉さまの理想の男の子って、ボクなのかなぁ……）

　ちょっとだけ複雑な乙おと女め心ごころを味わいながら、お姉さまと二人きりの時間が、放課後の教室にゆっくりと息づいていた。
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　本作は、イラストサイト「ミラージュ・ネル」管理人・歌うた川がわミウミさんよりお預かりした漫まん画が原げん稿こうを、ご本人の了りよう承しようを得て小説化したものです。（瑠）
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　ひととおり原げん稿こうを読み終えた光宏は、北原邸ていの一室で、ただひたすら悶もん絶ぜつしていた。

　歌川ミウミと恋こい川かわ瑠る璃り葉はの合作による、カリンを主人公とした一連の物語。かつて旧「ミラージュ・ネル」で展開されていた、魔ま法ほう学園を舞ぶ台たいとしたウェブコミックの続編に当たるものだ。それ自体は懐なつかしいし、こういう形でも読めることがすごく嬉しい。

　あとはまあ、「三話分あるけど、ぶっちゃけ全部カリンちゃんとお姉さまっていうか北原さんがイチャイチャするだけのオチだなー」とか、非常に冷静な感想は傍わきへ置いておくとして。

「……あの、井川さん？」

「どうしたの、案の定打ちひしがれた顔して」

「このミツヒメって……」

「あ、やっぱりそれ気になる？　うん、文末にあるとおり、紗衣が考えたキャラだよ。私はよく知らないで書いただけだから。……いや、最初に紗衣から第一話の原稿もらった時は、てっきり月代がモデルだと思ったんだけど、これって君だったんだねぇ。実は二話目のメガネ編を書いた辺りで気づいた。アッハッハ♪」

　いや、笑い事じゃない。この得も言われぬモヤモヤ、どうしてくれるんだ。

　このミツヒメという敵役は、どう考えても光宏のことだ。佐さ和わをモデルにしたユキが妹な辺り、もう動かぬ証しよう拠ことしか言いようがない。

　で、これを考えたのが紗衣って……そうか。自分はそういうイメージで見られてたのか。

「フィクションだよ。あくまでフィクション」

「いくらフィクションでも……おかげでみんなが僕のことヘンタイって」

　カリン達が急に光宏を嫌きらいだした理由は、これに他ほかならない。

　チア姿の彼女達やタマミは、この小説の挿さし絵えから抜ぬけ出してきたものだ。だから、「ミツヒメを嫌きらっている」という特とく徴ちようが染しみついている。紗衣の言う「設定どおり」だ。

　まあ、こちらにしてみれば、完全に冤えん罪ざいだけど。

「ほら、これしきでへこまないの。君はミウミファンなんだから、ミウミワールドに出演できたことを素す直なおに喜びなさい」

　美春の乱暴な慰なぐさめに、光宏は無理やり泣き笑いの表情を作ってみせた。いや、他にどんな顔をしろと。

　それにしても──この小説は、いったいどのようなポジションなのだろう。一応「ミラージュ・ネル」の公式作品になるのか、それともノベライズだから二次創作か。少なくとも、紗衣のサイトにこの作品が載のったことは、過去一度もない。

「井川さん、この小説って何なの？　原作者が北原さんってこと？」

「書いてあるじゃん。紗衣の描かいた漫まん画がのネームを、私が許可取ってノベライズしたの。それだけだよ。ちなみに三話目が夏コミ用の新作で、それ以外はだいぶ前からうちのサイトに載ってる。けどまあ、さすがに読んでないみたいだね」

「う……ごめん」

　著者を前にしての気まずさに、光宏はつい謝ってしまった。もっとも、当の美春は笑ったままで、別段気にしてる様子はない。

「いいんだよ、うちは過か疎そサイトだし。小説オンリーで挿絵は一いつ切さいないから、熱心なミウミファンでもチェックしてない人は多いはず。逆にそこが狙ねらい目でもあったわけだしね」

「狙い目って？」

「うーん、要するにさ、君に見つからないという意味で」

　いや、それってどれだけ限定された狙い目なんだ。そこまでしてネットにアップしたかったのか、これを。

　いろいろと言いたいことはある。でも……考えてみれば、紗衣らしい自由さに溢あふれた内容には違ちがいない。

　そう、これは間違いなく紗衣の──歌川ミウミの作品だ。だったら美春の言うとおり、受け入れるのがファンというものだろう。だいたいこのミツヒメだって、モデルを知らない人が見れば、立派な萌もえキャラになるに違いない。

　……まあ、ぶっちゃけそれも気持ち悪いけど。

　とりあえず光宏は、すべてを呑のみ込むことにした。我ながら大人の態度だ。

　それに──この原作となった漫画があるという事実は見み逃のがせない。

「井川さん、この原作って、今どこに？」

　光宏はふと思い立ち、美春に訊たずねてみた。

　目下の課題である、本の締しめ切り。その解決策が見み出いだせたかもしれない。

「ああ、それなら紗衣の部屋にあるよ。たぶん今は作業用の資料になってるはずだけど……それが何か？」

「うん、その原稿、北原さんの同人誌に使えないかなって思って」

　さっき月代に言われたとおり、今から原稿を描き始めてオフセ本を目指すのでは、到とう底てい夏コミには間に合わない。でも、もしすでに出来上がった原稿があるなら、話は別だ。

　その漫画を製本して、歌川ミウミの同人誌第一号に仕立てる──。これで印刷所の締しめ切りをクリアし、無事オフセで出せるのだ。我ながら素晴らしいアイデアだ。

　だが。

「難しいね」

　渋しぶい顔で、美春はそう答えた。

「難しい？　それって……ああそうか。内容が被かぶっちゃうんだよね。井川さんの本と」

　片や小説。片や漫画。それでも同じストーリーが一いつ緒しよに売られては、手て抜ぬき感は否いなめない。それに後から来て「漫画版を委い託たくさせてくれ」では、せっかく小説を書いた美春に失礼な気がする。

　しかしそんな光宏の気き遣づかいは、この際関係なかったらしい。

「問題はそこじゃないんだよ」

　渋い顔のまま、美春はこちらの気遣いを訂てい正せいしてきた。

「だいたい葛本くんは見たことないでしょ。紗衣が描いた漫画を」

「え？　そんなことは……」

　断じてない。なぜなら、もともと「ミラージュ・ネル」は、ウェブコミックサイトだったわけだから。

　オープンしたのが去年の春。まずトップページにタマミのラフ画が載り、メインコンテンツとして、彼女が活かつ躍やくする漫画が掲けい載さいされた。

　その流れは以降も続く。新しいキャラクターがトップに飾かざられ、舞ぶ台たいを共有した新しい物語が展開される。ただし、あくまでメインはコミックだ。もちろん旧キャラ達も度たび々たび顔を覗のぞかせ、「ミラージュ・ネル」の世界は、次し第だいに魅み力りよく的な萌もえっ娘こで満ち溢れていった。

　そんな状じよう況きようが変わったのは、去年の冬。突とつ然ぜんのサイト移転に伴ともない、それまでの作品がすべて削さく除じよされるという、ショッキングな出来事が起きたのだ。

　そして移転後は、漫画での展開が一切なくなり、イラストのみが展示されるようになった。

　きっかけは、おそらく当時の「歌川ミウミ」が──紗衣と月代が、コンビを解散させたから。でも今にして思えば、そこからウェブコミックがすべて廃はい止しされるという流れは、不自然だ。

　ふと、光宏の中にある想像が浮うかんだ。この不自然な現象と、美春の台詞せりふを矛む盾じゆんなく結び付ける、ただ一つの答え。

　もしかしたら、あの漫画を描いていたのは──。

「あ、ごめん。メールだ」

　美春が呟つぶやいた。気がつけば彼女のポケットから、妙みように能天気なメロディが鳴り響ひびいていた。

「紗衣から。終わったって」

　携けい帯たい電話を確かく認にんし、美春がソファから立ち上がる。その言葉に光宏もまた、釣つられて腰こしを上げた。

「アトリエに戻もどろうか。そこで見せてもらうといいよ。紗衣のナマ原げん稿こう」

「うん。そうする」

　なぜか嫌いやな予感がするけど。

　もしかしたら、知ることができるかもしれない。紗衣と月代の──歌川ミウミの秘密の一いつ端たんを。

　だから光宏は、至し極ごく真ま面じ目めな顔でコクリと頷うなずき……。

「あっ、ヘンタイミツヒメさんが、なんか企たくらんでます！」

「ま、まさかお姉さまにヘンなことするつもり？　冗じよう談だんじゃないわよ、このヘンタイバカ姉貴っ！」

「そんなことしたら、ボク絶対許さないんだからねっ！」

　せっかくの真面目な雰ふん囲い気きは、二次元娘達の罵ば詈り雑ぞう言ごんで台無しになったけど。
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　で、いろいろと台無しにしてくれる人が、もう一人いた。

「お姉さま、カリン達なんかほっといて、もっとプラムとイチャイチャしてください♪」

「あらあら、駄だ目めよプラム。みんな大事な私の嫁よめなんだもの」

「うぅ、お姉さまったら欲よく張ばりなんですからぁ」

「フフ、もちろんあなたも大事な嫁よ、プラム♪」

　……そんなわけで。

　作業の終わった紗衣は、もはや何の緊きん張ちよう感かんもなく、別の嫁とイチャイチャモードに突入済みだった。おそらく、今描かき終えたばかりの挿さし絵えから召しよう喚かんしたのだろう。

　いや、いつものことだから何も言うまいとは思うが──。

　光宏は激しく脱だつ力りよくしながら、紗衣の相手役に目を向けた。

　初めて見る娘だ。一いち人にん称しようから察するに、例の「カリンのどきどきミラネルライフ」三話目に登場した、ライバルキャラのプラムに違ちがいない。

　それが小説にもあった青いローブ姿で、紗衣にベッタリと引っ付いている。そのローブが捲まくれるたびにチラチラと見え隠かくれする扇せん情じよう的なボディラインは、ギャラリーの光宏のみならず、別の人物をも「挑ちよう発はつ」して止やまない。

「プラム先せん輩ぱいっ、お姉さまに何やってるの！」

　もちろんカリンだ。

「お姉さまはボクのお姉さまなんだから、そんなことしちゃダメッ！」

　そう言って、幼い嫉しつ妬と心しんも露あらわにプラムに向かっていく魔ま導どう士し見習い。あわや取っ組み合いでも始まるか──と思いきや、彼女はプラムの反対側から、紗衣にギュッと抱だきついてしまった。

「お姉さま！　プラム先輩より、ボクとイチャイチャしてください！」

「だーめ、お姉さまはプラムだけのお姉さまなの。ですよね、お姉さま？」

「もう、二人とも焼きもち焼きね。こうなったら、二人まとめてダッコしてあげるわ♪」

　左右から萌もえっ娘こ二人に挟はさまれて、ニヘラニヘラする紗衣。さらにそこへ他ほかの二次元娘達が。

「お姉さま、私も私も！」

「皆みなさんに一人占じめはさせません！」

「わ、私はべつにイチャイチャしたくなんかないけど、どうしてもって言うなら……」

「ニャーッ！」

　一気に殺さつ到とうしたものだから、もはや揉もみくちゃだ。なのに紗衣と来たら、すごくシアワセそうな顔になっている。よっぽどこのハーレムが嬉うれしいのか、あるいは作業疲づかれの反動か。

「紗衣、お楽しみのところ悪いんだけど、今すぐ原稿のデータもらえる？」

　美春が努めて冷静に、二次専の友人に話しかけた。紗衣はそれを聞くと、「あらごめんなさい」と、少しも申し訳なさそうに答え、机の上に据すえられたモニターを指す。

　画面に最後のイラストが表示されている。三話目終しゆう盤ばんの、プラムが登場するワンシーン……だろうが、当のプラムが抜ぬけ出してしまっているため、肝かん心じんの絵は真っ白だ。

「仕上げた意味ねー」

　ボソッと、美春が正直な感想を述べた。

　光宏も大いに同感だった。

　美春は一つ溜ため息いきをつくと、持参していたリュックから、小ぶりのノートパソコンを取り出した。それから勝手に紗衣のパソコンをいじり、画像データをコピーすると、すぐに自分のパソコンへ、ディスクを通じて送り込む。

　表示されている絵は真っ白でも、元のデータ自体に問題はないらしい。いつもながら、原理がさっぱり不明だ。

「入にゆう稿こうは今オンラインで済ませるから、紗衣と葛本くんは適当にやってて。特に葛本くんは、アレ見せてもらいなよ」

「ああ、そうだね……」

　紗衣の描いた漫まん画が原稿を見せてもらう予定だった。目の前の緊きん急きゆうハーレムのおかげで、一いつ瞬しゆん忘れかけてたけど。

　問題の原稿は、机の上に無造作に置かれていた。光宏はそちらに歩み寄り、積まれた画用紙の束を、そっと覗のぞき込んでみた。

　まだ下書きの段階と見えて、鉛えん筆ぴつ描きのラインが幾いく本も引かれている。人物なども簡単な形が描き込まれているだけで、顔の様子などは分からない。完成稿にはほど遠いものだ。

　光宏は振ふり返り、嫁達に揉まれまくりの紗衣に訊たずねた。

「北原さん、これ見てもいいですか？」

「ああ、それは葛本くんには見せられないわ」

「でも、小説版は井川さんに読ませてもらいましたけど」

「そうなの？　じゃあどうぞ」

　アッサリと観念してくれた。コイカワ様々である。

　光宏はさっそく原稿を手に取ってみた。

　よく見ると、画用紙と画用紙の間に、ごく普ふ通つうのコピー用紙が何枚か挟まっている。タマミやチア姿のカリンなど、さっき描いた挿さし絵えを印刷したものだ。ごっちゃに混ざっている辺り、ここで必死に作業に追われていた様が窺うかがえて、どこか微ほほ笑えましい。

　ちなみに、ミツヒメを描いたものは幸い一枚もない。加えて漫画原稿も下書きだから、あの忌いまわしきヘンタイキャラは、まだ絵としてはこの世に存在しないのだろう。

　なぜかホッとしつつ、光宏は挿絵の方を傍わきへ退のけ、画用紙のみを閲えつ覧らんする。

　ストーリーは、ついさっきまで描いていた第三話のようだ。一コマ目でカリンが登場し、「お姉さま」の部屋を出てくるところから始まる。小説版と同じだ──が。

（あれ？　何だか単調だなぁ）

　紙をめくりながら、光宏は内心思った。

　ストーリーではない。コマ割りが、だ。

　全体的に均等で、大小の使い分けなどはほとんど見られない。さらにはページごとのメリハリのようなものも、特に意識した節は感じられない。

　コマの一つ一つに描かれたラフ自体は、きちんと構図が整っている。それだけに、どうも紙面全体の単調さが目立ってしまう。

　じゃあ、それ以外は完かん璧ぺきかと言えば。

（ストーリーが小説版と違ちがう……？）

　次に光宏が気づいた点は、そこだった。

　大筋自体はそのままだが、所々に違い和わ感かんがある。カリン達は始めからチア姿で、その理由は、アサミが何となく着せたから。そこへタマミがやって来て、ミツヒメが出たと告げる。お姉さまが誘ゆう拐かい云うん々ぬんのネタは、後から取って付けたように後半で現れ……。

　まるで、脳のう味み噌そが赴おもむくままに描いたような作品だ。なるほど、いくら同人誌とはいえ、これを月代本にぶつけるのは辛つらいかもしれない。

「あの、北原さん」

「何かしら」

「変なこと訊ききますけど、北原さんって……一人で漫まん画が描かいたこと、あります？」

　恐おそる恐る、光宏はそう訊ねてみた。

　もしこのネームが紗衣の描いたものだとするなら、一年前に「ミラージュ・ネル」のメインコンテンツとして展開していたウェブコミックとは、あまりにレベルが違いすぎる。

「ないわよ」

　そして紗衣は、案の定そう答えた。

　光宏の思ったとおりだった。すなわち、旧「ミラージュ・ネル」に掲けい載さいされていた、あの漫画は──。

「あれ、月代が描いてたんだもんね」

　印刷所のサイトにデータの送信を終えた美春が、代わりに結論を口にしてくれた。

　そう、もともと「歌川ミウミ」は、紗衣と月代の共同ペンネーム。だから、どこかで役割分担が為なされていたはずだ。

　とはいえ……まさかあのメインコンテンツが、月代の手によるものだったなんて。

「葛本くん、いきなり愕がく然ぜんとされても困るのだけど」

　紗衣はそう言うと、机の上に置かれていた、愛用のメタリックピンクのペンタブレットを手に取る。

　いつも実体化した二次元少女達の「描き変えリペイント」に用いられるものだが、本来はデジタルイラストを描くためのツールに過ぎない。つい今まで、ここで使っていたのだろう。

　彼女はそのペン先を、しがみつく嫁よめ達たちに、そっと押し当てた。

「みんな、また遊びましょうね」

　いまひとたびの別れを惜おしみながら、美少女達を二次元世界へと還かえしていく。カリンもプラムも、タマミも、その他の少女達も。一様に名残なごり惜しそうな顔を見せたが、大好きなお姉さまの心を察してか、特に不平を言うことはない。

「うん、お姉さま、またね！」

　カリンの元気な声に合わせて、アトリエから去っていった。

　後に残ったのは、光宏と紗衣、そして美春。現実世界の人間だけだ。

「それじゃあ、ちょこっと過去話でもしようか。ね、紗衣？」

　美春のその言葉に、紗衣もまた、コクリと無言で頷うなずいた。
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　その後光宏は二人から、旧「ミラージュ・ネル」の秘密を教えてもらった。

　そして新たに分かったことがある。即すなわち──歌川ミウミは三人だった。

　紗衣と月代。加えてもちろん、美春。

　なぜなら、例のウェブコミックが、三人がかりで作られたものだったから。月代だけでなく美春もまた、紗衣とは中学時代からの付き合いだったようだ。

　中学三年で同じクラスになった三人は、ひょんなことから互たがいのクリエイター魂だましいを知り、意気投合。そのまま勢いでサイトを作ってしまった──というのが、「ミラージュ・ネル」オープンまでの経けい緯いらしい。

　あんなプロ顔負けのサイトなのに、割と突とつ発ぱつ的てきだったのだ。

「大まかに説明するとね。紗衣がキャラクターデザイン、私がストーリー、月代がネーム。この分担でやってたんだ。で、仕上げは紗衣と月代の共同作業だったってわけ」

　美春はどこか嬉き々きとしながら、当時の態勢を語ってくれた。

「だから紗衣がノータッチな部分もしっかりあったんだよ。ああ、漠ばく然ぜんとしたストーリー案ぐらいは出してたけどね。いつもヒロインが『お姉さま』とイチャイチャするって内容だったけど」

「でも、それは美春さんにずいぶんと駄だ目め出しされたわ。毎回同じすぎて、見てくれる人が飽あきるって」

　そう言う紗衣の方は、どこか不服そうだった。

　まあ、光宏にしても気持ちは分かる。もちろん、美春が駄目出しした気持ちが、だが。

　ともあれ──こうして紗衣の考えた「萌もえっ娘こにハァハァするだけの物語」は、美春の手で比ひ較かく的てきまともな方向に修正され、月代の手でネームを切られた。要は、紗衣の苦手な部分を二人で補っていたわけだ。

　もっとも、当時のトップページに飾かざられていたイラストの方は、正しよう真しん正しよう銘めい、紗衣の描かいたものだったらしい。それはともかく。

「ただ、その頃ころ私はすでにサイト持ちで、恋川瑠璃葉ってハンドルネームもあったからね」

　先ほど別室で見せた、はにかんだ笑えみを再び浮うかべ、美春はそう続けた。

「だから『ミラージュ・ネル』の担にない手ではあったけど、『歌川ミウミ』の中には入らなかったんだ。イラストサイトの共同管理に小説書きが紛まぎれ込むのも変だしさ。あれはあくまで、紗衣と月代の共同ペンネームということにした」

「でも……美春さんは、立派な『歌川ミウミ』の一員よ？　少なくとも、私はそう思ってるわ」

　話を聞いていた紗衣が、珍めずらしく三次元を思いやる。美春はそれを聞くと照てれ臭くさそうに笑い、それからすぐにその笑顔を、そっと引っ込めた。

　もしかしたら──「残るもう一人」の顔を思い出したからか。

　紗衣と別れ、結果的に「ミラージュ・ネル」からウェブコミック要素を取り去ることになった、ネーム担当者の顔を。

　だが美春はすぐに湿しめっぽい様を拭ぬぐい去り、明るく光宏に言った。

「とにかく葛本くん、そんなわけだから……」

　──漫まん画が原げん稿こうの再利用には期待するな。

　それが、この過去話の結論だった。

　ぶっちゃけ、明るく言われても困る。

　だが結局、紗衣の描いたネームが使えないのは事実だ。そしてそのことは、紗衣自身もよく分かっているらしい。

「そうね。こう言っては何だけど、漫画で月代さんに勝てるとは思わないもの、私」

「北原さん、そんな心細くなるようなこと、堂々と肯こう定ていしないでください……」

　なぜだろう。話を聞けば聞くほど、勝ち目が薄うすくなっていくように思えるのだが。

「だいたい、じゃあ何でいきなりネームなんか描いたんですか？」

　例の漫画原稿を指し、光宏はツッコむ。しかし紗衣の答えは、至し極ごく単純なものだった。

「だって、せっかくお話を思いついたんだもの。残しておきたいと思うのは当然だわ」

　実にあっさりとした回答だった。ちなみにこの「お話」という部分、「妄もう想そう」と置き換かえた方がいいかもしれない。

　で、結局どうすればいいのか、という話だが──。

「大だい丈じよう夫ぶよ。漫画で勝負できなくても、私には私の分野があるのだから」

　紗衣は頼たのもしく、そう言い切った。

　彼女の得意分野──すなわち、イラスト。

「夏コミはイラスト本で決まりね」

「ずいぶんあっさりと決まりましたね」

　そう返した光宏も、彼女の心強さについ安あん堵どの笑みを浮かべた。

　漫画が駄だ目めだからイラストを──という消極的な作戦では、決してない。紗衣は始めから己おのれの技量を存分に発揮するべく、自信を持ってイラスト集という形を選んだのだ。

「頑がん張ばりましょうね。月代さんに勝つためにも」

　そう言って、現「歌川ミウミ」は、柔やわらかに微ほほ笑えんだ。




　細かな内容の打ち合わせは明日に回し、その日は解散することにした。

　気がつけば、だいぶ陽ひも傾かたむいていた。光宏は明日の訪問時間を決め、美春とともに北原邸ていを後にした。

「先は長いかもなぁ……」

　歩きながら、ふと美春がそんなことを呟つぶやいた。

　本のことだろうか。確かに「イラスト本」という方向が決まったとはいえ、実際に作るのはこれからだ。締しめ切りが延びたわけではないし、相変わらずスケジュールはきつい。

　明日から本気で頑張らないといけない。紗衣も、それに自分も。

「私、こっちだから」

　ひとり決意を固める光宏に、美春は交差点の所で別の道を指した。

「僕はこっちだから。じゃあ、ここでお別れだね」

「だね。また明日」

「うん、また明日──」

　軽く手を振ふって、今日知り合ったばかりの女子の背中を見送る。

　何だか不思議な子だ。妙みように気さくで、初めて話した気がしない。

　でも──だからこそ、紗衣のような癖くせのある人間とも、自然に付き合えるのだろう。

　あんな友人を持てて、幸せかもしれない。

　紗衣も。それに美春も。
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　そして帰宅後。

　相変わらず「うあー」と頭を悩なやませている妹は無視して、光宏はすぐ自室に籠こもると、ベッドに横たわり、ひとり考えた。

　自分は今、アシスタントとして何ができるだろうか──と。

「あんな思い出話まで聞かされたんだ。ちゃんと北原さんのやる気に応こたえないと……」

　いま一度信念を固め、光宏は呟く。

　とはいえ、絵を描かくスキルなんて持ち合わせてない。これは朝も思ったとおりで。

「他ほかに僕ができること……」

　何だろう。紗衣が絵を描くにあたって、自分ができることと言えば。

「……萌もえること？」

　いや、我ながら答えになってないか、これは。

　でも、他に何があるわけでもない。自分の特技は、あくまで歌川ミウミの描いた萌もえっ娘こに心ときめかせ、勢い余って召しよう喚かんしてしまうぐらいだ。で、作者にこっ酷ぴどく叱しかられる、と……。

　そんなの、アシスタントでも何でもない。

　ただ──言い換えれば、それだけミウミキャラへの愛が強きよう烈れつだ、とも取れるわけで。

「そうだ。僕は歌川ミウミの大ファンなんだから、やっぱりアシスタントとして適任なんだ。絵は描けないけど、いつもみたいに、アドバイザーみたいなことはできるはずだ」

　光宏は自分にそう言い聞かせると、ベッドから起き上がり、近くの本ほん棚だなに手を伸のばした。

　そのまま引っ張り出したのは、ポケット式のクリアファイルだ。外側自体は百円ショップで買った安価なものだが、中に保管されているのは、この世のどこにも売ってない宝物。

　ネット上からプリントアウトした、歌川ミウミの全作品集である。

　新旧サイトの完成イラスト、ラフイラスト、ウェブコミックも含ふくめて、その作品数は優に五十点を超こえる。もっともコミックの方は、月代がネームを切ったものらしいけど。

「でも、この絵え柄がらって北原さんそっくりだよなぁ……」

　昔の漫画をパラパラと見直しながら、光宏は呟いた。

　月代の絵はあくまで、紗衣のキャラクターデザインに忠実だ。もっともあいつのオリジナルキャラなんて、タコとスライムぐらいしか知らないけど。

　まあ、この際コミックはいい。問題はイラストだ。

　ファイルを捲めくりながら、光宏は考えた。

　今日、夏コミ用の本をイラスト集にすると決めた。問題は中身だ。

　原げん稿こうを用意するに当たって、大きな課題が二つある。まず、コミケ当日までに完成させること。それと──。

「……月代の本を超えること、か」

　それができなければ、今回紗衣が同人誌を作る意味はない。そして月代に勝つためには──やはり最低でも、同人誌の主流であるオフセット本にする必要があるのだろう。

　確かに、印刷所を通してきちんと製本したものと、ページをホッチキスで綴とじただけのコピー本とでは、後者の方が見み劣おとりしてしまう。

　逆にオフセならば、絵の仕上がりもきれいだし、紙の質もいい。何より「本」として形が整っているから、プロの作品にも似た高級感が出る。これこそが、オフセ本の魅み力りよくだ。

　それに考えてみれば、機械と手作業では、発行部数にもかなりの差が出てくるはずだ。歌川ミウミのネームバリューを考えるなら、当然多い方がいい。

　しかしこの二つの課題、どうやって両立させればいいものか。オフセ本を作るには印刷所の利用が必ひつ須すだが、その締め切りは、月代曰いわく「一週間後」。となれば、かなりの急ピッチで原稿を仕上げなければならない。

　なのに、今の段階で何を描くかすら決まってないなんて。

「頑張ってアイデア出さなきゃ……」

　光宏はファイルのページを捲りながら、独りごちた。

　目の前に、過去に紗衣の手で描かれた美少女が、次々と顔を覗のぞかせていく。その数、ざっと三十人ほど。これを眺ながめれば、何かしら方針が浮うかぶかもしれない。

「ああ、そういえば……あのキャラって何だったんだろ」

　ページを順番に追いながら、光宏はふと、今日会った二次元娘の一人を思い出した。

　全部で六人。その中に一人だけ、初めて見た娘がいた。

　カリンのライバル、プラムだ。その初出に、まったく心当たりがない。

　大の歌川ミウミファンを自負する以上、光宏はこれまでに描かれたキャラならば、すべて記き憶おくしている。旧「ミラージュ・ネル」で活かつ躍やくしたネコミミ娘のタマミや、巫み女このヤヨイ。新「ミラージュ・ネル」ですっかり顔かお馴な染じみの、魔ま導どう士し見習いカリンや、メイドのアサミ──。

　そう、全員知っている。少なくとも、「ミラージュ・ネル」で公開されたキャラなら。

　だが、プラムはそこにいない。今日、あの小説の中で初めて出会った存在だ。

「うぅ、気になる……」

　ファンとして。マニアとして。コレクターとして。自分の知らなかった萌えっ娘がいたことが、非常に引っかかってならない。

「プラムちゃん……か。このファイルにはいないし、漫まん画がのモブキャラ……でもないな。じゃあどこから来たんだ？　もしかして旧サイトが閉まる直前に展示されて、僕がチェックする前に削さく除じよされたとか？　だったら最悪だ……」

　そんなことをブツブツ呟つぶやいてるうちに、徐じよ々じよに一日の疲つかれが湧わき出してくる。

　──そういえば、今日は朝から大変だったな。佐和の話を聞いて慌あわてて図書館へ行って、井川さんとタマミちゃんに会って。それから月代と喧けん嘩かして、北原さんちに押し掛かけて、いろいろな話を聞いて……。ああ駄だ目めだ。疲れてることを思い出したら、眠ねむくなってきた……。

　寝ねてはいけない。自分には「歌川ミウミの本の内容を決める」という、重大な使命があるんだ──と己おのれを叱しつ咤たしようにも、何分体力に乏とぼしい文化系の身。

　光宏は次し第だいに、うとうとと眠りに落ちていった。




　そのうたた寝は、ほんの数分の出来事だった。

　時計の針もわずかにしか進んでない。本当に、わずかに気を抜ぬいただけだというのに。

「ミックン、さっきはお相手できなくてごめんね？」

　目を覚ました光宏の横には、ポニーテールの青ローブ娘が寝そべって、何やら甘えた声で囁ささやきかけていた。

「わっ！　プラムちゃん？」

「そうだよ。プラムだよ。ミックンとイチャイチャしたくて、お姉さまの家からズギューンって飛んできちゃったの。どうかな。こんな遠えん距きよ離り恋れん愛あい、カリンには絶対真似まねできないよ？」

「いや、真似されても困るから！」

　そんな特技が萌もえっ娘こ全員に適用されたら、もう歯止めが利きかなくなる。自分がどこで何をしていようが、みんなお構いなしでホイホイ飛び出してくるに違ちがいない。

　……と言うか、いくら何でも物理的に無茶なのでは？　だいたいプラムのイラストは、紗衣の家にしか置いてないし。他ほかにあるとしたら、美春のパソコンと印刷所ぐらいだし。

　いくらこちらの煩ぼん悩のうが全開になったからって、そんな遠くから抜け出して飛んでくるってのは、あり得ない。

「……もしかして」

　思わずハッとして、光宏は、ベッドのそばにうっちゃっておいたカバンを探さぐってみた。今日図書館へ持っていき、その後紗衣のアトリエ──というか萌えルームに置いといたものだけど。

「うわ、やっぱりあった……」

　案の定、イラストのプリントされたコピー紙が一枚、中から出てきた。

　何かの弾はずみで紛まぎれ込んでしまったのだろう。そしてもちろん、中央に描かかれているはずの人物部分は、きれいに白く抜かれている。どう考えてもコレだ。

　何てことだ。これじゃまるで、プラム相手にヤマシイことをする気満々で、紗衣の家からこっそり絵を盗ぬすみ出してきたみたいじゃないか。

「……プラムちゃん、とにかくベッドから下りて？」

　光宏は顔中を引きつらせながら、そっとプラムの二の腕うでを摑つかみ、押し出そうとする。しかし彼女は「だめぇ～」と嬌きよう声せいを張り上げて、逆に身体からだをこちらにすり寄せてくるばかり。

　おかげでローブが盛大に捲まくれ、中の際きわどい服と抜ばつ群ぐんのプロポーションが丸見えだ。

「やん、ミックンがプラムのカラダに興味津しん々しん。もう、エッチなんだからぁ～♪」

「ごめん、もう許して……」

　もう何もかもが台無しだ。あれだけ真面まじ目めにいろいろ考えていたのに。考えなければならないのに──。自分はまったく進歩してない。

　そんな自己嫌けん悪おに光宏が陥おちいっていると、不意に携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。

「あ、どいてプラムちゃん！」

　これ幸いと彼女を傍わきに押しやり、枕まくら元もとにあった携帯を手に取ると、ディスプレイには堂々と「北原さん」の文字が。

　ああ、実に嫌いやな予感がする。

「もしもし、僕ですけど……」

　プラムに引っ付かれたままで気き後おくれしながら、光宏は恐おそる恐る応こたえてみた。

　途と端たんに、耳に紗衣の怒ど声せいが飛び込んでくる。

『葛本くん、今プラムがそっちに行ってるでしょ。さっきからイチャイチャしたくて頑がん張ばってるのに、全然出てこないのよ？』

「あぅ、すみません。ホントすみません」

『だいたい葛本くんはライバルキャラというものを理解してないわ。プラムを単品で呼び出すなんて、せっかくのライバル設定が生かされないじゃない。率先して想おもい人を誘ゆう惑わくするライバル。それをすんでのところで抑よく制せいするヒロイン。二人がセットであればこそ、絶ぜつ妙みようなバランスのウハウハな三角関係ライフが送れるのよ？』

「ええと、じゃあカリンちゃんもこっちに呼び出せば解決ですか？」

『それは本気で言ってるのかしら』

「すみません冗じよう談だんです……」

『そうよね。本気だったら、ちょっとアサミに頑張ってもらうしかないものね』

「ええ、ただの冗談ですから安心してください」

『ともあれ今すぐ返しなさい。せっかくみんなが帰ったから、もう一度カリンとプラムに挟はさまれて三角関係に悶もだえようとわくわくしたのに、おかげで台無しだわ！』

「北原さん、頼たのむからもう落ち着いて……」

　思いっきり節操なしな遊ゆう戯ぎを堂々と公言する紗衣に、光宏は涙なみだながらに訴うつたえた。

　でも……よかった。全然進歩してない人が、もう一人いて。




　同人誌の締しめ切りまで、あと七日──。
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　翌日、約束どおり三人は、再び北きた原はら邸ていに集まった。

　少し遅おくれて来た光みつ宏ひろは、昨日のアトリエに萌もえっ娘こが一人も抜ぬけ出してないのを見て、思わず気を引き締めた。さすがに紗さ衣えも、この打ち合わせ中にイチャイチャするわけにはいかないと考えているのだろう。それだけ真しん剣けんなのだ。

「今日は静かですね」

　思わず感じた異様な緊きん張ちようを解ほぐすため、光宏は軽く冗談めかして紗衣に言った。

　その言葉に、紗衣は小さく首を傾かしげる。

「美み春はるさんが来るまでは、タマミをじゃらしたりして遊んでいたのだけど」

「あ、やっぱりいたんですか……」

「もちろんよ。いつも冷静な沈ちん黙もく系ネコミミ娘むすめが、ネコジャラシを前にした途と端たんゴロニャンしちゃう可愛かわいさに、私はもうノックアウトだわ。言っておくけど、葛かつ本もとくんにはやらせないわよ？」

「いや、今日は特にやるつもりはないです」

　何だか緊張して損した。

　そこはかとなく脱だつ力りよくしながら、光宏は差し出されたクッションに腰こしを下ろした。美春も同じく横に座り込み、紗衣だけが使い慣れたデスクの椅い子すから、こちらをポーカーフェイスで見下ろす形だ。

「では、始めましょう」

　彼女の号令に、光宏と美春が頷うなずき、ついにこの夏コミに向けた打ち合わせが、遅ればせながらスタートした。

　……とストレートに言えればかっこいいのだが。

「とりあえず司会進行役は、生徒会副会長のチナツでいいかしら？」

「いや、今は二次元の人は呼ばなくていいですから」

「そうなの？　でも、それだと華はながないと思うのだけど」

　すっかり二次元中毒な紗衣は、光宏のツッコミに向かって、冷静に大ボケをかましてくる。何なんだ、このシリアスの崩ほう壊かいっぷりは。

「ほら、華は紗衣一人で充じゆう分ぶんなんだから、とっとと始めるよ」

　友人の妄もう言げんを軽く流した美春が、ポケットから小型のスケジュール手帳を取り出す。こういうものを持ち歩いている辺り、結構マメな性格なのだろう。

「まず確かく認にんしておきたいのは、日程ね」

　手帳のページに目を走らせながら、美春は頼たのもしげに切り出した。

「夏コミは全部で三日間あるけど、私らが出るのは三日目。最終日だね」

「なるほど、一番盛り上がる日ね」

　紗衣がよく分からない納なつ得とくの仕方をした。まあ、言ってることは間ま違ちがいないけど。

　もともとコミックマーケットでは、各サークルの出展日は、扱あつかうジャンルによって自動的に決まる。特に三日目は成人向け──要するに十八歳未満お断りな内容の同人誌を出すサークルが集まる日であり、それ目当ての男性参加者でかなり混雑するというのが、例年のお決まりだ。

「開場と同時に、いわゆる『男津つ波なみ』というものが発生するのよね。一度サークルスペースからアレを眺ながめてみたいと思ってたの。楽しみだわ」

「北原さん、そんなヘンなもん、楽しみにしないでください」

　むしろ危険すぎて心配になる。光宏だって、会場内を驀ばく進しんするあの壮そう絶ぜつな大群に交じりたいと思ったことは、さすがにない。だいたい走るのは禁止だ。

　まあ、それだけみんな情熱を注いでいる──と言えば、聞こえはいいのかもしれないが。

「巻き込まれて怪け我がとかしないでくださいね？」

「ええ。頑がん張ばるわ」

　何をどう頑張るのかはよく分からないまま、紗衣はコクンと頷いた。

「あのさ、言っとくけど、三日目ってのは男性向けだけじゃないからね？　うちみたいにオリジナル作品を扱うサークルも三日目なんだからね？」

　そこへ美春が、半ば心配そうにツッコんでくる。今さら釈しや迦かに説法といったところだが、彼女は彼女なりに、何か想おもうところがあるらしい。

「いや、どうもコミケって言うと、エッチな本とセクシーなコスプレが集まるイベントだって思われてる節があってさ。時々周りから、いかがわしそうな目で見られることがあるから」

「あー、そういう誤解はあるかもね……」

　特に、こっちの世界を中ちゆう途と半はん端ぱにしか理解してないと、そういう固定観念を抱いだかれることはよくある。うちの佐さ和わがいい例だ。

　しかし美春の言うとおり、三日目は成人向け以外にも、二次創作でないオリジナル作品や、様々なサブカル、本以外のグッズなど、実にバラエティに富んだものが多く並ぶ。そういう意味では、最も自由度の高い日だと言えるかもしれない。

「でも、ギャルゲーサークルも三日目よね」

　そこへ紗衣が、何だか妙みようにわくわくした口くち振ぶりで切り返してきた。友人に同調する気はないのか、この人には。

「やっぱり男の人がいっぱい来ることには違ちがいないのよ。ほら、女性向けが集中する日も別にあるわけだし」

「ああ、やおいですか？　北原さんって、そっちはあまり興味なさそうだけど……」

「そうね。ボーイズラブは、むしろ美春さんの方がよく読んでるわね」

　ついでにドサクサに紛まぎれて、何やら爆ばく弾だん発言までかましてくれた。

　……そうなのか。美春の本来のオリジナル小説って、ソレなのか。

「葛本くん、何でそう君は、人を愕がく然ぜんとした目で見つめるかなぁ」

　だが美春は眉まゆ根ねを寄せ、不満げに答える。

「創作は常に勉強あるのみだよ。ボーイズラブでもガールズラブでも、ファンタジーでもミステリーでもホラーでも、何でも書く。その参考になるなら、何でも読む。それが私だ」

「いや、いくら何でも勉強しすぎでしょ。だいたい井い川かわさん、メインのジャンルとかないの？」

「んー、そうだね。将来目指したいのは私小説作家だね」

　ああ、そうですか。よく分からないけど、なんかすごい人だ……。

　で、何の話だっけか。

「とにかく三日目は人が多いの。その分、見てもらえる機会も増えるわけよ」

　珍めずらしく、紗衣が話題を元に戻もどした。

「見てくれた人みんなが欲しがるように、頑張って素す敵てきな萌もえ本を作りましょうね」

「そうだね」

　美春も頷うなずき、ようやくさらに話を進める。

「ちなみに葛本くんにはまだ言ってない気もするけど、サークル代表者兼けん申し込み責任者は、私の従姉いとこになってるから」

「はあ。なぜに？」

「だって申し込み期間中って、半年前でしょ？　私も紗衣も中学生だったし」

　なるほど。義務教育を終えてないうちは申し込めないというルールがあったはずだ。

「うちの従姉、やっぱり小説の個人サークルやってんの。で、今回のコミケにも受かったんだけど、あいにく売る本が完成しそうにないから、スペースは私らで好き勝手に使っていいってさ」

「ずいぶん適当な人だね……」

「まあね。でも責任者だから、ちゃんと当日は来るよ？」

　そりゃそうだ。すると、当日はそのイトコさんも含ふくめて四人態勢か。

　……いや、そういえば昨日、サークルの申し込み関係でリサーチした時に、何か人数に関かかわる情報があったような。

「その場合──通行証は誰だれが持つのかしら」

　光宏の記き憶おくを補うように、紗衣が率直な疑問点を口にした。

　そう、通行証だ。各サークルに支給されるもので、その名のとおり、これがあれば開始時間前から会場に入ることができる。

　もちろん事前準備のために用いるものだが。

「あれを持っていれば、お目当てのサークルに開場前から並べてしまうのよね。夢のアイテムだわ」

　紗衣は真顔で現実的なことを語ってくれた。実に身も蓋ふたもない。

　まあ、それはともかく──この通行証の支給枚数が、確かサークルごとに三枚と決まっていたはずだ。そうなると、四人揃そろって仲良く準備というのは不可能になる。

　とりあえず、責任者のイトコさんが一枚持つとして、残りは……。

「やっぱり私と紗衣かな」

　美春は申し訳なさそうな顔になりながら、そう答えた。

「開始時点で、本を作った当人がブースにいないってのも何だしね」

「あら美春さん、私は売り子より並びたいのだけど……」

「紗衣は黙だまっとれ。……葛本くん、悪いけど、それでいい？」

「う、うん、僕は構わないよ？」

　カリスマ絵師の切実な希望も流され、光宏は苦笑いしながら頷いた。

　……ということは、自分だけ一いつ般ぱん参加者として、開場後に人に揉もまれながら突とつ入にゆうするのか。まあ、いつもと同じだ。じゃあせっかくだから、先に買い物を済ませちゃおうかな。特に、女子二人の前では買いにくいものとか……って、そんな呑のん気きなことを考えている場合ではないのか。

　そう、ここまで具体的に話が進んでいる以上、一刻も早く紗衣の本を完成させなければ。

「ちなみにそのコミケ三日目まで、あと二十日だから」

　頑がん張ばってね、と美春が他人ひと事ごとのように付け加えた。

　二十日──しかし実質、あと一週間もない。最後の最後で、残ざん酷こくすぎるほど具体的な現実だ。

「頑張りましょうね、葛本くん」

「はい、北原さん……」

　どうしたものか。紗衣はやる気だけど。

　光宏はいま一度考える。とりあえず、アイデアは一つ用意してきた。でもその前に、作者本人の意見を聞いた方がいいかもしれない。

「北原さんは、どんな本にしたいんですか？」

　光宏は試しにそう訊たずねてみた。できるだけ、作者の意見は尊重したいと思い。

「そうね。考えたのだけど、やっぱりイラストはカラーの方がいいと思うの。だから全ページともフルカラーにしたいわ」

　微び妙みようにウキウキした口調で、紗衣は答えた。

　なるほど、カラーか。そういえば、月つき代よもそんなことを言ってたな。

「そうですね。僕もそう思います」

　光宏は頷く。これで一つ、方針が決まった。

「でしょう？　それでね、やっぱりページ数の多い方が、読者も喜ぶと思うのよ」

「確かに……そうですねぇ」

「だいたい五十ページぐらいかしら」

「いや、それ値段どうするんですか……」

　フルカラー五十ページなんて、印刷代も頒はん布ぷ価格もエライことになるに違ちがいない。

　ただ──これぐらいのツッコミでは足りなかった。続いての紗衣の一言に、光宏は思わず顔を青ざめさせた。

「もちろん、イラストは全部描き下ろすわ」

　まっすぐな信念をもって、紗衣は──歌川ミウミは、ここに宣言した。

　実にとんでもない宣言だった。

　当然だ。ここまでの話をまとめるなら──印刷所の締しめ切りまで一週間足らず。それなのに紗衣は、五十ページ相当のフルカラーイラストを、すべてこれから描くと言っているのだ。

　だがもちろん、フルカラーの絵なんて、そう簡単に量産できるものではない。昨日の彼女のペースを考えても、無理のないところで、一日三、四枚が限度か。

「……ちなみに、何を描くかは決まってます？」

「それは今から打ち合わせで考えましょうね」

「はあ……」
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　五十ページ分のアイデア……。それを固めるだけでも、かなりの時間が必要なはず。

　絶対に無茶だ。いくら仕事の早い紗衣でも、こればかりは──。

「どうかしら、葛本くん」

　それなのに彼女は、まったく焦あせった様子もない。むしろ、初めての同人誌作りに心が浮うき立っている。

　そこに水を差すのは、彼女を愛する者として非常に忍しのびないのだけれど。

「北原さん、それでは開かい催さい日びに間に合わないです……」

　腹を決め、光宏は冷静に答えた。

「頑張れば大だい丈じよう夫ぶよ」

「いや、無茶ですってば。それより、僕の意見も聞いてください」

　光宏はそう言うと、持参したカバンから、一冊の分厚いファイルを取り出した。もちろん昨日部屋で眺ながめていた、例の「歌川ミウミ全集」だ。

「これ、今まで『ミラージュ・ネル』で公開された絵です」

「あら、そんなものよく持ってるわね。ちょっと見せて？」

　物もの珍めずらしそうに、紗衣は光宏の手からファイルを受け取り、じっくりと眺め始める。どれも自分や月代が手て掛がけたものだから、当然初見ということはないはずだが──。

「ラフとかラクガキとか、ずいぶん細かいものまで揃ってるのね。……これは、全部印刷したの？」

「はい。新しい絵が載のるたびに、全部」

「私でさえ、メインイラスト以外は印刷したことないのに」

「でも、僕はその……歌川ミウミのファンですから」

　微かすかに頰ほおを赤らめ、光宏はそう告げた。こんな今さらな事実、恥はずかしがることでもないのだろうけど。

　紗衣は──ほんのわずかに目を瞬しばたたかせた。それ以外に、特に反応はなかった。

　ただ黙だまってファイルを閉じ、美春に「見る？」と言って手て渡わたす。

　美春はそれを受け取ると、その視線をこちらに送り、「照れ隠かくしだよ」と、こっそり口パクで教えてくれた。

「それで、そのファイルと葛本くんのアイデアと、どう関係があるのかしら？」

　ポーカーフェイスの奥に潜ひそむ感情の変化を親友に見破られながらも、落ち着いた口調で紗衣が訊ねてくる。それに対して、光宏は頷うなずき。

「その絵を使えばいいと思うんです」

　そう答えた。

　すでに完成された、大量の美少女イラスト。それだけでも同人誌数冊分の量にはなる。だから「再録」という形にすれば、いくつものハードルがクリアできてしまう。

　それが光宏のアイデアだった。

　これなら期日までに間に合うのはもちろん、紗衣の言う「フルカラー五十ページ」とて夢ではない。まあ、そちらは印刷代の問題もあるけど。

　あとは「描かき下ろしがいい」という意見だが。

「新作は、二、三点ぐらいに留とどめましょう。さすがに全ページは間に合いません」

　心を鬼おににしながら、光宏はそう続けた。

　キャラ設定から始めて、すべて一からデザインするとしたら、これぐらいの数字が現実的だ。

　もちろん紗衣の反応は芳かんばしくなかったけど。

「……でも、それでは新しん鮮せん味みがないわ」

　顔をしかめ、彼女は全面的に渋しぶる。わずかだが、声のトーンが下がっているのが分かる。

「それで読んでくれた人達は喜ぶのかしら。例えば、あなたはどうなの、葛本くん？　あなたは私のファンだと言うけど、もしせっかく出た同人誌が、そんなヤッツケな再録本だったら──」

「僕は……歌川ミウミの本が出るなら、それだけで嬉うれしいです」

　わずかに躊ちゆう躇ちよした後、光宏は答えた。

　本音は、敢あえて言わずにおいた。今は内容を膨ふくらませるよりも、完成させることの方が大事だと思ったから。

　そのためにも、紗衣を説得するのが自分の役目だ。

「再録は、必ずしもヤッツケではないです」

　光宏は言葉を選びながら、そう切り返した。

「北原さんの絵は、今のところネットでしか見ることができません。だから、本にする意味はあると思います」

　あくまでデータだけでは不完全だ。これは説得とは関係なく、純じゆん粋すいにそう思う。

「僕個人の意見ですけど──、やっぱり『本』っていう形は、特別だと思うんです。データのみの画像と違ちがって、見るのにパソコンや携けい帯たい電話みたいなツールは必要ない。特に大画面のモニターがなくても、イラスト全体を大きなサイズで眺めることが可能。あとは間近で見たい時、画面に顔を密着させるような不自然な体勢を取る必要もないし……」

　それに、印刷物の最大の利点といえば。

「データと違って、ある日突然消失するということもないですから」

　かつて旧「ミラージュ・ネル」が、そのすべての作品をネット上から削さく除じよした時の衝しよう撃げきが、どれほど多くのファンに悲しみをもたらしたか。だが少なくとも本になれば、あんなことは絶対に起きない。

　だから光宏は、たとえデジタルで公開された作品であっても、本というアナログに変える価値はあると考える。いや、むしろ本こそが完成形なのだ、と。

　その理り屈くつが紗衣に伝わるかどうかは──また別かもしれないけど。

「まあ、葛本くんの気持ちは分かる」

　同意したのは、紗衣ではなく美春だった。

　そういえば、彼女は本好きなのだ。図書館に通っているぐらいだし。

「読めりゃ何でもいいってものでもないしね。私も思うよ。モニターに表示された字と、紙に刷られた字とじゃ、全然感かん触しよくが違うって。いや、小説と絵じゃいろいろ違いもあるかもしれないけど……確かに『本』っていう形はすごく大事なんだと思う。そうでもなきゃ、コミケで世に送り出されるデジタルイラストの大半が、わざわざ紙に刷られる必要がないんだもん」

　それこそデジタルなのだから、データとしてディスクか何かに入れて頒はん布ぷしてしまえばいい。実際、そうしているサークルだっていっぱいある。

　もちろん、それはそれでコンパクトだったり、ページ数を気にすることなく大量の絵を収録できたり、鑑かん賞しよう者しやが好きな順番や倍率で閲えつ覧らんできたりと、利点は多い。

　でも、あくまで中心は、紙だ。その事実は、デジタルの時代となった今も揺ゆるがない。

「……ただね、葛本くん」

　すべてを肯こう定ていした上で──しかし美春は、矛ほこ先さきを変えてきた。

「ファンってのは、どうかするとコレクターになりがちだから、そういう意見もアリなんだろうけどさ。クリエイターの意見と必ずしも嚙かみ合いはしないんだよ」

「え、それはどういう……？」

　キョトンとした顔で、光宏は訊たずね返す。それを受けて、今度は紗衣が口を開いた。

　まっすぐに光宏の方を見つめ。

「私は、新しく描きたいの」

　はっきりと、そう断言した。

　揺るぎないクリエイター魂だましい──とでも言おうか。

　なるほど、せっかく出す同人誌の内容が過去作品の再録では、面おも白しろくないのも当然だろう。光宏も、その気持ちは理解できる。できるのだが。

「それに、葛本くんは時間をやたらと気にしてるけど──」

　葛かつ藤とうする光宏に向かって、紗衣は珍めずらしく説得などしてきた。

「もう少し落ち着いたら？　あと二十日もあるのだから、ちゃんと完成するわよ」

　……いまいち説得力に欠けていた気もするが。

　だいたいその二十日間、フルに使えると思ったら大間違いだ。

「北原さん、印刷所の締しめ切りがあるんですよ？　実質もうあと一週間もありません」

　しかし紗衣が動じる様子はない。首を横に振ふり、さも当然のように。

「印刷所を利用しなければ問題ないわ。コピー本にすればいいだけよ」

　そう言い切った。

　コピー本。絵の印刷から複製、製本に至るまで、すべてを自分達の手作業で賄まかなう、ある意味最高の手作り。

　確かに、それなら相当ギリギリまで締め切りを延ばせる。でも、その場合は──。

「──月代に勝てないです」

　光宏は、表情を和やわらげることなく言い返した。

　その言葉に、紗衣がどう反応したかはよく分からなかった。ただ、いつものポーカーフェイスを崩くずす素そ振ぶりはない。

　仕方なく、光宏はそのまま言葉を続ける。

「素しろ人うとっぽいコピー本では駄だ目めなんです。最低でもきちんとオフセの形で仕上げないと、あいつに馬ば鹿かにされて終わるだけです。だから、印刷所は利用します。どうしてもフルカラーの五十ページにしたいなら、期日に間に合わせるためにも、再録を入れてください」

「それは……嫌いやだわ」

　だが紗衣は、無表情のまま、はっきりと拒きよ絶ぜつした。

　理屈ではない。自分が嫌だから、嫌と言った。

「五十ページとまでは行かなくても、全ページをカラーで描き下ろしたいの。それを私の初めての同人誌として、世に送り出したいの。だから再録はしないわ。もし葛本くんがどうしても再録本を出してほしいというなら、それはまた次の機会にしましょうね」

「いや、べつに再録本が欲しいってわけじゃないんですけど……」

「でも、さっきそう言ったわ」

「あれは……」

　本心のわけがない。どこの世界に再録のみで喜ぶファンがいるものか。

　つい、正直な気持ちが胸の内に溢あふれた。

　それなのに、なぜ──自分は矛む盾じゆんする意見を通そうとしているのだろう。

　できれば、月代との勝負も夏コミも関係なく、純じゆん粋すいに一冊の本を作る機会が欲しかった。それなら余計なことを考える必要はない。紗衣の好みに合わせて、初めての同人誌作りを純粋に楽しむことができたはずなのに──。

「葛本くん、よく考えてみて？」

　光宏が黙だまったのを見て、紗衣は落ち着いた口ぶりで、そう言った。

「葛本くんの言うとおり、再録中心のオフセ本を出したとして……、それが月代さんの目にどう映ると思う？　見た目はきれいでも、所しよ詮せん『再録本』よ。それこそ馬鹿にされるだけだわ」

「う……」

　思いきり痛いところを突つかれた。確かに、紗衣の意見は正しい。やはり自分は、少し焦あせりすぎているのかもしれない。

　でも、逆に月代の言ったことがただの挑ちよう発はつかといえば──そうとも言い切れないように思うのだ。

　じゃあ、どうすればいいのか。紗衣は意見を曲げる気などないだろうし、自分にもこれ以上のアイデアなんて浮うかばないし。

「……ねえ、紗衣は具体的に、何が描きたいの？」

　成り行きを黙って眺ながめていた美春が、ふと、そう訊ねてきた。

　その声に、紗衣が再び目を瞬しばたたかせる。

「具体的に？」

「そう、具体的にさ。もしそれが決まってれば、必然的にページ数も決まると思うんだ。本当に五十ページも必要なのかな。あるいはもっと少なくて済むなら、期日に間に合わせてオフセにすることもできるんだけど」

「それは……まだだわ」

　まだ決まってないの、と紗衣は静かに答えた。

　光宏もそうだが、彼女も決して理性で動いているわけではない。勢いで突っ走ってるだけなのは、二人とも同じかもしれない。

「月代さんにぶつけて恥はじないだけの内容──。それが何か、ずっと考えているのだけど……なかなか考えがまとまらないの。ただ、期日に追われるためだけに、ページを減らして嫁よめを絞しぼらなければならないのは嫌だから……」

　紗衣は小さく溜ため息いきをついた。光宏もまた同じように、そっと吐と息いきを漏もらす。二人仲よくしょぼくれている様が、何とも哀かなしい。

「ということは……詰つまったか」

　ボソリと、美春が呟つぶやいた。

　そして何を思ったか、スッと立ち上がり、気を取り直すかのように。

「外にでも出てみようか。くさくさした時は出かけるのが一番。みんなで買い出しにでも行こう」

「……買い出し？」

「うん。何かと物入りだしね。例えば……文ぶん房ぼう具ぐとか？」

　何だかアバウトな物入りだ。

　それでも、この鬱うつ屈くつした気持ちを晴らしたいのは同じだった。光宏も紗衣も頷うなずいて、揃そろって二人して立ち上がる。

　まだ、先は長いかもしれない。
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　三人が行った先は、近所にあるホームセンターだった。

　光宏は初めて訪おとずれる場所だったが、女子二人は何度も利用したことがあるらしい。さっそく慣れた足取りで棚たなの間をうろつきながら、好き勝手に物色を始める。

「とりあえず、紙かしら。ちょうど足りないし」

　まず紗衣が画用紙の束を取り、カゴに入れる。おかげで身体からだ全体が傾かしいでしまう。そういう嵩かさ張ばる物は後回しにすればいいと思うのだが、あまり深く考えてないようだ。

「ほら、持ってあげなよ、男の子」

「う、うん……。北原さん、僕が持ちますから」

　美春に半ば冷やかされる形で、光宏は斜ななめになった紗衣からカゴを預かった。

　これで二人きりなら、まさにカップルでショッピングといった光景だ。まあ、実際には美春がいるから、そんな気分に浸ひたるわけにもいかないけど──。

「んじゃ、私はあっちを見てくるね」

「い、井川さんっ？」

　何をどう間ま違ちがってか、あるいは気を利かせたか。美春は一人だけ自分のカゴをぶら下げ、さっさとどこかへ行ってしまった。

「ちょっと待って！　僕はどうすれば？」

「大だい丈じよう夫ぶよ葛本くん。美春さんなら、たぶん迷子にはならないから」

「いや、それは知ってます……」

　紗衣のズレた発言に、光宏は小さく溜め息を漏らす。どうやら少しの間、本当に紗衣と二人きりにさせられたようだ。

　しかし──二人っきりになったところで、何を話せばいいのだろう。さっきの流れで同人誌の話題を蒸し返すと、またギクシャクしそうだし、かと言って、普ふ通つうに世間話というのも違う気がするし。

　仕方なく、何気ない素そ振ぶりを装よそおって紗衣を見てみた。

　彼女は黙もく々もくと、交こう換かん用のインクカートリッジを眺めていた。だが、プリンタの型番でも忘れたか、特に手に取ることもなく、すぐに顔を上げる。

　そして──何を思ったか。不意にその目をまっすぐ、ある一点の方へ向けた。

　光宏がその視線を追った先には。

「……特価品コーナー？」

　小型マッサージ器やら健康サンダルやら。割とこの際関係なさそうなものが、まあまあの安価で積まれている。特に視線に意味はなかった……のだろうか。

　光宏が何も言わずにいると、紗衣はそちらに向かって、のろのろと歩き出した。

「北原さん、どこへ？」

　慌あわてて後に続く。重い画用紙のせいで、少しフラフラするけど。

　紗衣はやはり、その特価品コーナーの前で足を止めた。

　そして──。

「あ……」

　何かを呟いた。よほど気を付けてなければ聞き取れないほどの、か細い声で。

　同時に、光宏は我が目を疑った。

　紗衣の身体が、不意に光り輝かがやいたのだ。

　誇こ張ちようではない。一いつ瞬しゆん腰こしの辺りで何かが煌きらめいたかと思いきや、その身体を包み込むように、白い光が紗衣を覆おおう。

　だが、この不可思議な現象、決して心当たりがないわけではなかった。

　そう、この光はおそらく──。

「──紗衣ちゃん、やっほ♪」

　光宏の予想に違たがわず、光の中から、紗衣のものとは明らかに別の萌もえボイスが響ひびいた。

　やはりそうだ。抜け出したのだ。おそらくは、携けい帯たい電話の中から。

　ただし光宏のではない。紗衣の携帯電話から、紗衣自身が呼び出した。他人が二次元を召しよう喚かんする瞬間なんて、今まで一度も見たことがなかったけど……。なるほど、こんな感じなのか。

　しかも呼び出したのは、あの紗衣だ。まさに原作者の愛をナマで目もく撃げきしてしまった形だ。

　……などと妙みような感心をする光宏をよそに、紗衣はキョトンとした顔で、自分の真正面に現れた萌もえっ娘こを見みつめ返した。

「あら、ヒカル……？」

　ヒカル──それが、その美少女の名前だった。

　新作ではない。かつて旧「ミラージュ・ネル」に載のっていたヒロインの一人だ。属性は、「幼おさな馴な染じみ」。

　お下げ髪がみに柔にゆう和わな笑えみを浮うかべ、学校の夏服になぜかエプロン着用という出いで立ち。きっと朝っぱらから家に上がり込んで、勝手に朝ごはんを作った上で叩たたき起こしてくれるような、世話焼きかつ家庭的かつ押しかけ妻な性格なのだろう。

　……と、光宏は勝手に想像しているのだが、この際そんなことはどうでもいいわけで。

「なぜ、今ここで……？」

　むしろそれが問題だった。

　おそらく何かの感傷に苛さいなまれていたであろう紗衣が、唐とう突とつに萌えっ娘を召喚してしまった。ということは、感傷なんて見せかけで、頭の中ではいつものようにお花畑が展開していたのだろうか。しかし今の瞬間、紗衣が妄もう想そうに浸って身み悶もだえしている様子などは見えなかったし……。

　でも、じゃあ二次元娘というのは、萌えなくても呼び出せるものなのか。そもそも、なぜに幼馴染？

「ふふ、久しぶりだね～」

　光宏が見守る中、召喚されたてのヒカルはそう言って、嬉うれしそうに紗衣にギュッと抱だきついた。

「紗衣ちゃん、このホームセンター覚えてる？　懐なつかしいね～」

「え？　ええ……」

　そう相あい槌づちを打つ紗衣も、この展開に戸と惑まどっているらしい。まさかこんな所で、自分が嫁よめを呼び出してしまうなどとは、思いもよらなかったのだろう。

　もっとも、この現象が常に不ふ可か抗こう力りよくであることは、光宏が一番理解しているわけで。

「き、北原さん。ここではまずいですってば。こんな所で二次元とイチャイチャしてたら、周りの目が……」

　慌ててそう提言するが、紗衣はポカンとしたままだ。あちこちから飛んでくる客や店員の不ふ審しんそうな視線を、避さける素振りさえない。

　そのせいもあってか、ヒカルも遠えん慮りよがない。いや、遠慮なく接してくるのは、「幼馴染」という属性ゆえかもしれないけど。

「紗衣ちゃん、全然変わってないよね。あの時から」

　何やら勝手に脳内で過去設定を展開させ、召喚主である紗衣に、仲良しトークなど仕し掛かけている。

「無口なとことか、無表情なとことか。おかげですごくクールに見えるんだけど、本当はとても優やさしいとことか」

「……そう？」

「うん、そうだよ。私は紗衣ちゃんのこと、よく知ってるよ？　だってちっちゃい頃ころから、ずっと一いつ緒しよにいるんだもん。ずっと友達なんだもん」

「友達──」

　紗衣はなぜか、「友達」という何気ない単語を繰くり返した。

　そして同時に、何かに気づきハッとする。

「ヒカル、あなたもしかして……」

　そう言いながら、ポケットから、あのメタリックピンクのペンタブレットを取り出した。

　リペイントする気か。いったい何があったのか。

　だが紗衣は幼馴染に向かい、はっきりと言い放った。

「還かえってもらえるかしら。絵の中に」

　たった今呼び出したばかりなのに。

　それを聞いた瞬間──光宏は飛び出していた。

　飛び出し、ペンをヒカルに突つき付けようとする彼女の手を、止めていた。

「北原さん、待ってください」

「……葛本くん？」

「すみません、あの……わけを教えてください」

　もとより嫁を愛して止やまない紗衣が、こんな風に突発的に美少女を召喚し、すぐに消してしまうだなんて。あまりにも彼女らしくない。

　もしかしたら、何か深い事情があるのではないか。

　そう思い、訊たずねたのだが。

「あなたには関係ないでしょ？」

　拒きよ絶ぜつされただけだった。ただし紗衣ではなく、ヒカルに。

「……ヒカルちゃん？」

「馴なれ馴れしく呼びかけないで。煩ぼん悩のう野や郎ろうはすっ込んでなさい」

「ぼ……」

　何だその使用者があまりに限定されている呼こ称しようは。

　光宏は呆あつ気けにとられ、改めて幼おさな馴な染じみ少女を見やる。

　お下げ髪も優しい笑顔も、過去に描かかれたイラストと同じだ。そしてノスタルジーな趣おもむきを匂におわせるその言動も、まさに幼馴染そのもの。

　なのに今の発言だけは、あまりにそのイメージとかけ離はなれすぎている。

　そう、これじゃまるで──。

「まるで月代じゃないか……」

　そんな光宏の愕がく然ぜんとした声に、紗衣はコクリと頷うなずいてみせた。

「葛本くん、そういうわけだから、ヒカルは絵に戻もどすわよ？」

「はい、お願いします……」

　実にごもっともな意見だ。ていうか、なぜに月代？

　啞あ然ぜんとする光宏の前で、紗衣はペンを動かし、月代みたいな萌もえっ娘こ幼馴染の姿をなぞる。その動きにヒカルは然さしたる抵てい抗こうも見せず、たちまち搔かき消すように、三次元世界から消えていった。

　還ったのだ。時間にしてわずか数分。思えば、ほんのひと時のハプニングだった。

　紗衣は小さく溜ため息いきを漏もらすと、その目を再び特価品コーナーへと向けた。

　やはり、何か意味があるとしか思えない。今のヒカルの出現も含ふくめて──紗衣の視線は、果たして何を物語っているのだろう。

「北原さん、何かあるなら、教えてください」

　光宏のその声に、紗衣はキュッと唇くちびるを嚙かみしめる。

　言いたくないのか。何か思い出したくないことでもあるのか。

　重たい沈ちん黙もくが、二人の間を支配する。

　時間にして一分。しかし紗衣はやがて覚かく悟ごを決め、事情を語り始めた。

「葛本くん、ここにね──」

　ピンク色に輝かがやく、愛用のペンタブレットを手にしたままで。

「これが、売ってたの」

　ブルーと一緒に──と、そっと言い加えた。
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　それは、去年の秋の終わり頃ごろのことだった。

　中学からの帰り道、このホームセンターに立ち寄った北原紗衣は、「芸術の秋特集」と題された特価品コーナーの一角で、少し変わったものに目を留めた。

「月代さん、こんなところにペンタブレットがあるわよ？」

　まるで珍めずらしい毛色のネコでも見つけたかのような口ぶりで、彼女は一緒に来ていた友人の岡おか田だ月代に、そう声をかけた。

「うぁ？　電気屋でもないのに？」

　呼ばれた月代が、ちょこちょこと駆かけ寄ってくる。

　中学に入って三年目だというのに、最初に仕立てた制服がいまだに入るほどの小ささだ。当人は気にしているようだが、紗衣や美春はそれをネタによくいじっていた。

　月代は紗衣の隣となりに立つと、爪つま先さき立ちになるようにして、無理やりコーナーの上を覗のぞき込んできた。

「ほら、これ」

「ホントだ。ペンタブだ」

　二人して、特価品コーナーをまじまじと見つめる。筆や絵の具、画用紙などの文ぶん房ぼう具ぐと一いつ緒しよに、どさくさに紛まぎれてペンタブレットが置かれていた。

　ピンクとブルー。二種類の箱がいくつか積まれ、その前にはノートパソコンに繫つながれた各色のサンプルが置かれている。自由に試ためし描きができるようだ。

　月代がさっそく手を伸のばして、ブルーの方をムンズと摑つかみ取った。

「何かアレだね。コジャレた色だね」

「そうね。月代さんは、どっちがお好み？」

「黒」

　ない色をわざと言いつつ、彼女は小さな手でペンをタブレットに押し付け、グリグリとなぞる。そこに繫げられたノートパソコンの画面に、歪いびつな線がいくつも描かれる。

「ふむ、感かん触しよくは意外といいね。特価品なのに」

「そうなの？　じゃあ、私も」

　真似まねして紗衣も、ピンクの方を手に取った。

　そのまま動かし、画面に小さな絵を描く。小さな小さな、少女の絵。

「これ月代さん」

「こらっ」

　ビシッと横手からはたかれつつ。紗衣はすぐに絵を消して、ペンを元に戻もどした。

　なるほど、使い勝手は悪くない。

「買い換かえようかしら」

　半ば本気で、そう口にしていた。月代は当然のように呆あきれたけれど。

「本気？」

「ええ、割と。ほら、今使ってるペンタブレット、かなりガタが来てるし」

「でも、ちゃんと電気屋に行った方が、いいの置いてあるよ？」

「そうだけど──そうなのよね。何でこれがいいと思うのかしら」

　首を傾かしげながら、紗衣はペンと値札とを交こう互ごに見る。元の値段が値段だけに、いくら特価品でも、中学生にはそれなりに高価な買い物だ。

「たぶん、勘かんね」

　割と適当に、そう納なつ得とくしてみた。

「何だそりゃ。金持ちの考えることは分からん」

　月代は呆れ声で言うと、自分もペンをいじるのをやめて、その手を箱に伸ばす。

「たけぇ」

「高いわね」
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「どうしようかな」

「あら、月代さんも買うの？」

「紗衣が買うなら、買う」

　お揃そろいになるしね、と月代は頰ほおを赤らめもせず、サラリと言った。

　紗衣は──頷うなずいて、ピンクの箱を取った。

　そこへもう一人の連れがやって来る。コピー紙の入ったカゴをぶら下げ、半ばグッタリした顔で。

「何やってんの二人とも。画用紙買い足しにきたんじゃなかったの？」

　ひとり荷物持ちと化した唯ゆい一いつの真人間、井川美春が不平を漏もらした。

　しかし紗衣と月代は、仲よく声を揃えて答える。

「ごめんなさい。予算がなくなったわ」

「同じく。ていうか美春、二千円貸して？」

「何だそりゃ……」

　ポカンとする美春に向かって、二人は笑った。

　この時間ま違ちがいなく、彼女達は楽しかった。

　そしてだからこそ、この時彼女達は──。
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「──同人誌を作ろうとしていたの。冬コミ用に」

　紗衣は当時を思い出すように、淡たん々たんとそう告げた。

「さっきも話に出た、美春さんのイトコさん。そこに委い託たくさせてもらうことになってたわ」

「そう……ですか。知らなかったです」

　光宏は、どこか夢でも見ているかのような面おも持もちで答えた。

　たった今、彼女の口から聞かされた過去の話が、事実として頭に浸しん透とうするのに、えらく時間がかかっていた。

　そこには、いつも見てきたありふれた幻想フアンタジーは存在しない。敵であるはずの月代は普ふ通つうのクラスメイトだし、魔ま法ほうのペンタブレットはただの特価品だし。

　あくまで、現実リアルだ。

　──敵も味方もないよ。私はただの女子高生だもの。

　昨日美春が繰くり返していたあの言葉が、ふと思い出された。

「でも……その同人誌って、実際は作らなかったんですよね？」

　気を取り直し、光宏は紗衣に訊たずねる。今は、同人誌の話だ。

「北原さん、同人誌作るの初めてのはずだから……」

「そうね。だってほら、私達──その後解散したから」

　中止になったわ、と紗衣は言った。

　それはちょうど、去年の冬のことだった。

　旧「ミラージュ・ネル」はそのコンテンツをすべて捨て去り、月代の手がけていた要素を封ふう印いんする形で移転した。そして以降は、紗衣の個人態勢となった。

「その同人誌はね、葛本くん、やっぱり漫まん画がになるはずだったの」

　紗衣はピンクのペンタブレットを手の中で撫なでながら、そう続けた。

「いつもと同じ。私がキャラクターを作って、美春さんがストーリーを作って、月代さんがネームを切って。でも──上手うまく行かなかったわ」

「……何があったんですか？」

「意見が割れたのよ。私と月代さんとで」

　健全な内容にするか。それとも性的な要素をふんだんに盛り込むか。

　紗衣は前者で譲ゆずらず、月代は断然後者がいいと言い張った。人によっては「下らない」と笑い飛ばしそうなこの口論も、しかし二人の創作者にとっては真しん剣けんな問題だった。

　だからこそ、友情の訣けつ別べつが起きた。

　結局三人の冬コミは、潰ついえた。「歌川ミウミ」が解散したことで。

「その後、月代さんは一人でサイトを作ったわ。同人誌も手て掛がけるようになって、あちこちのイベントで、大規模に売り捌さばいている。それに美春も──こちらは小規模だけど、地道に発行物を作って頒はん布ぷしているみたい」

　思い出のペンをポケットにしまいながら、紗衣は語る。

　月代も美春も、それぞれの道を進んだ。そして紗衣は──。

「北原さんは、作ろうと思わなかったんですか？　同人誌」

　光宏が訊ねると、彼女は首を横に振ふった。

　そして、逆に問い返す。

「葛本くん。同人誌って……何のために作るものなのかしら」

　真顔で、そう訊ねられた。

　光宏は──目をパチクリさせて、そんな紗衣を見返した。

　急に何を言い出すのだろう。同人誌を作る理由なんて、人それぞれだと思う。紗衣の場合は月代に勝つためだし、妹の佐和などは部活の義務だし。

「私は──同人誌は、楽しむために作るものだと思うのだけど」

　光宏が答えに行きつく前に、紗衣は自らそう結論を出した。

　楽しむため。なるほど、おそらくそれが一番正しいのかもしれない。同好の士が集まり、楽しむために作り、楽しむために読む。同人誌とは、本来そういうもののはずだ。

　だとしたら、紗衣が同人誌を作らない理由は──。

「楽しくなかったの」

　頑かたくなな表情で、彼女はそう答えた。

「そう、楽しくなかったの。楽しかったはずなのに、喧けん嘩かになって、解散して──。だから私はそれ以来、同人誌を作りたくなくなったの。サイトのコンテンツをイラスト一本に絞しぼったのも同じ理由よ。漫画は……漫画は、月代さんのだから」

　脆もろかった。

　昔を語る紗衣は、今まで光宏が見てきたどんな紗衣よりも、はるかに脆かった。

　こんな時、どう答えるべきなのか──光宏は分からない。

　ただ、確かなことが一つ。

　紗衣は、月代との別れを悔くやんでいる。

　それは彼女が意図せずヒカルを呼び出し、月代のイメージを重ね合わせたことからも窺うかがえる。

　ヒカルの属性は「幼おさな馴な染じみ」──すなわち、「かつての友達」だ。

　その事実に光宏が気づくのと、美春が戻もどってくるのと、同時だった。

「ねえ、何かあったの？　さっきすれ違ちがったお客が、イラストがどうとか話してたんだけど……」

「ごめんなさい」

　紗衣はすぐに謝った。謝る必要などないのに。

　そしてその目を光宏の方へと向け、訊たずねた。明らかに、どこか思いつめた眼まな差ざしで。

「葛本くんは、楽しい？　今の同人誌作り……」

　その問いに、光宏は答えられない。

　締しめ切りを気にし、製本を気にし、そして月代の存在を気にし。それゆえ紗衣の意向を無視しようとした事実は、どう足あ搔がこうとも、この心に重くのしかかっている。

　そんな状態で、本当にこの同人誌作りを楽しんでいると言えるのか。

　そして──紗衣はどうなのか。

「……少し、考えてみるわ」

　光宏の悲痛そうな面おも持もちを察してか。紗衣は、そう告げた。

「何だか分からなくなってきたの。このまま同人誌を作るのが、本当に正しいのかしら」

「北原さん……？」

「変なことを言ってごめんなさい。葛本くんがオフセットにこだわりたい気持ちは分かるのよ？　でも……そのせいで望みどおりの本が完成しないなら、とても月代さんに挑いどむことなんてできないわ。だって、月代さんは間違いなく楽しんで本を作っているけど、私は──」

　最後までは言わなかった。

　もしかしたら、これ以上は光宏を責めることになりそうだったからかもしれない。

「考えてみるわ。もう一度」

　紗衣は再びそう繰くり返すと、おとなしくこちらに背を向けた。帰るつもりだ。

　光宏には止める術すべがない。美春も重たい沈ちん黙もくを守り、親友の背中を見守るのみ。

　だから光宏は、ただ「ごめん」と頭を下げた。

　紗衣は何も応こたえず、静かに歩き去っていった。
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「それじゃ、北原さんがあの店でヒカルちゃんを呼び出したのって、今日が初めてじゃないんだ……」

　光宏が言うと、隣となりを歩く美春は「まあね」と頷うなずいた。

　ホームセンターからの帰り道だ。と言ってもすでに紗衣はいないから、美春と二人きり。その美春から、ちょうどヒカルのことを聞かされていたところだった。

「もっとも、本当にごくたまにしか出てこないんだけどね」

　美春は落ちかけた太陽を眩まぶしそうに見やり、そう続けた。

「気持ちが沈しずんでいる時とか、たまにああやって出てきちゃうんだよ」

「気持ちが……？」

「そう。もちろん月代絡がらみで、ね」

　その言葉に、光宏の心はまたも重くなった。

　紗衣が今日、店で月代のことを思い出したと言うなら、その原因は自分だ。彼女の家で打ち合わせをした時、同人誌の方向性で揉もめたこと──。それが紗衣の中で、去年の出来事と結びついてしまったに違いない。

　結局自分は、紗衣の楽しみを殺そいだだけだ。

「僕が最初にコピー本を認めていれば、こんなことには……」

「いや、葛本くんばかりが責められるものでもないでしょ。紗衣だってわがままは言ったわけだし、そもそも一番問題なのは、やっぱり月代なんだし」

　言い繕つくろうでもない、ごく自然なフォローだ。こういう時、美春のサバサバとした物言いは実にありがたい。

　ただ、多少ドライすぎる気もするけど。

「井川さんは、心配じゃないの？　北原さんのこと」

　だから光宏は、逆にそう訊ね返してみた。

　美春は「ふむ」と一声唸うなり、メガネの眉み間けんにしわを寄せてみせた。

「心配っちゃ心配だけど……いや、心配だ」

「……どっち？」

「心配に決まってるじゃん。でもねー、最終的には当人の意志の問題だからさ」

　果てしなく頑がん固こなんだよ紗衣は──と、美春は肩かたを竦すくめながら呟つぶやいた。

　確かに。ここで二人がどう説得したところで、彼女がそう簡単に気を取り直してくれるとは思えない。

　付き合ってまだ日の浅い光宏でさえそう思うのだ。去年から濃のう密みつな時間を過ごしてきた美春ならば、紗衣の反応など手に取るように分かるだろう。

「本当は、紗衣が好きなように同人誌を作れれば、一番いいんだけどね。それができない場合、やっぱり中止……なのかな」

　難しいものだ、と美春はこれまた難しい顔で口にした。

　好きなものを楽しく作る。そうでなければ、同人誌とは言えない。だから、楽しくないならやめてしまうという考えは、ある意味正しいのかもしれない。

　事実、去年がそうだった。ただ、それは打開策でも何でもなく、ただの悲劇にしかならなかったけど。

　紗衣にしてみれば、他ほかに打つ手が見み出いだせなかったのだろう。

「北原さんも、あんな風に悩なやむんだ……」

　光宏がそう言うと、美春はフッと小さく微ほほ笑えんだ。

「そりゃそうだよ。あれでも普ふ通つうの女の子なんだから」

　いつも無意味に堂々としているし、変人極きわまりない言動ばかりだけど、悩む時は悩む。人間なんだから当然だ。

「さっき、北原さんから聞いたんだ。去年のこと。三人で同人誌を作ろうとして、北原さんと月代が喧けん嘩かして、中止になったって」

　光宏のその言葉に、美春は「ほー」と力の抜ぬけたような声を出した。

「紗衣がそんなこと語るなんて珍めずらしいじゃん」

「そうだね……」

　基本的に、萌もえ話しかしない人だったのに。もしかしたら、それだけ光宏との距きよ離りが縮まっているのかもしれない。あくまで「仲間」として、だが。

「あの時はね、内容をどうするかで揉めたんだ。最初に月代がエロを強めにしたいって言い出して、紗衣がそれに猛もう反対して。で、そのままなし崩くずしに解散まで行った」

　そう語る美春の顔は、苦く笑しようしている。もちろん、その内面に渦うず巻まく感情は、もっと強きよう烈れつなものなのだろうけど。

「二人ともすっかり意地になっちゃってさ。今まで仲良くやってたのに、急に創作の方針でぶつかっちゃったのは──まあ、やっぱりアレがきっかけなんだろうね」

「……アレ？」

「うん。アレ。……って、そっちは紗衣から聞いてない？」

　美春に訊きかれ、光宏は首を横に振ふった。

　そういえば──奇き妙みような話だ。今までずっと共同ペンネームで漫まん画がを描かいていた二人が、同人誌を作る段階になって、突とつ然ぜん揉めるだなんて。

「何があったの？」

　不思議に思い、光宏は訊たずねた。

　美春から返ってきた答えは、意外なものだった。

「抜け出したんだ」

　絵の中のキャラが──。

　わずかに声のトーンを落とし、彼女は確かにそう言った。

　今やすっかりお馴な染じみとなった不可解な現象。それこそが、紗衣と月代を仲なか違たがいさせた原因だったのだ。

「二人があのペンタブレットを買った後──。突然二次元キャラが抜け出すようになったんだ。始めにタマミ。次にヒカル。その後も、続々とね……。原因は分からない。ただの特価品に妙みような魔ま法ほうが掛かかってたとも思えないし、未来から転送されてきた不思議道具でもあるまいし。……でも、とにかくそのおかげで、紗衣も月代もすっかり理性をなくしちゃったんだ。だってそうじゃん。大好きな空想が現実になるんだから」

　実際に抜け出してきた二次元娘むすめを前に、二人がどんな行動を取ったか。それは光宏にも分かる。何しろここ数ヶ月、ずっと見てきたことだ。

　自分の描いたキャラと、ひたすらイチャイチャする紗衣。逆にそのキャラをひたすらいたぶり、歪ゆがんだ欲よく望ぼうを満たそうとする月代。二人の好みの違ちがいは、その時点で決定的だったのだろう。

　その結果、「同人」は成り立たなくなり──二人は訣けつ別べつしたのだ。

「そうだったんだ……」

　光宏は思わず言葉を失ってしまう。美少女が絵から抜け出してくるという、今までただ手放しで喜んでいただけの不可思議な現象が、実はすべての元げん凶きようだったなんて。

「まあ、『だから抜け出すのはけしからん』って騒さわぐつもりもないけどね」

　愕がく然ぜんとする光宏に、美春はわざわざそう付け加えた。日ひ頃ごろから美少女を呼び出して喜んでいる少年への、せめてものフォローかもしれない。

「葛本くんも気に病やむことはないよ。まあ、私も最初はたまげたけどさ。よく考えてみりゃ、楽しいことだよ。絵が抜け出るって、たぶん」

「でも──意外だったからビックリしたよ。そんなことが原因だったなんて……」

　現実世界に二次元キャラが抜け出してくれば、こういうことも起こり得うるのだろう。思えば自分だって、絵から抜け出した美少女達を前に、何度も理性を失いかけてきた。

　そして、現実世界で一線を越こえれば、それ相応のしっぺ返しが待っている。たとえ相手が二次元の存在であっても、だ。

　なぜなら抜け出してきた時点で、それは「現実」になってしまうのだから。

「どうして……抜け出すのかな」

　光宏はふと、そう呟つぶやいた。

　もう考えることさえ放ほう棄きしていた疑問が、再び湧わいてくる。

　なぜ、ただの絵が現実世界に抜け出してくるのだろう。

　やはり、あのペンタブレットのせいなのだろうか。でもその正体が、ホームセンターに売っていた量産型の特価品では、ロマンの欠片かけらもない。

「べつに、それほど珍しいことでもないよ」

　美春はしかし、あっけらかんと答えた。

「絵が現実世界に抜け出す話なんて、探せばいくらでも転がっているもの。ほら、国語の時間とかで習わなかった？　『画が竜りよう点てん睛せい』って言葉」

　絵に描かれた睛ひとみのない竜りゆうが、睛を入れられた途と端たん、絵から抜け出して飛んでいった──。そんな中国の故事を基にした四字熟語だ。

「でもそれは、ただの言い伝えじゃないの？」

「まあね。他には日本の例だと『抜け雀すずめ』とか『応挙の幽ゆう霊れい』とか。絵じゃないけど、左ひだり甚じん五ご郎ろうの『つなぎの竜りゆう』とか。知ってる？」

「いや……」

「ざっくりと説明するとね、上手うますぎる芸術作品は命を得るって話だよ。全部」

　ずいぶんざっくりすぎだ。そんな言い伝えを、今現実に起きている現象と結び付けてしまっていいものか。

「じゃあ井川さんは、北原さんや月代の絵も、上手すぎるから抜ぬけ出す、と──？」

「うん……と言いたいところだけど、ぶっちゃけよく分からん」

　あっさりと美春は、自分の説を取り下げた。

　確かに、納なつ得とくできるような話ではない。いや、そもそも二次元娘が抜け出すこと自体、納得のいく現象ではないのだけど。

「仮に──例のペンタブレットが、『画竜点睛』で言うところの『睛ひとみを描き足す』部分に相当するとしたら」

　美春は首を捻ひねりながら、論説を続けた。

「つまり、紗衣や月代の画力を底上げするツールとして、あのペンタブレットが実は最適な品だったとしたら──そういうこともあり得るのかな、と思う」

「確かにそれだと辻つじ褄つまは合うけど……」

　でも、一いち概がいにペンタブのせいにしていいものなのか。

　光宏は思い出す。過去に一度、デジタルとは無関係な絵が、他の二次元美少女達と同様に抜け出してきたことを。

　だとしたら、もしその「ペンタブレット説」が一つの答えだとしても、原因はそれだけではないはずだ。

　紗衣の絵が抜け出してくる、ペンタブレット以外の理由。それは。

「……萌もえること？」

　そう、他ほかにない。

　こちらが萌えるから、絵が抜け出してくる。それこそが、「二次元娘むすめが抜け出してくる」という奇き妙みような一連の現象に共通する、絶対的な法則なのだ。

　でも、それはそれで理り屈くつが分からない。

「たぶん、魂たましいを込こめるんだろうね」

　光宏の「萌え」という発言に反応して、美春はそう呟いた。

　なるほど、魂か。こちらが萌えることで、絵に魂が宿る、と。

　まあ、もっともらしくは聞こえるけど。

「じゃあ、そもそも『萌え』って、何なのかな」

　今さらながら、光宏には、そこがはっきりと分からない。

　だいたいにして意味が曖あい昧まいだ。以前紗衣からも、「萌え」の定義でああだこうだと聞かされた記き憶おくがあるけど、それも納得できたようなできないような感じだったし。

「月代は、萌えはその……性的なものだって考えてるみたいだけど」

「何を固い表現に置き換かえてんの、君は。……まあ、月代が『萌えはエロだ』って言うのも、あながち間ま違ちがいではないと思うけどね。もともと恋れん愛あい行こう為い自体がそっちと密接に関係してるんだから」

　あっさりと、美春は大だい胆たんなことを言ってくれた。

　それじゃあ何か。自分の北原さんへの想おもいも、その……。

「でも、もともとの『萌え』の意味は、『キャラに恋こいすること』でいいと思うよ」

　青少年の葛かつ藤とうなどサクッと無視して、美春は話を先に進めた。

「だから、あくまで感情の一種。むしろ『萌え』って言葉は、キャラの一人一人に対する個人の感想と言い切ってもいいんだ。もっとも今じゃ使う人が増えすぎたせいで、小説や漫まん画がのジャンル名にまでなってるけど……これは『美少女物』とか『ラブコメ』とか『官能』っていう、恋愛要素と密接に絡からんだ既き存そんジャンルを、『萌え』という流行語に置き換えただけだからね。要はただの売り文句だよ。そこに気づかないからこそ、『萌え』は意味が広すぎてわけが分からない──と錯さつ覚かくしてしまうんだ」

　萌えについて、彼女は滔とう々とうと語る。普ふ段だん紗衣ともこんな話をしているのだろうか。

「ともあれ、本来の『萌え』は、『特定のキャラに対して強い恋愛愛情を抱いだくこと』。これだけだよ。そこにどの程度性的な意味合いが含ふくまれるかは──それこそ個人によると思う」

「なるほどね……」

　ということは、紗衣は意外とピュアで、月代はやっぱりヘンタイだ、と。

　いや、そういう話はしてなかった気がする。

「で、紗衣のイラストだけど──」

　ひととおり自説を語り終え、美春は話題を元に戻もどした。

「今言ったように、『萌え』ってのは『愛』だからね。イラストに並々ならない愛情を注いで、強きよう烈れつな思い込みを──要するに妄もう想そうを抱く。『このキャラは俺の嫁よめだ』って具合に。そうすれば、絵に魂が籠こもる。で、抜け出してくる──ってのはどう？」

「いや、どうって」

　訊きかれても困る。何だかんだ言って、これも美春なりの推論でしかなかったらしい。

　ただ、もしその理論が正しいなら、紗衣のイラストが抜け出してくる条件は、「萌えること」だけとは限らなくなる。強烈な思い込みさえ抱けるなら、もっと別の感情でも召しよう喚かんは可能なのだ。

　例えば──そう、紗衣がホームセンターで見せたように。もっともあれは、月代に対する深層意識がヒカルに投とう影えいされるという、決して素す直なおとは言い難がたい形だったけど。

「まあ、私らがどんなに考えたところで、何がどうなるわけでもないよ。紗衣も月代も、『抜け出した！』って大おお騒さわぎして、ひたすら浮うかれまくってただけなんだから。むしろその姿勢が正しいのかもね」

「そういうものなのかな……」

　深く考えるなかれ、か。

　こんなこと、納得していいものかどうか。でも、これ以上考えようもない。

　光宏は仕方なく、追究を諦あきらめた。

　やがて、交差点に差し掛かかる。ここでお別れだ。明日また紗衣の家に集まることになっているが、果たしてどうなることやら。

　そこで光宏は、ふと思い出した。そういえば昨日の帰り道で、美春は──。

「じゃあ、また明日ね」

　そう言って立ち去ろうとする彼女に、光宏は後ろから呼びかけた。

「──井川さん」

「ん、何？」

「あの……昨日君が言ってたアレ」

「アレ？」

「ほら、『先は長いかも』って」

　あの台詞せりふ。てっきり、本の完成のことかと思っていたけど。今は、それが間違いだったと分かる。

「北原さんと月代の仲直りのこと──だよね？」

　光宏がそう訊たずねると、美春は微ほほ笑えんで、コクンと頷うなずいた。

「それもあるし……何より、また三人でやりたいんだよね」

　私の望みなんだ、と彼女は言った。

　どこか遠くを見つめるような眼まな差ざしで。

「紗衣と月代と私と、三人で同人誌を出すこと。去年の冬コミに出ると決めた時から、いまだに叶かなってないけどね。今回もそう。紗衣が同人誌を出すと決めたのは、あくまで月代に勝つため。だから、先は長いんだよ」

　それに、その今回の同人誌も、今や暗あん礁しように乗り上げている。

「でも、あくまで『長い』だけだから」

　いつかきっと辿たどり着いてやるよ──。

　美春はそう言って、小さく笑った。

　光宏は、そんな彼女の前向きな笑え顔がおを、羨うらやましげに見つめるのだった。




　同人誌の締しめ切りまで、あと六日──。
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　翌日、三人は再びホームセンターを訪おとずれた。

　美春が誘さそったのだ。紗衣は渋しぶっていたが、昨日の買い物を中断したこともあって、結局引っ張り出されるようになりながらも、おとなしく付いてきた。

「まあ、さすがに昨日の今日だし、ヒカルが出ることもないでしょ」

　美春が楽観的に言うと、紗衣は眉まゆ根ねを寄せ、「だといいけど……」と俯うつむく。

「どうもまだ気が晴れないのよ。昨日一晩考えたのだけど、いい答えも出なかったし……」

「そういう時はさ、いつもみたいに二次元を呼んでイチャイチャすれば、スッキリするんじゃない？」

「それも、もちろんやったわよ？　カリンとプラムとタマミと、あとナナコとナギサも侍はべらせて小一時間」

「ああ、そう……」

　軽く引きつった笑みを浮かべ、美春はそれ以上の提言をやめてしまった。そして手にした買い物カゴを、おもむろに光宏の方に突つき出す。

「はい、今日も頑がん張ばれ、男の子」

「いや、男の子とかいちいち強調しなくていいから」

　光宏はそう言いながらも、素直にカゴを受け取った。また紗衣と二人きりにされるのだろう。

「男の子と呼ばれるのが嫌いや？　じゃあ葛本くんは女の子になりたいと？」

「よしてよ、ミツヒメじゃあるまいし」

　美春の茶化しがいつになく激しい。もしかしたら、少しでも紗衣の気持ちを軽くしようと考えてのことかもしれない。

　まあ、だったらなぜこの店に来たのか、という話だが──。

「じゃ、後は任せた」

　美春はそう言い残すと、足早に店内のどこかへ消えていった。案の定、二人きりにされてしまった。

「井川さんって、いつもあんな感じなんですか？」

　仕方なく紗衣にそう訊ねてみたが、返事はない。彼女は彼女でボーッと美春を見送り、それからすぐに棚たなの方へ。昨日と同じく、紙束を一つ取ってカゴに突っ込んできた。

「行きましょう、葛本くん」

「はあ……」

　画用紙の重みで斜ななめになりながら、光宏は曖あい昧まいに頷いた。

　いったい、これからどうすればいいのだろう。

　同人誌について、紗衣はまだ決断を出しあぐねている。普ふ通つうに落ち込んでいるだけなら、時の流れが解決してくれるかもしれないが、今はそれに身を委ゆだねるほどの時間的余よ裕ゆうもない。できるだけ早く結論を──できれば作る方向で──決めたいところだ。

　そのためにも、この店で二人きりにされた……ということでいいのだろうか。

　美春の考えはよく分からない。一見率直な人間だけど、曖昧な時は本当に理解不能だ。

「ねえ、北原さん──」

　それでも自分が何とかしなければという気持ちから、光宏はおずおずと紗衣に話しかけた。

「あのさ、僕はその……コピー本でもいいかなって思ってるんです」

「それは、本心でかしら」

　紗衣はこちらを振ふり返りもせずに、そう問い返した。

「もし、単に私を気き遣づかっての意見なら……悪いけど、素す直なおに喜べないわ。だってその場合、私はともかく、葛本くんが不本意なまま本を作ることになるわけでしょう？」

「……すみません」

　そう言われてしまうと、謝るしかない。

　そして光宏は、自分が同人誌作りのメンバーの一員として認められていることを、改めて自覚する。決して紗衣一人を引き立てるのではない。メンバー全員が心を一つにしなければと、紗衣は考えているのだ。

　去年果たせなかったからこそ、だろうか。

　光宏は心を重くしながら、紗衣の後に続いて、店内を歩いていく。

　特価品コーナーが近づいてくる。昨日はここで、突とつ然ぜんヒカルが飛び出してきたわけだけど──。

「……あら？」

　ふと、紗衣が妙みような声を上げた。

　同時に彼女のポケットで、携けい帯たい電話が震ふるえだす。そして突とつ如じよ、その身体からだが光り輝かがやいたかと思えば。

「紗衣ちゃん、また会ったね！」

　そう嬉うれしそうに叫さけびながら、目の前に昨日と同じ二次元幼おさな馴な染じみが、スポンと飛び出してきた。

「北原さん、またですか……？」

「ええ、またみたいね」

　飛びついてくるヒカルを受け止めながら、紗衣は少し困ったような声で答えた。さすがに少し参っているようだ。

「嫌だわ。これじゃ、この店へ来るたびに呼び出してるじゃないの。まるで葛本くんみたい」

「いや、それどういう喩たとえですか」

　しかも勝手に他人ひとに擬なぞらえといて、「嫌だわ」って。

「要するに、いつも私の嫁よめを突発的に呼び出している葛本くんと同じだなぁって思ったのよ」

「それ、べつに解説されなくても理解できますから」

　半ば疲つかれた顔で、光宏は紗衣にツッコミを入れる。しかしヒカルがそれを許さない。

「ちょっと煩ぼん悩のう野や郎ろう、私の紗衣ちゃんが頑張って説明してるのに、台無しにすることないじゃない！」

　そう叫びながら美しき友情パワーをもって、光宏の脛すねにカツンと蹴けりを入れてきた。

　思わず「きゃうぅ」と口から悲鳴が漏もれた。これではどっちが萌もえキャラだか分からない。

「ねえ紗衣ちゃん、こんな煩悩野郎のことなんかほっといて、私と遊ぼ？　昔みたいに、あっちの家具コーナーでソファ試ためしたりしてさ。ね？」

　幼馴染トークを炸さく裂れつさせながら、ヒカルは紗衣の手を引いて、店の奥へ連れて行こうとする。

　だが、その時だ。

「──あれ、二人で何してんの？」

　ふと背後から、声が飛んできた。

　今ここで耳にするのが偶ぐう然ぜんとは思えない、聞き覚えのある声が。

　そして三人が振り返った先には──案の定、よりにもよって本物が立っていた。

「……月代さん？」

「よぉ紗衣、三日ぶりっ！」

　にんまりと嫌な笑えみを浮うかべながら、月代は相変わらずフレンドリーに挨あい拶さつしてきた。もしかしたら、コミケが近くなると、こんなテンションになるのかもしれない。

　ちなみにいつものヒヨコは、商品と紛まぎらわしくなるためか、赤あかん坊ぼうよろしく背中に背負っている。もはや高校一年生のファッションじゃない。

「いやぁ、先日はタマミたんをペットにし損なってがっかりだよ。次はぜひ、コイカワのいない時に召しよう喚かんしてほしいもんだね。っていうか、また別の娘こ出してんの？　お、ヒカルたんじゃん」

　好き勝手に喚わめきながら、ニヤニヤと笑いかけてくる。紗衣がどんな気持ちでいるかも知らず、そしてヒカルに自身が投とう影えいされているなどとは考えもせず、普ふ段だん光宏達の前で見せる、人を小こ馬ば鹿かにしたような無神経な台詞せりふを展開させる。

　そこにかつての友情の面おも影かげは見えない。少なくとも、光宏の目には。

「よし、さっそくいつものやるか！」

　月代はそう叫び、メタリックブルーのペンタブレットを取り出した。

　かつてこの店で紗衣と買った、思い出のペン。しかし今やそれは、月代にとってはただのエロツールに過ぎない。

「さあヒカルたん、リペイントだよっ！」

「きゃぁっ！　何すんのこのヘンタ──」

　イ、と悪口を最後まで言い遂とげた瞬しゆん間かん、青いペンがヒカルの額を突つっついた。

　この瞬間、ヒカルの思考は月代の手によって描かき変えられる。紗衣を慕したっていた元の状態から、月代のヤラシイ欲よく望ぼうを満たすための存在へと変化する。

　去年の同人誌でも揉もめた方向性の違ちがいが、ここに例として現れたのだ。

「月代ちゃん、何だか身体が熱いよぉ……」

　不意に強きよう烈れつな衝しよう動どうを覚え、ヒカルが新たな主あるじへと目を向けた。

　瞳ひとみが激しく潤うるんでいる。実に分かりやすい表情だ。

「私ヘンなの。最近月代ちゃんのこと考えてたら、こうなっちゃうの。ただの幼馴染のはずなのに……」

「うん、それはねヒカルたん、ヒカルたんがもう子供じゃないからだよ！」

　元気にテキトーなことを答えながら、月代はなおもペンで幼馴染の身体をなぞっていく。

　それに合わせてヒカルの夏服にしっとりと汗あせが滲にじみ、その下に隠かくされた純白のあれやこれやが見え隠れしてくる。ここまで来ると、もう完全に月代の独どく壇だん場じようだ。

　そしていつもなら、ここで紗衣が止めに入るはずだが──どうしたことだろう。彼女は何も言わず、じっと月代の暴挙を見みつめたまま、動く素そ振ぶりを見せない。

　だから月代は止まらない。しまいにはペンタブレットをヒカルのスカートにグイと押し付け。

「さあヒカルたん、これで完成だ！」

　何が完成なのか謎なぞだが、やたらと嬉しそうに叫んだ。

　同時にヒカルの顔が真っ赤になる。夏服の下のミニスカートから伸のびた健康的な太ふと腿ももをもじつかせ、月代に向かって一言。

「もう、月代ちゃんってば、パンツ取っちゃダメなんだから……」

　嗚あ呼あ、何かステキなことを言ってくれた。

　取っちゃったってことは、アレか。スカートの布一枚隔へだてたその中は──。

　思わずいろいろな光景を想像してしまい、光宏はこれまた頰ほおを赤らめる。そこへいい具合にヒカルがスカートを押さえて「くぅぅ」などと可愛かわいい呻うめき声を上げるものだから、年とし頃ごろの少年としては、もう何をどうしたらいいか分からない。

　仕方なくヒカルと同じように「くぅぅ」と呻いてみた。やはりどっちが萌えキャラなんだか。

「おお、煩ぼん悩のう野や郎ろうが満足してるみたいだよ、ヒカルたん。それじゃもっとサービスしてあげよう。ヒカルたん、そこの一番上の棚たなにあるクリアファイル、取ってくれない？」

　こちらの良からぬ感情を察し、月代は余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていで振ふる舞まい続ける。

「う、うん、いいけど……月代ちゃん、下から覗のぞいちゃダメだよ？」

　おずおずと言いながら、全身を伸ばして棚の天辺を目指すヒカル。その背後に月代は陣じん取どり、何の躊ちゆう躇ちよもなくしゃがみ込む。

「も、もう！　月代ちゃんってば、見ちゃダメなのにぃ！」

「クク、いいじゃんいいじゃん、小さい頃ころは一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったりしたんだから。しかしまあ、すっかり大人っぽくなりおって」
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　もうただのエロオヤジだ。というか、小さい頃もへったくれもない。相手は去年描かれたんだし。

「紗衣もヒカルたんの艶あで姿すがたを、よっく拝んであげてよ。幼おさな馴な染じみなんて、エロイことして何ぼなんだから」

　そして月代はひととおり光宏の目を喜ばせると、続いてその標的を紗衣の方へと変えてきた。

「ずっと小さい頃から友達だったあの娘こが、気がつけばすっかり大人なカラダになって、イケナイ感情に目覚めちゃう──これこそが幼馴染の醍だい醐ご味み！」

「いや、勝手に変な醍醐味作るなよ」

　光宏はとりあえずそうツッコんでおいた。同意できるのは、「気がつけばすっかり大人」までだ。なぜにそこから無理やりダメな方向に突っ走るか。

　そして、ここでいつもなら、紗衣が幼馴染のポイントについて、熱く反論してくれるところだが──。

（北原さん、ひょっとしたらもう、月代との勝負を諦あきらめたとか……？）

　何も言おうとしない紗衣の姿に、光宏の不安は募つのる一方だ。

　そもそも彼女が同人誌を作ろうと決意したのは、月代にこれ以上自分の嫁よめを汚けがさせないためだ。しかしその同人誌作りをやめたとなれば、それは月代の暴挙を許すということでもある。

　そんなこと、絶対にあってはならない。いくら二次元といっても、月代の手で酷ひどい目に遭あわされている少女達は、間違いなくこの現実世界で生きているのだから。

「もうよせよ！」

　だから光宏は叫さけんだ。紗衣に代わって。

「それ以上ヒカルちゃんに変なことをするな！　だいたいお前、何でこんなとこに現れたんだよ！」

「はあ？　買い物するために決まってんじゃん」

　月代の答えは、割と普ふ通つうだった。

「イベント前ってのは何かと物入りだからね。ああ、ただしキミ達と違ちがって、今さら紙なんか買うつもりないよ？　新刊の入にゆう稿こうもノベルティの発注も、とっくに終わってるから」

「……ノベルティ？」

「本のおまけに付ける特製ラミカードだよ。言っとくけど、書店委い託たく分には付かないからね？　欲しいなら当日並べ」

「いや、誰だれが欲しがるか。ていうか……書店委託？」

　ちょっと待て。どんだけ大規模なんだ、こいつ。

　目の前のちっこいゴスロリ娘むすめが、やはりとてつもなく強大な敵に思えてくる。紗衣がオフセで出せば勝てるとか、そういう単純なレベルは、もうはるかに超こえている。

「ちなみにうちはオフセで、当日会場で頒はん布ぷするのが二千部ぐらい。今までに出たイベントの感かん触しよくから見て、たぶん午前中か、遅おそくとも十三時までには完売するだろうね。加えて書店委託分もあるから、それこそ全国に行き渡わたることになるんだけど……そっちはどんな感じよ」

　得意げに、月代は追い打ちをかけてきた。もちろん光宏に答えられるわけがない。

　オフセットかコピーか。いや、描かく内容すら定まってない中、そもそも本当に作られるかどうかさえ怪あやしくなっているのだ。言わば完全に劣れつ勢せいだ。

　もちろん相手も、それを見み越こして言ってるに違いないが。

「それともオフセは諦めて、本気でコピー本にしちゃう？　それならそこの棚にお勧すすめのホッチキスがあるよ。一気に五十ページ分貫かん通つうできる巨きよ大だいなやつが」

「ば、馬ば鹿かにするなっ！」

　光宏はつい、声を荒あらげた。

　紗衣が無反応でいるだけに、ひとり憤いきどおる様は、傍はたから見たら滑こつ稽けいかもしれない。でも、ここで紗衣が、あくまで沈ちん黙もくを守り続けると言うなら──。

　自分が道化になって何が悪い。

　光宏は思う。こんなやつを見み逃のがすぐらいなら、理性を乱された方がマシだ、と。

　でも──。

「……ありがとう、月代さん」

　果たして何を思ったか。紗衣は不意に頷うなずくと、月代の指した方へまっすぐに歩いていった。

　とても静かに。己おのれの理性をしっかりと保ったままで。

　そして例の巨大ホッチキスを取ると、丁てい寧ねいに、光宏の持つカゴの中に置く。

　手にズシリ、と新たな重みが走った。

「北原さん……？」

「葛本くん、これも買うわ」

「何言ってるんですか？」

「買うと言ったのよ。せっかく月代さんが教えてくれたのだもの。ありがたく選ばせてもらいましょう？」

　真顔で、紗衣はそう答えた。

　さらに呆あつ気けにとられる光宏を無視して、いま一度月代に向き直る。

　その表情は相変わらずのポーカーフェイス。しかし瞳ひとみに宿る光は、さっきまでの落ち込んだ色を浮うかべてない。

「ねえ月代さん。まだ私、自分の口から、あなたにはっきりと言ってなかったわよね」

「……何を？」

　思わぬ相手の気き迫はくに、月代が恐おそる恐る訊たずね返す。

　決まってるじゃない、と紗衣は即そく答とうした。

「──私、同人誌を作るわ。この夏コミに向けて」

　はっきりと、彼女は己の口で、月代に向けて宣言した。

「そして月代さん、あなたに勝ってみせるわ。あなたの本など比べものにならないほど最高の同人誌を仕上げるの。もちろん、エロは無しでね。そして、エロなんて無くても萌もえは成立すると証明し、二度とあなたに私の嫁よめを汚けがさせないようにしてあげる」

　それは、この戦いが始まった時と、何一つ変わらない想おもいだった。一度座ざ礁しようしかけたことを除いては。

　だが今紗衣は、すべての座礁を乗り越えて、その想いをはっきりと口にした。

　そうだ。彼女はもう、迷ってなんかない。ついに心を固めたのだ。月代のセクハラを受けているヒカルを前にして。そして、今の月代が過去の親友とは別人であることを認め──。

「……どうしてくよくよしてたのかしら。こうして大事な嫁がヤラシイ目に遭あってるのに、それを助けないだなんて──そんな間違った選せん択たく肢し、存在するはずないじゃない。私の力でこの娘達を救えるなら、どんな苦労も楽しみに変えてみせるわ！」

「ちょっと紗衣、それ本気で言ってんの？」

　だが月代も負けてはいない。一いつ瞬しゆん見せたたじろぎの色を収め、再びいつもの嘲あざけり顔になる。

「べつに同人誌出すのは構わないけどさ。ホッチキス買うってことは、コピー本なんでしょ？　そんな素しろ人うと臭くさいもん作って、本気で私に勝つつもりなの？」

「もちろんだわ、月代さん」

　紗衣は撤てつ回かいする素そ振ぶりを見せない。そして、そんな彼女の意志が、かつての親友の挑ちよう発はつに単純に踊おどらされてのものでないことは──確固たる力を持ったその眼まな差ざしが、何よりも証明していた。

　怒いかりではない。開き直りではない。そしてもちろん、冗じよう談だんではない。

　紗衣は、本気だ。

「素人臭いから何だと言うのかしら。所しよ詮せん製本なんて外見よ。そんなことで私の絵があなたに引けを取ると、本当に思ってるの？」

「う……じゃ、じゃあ！　具体的にどうすれば勝ちなのか言ってみなよ！　あのね、コピーとオフセじゃ発行部数からして違ちがうんだよ！　こっちは数千冊。そっちはせいぜい数十冊。ま、頑がん張ばっても百冊程度？　そんな規模からして違うのに、どうすれば勝負になるわけ？　客数も売り上げも、断然私の方が上に決まってんじゃん！」

　紗衣のあまりにも堂々とした口ぶりに、思わず月代も声を荒げた。

　そしてその言葉は、紛まぎれもなく正論だ。オフセットとコピー本では、圧あつ倒とう的てきにオフセットの方が強いはず。

　しかし──紗衣は動どう揺ようの片へん鱗りんさえ見せない。

「そんな数字が何だと言うの？　同人は商業ではないわ。客数とか売り上げとか、そんな数字は何の意味もなさないのよ。私の本をみんなが欲しがり、読んで満足してくれれば、それで成功だわ。でも──どうしてもあなたが勝負の判定基準を求めるなら」

　腰こしに両手を宛あてがい、仁に王おう立だちになり、その答えを示した。

「こういうのはどうかしら。あなたが泣いて羨ましがるぐらい私の本を欲しがる。それをもって、私の勝利とする」

「そ、そんなこと……」

　あり得ない、と月代はすかさず言い返した。

「コピー本だぞコピー本。私に欲しがらせるなら、最低でもオフセでしょ？」

「いいえ、コピー本よ。オフセットのために締しめ切りを早めて、満足の行く作品が描かけなくなるなんて、本ほん末まつ転てん倒とうもいいところだわ。むしろあなたが、自分の馬ば鹿かにしたコピー本を欲しがる瞬間を見られるなら、私にとっては好都合よ。だって、はっきりと勝敗が分かるのだもの。ねえ葛本くん？」

「は、はい。それは確かに……」

　正論だ。製本は外見。大事なのは中身。

　光宏は気づく。自分が月代に馬鹿にされ見失っていたのは、ただの理想と嘲あざ笑わらい切り捨てるべきものでは、決してない。そして自分は、そんな「コピー本」という形式だけを理由に、紗衣の作品を否定しようとしていたのだ。

　それがいかに愚おろかなことか。今さらながら、己おのれを笑い飛ばしたい気持ちでいっぱいだ。歌川ミウミの大ファンとして、恥はずかしいことこの上ない。

　──僕は、どこまでも北原さんに付いていかなければ。

　紗衣のそばにいることが、間違いなく自分の喜びに繫つながるのだから。

　改めて、光宏はそう決意した。

　そして紗衣も、あくまで己の信念を貫つらぬき通す。

「見てなさい、月代さん。あなたを羨ましがらせるコピー本、ちゃんと作ってみせるわ。そして、それを手に取らせてあげる。覚かく悟ごしておくことね」

「ふん、言っとくけど、私は地味なコピー本なんか絶対に手に取らないからね！」

「あら、フルカラーよ。派手だわ」

「……派手だからって、客が一人もいない過か疎そサークルは見向きもしないからね！」

「お客さんなら来るわよ。来させてみせるわ」

「そ、そんなもんサイトで告知すりゃいくらでも来んでしょ？　どうせ、何でも惰だ性せいで喜んじゃうような、信者とかコレクターしか集まらないけどさ！」

「大事な訪問者の悪口はいただけないわね。でも月代さん、あなたがそこまで言うなら、ウェブでの宣伝活動も一いつ切さいしないわ。現地でぶっつけ本番の頒はん布ぷよ。これなら満足かしら？」

　どこまでも月代の挑発に敢あえて乗り続ける。まあ、さすがに最後のは行きすぎな気もするけど……。

「──面おも白しろい。やってみなよ」

　紗衣の挑ちよう戦せんをすべて受け止め、月代は不敵に笑った。

「言われずとも、やるわ」

　その笑みは、紗衣も同じだ。どちらも後には引かない。かつての親友同士だからこそ、ライバル意識はこの上ない。

　同人誌作りに燃える二人の少女は、かくしてついに、対等に睨にらみ合った。

　その様を、光宏は息を呑のんで見守るだけだ。

「月代ちゃん、クリアファイル取れたよぉ」

　……いや、大事なキャラ一名を、ちょっと忘れていたけど。

「ヒカル、もうそんなことをする必要はないのよ。こっちへいらっしゃい？」

　紗衣が優やさしく言い、ピンクのペンを、二次元幼おさな馴な染じみの身に押し当てる。月代との勝負もいいが、まずは彼女を助けなければならなかった。

　紗衣の手でリペイントされ、あられもないヒカルの衣服は、徐じよ々じよに元の透すけてない形へと戻もどっていく。

「月代さん、ついでに言っておくのだけど」

　リペイントを終えた紗衣は、月代に向かって付け加えた。

「あなたはさっき、幼馴染の醍だい醐ご味みについて、『ずっと小さい頃ころから友達だったあの娘こが、気がつけばすっかり大人になって……』と語っていたわね」

「いや、大人になるんじゃなくて、大人なカラダになるんだよ」

「どのみち、大人になったことにトキメキを覚えるわけね。でも──それは所詮、幼馴染シチュエーションの第一ステージに過ぎないわ」

「第一ステージ？」

「そうよ。そしてその第一ステージだけで二人がくっついてしまっては、せっかくの幼馴染が不ふ充じゆう分ぶん。それよりも、幼馴染にしかできないもう一つのシチュエーション──『ふと思い出の地を訪おとずれた二人が、小さい頃を思い出して童心に返る』。このノスタルジー溢あふれる第二ステージこそ、おざなりにせずに、きちんと焦しよう点てんを当てるべきだわ。今と昔、二つ合わせてこその幼馴染なのだから」

　何だかすごく得意げな顔で、そう講こう釈しやくを垂れる。

　この変人ぶりも含ふくめて、もうすっかりいつもの紗衣だ。ここは、素す直なおに喜ぶべきか。

「北原さん、そんなことより、周りの人達がこっち見てるんですけど」

　とりあえず光宏は、横手からそっと耳打ちしておいた。

「そろそろヒカルちゃんをしまった方が……」

「仕方ないわね。それじゃ月代さん、そういうことだからヒカルは回収するわ。もっと幼馴染の魅み力りよくを完全に活用できるよう、頑がん張ばることね」

　紗衣はそう言うと、ヒカルに「またね」と別れを告げて、携けい帯たい電話の中にしまう。一方月代の方は、さすがに今の発言は面白くなかったらしい。

「……ふん、言ってくれるじゃん！　何がのすたるじーだ！　こうなったら、夏コミで目に物見せてやる！　紗衣のどうでもいいこだわりより、私のヒカルたん・スケスケ裸はだかエプロンバージョンの方が人気が高いってこと、キミに嫌いやってほど教えてやるんだからっ！」

　冷静に聞かずともヒドイ台詞せりふを吐はき捨て、クルリと背を向ける。そして。

「いーっだ！」

　高校生とは思えないような罵ば声せいを一つ浴びせたところへ、ようやく店の奥から、美春が走ってくるのが見えた。

「こら月代！　あんた、そんなとこでまた葛本くんいじめてんの？」

「あ、コイカワが来た！」

　まるでオオカミでも出たかのように月代は叫さけぶと、つい今までの気勢を捨て、あっさりと逃にげていった。

　美春がそれを追って、パタパタと走っていく。紗衣は二人を黙だまって見送ると、光宏に向き直り、言った。

「私達は買い物を進めましょう？　高品質のコピー用紙と、表紙用に特別な紙も用意したいわね。背表紙は製本テープを付けた方がいいかしら。確かパステルカラーの可愛かわいい色が置いてあったはずよ。ねえ、葛本くんはどう思う？」

　そう訊たずねてくる紗衣は、どこか楽しそうだった。

　光宏は、そんな彼女の様子に、ようやく頰ほおを緩ゆるめる。

　そして思い出す。昨日ここで、紗衣が言ったあの言葉を。

　──同人誌は、楽しむために作るもの。

　ならば、もう大だい丈じよう夫ぶだ。

「最高のコピー本を作って、月代さんを羨うらやましがらせてあげるわ」

「ええ、頑張りましょうね、北原さん」

　紗衣も光宏も、心を一つにして、今この瞬しゆん間かんを楽しみ始めたのだから。
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　その後帰り際ぎわに、光宏は美春にこっそり訊きいてみた。

「井川さん、もしかしてこの店に月代が来ること、知ってた？」

「ん、何で？」

「いや、北原さんが立ち直ったのって、結局月代のおかげみたいだったから。もしかして、井川さんが今日月代が来店するのを知ってて、上手うまく北原さんとぶつかるように仕向けたんじゃないかなって……」

「さて、どうかな」

　美春はプイとそっぽを向いて、こちらの勘かん繰ぐりをはぐらかしただけだった。

　本当に、読めない時はつくづく読めない相手だ。

「でも、月代だけじゃダメだったと思うよ。葛本くんがちゃんとあの場にいないとね」

　しかも、さらに読めないことを言ってきたし。

　べつに自分なんかいてもいなくても同じだ──と、光宏などは思うのだが。

「だって葛本くんがコピー本に同意してくれなきゃ、紗衣が一人でどんなに力んだところで、話は進まないもん。それに──」

「それに？」

「うん、もともと紗衣が同人誌に手を出してくれたのだって、やっぱり葛本くんのおかげだから……」

　ありがとう──。

　照れ臭くさそうに顔を背そむけ、そう呟つぶやいた。

　光宏はポカンとしながら、そんな彼女を見やった。

「僕の、おかげ……？」

　どういうことなのか。それ以上の説明は聞かされなかった。

　でも、悪い気はしなかった。




　続けて、家に着いた光宏を待っていたのは、佐和の底そこ抜ぬけに明るい笑え顔がおだった。

　昨日まで原げん稿こうのことで呻うめいていたくせに、今はヘラヘラしながら、呑のん気きに居間でテレビなど見ている。えらい変わりようだ。

「……ついに壊こわれたか？」

　光宏が不ふ審しんげな顔で訊ねると、まずクッションが飛んできて、その顔面を直ちよく撃げきした。

「ミックンには関係ないもんね」

「いや、関係ないならこんなもん投げるなよ」

　足元に落ちたクッションを横へやり、光宏は不平を言う。

「締しめ切りがあるんだろ？　テレビなんか見てていいのか？」

「あー、いいのいいの。もう解決したから。だからミックンが私を落ち込ませようと企たくらんだところで、そうはいかない。とっととウセな」

　すっかり平常モードに戻もどった佐和は、そこまで言うと、兄の方など一いつ切さい見向きもしなくなった。

　まあ、いつものことだが──これがリアルな妹なんだから、萌もえキャラ好きとしては嫌になる。

　佐和のおかげで、自分は妹に萌えることができない。その佐和をモデルにしたユキにも、萌えられるかどうかはその時のコンディション次し第だいだし。

（もしこいつが二次元だったとしたら……絶対に萌えキャラにはなれないな）

　昨日の美春の萌え談義を思い出し、光宏は心の中でそう独りごちた。




　コピー本の締め切りと、コミケ本番まで、あと十九日。
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　明くる日、四度目の打ち合わせ。この日、ついに歌川ミウミ初の同人誌の内容が決定した。

　アイデアのきっかけを作ったのは、光宏だった。

　もっとも、そのきっかけ自体は、あまり誇ほこれるようなものではなかったけど。

「葛本くん、これはどういうことかしら？」

　果てしなく冷めた目で、家を訪おとずれた光宏を睨にらみつける紗衣。その隣となりでは美春が、これまた呆あきれ顔で座っている。

　無理もない。今日の光宏は、一人ではなかった。

「お姉さま。私はミックンのペットになると決めました。今日からたっぷりミックンにゴロニャンしますニャ。……します。ニャ！」

　こちらの身体からだにピッタリ引っ付いたネコミミ娘むすめが、顔中蕩とろけさせながら口くち癖ぐせを連呼し、生みの親にお別れを告げる。こっちは毛皮のローブのおかげで暑いやらくすぐったいやらだが、その感かん触しよくを楽しむ余よ裕ゆうは、光宏にはなかった。

「葛本くん、もう一度訊きくわ。これはどういうことかしら？」

「いや、その……朝起きたら、タマミちゃんが僕のベッドに」

　馬ば鹿か正直に答えつつ、光宏は押しかけペットを紗衣の方に差し出す。

　今のタマミは、召しよう喚かん主である光宏の願望に従って、こんなステキなことをのたまっている。その思考回路を修正し、紗衣のもとへ引き渡わたすには、その紗衣自身の力を借りるしかない。

「しょうがないわね。タマミ、今リペイントするわ」

　紗衣はそう言うと、例のペンタブレットを手にして、タマミのもとに迫せまった。

「な、何をするのですニャ！」

「少しの我が慢まんよ。すぐにヤラシイ葛本くんのことなんて忘れさせてあげるから」

「いや、忘れられるのはちょっと……」

　そんな光宏の懇こん願がんなど、紗衣は聞いちゃいない。さっそくタマミの頭に押し当てられたペンは、離はなれることなく、その場で頭皮越ごしにネコミミ娘の脳を刺し激げきする──はずだった。

　紗衣の動きが、突とつ如じよピタリ止まりさえしなければ。

「紗衣、どうしたの？」

　友人の動きを目で追っていた美春が、不思議そうに訊たずねた。

　紗衣は眉まゆをひそめたまま、タマミの顔をまじまじと見つめている。まるで、何かの不満を抱かかえているかのように。

「……違ちがうわ」

　そしてポツリと、彼女は呟つぶやいた。

「違う。何か違う」

「……北原さん？」

　不意に奇き妙みような様子を見せ始めた紗衣に、光宏もまた不思議そうな顔で声をかける。すると彼女はこちらに向き直り、「ねぇ葛本くん」と、どこか問い詰つめるような口ぶりで訊ねてきた。

「このタマミ──どうしたの？」

「いや、どうしたのって、今言ったじゃないですか。朝起きたらベッドに……」

「それはそれで腹立たしい話だけど、今訊いてるのはそういうことじゃないわ。ほら、これを見て？」

　そう言って紗衣は、机の隅すみに積まれたコピー紙の中から一枚を取り出し、光宏に差し出した。

　イラストだ。描いた後、パソコンからプリントアウトしたものだろう。題材はタマミ──ということは、おそらく一昨日おととい抜ぬけ出して図書館で暴れていた、あの挿さし絵えに違いない。

　でも、急にこんなものを見せて、紗衣は何を言いたいのか。

「違うでしょう？」

　もう一度、紗衣は先ほどの言葉を繰くり返した。

　違う──と言われても、タマミはタマミだ。この絵に描かれているのも、紗衣にペンを突つき立てられてニャーニャー言ってるのも、どちらもタマミに違いない。現に髪かみ形がたや全体の色しき彩さいなど、デザインも寸すん分ぶん違たがわない。顔の形だって……。

「……あれ？」

　そこで、気づいた。タマミの顔の輪りん郭かくが、例の挿絵のタマミよりも微び妙みように細いことに。

　さらによくよく見れば、耳や瞳ひとみも少し小さめで、背も少し高くて──。

「ねえ葛本くん」

　再度、紗衣は訊ねた。一度湧わいた違い和わ感かんの正体を、おそらくは確信に変えて。

「このタマミ、もしかして──一番最初のタマミではないかしら」

「はい。そうですけど……？」

　彼女の言うとおりだった。

　光宏の家で抜け出した以上、当然元の絵も光宏の家にある。そして、それに該がい当とうするタマミの絵は、かつて旧「ミラージュ・ネル」のトップページに飾かざられた、あのラフ画のみ。

　まあ、他ほかにも漫まん画がの方にチョロチョロと描かれていたけど、それは月代の筆によるものだし、どのみち一番最初の時期のものには違いない。

　で、そのタマミが、一昨日描かれた挿絵のタマミと微妙に変化しているのだ。

　……いや、逆か。変化しているのは、挿絵の方だ。順番的に考えて。

「──なるほど、ね」

　何かを納なつ得とくしたように、紗衣は顎あごに手を宛あてがいながら、呟いた。

　そして光宏も気づく。ラフ画と挿絵、二人のタマミに現れた違いの原因に。

　片や去年の春。片や一昨日。その差、一年と数ヶ月──。

「画力、上がってたんだね」

　美春が、その答えを口にした。

「元から上手うまかったのに、さらに」

　そう、だからこそタマミは形を変えたのだ。人体の正確なトレースに追われていた初期段階を抜け、作者の手に馴な染じみ、デフォルメが進んでいった。強調すべき部位は強調され、一方で簡略化による愛らしさと自然なラインが次し第だいに現れ──。

　タマミは、初期段階からはるかに進化したのだ。

　ずっと描いていた紗衣も、ずっとそれを追っていた光宏も、だからこそ、その事実に気づけなかった。今こうして新旧二枚の絵を並べ、ようやくそれを知るまでは。

「葛本くん、あのファイル、持ってる？」

　ふと、紗衣がペンをしまい、そう訊ねてきた。

「はい。きっちり持ってますけど？」

　何だか肌はだ身み離はなさず持ち歩いているみたいで、それはそれで恥はずかしいが。光宏は頷うなずきながら、カバンから自分専用『歌川ミウミ全集』を引っ張り出す。

　紗衣はさっそくそれを受け取ると、パラパラとページを捲めくる。主に、初期の作品を重点的に。

　そして、顔を輝かがやかせ。

「──これだわ」

　そう叫さけんだ。

「決めたわ。同人誌で何を描かくか」

「北原さん……もしかして、旧キャラを？」

「ええ。今の画力で、全員を描き直すわ」

　去年の冬、旧サイトの閉へい鎖さまでに描かれた二次元娘むすめ達たち。それをこの機会に復活させようというつもりだ。

　今までのファンにとっては嬉うれしい話だし、加えて紗衣自身も、己おのれの成長を再さい確かく認にんすることができる。絵心のない光宏にも、その楽しさは何となく理解できた。

　再録本ならぬリメイク本だ。今からキャラ作りで悩なやむ心配はない。そこに描かれる萌もえっ娘こは、ネコミミ娘のタマミから始まり、幼おさな馴な染じみのヒカルや巫み女このヤヨイ、妹キャラのマユなどなど、その数ざっと──。

「何人かしら」

「十七人です」

　光宏の即そく答とうに、美春が「ほー」と感心したような声を上げた。

　自じ慢まんじゃないが、こういう知識だけは誰だれにも負けない。

「じゃあ、仮に中なか綴とじ本にするとして──」

　その知識を受け継つぎ、美春が即そく座ざに具体的な方向に進めてくれる。

「一キャラ一ページ。中綴じだと紙一枚に四ページ入るから、三ページ余るね。いや、むしろ一人分はみ出すと考えるべきか。じゃあ、あとがきと奥付を同じページにまとめて、その前に割り込ませる？」

「いいえ、その三ページに絵を三点入れた方がいいわ」

「じゃあその形で進めよう。三ページ分のネタ、ある？」

「そうね、どうしようかしら。全員リメイクばかりなのも何だから、できれば新キャラにしたいところだけど……」

　そこまで話を進めた上で、紗衣がこちらを見た。

「葛本くんはどう思う？」

「え、僕ですか？」

　ボーッと聞いていたら、いきなり振ふられてしまった。いや、ネタが思い浮うかばないわけではないのだが……。

　光宏は少し迷ってから、おずおずと申し出た。

「僕としては……きちんとした一枚絵のプラムちゃんが見たいです」

「プラムを？」

「ええ。確かプラムちゃんって、新旧どっちの『ミラージュ・ネル』にも載のってないですよね？　初めて見たのが、井川さんの小説の中だったし」

「ああ、そういえば、そうだったわね」

　紗衣は納得して頷いた。やはり、あれは未公開キャラだったのだ。

「プラムはね、もともと贈おくり物ものだったの」

　そして彼女は、その誕生秘話を教えてくれた。

「去年の夏、旧サイトのキリバンを美春さんが踏ふんだのよ。それで、リクエストをもらって描いたの。あくまでプレゼント用だから、サイトには載せなかったわ」

　なるほど、そういう経けい緯いがあったのか。すると、自分が以前十万ヒットを踏んだ記念に描いてもらった「ユキ」と、完全に同じポジションなのだ。

「北原さん、そのプラムちゃんを、同人誌の中に描いてもらうわけにはいかないですか？」

　光宏は頷きながら、紗衣にそう頼たのんでみた。

　サイト未み掲けい載さいとはいえ、今回美春が出す小説本の挿さし絵えとして、一いつ般ぱん公開はすでに決まっている。ならば紗衣の同人誌にもぜひ載せてほしい。もちろんフルカラーで。できればホットパンツを露あらわにした形で。

「そうね、美春さんが構わないなら、描いてもいいのだけど。ほら、だってプラムは一応、美春さんの嫁よめだから」

「いや、嫁じゃないし」

　そこはすかさず美春からツッコミが入った。それに、そもそも当の「美春の嫁」とイチャイチャしていた紗衣は何なんだ、という話だし。

「あの時のウェブコミックって、紗衣……というか『お姉さま』が二次元とイチャイチャする話ばっかりだったじゃない？　で、大たい概がいワンパターンだったから、ここらでその『お姉さま』にライバルでも登場すれば、ストーリーに緊きん張ちよう感かんが出るかもと思ったんだよね」

「それでライバル系のキャラをリクエスト？」

「うん。でもあいにくキリリクキャラはサイトには載らず。しかもなぜか『お姉さま』のライバルじゃなくて、その嫁達のライバルじゃん、これ」

　美春のそんなツッコミに、紗衣は「当然だわ」と真顔で返した。

「私はハーレムの中心でぬくぬくしてたいの。ライバルキャラに翻ほん弄ろうされるなんてごめんだわ。それよりも嫁達のライバルに仕立てて、私を取り合いさせた方が、断然楽しいし──、しかもこうやって一いつ拍ぱく置くことで、本来ライバルキャラが持つ憎にくまれ要素を、愛あい嬌きように変えてしまえるのだもの。新たな嫁が一人増えて、最高じゃない？」

「あー、サイコーかもね」

　果てしなくどうでもよさそうに答え、美春は「とにかく」と仕切り直した。

「プラムを本に載せるの、私は構わないよ。せっかく葛本くんがアイデア出してくれたんだから、描かいたら？」

「そう？　じゃあプラムは決まり、と──」

　肩かた書がきだけのプラムの婿むこからお許しを得て、紗衣はそばにあった適当な紙に、小さく「プラム・ホットパンツ」とメモをした。

　さすが歌川ミウミだ。ホットパンツを外さないとは。

「あと二ページ分ね」

「じゃあ、ユキちゃんも入れていいですよ」

　光宏がすかさず提言する。せっかくキリリク由来のプラムが載るのだ。同条件のツンデレ姫ひめも載せるべきだろう。

「それじゃ、ユキね。『ユキ・ツンデレ』と……。これで二人。あと一ページなのだけど」

　何かないかしら、と紗衣が訊たずねる。

　が、あいにく光宏のアイデアもここまでだ。他ほかに未掲載のキャラなんて、そうそう思いつかない。

　誰だれかいないだろうか。例えばあの小説限定のキャラとか……あっ！

「ねえ紗衣、ミツヒメ描いたら？」

「却きやつ下かっ！」

　美春が閃ひらめくと同時に、光宏は大声で叫さけんでいた。

　当たり前だ。いくら絵になってないキャラだからって、そんなもの描かれた日には、もうこれから先どうやって生きていけばいいのやら。

「絶対ダメですからね、北原さん！」

「なぜ？」

「いや、なぜって……」

「美春さんのリクエストだって、ちゃんと受け付けなくちゃだわ」

　それが本心からの言葉なのか、あるいは光宏を困らせるための意地悪なのか。紗衣は相変わらずポーカーフェイスでその真意を明かさぬまま、メモに「ミツヒメ・ヘンタイ」と書き記してしまった。

　プラム、ユキ、ミツヒメ。これで三人。三ページ分。

「決まったわね」

　紗衣が満足そうに頷うなずいた。

「さっそく今日から描き始めるわ。中身が二十枚と、表紙用に一枚。もちろんフルカラーでね」

「それ全部カラーコピー取ると、かなりお金がかかるね。自宅のプリンタで刷って、経けい費ひ抑おさえるしかないか……。よし、それで行こう。ところで表紙は何を描くの？」

「そうね。定番だけど、やっぱり全キャラ集合で決まりだと思うの」

「それ、すごく大変じゃない？　二十人の集合って……」

「じゃあ、隠かくしキャラを除いて十七人の集合にするわ。やっぱり読者のためにも、サプライズは取っておかないとね」

「いや、そういう問題なの？」

　だが美春の苦く笑しようを前にしても、紗衣は平然としている。むしろ目が輝かがやいているようにも見えるのは、己の限界に挑ちよう戦せんしようとするクリエイターの魂たましいゆえか。

　卓たく上じようの萌もえカレンダーを目で追い、彼女は嬉うれしそうに言った。

「完成まで時間はかかるけど、まだ締しめ切りまでたっぷりあるもの。きっと大丈夫よね。それにもし余力があれば、中表紙や奥付にもカットを入れたいわ。二人とも、サポートよろしくね？」

「うん、もちろん！」

　美春が元気よく答える。本来ならば、真っ先に返事をしたかったのは光宏の方だけど。

「同じく、もちろん……」

　ミツヒメショックがなかなか抜ぬけず、その声は美春に比べて、かなり弱々しかった。
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　こうしてついに、歌川ミウミ初の同人誌制作が、本格的にスタートした。

　アトリエに籠こもって絵を描き進める紗衣。そこに差し入れを持って顔を出す光宏と美春。もっとも美春の方は、他にも作業があるとかで、もっぱらサポート役の中心になったのは光宏の方だったが。

　時には絵を見ながら意見を交かわし、時には息いき抜ぬきがてら紗衣を連れて買い出しへ。さらには開かい催さい日びの打ち合わせで盛り上がり──。

　おかげで光宏にとってこの数週間は、忘れることのできない充じゆう実じつしたひと時になった。

　だが、まだ終わらない。本番は、これからなのだから。




「いよいよ明日だね」

　ついに決戦前夜。いつもの北原邸ていのアトリエにて。

「前にも言ったとおり、明日は私と紗衣で先に会場入りしてるから、葛本くんは後で合流してね。で、店番と各自の買い物は交代制ってことで。うちのイトコはどうせテキトーにうろついてるだけだから、無視していいよ」

　そんな美春の言葉に、光宏も紗衣も無言で頷いた。

　もっともその目は、美春の方など見ていない。二人ともアトリエの床ゆかにペタリと座り込み、せっせと手を動かしている。

　何をしてるか──は、言うまでもないが。

「……二人とも、黙もく々もくと作業してるけど、何部できたの？」

「二部……」

　美春の問いかけに、光宏は紙を折りながら、小声でおずおずと答えた。

　原げん稿こうがすべて仕上がったのが二日前。プリンタで刷り上げたのが昨日。で、製本作業が今日。かなりギリギリだが、一日掛かけて作業すれば、それなりの部数は作れるはずだった。

　まあ、あくまで理想の話だ。実際には、そうは行かない。

「目標は？」

「できれば、五十部ぐらいは……」

「今何時？」

「夜の九時です……」

「何でこんな時間に始めたの？」

「何を言ってるの美春さん。今日はコミケの二日目だったのよ？」

　どんどん声のトーンが落ちていく光宏に代わり、紗衣が堂々と答えてくれた。

　ぶっちゃけ、堂々とするところではない。昨日今日と、二人とも準備作業を美春に任せて、コミケ会場で浮うかれていたわけだし。

「お目当ての本がいっぱい買えて、大満足だわ」

「……だそうですよ、井川さん」

　同意してるうちに、何だか涙なみだが出てきた。

　光宏はフゥと溜ため息いきをつくと、再びフルカラーのページを折っていく。その表面に描えがかれた数多くの萌もえっ娘こ達が、実に眩まぶしい。どれぐらい眩しいかと言えば、一点仕上げるたびに紗衣が抜け出させて、延々とイチャついてたぐらい眩しい。

　しかも表紙を仕上げた直後などは、一気に十七人が飛び出して、そのままなし崩くずしに二十四時間耐たい久きゆうイチャイチャへとなだれ込んだらしい。道理でこんなギリギリになるわけだ。もう、どうしようもない。

「このダメ人間どもが……」

　美春の呆あきれ声を聞きながら、光宏はひたすら紙をまとめていく。その横で、危なっかしい手つきで懸けん命めいにホッチキスを動かす紗衣。しかしそのじれったい仕草に萌えるほどの時間的余よ裕ゆうは、光宏には残されていなかった。

　もっとも今このアトリエにいるのは、この三人だけではないのだが。

「お姉さまっ、そんな大きなホッチキス使って怪け我がしたら大変です！　ボクがやります！」

　相変わらずチア姿のカリンが、おろおろしながら紗衣に呼びかける。それに対たい抗こうするかのように叫さけぶのは、もちろんプラム。

「いいえ、お姉さまのホッチキスはこのプラムがガッチャンするのよ！」

「ああ、プラム先せん輩ぱいってば、邪じや魔ましないで！」

「カリンこそ邪魔よ！　こうなったらお姉さまと私のお洋服をホッチキスで綴とじて、離はなれられないようにしちゃうんだから！」

　二人してキャーキャーと騒さわぎ立てている。でまあ、この二人がいるということは、当然他ほかにもいるわけで。

「では私は、表紙を付けることにしますニャ。……ます」

「じゃ、じゃあ私は、製本テープってやつをペッタンコしてあげるわ！　感謝しなさい！」

「じゃあ私はコーヒーを淹いれてきますね？」

「私はお風ふ呂ろで待機してます！」

　タマミ、ユキ、ナナコ、ナギサ。みんな揃そろってチア姿で、好き勝手なことを言っている。これだけの人数なのだから、まともに働いてくれれば、実に早く作業が進むのだろうに。

「皆みな様さま、本気で手伝うつもりなら、せめてポンポンぐらい外したらいかがですか？」

　こちらはチアでないメイドのアサミが、とても冷静にツッコんだ。とはいえ、そう言う自分も鞭むちを持って突つっ立ってるだけで、何もしようとはせず。

（まあ、期待するだけ無む駄だだよな……）

　もう一度溜め息をつき、光宏は折ったページを、黙々と紗衣に渡わたしていくのだった。




　コミケ本番まで、あと十三時間……。
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　東京臨海副都心──。

　東京湾わんの一部を埋うめ立てて建設されたこの沿岸都市ウオーターフロントは、その特とく徴ちようから、周囲を海に臨む、平へい坦たんかつ人工的な地形で構成されている。

　もともとは純然たる港湾地帯だったが、現在では観光地としての側面が強い。そこかしこに近未来的なデザインの建物が建ち並び、特にその一エリアを代表として、「お台場」の愛あい称しようで親しまれている。

　……が、二次元大好き組にとっては、こう表現した方が分かりやすいかもしれない。

　コミケ会場のある場所、と──。

　コミケ。すなわちコミックマーケット。

　東京国際展示場──通称ビッグサイトを舞ぶ台たいに、年に二度、盆ぼんと年末のそれぞれ約三日間をかけて開かい催さいされる、世界最大規模の同人誌即そく売ばい会かいだ。

　漫まん画がやアニメ。ゲームや小説。芸能や歴史。その他諸もろ々もろ──。実に様々なサブカルチャーを対象に、それを深く愛する日本中の趣味人マニアが一堂に集い、同人誌を始めとする自主制作グッズの販はん売ばい・購こう入にゆうが繰くり広げられる。その参加者の数は、三日間で優に五十万人を突とつ破ぱする。まさにオタクの祭典だ。

　そして、各開催期間の三日目が非常に混こみ合うというのは、先にも述べたとおりだが──。




「……空すいてるわね」

「まあ、東館よりはねー」

　紗さ衣えと美み春はるのそんなのんびりとした会話を耳にしつつ。

　光みつ宏ひろは二人が座るブースを、少し離はなれた場所から微び妙みような表情で眺ながめていた。

　夏コミ三日目。時刻にして午前十一時。ちょうど開始から一時間後である。

　場所は国際展示場の、西館。だだっ広いホールの中に、無数の小さなテーブルがロの字形に連なり、いくつもの通路と島を形作っている。

　テーブル一つにつき、一サークル。まさに数え切れないほどのブースがひしめく形だが、これでも東館に比べれば、規模も半分といったところだ。

「見て美春さん、驚おどろきだわ。人がちゃんと通行できてるわよ」

「そりゃ、東館に比べたらね」

「まだ午前中なのに、なぜこんなに平和なの？」

「いや、東館の一部が危険地帯なだけだから」

「そうなの？　てっきり午前中はどこも戦場だと思っていたわ」

「まあ、人気サークルが戦場なのは違ちがいないけど、うちはアレだからねぇ」

　実に暇ひまそうな会話だった。と言うか、暇に違いない。

　ちなみに説明しておくと──コミケ会場は、ビッグサイトの東館と西館で、大きく二分割される。他ほかにも通路やらコスプレ広場やら、混み合うスポットはいろいろあるが、とりあえずはこの東西の二ホールがメインだ。

　そして三日目が混雑する理由は、もちろん成人向けの本が頒はん布ぷされるから。しかしこれは、あくまで該がい当とうサークルが集中する東館の話。西館は、むしろ普ふ通つうの混み具合だったりする。

　まあ、それでも人が多いことに変わりはないし、開場直後であればかなり混雑しているのだろうが……、少なくとも、「三日目は人がいっぱいだから、手に取ってもらえる機会が多い！」などと楽観的に思うのは、大間違いだったりするわけで。

　ああ、売れてない。少し遅おくれて会場入りしたにもかかわらず、光宏の見る限り、テーブルの上に積まれた本の山は、ほとんどと言っていいほど元の在庫数のままだ。

　やはりオリジナル小説のサークルで足を止めてくれる人は少ないのかな──などと思いながら、光宏は差し入れの入ったコンビニ袋ぶくろをぶら下げて、売り子の女子二人が待つテーブルの前へ歩いていった。

　美春のイトコさんとやらは見当たらない。大方買い物にでも行ったのだろう。どのみちブース内に座れる人間は、スペース的に二人が限度だ。

「北きた原はらさん、井い川かわさん、おはよう」

「やあ葛かつ本もとくん、おはよう」

　近づいてくる光宏の姿を目に留め、美春が顔を上げる。その横では紗衣がワンテンポ遅れて「おはよう」と挨あい拶さつしたが、その視線は光宏の顔を捉とらえず、妙みように下を向き気味だ。

　もちろん、突然光宏を異性と認にん識しきしてもじもじしだした……とかいうことは絶対にない。よく見たら、どこかのブースで買ったと思われる手作りの萌もえっ娘こぬいぐるみを膝ひざに載のせて、楽しそうに撫なで回しているだけだった。

　うん、やはり暇そうだ。

「はいこれ、差し入れです。で……売れ行きはどう？」

　遊んでいる紗衣はそっとしておき、美春の方に訊たずねてみる。が、答えは案の定、芳かんばしくなかった。

「どうもいまいちだね。もともとオリジナル小説のサークルだから、イラスト系に比べたら、立ち止まる人も少ないんだけどさ。ぶっちゃけ、葛本くんが期待するほどは売れてないよ。やっと十部ぐらいかな」

「十部……ということは、三分の一？」

「まあ、そう表現すれば聞こえはいいけどね」

　あれからひたすら紙を折り続け、どうにか完成させたコピー本が三十部。おそらくこのまま終しゆう了りよう時間まで粘ねばれば、完売はするかもしれないけど──。

　しかし、それで月つき代よの気を惹ひきつけることができるだろうか。何しろ向こうは、午前中に二千部を売り捌さばく猛も者さだ。逆に笑い飛ばされて終わりそうな気がする。

「やっぱりうちも、もっと宣伝すべきだったんじゃ……」

　テーブルに積まれた本を手に取って眺めながら、光宏はそう提言してみた。

　本来なら、事前に「ミラージュ・ネル」のトップページで告知することだって、できたはずだ。なのにそれをしなかったのは、もちろん当のサイト管理人が止めたから。

　まあ、月代に宣伝はしないと言った以上、それを律りち儀ぎに守るのも、紗衣らしい話だけど。

「とはいえ、まだ始まって一時間だからね。今はみんなノルマ分の買い物に追われている段階で、『未チェックのサークルを見て回るのはその後』って人も多いから」

　美春は場を宥なだめるように、割と楽観的に言った。

「それに、歌川ミウミの絵だと気づいて、私の本と併あわせて買ってくれた人もいるよ？　その人達が周りで宣伝すれば、また変わってくるかもね。……ああ、あと紗衣がミウミだって知ってて、紗衣の姿を見て気づいて買ってくれた人が一人いた」

「へえ、そんな人いたんだ」

「うん、何か有名なイラストレーターらしい。ねえ紗衣、あの人名前なんてったっけ？」

　隣となりで遊んでいる友人に美春が訊ねると、紗衣はワンテンポ遅れて、「神か村むらしづる先生よ」と答えた。

　ああ、そういや、当然来てるんだな。あのヘンタイ先生も……。

　以前月代絡がらみの事件で出会った、月代と同じような趣しゆ味みの男の顔を思い出し、光宏は何とも言えない微び妙みような表情になった。

　もっともあの人なら、間違いなく月代の本も買ったことだろう。何しろあいつを神と崇あがめていたぐらいだ。

「さて葛本くん。ちょっと交代お願い」

　げんなりしている光宏に向かって、美春が立ち上がりながら言った。

「私もその辺見てきたいから、しばらく店番してて？」

「うん。……北原さんは、買い物はいいんですか？」

　テーブルの隙すき間まから通路へ出ていく美春を見送り、光宏は紗衣にそう訊きいてみる。一応ぬいぐるみを買っているから、多少は回れたのだろうけど。

「私は大だい丈じよう夫ぶよ。東館の方はイトコさんにお願いしたし、ある程度は書店委い託たく分でも補えるから」

　紗衣は迷いなく、そう答えた。なるほど、こういう時だけは実に計画的だ。

「でもやっぱり、東館をゆっくり回れないのはちょっと寂さびしいわね」

「後でまた交代するといいですよ」

「そうね。せっかく来たのだもの。人任せでなくて、ちゃんとこの目で見たいわ」

　熱い闘とう志しを燃やしつつ、紗衣はぬいぐるみをギュウギュウしながら宣言した。

　ただ──よく考えたら、なぜこんな時に、呑のん気きに買い物談義などしているのだか。

「……とりあえず、売りましょうね、北原さん」

　隣の椅い子すに腰こしを下ろし、光宏は本来の目的を改めて確認する。が、紗衣は「頑がん張ばってね」とでも言わんばかりに、こちらをキョトンとした眼まな差ざしで見返してきた。

　いや、間近で見つめられるのは嬉うれしいけど、それどころじゃないし。

　やはり対人能力のない紗衣に、売り子役を期待するのは難しい。ここは何としても自分が頑張らねば……と言いたいところだが、あいにく光宏も売り子経験なんてない。

「ど、どうぞ、お手に取ってご覧ください……」

　まずは見様見み真ま似ねで、道行く人に向かって適当に呼びかけてみた。

　もっとも会場内の喧けん騒そうに比べれば、あまり大した声は出ない。どうしても緊きん張ちようと羞しゆう恥ちがボリュームを下げ、おかげでこちらを振ふり返ろうとする人も皆かい無むだ。

　こんなんじゃダメだ。もっと腹の底から声を──。

「ど！　……」

　ふと横で、紗衣が何か叫さけんだ。すぐ途と切ぎれたが。

「ど？」

「……何でもないわ」

　即そく座ざに失言として否定する紗衣。だがたぶん、この流れから想像するに、「どうぞお手に取って云うん々ぬん」の頭文字だ。

　なるほど、彼女なりに頑張ろうとはしたのだろう。ただ、光宏以上に慣れないことに挑ちよう戦せんしたのが仇あだとなって、一音で終わった、と──。

（北原さん……ファイトです！）

　あまりの健けな気げさに、光宏は心の中で嘆なげきながら、そっとエールを送った。もっとも当のカリスマイラストレーターは、すぐに諦あきらめたと見えて、再びぬいぐるみを弄いじりだしたけど。

　まずい。何だか完売すら怪あやしく思えてきた。

「本自体はしっかりしてるんだけどなぁ……」

　そう呟つぶやきながら、光宏はコピー本の山から一部取り出して眺ながめてみる。

　厚手の表紙を開けると、遊び紙があって、中表紙から本編へと続く。もちろんすべて歌川ミウミが描かき下ろした、フルカラーのイラスト入りだ。ミウミファンなら買って損なし。むしろ買わねば末代まで後こう悔かいすること請うけ合いだ。

　一方美春本の方も、挿さし絵えの数こそ少ないが、表紙も含ふくめてすべてミウミの描き下ろしである。それに原作だってミウミだ。実にミウミ尽づくしなのだ。

　なのに、ここまで売れ行きが悪いのは──やはり大がかりな宣伝を、紗衣が自ら禁じたせいだろう。現状では、この表紙を見てミウミだと気づいてくれた人にしか、本が行き渡わたってない。

　一応美春本の方は、美春のサイトで告知もしてあるが、あそこは光宏でさえ気づかなかったほどのマイナーだし。こう言っては申し訳ないが、さほど効果は期待できまい。

「何かいい工夫はないですかね、北原さん」

　本を山に戻もどしつつ、光宏は横の作者に訊たずねてみた。

「例えば、スケッチブックか何かに簡単なカットを描いて、立てて看板にしてみるとか。ディスプレイにこだわれば、もっと人目が引けるかもしれないですよ？」

　今はせいぜい、テーブルクロスとボール紙の値札が飾かざりになっている程度だ。他ほかのきちんとしたサークルなどは、ブースの飾り付けにも相当工夫を凝こらしているから、どうしてもこちらは見み劣おとりしてしまう。

　だが、紗衣は即座に首を横に振り。

「ごめんなさい。スケッチブックは、よそのサークルさんに預けてしまったわ」

　そうですか。お願いしちゃったんですか。じゃあしょうがないや。

　かと言って、他に即そく席せきで飾れそうなものもないし。それ以外で人目を引く方法となると──。

　考えながら、光宏は紗衣の横顔をそっと見やる。

　一つ、アイデアが浮うかんだ。

（北原さんを看板娘むすめとしてアピールする、というのも手かな……）

　紗衣ほどの美少女が売り子をしているのだから、本来ならそれだけでも相当人目は引けるはずだ。今は黙もく々もくと遊んでいるからアレだけど、彼女が頑張って声を張り上げれば、もっと客足は増えそうな気がする。

　あるいは、ネコミミヘアバンドでも着けてみるとか。いや、その程度のアクセサリーなら会場内にいくらでも装着者がいるから、所しよ詮せん紛まぎれるだけだろうけど。

（でも……客足確保のために北原さんにコスプレをさせるのも、何か違ちがうなぁ）

　声の張り上げは売り子だからともかくとして、アピールすべき方向は、大いに間違っている。

　だいたいその場合、寄ってくる客はみんな、紗衣の姿に萌もえて誘さそわれてきたということだ。それはそれで、彼女に片かた想おもいを寄せる一男子としては、心中穏おだやかでない。

「葛本くん、何を悶もん々もんとした顔になっているの？」

　ふとこちらを見た紗衣が、訝いぶかしげに訊ねてきた。

「もしかして東館に行きたいの？」

「え？　いや、あの……はい」

　つい頷うなずいてしまったのは、誤ご魔ま化かし半分、本音半分と言ったところか。しかし紗衣をここに一人残して、呑のん気きに遊び回るわけにはいかない。何しろ今は勝負時。この期ごに及およんで物ぶつ欲よく全開は許されない。たとえ自分を殺してでも、この本を売り捌さばかねば──。

　あくまで心は頑かたくなに、光宏は頼もしく答えた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕はここにいます。心配しないでください」

「いいえ、違うのよ。行くなら追加の買い物をお願いしようと思ったのだけど」

「ああ、左様ですか……」

　光宏は激しく脱だつ力りよくしながら、改めて折り畳たたみ椅い子すに深々と腰こしを落ち着けた。こうなったら意地でも動くものか。

　べつに後でもいいさ。即そく完売するような人気サークルなら、書店委い託たくもあるし──。

「あ、そういえば月代は？」

　書店委託で思い出した。あいつはどこにいるんだろう。

「月代さんなら東よ？」

「そうでしたっけ」

　カタログで見かけたはずだが、場所まではきちんと確かめてなかった。まあ、あいつの場合は成年向け……とまでは行かなくても、十五歳未満は見ちゃダメなものを余よ裕ゆうで描いてたりするから、やっぱり東が妥だ当とうか。

　しかも相当人気があるらしい。午前中で完売と言っていたから、今いま頃ごろは長ちよう蛇だの列を捌いているところか。

　一度考え出すと、気になって止やまない。ちょっと偵てい察さつに行ってみたいけど──やはり紗衣を一人残すのは、いろいろな意味で不安すぎる。

「葛本くん」

「はい？」

「もしかして、月代さんの本が欲しいの？」

「いや、そんなことは絶対！」

　信用がないにも程ほどがある。というか、いきなり恐こわい顔にならないでください、北原さん──。

　光宏が紗衣とそんな下らないやり取りをしていると、そこへ美春が戻ってきた。

　ずいぶん早い。買い物してくると言うから、てっきり小一時間は不在だろうと思っていたのに。

「ただいま」

「あら美春さん、ずいぶん早いわね」

「そりゃまぁ、行列が必要な本は買わないからね。私は」

　そう言うと彼女はテーブルの上を一いち瞥べつし、「あー売れてないね」といった顔になる。実に申し訳ない。売り子が二人とも役立たずで。

「じゃ、交代ね。次は紗衣の番かな？」

「いいえ、葛本くんが東に行きたがってるから、行かせてあげるわ」

　紗衣はすんなりと光宏に譲ゆずってくれた。

　気き遣づかってなのか。それとも、ちょっとした当て付けか。

「月代さんに会えたらよろしくね？　たぶん売り子で忙いそがしいだろうけど。あと、これ買い物メモ」

「……頑がん張ばります」

　紗衣からメモを受け取り、光宏はブースを出た。行きがけに月代のサークルの場所を訊たずねると、どう聞いても壁かべ際ぎわとしか思えない答えが返ってきた。

　壁──。大規模な行列を捌くため、大手サークルにのみ割り当てられる、特別な位置。

　さすが手て強ごわい。

「ていうか葛本くん」

「何、井川さん」

「もしかして月代の本、買うの？」

「買わないです！」

　やはり信用がない。

「私、なぜか二部もらったんだけど、あげようか？」

「……いや、お気遣いなく」

　ここで光宏が軽く詰つまったのは──まあ、男子の本能ということで、一つ勘かん弁べんしてもらいたい。




　　　　２




　かくして東館へと旅立ったわけだが。

（もう三十分ぐらい経たつかな……）

　人の川に流されてゆるゆると通路を進みながら、光宏は朦もう朧ろうとする頭でそう思った。

　何しろ西館から連れん絡らく通路へ出る段階で、十分以上はかかっている。さらに人に揉もまれながら移動すること、だいたい二十分ぐらい。しかも夏場とあって、熱気で頭もふやけるばかりだ。

　ちなみにこの分数、ただの体感だ。人に挟はさまれているおかげで、時計を確かく認にんすることすらできない。

　あまりにも苦行な館内移動。しかしよく考えてみたら、コミケ会場なんて毎回こうなのだから、気軽に偵察などできるはずもなかった。

（二時過ぎてからの方がよかったかなぁ……）

　それなら幾いく分ぶんかはマシになっているだろうし。ああ、でもその時間だと、月代側は本が完売して撤てつ収しゆう済み──ってこともあり得うるのか。

　まあいい。一度人の流れに飛び込んだ以上、引き返すことは不可能だ。とりあえず東に着いたら、少し休もう……。

　そんなことを考えながら、光宏は汗あせを拭ぬぐうことも叶かなわず、黙もく々もくと歩き続けた。

　そして、もはや何のために歩いてるのかも忘れかけてきた頃──。

「着いた……」

　エスカレーターを降り、ようやく人の川から抜ぬけると、目の前に東館の様相が見て取れた。

　複数ある出入り口の先に、西をはるかに上回る巨きよ大だいなホールが広がっている。テーブルの並びがロの字形なのは同じだが、その間を流れる人の数は段だん違ちがい。特に成人向けの本が固まっている付近ときたら……。

「あれは……踏ふみ込めないなぁ」

　今さらながら、光宏は思わず溜ため息いきをついた。もはや通路が意味を成さないほど、人で埋うめ尽つくされている。一応流れはあるものの、間違っても「ちょっと覗のぞいてみよう」という感覚で立ち入ることは許されない。

　買い物目当てで突とつ入にゆうするよりも、こうやって傍はたから冷静に眺ながめた方が、その過密ぶりがよく分かった。何だか見ているだけで疲つかれてくるけど。

「さて、月代はどこだ……？」

　グルリと辺りを見み渡わたしながら、さっき教えられた配置場所の方へ向かう。

　壁際だ。大手が並ぶこの位置は、やはり凄すさまじい行列ができる場所でもある。

　もっとも、だからこそ整理も容易な位置が宛あてがわれているわけで。並んで買うには時間がかかるが、少し離はなれた位置から眺めるだけのスペースは充じゆう分ぶんにあった。

「ええと、サークル名は『ミラージュ・ネル・アナザー』……。あそこか？」

　人の邪じや魔まにならないよう、列のない隅すみっこにそっと立ち、光宏は呟つぶやいた。

　横長のテーブル前は、買い物に来た男性達で埋め尽くされ、売り子の姿までは見えない。しかし看板代わりに立てられた幟のぼりには、見覚えある美少女が描えがかれている。

　ホームセンターで二度会った、幼おさな馴な染じみのヒカルだ。ただし絵え柄がらが紗衣そっくりで、裸はだかエプロン着用中──ということは、やはり月代が描いたものに違いない。

　あそこで売っているのだ。紗衣の嫁よめを汚けがして止まない、煩ぼん悩のう丸出しな同人誌が。

　しかも、そこに群がる客の多いことときたら。悔くやしいが、本家とは比べものにならない。

「くそっ、うちも宣伝さえできてれば、きっと……」

　歯は痒がゆい想おもいで行列を見つめる光宏。と、その視界の端はしに、どこかで見たような人物が映った。壁際から離れた、普ふ通つうの島側の方に。

　真っ黒なゴスロリドレスは、この会場では特に珍めずらしくもない。しかし背中にくたびれたようなヒヨコを背負っているやつは、そうそういない。

　そう、あれは──月代だ。

　しかも普通に、その辺で萌もえ本を物色しているし。売り子か、せめて列の整理ぐらいはしているはずだと思ったが。

「おい月代！」

　光宏が近づき呼びかけると、相手はクルリとこちらを振ふり向き、「よおヘンタイっ！」と嬉うれしそうに叫さけび返してきた。

　相変わらずハイだ。あと、べつにヘンタイになったつもりは、まだない。

「お前こんなところで何やってんだよ」

「買い物。あ、これちょーだい」

　そう言って、目の前のサークルでさっさと買い物を済ませてしまう。こちらの疑問など完全に無視だ。

「ブースにはいなくていいのか？」

　とっとと次へ行こうとするゴスロリ娘むすめの袖そでを摑つかみ、光宏は訊たずねた。

「お前の個人サークルだろ？」

「いいのいいの、売り子もサークル責任者も有志に任せてあるから。私は心置きなく買い物に専念できるってわけさ！」

　身勝手なことを言いながら、彼女は買ったばかりの同人誌の表紙を得意げに見せてくる。そこには、愛し合うように濃のう密みつに抱だき合う二人の美少女の姿が。一応成年向けではないようだが……。

「いいだろー、百合ゆりだ百合！　もう涎よだれ出そう」

　躊ちゆう躇ちよなくはしゃぐ月代に軽く絶句しながらも、光宏はつい条件反射的に、その表紙をまじまじと確かく認にんしてしまった。

　このキャラ、何となく見覚えがある。一人は栗くり色いろのショートヘアに魔ま女じよ帽ぼう子しで、もう一人は紫むらさきのロングヘアーに真っ赤なメイドコスチュームで。

「う、カリンちゃんとアサミさんだ……」

　今まで何度も会っている二人だ。見覚えもへったくれもなかった。

　そしてこの二人が描かれているということは──つまり、この本も歌川ミウミの二次創作なのだ。絵柄こそ似せてないが。

「どうした煩ぼん悩のう野や郎ろう。今さら驚おどろいた顔して」

「い、いや、だってこれ……」

「うん。ミウミ本だね。他ほかにもあちこちにあるよ？　季節柄がら、一番人気はスク水のナギサたんっぽい」

　何の疑問も抱いだかずに、月代はあっけらかんと言い放った。

「それにしても、今年から一気に増えたねー。たぶん私がサイト作った影えい響きようだろうけど。次回辺り、きちんとジャンル化して、二次創作の日に回されるんじゃない？」

「何でそんなに得意げなんだよ、お前……」

　というか、こいつが元げん凶きようなのか。

　考えてみればそれもそうだ。そもそも本家「ミラージュ・ネル」がただの個人サイトなのだから、このような形で二次創作が出回ること自体、レアケース。むしろ普通はマナー違い反はんとして、模も倣ほう作など創らないだろう。

　なのにそんな事態が起きているのは、月代がその走りになってしまったから。要するに、こいつがやらかしてしまったが故ゆえに、そのまま歯止めが利きかなくなって、一気に広まった形だ。

　だから今、歌川ミウミの二次創作は、月代に限った話ではなくなっている。もっとも、紗衣がそのすべてを目の敵かたきにしているような話は聞かないし、紗衣自身、二次創作を否定してはいないけど。

　まあ、あくまで黙もく認にんなのだろう。だから、月代だけが別格なのだ。

　もともと本家であったが故の確かく執しつ。その実力と人気。加えて、抜ぬけ出してきた嫁を幾いく度どとなく襲しゆう撃げきしてくる実害性──。すべてにおいて、月代は厄やつ介かい極きわまりない。

「ところで紗衣はどうしてんの？」

　通路を抜けて人ひと混ごみから外れながら、その月代が訊ねてきた。

「私を羨うらやましがらせるコピー本とやらはできたのかな？」

「で、できたとも！」

　売れてないけど──とは、さすがに正直には言えないが。

　だが、光宏がそれ以上言葉を続けないでいると、向こうも何かを察したらしい。ニヤリ、といつもの薄うす気き味み悪い笑えみを浮うかべ、さらに質問を繰くり出してくる。

「何部できたの？」

「……三十部」

「へー。じゃあ開始早々完売かな？」

「い、いや、べつに……」

　嗚あ呼あ、なぜそうも痛いところばかり突ついてくるか。

　会場の熱気とは無関係に、光宏は嫌いやな汗あせを流すばかりだ。月代はそれを見ると、続いて壁かべ際ぎわに構えられた自分のブースに目を向けた。

　そこには途と切ぎれることのない、圧あつ倒とう的てきな数の客達が並んでいる。

「言ったはずだよ。過か疎そサークルに用はないって。それとも──まだ言い張る気？　私に勝つ、と」

「……もちろん」

　負けられないのだ。何としても。

　だが、この人混みの大差を前にして、光宏は思わず唇くちびるを嚙かみ締しめる。その横を、月代の本を手にした男達が、次々と通り過ぎてゆく。

「いやぁ、素す晴ばらしい！」

「タコだ！　触しよく手しゆだ！」

「ミラネルキャラが全員あられもない姿だ！」

「本家よりエロい！」

　好き勝手に──しかし、嬉うれしそうに、各々の感想を口にしながら。

　それを聞くにつれ、光宏の自信はどんどん揺ゆらいでいく。

　確かに紗衣の本は完成した。だが、見てもらえなければ意味がない。それに、もし見てもらえたところで、彼らが求めているのは──。

「分かった？　萌もえってのは、エロなんだよ」

　そんな月代の声が、光宏の心を深く抉えぐった。

「紗衣がどんなに違ちがうと言い張ったって、みんなが求めてるのはエロでしかないんだよ。だったらさっさと認めりゃいいじゃん。それとも本家の意地でソフト路線を通す？　ふん、下らないね。同人・商業問わず、過激で何ぼなエロ要素が持て囃はやされるこの時代に、今さら温いもん出したって誰だれも見向きもしないよ。そんなんじゃ、直球エロとして描かかれた二次創作には到とう底てい勝てないさ！」

　本当に、信しん憑ぴよう性せいも抜ばつ群ぐんの演説だった。

　だがここまで言われて、おとなしくできるだろうか。

　光宏は思う。もし自分がここで、本家歌川ミウミの本が西館にあると叫さけんだら、果たしてどうなるだろう、と。

　全員一いつ斉せいに西に走り出すか。それとも──月代の言うとおり、誰も見向きもしないか。

　本来なら試ためすべきだ。それが、紗衣の本を売るためにこの会場へ来た、自分の使命なのだから。

　でも、もし振ふり向く者がいなかったら……。

「どーした。何真しん剣けんな顔で俯うつむいちゃってんの？」

　月代がヘラヘラしながら問いかけてくる。

　相手を苛いら立だたせて止まない、いつもの薄うすら笑い。それを見て、光宏はついに決意した。

「見てろ！　北原さんの実力がどんなものか、分からせてやる！」

　月代に向かってそう宣言すると、その目を「ミラージュ・ネル・アナザー」に並ぶ行列へと向ける。ターゲットは、彼らだ。

　だがその時──。




「わっ！　カリンたんが出たっ！」




　どこからか、会場内の喧けん騒そうを吹ふき飛ばすほどの勢いで、素すっ頓とん狂きような悲鳴が響ひびいてきた。

　その声に、光宏は開きかけていた口を閉じ、ギョッとして振り返る。

　ちょうどブースも行列もない壁かべ際ぎわの一角に、得体の知れない人だかりができているのが見えた。

「おい、何だよこれ！　どうなってんだよ！」

「カリンだ！　ミラネルのカリンだ！」

「お、オレの嫁よめが同人誌から抜ぬけ出してきたっ！」

　しかも……実に嫌な感じの会話が飛び交かっているし。

「なあ月代、アレってもしかして……」

「うわぁ、やっちゃった？　やっちゃったのかな？　よっしゃ見に行くぞ、煩ぼん悩のう野や郎ろう！」

「いや、何でそんなに嬉しそうなんだよ……」

　月代の嬉き々きとした反応に呆あきれつつも、決してほっとける状じよう況きようではないっぽい。光宏は慌あわてて月代と一いつ緒しよに、問題の人だかりの方へと足を進めた。

　現場には、野次馬はもちろん、すでに異変を察したスタッフ達も駆かけつけている。だが、誰もが啞あ然ぜんとした顔になっているのは──無理もない。最初は自分もそうだったし。

　中心部から響いてくる男の悲鳴と、それに混じって飛んでくる萌え萌えボイスの組み合わせに、光宏は何とも懐なつかしい気持ちになってしまった。

「ねぇねぇユウくん、みんながボクのこと、じっと見てるよ？　ボク、そんなに変かなぁ」

　そう言いながら、見知らぬ二十代ぐらいの男性──たぶんユウくん──の片かた腕うでにギュッと抱だきついて首を傾かしげているのは、予想どおり。魔ま女じよ帽ぼう子しに紫むらさきローブをまとう、魔導士見習いのカリンである。

　もちろんコスプレではない。二次創作でもない。正真正しよう銘めい、歌川ミウミの描いた本物だ。

　そして当のユウくんが持っているのは──間ま違ちがいない。美春の書いた小説本だった。

　まさか、あの同人誌の挿さし絵えが抜け出してきたというのか。しかもチアバージョンでなく普ふ段だん着ぎということは、話数にして一話目か。じゃあ、読んで早々抜け出したのか。

　いや、確かに紗衣の絵は抜け出すものだけど、でもあれは、自分か紗衣が萌えた時のみのはずで──。

「おい月代、これはどういうことだよ！」

　もうわけが分からなくなり、とりあえず光宏は月代に訊たずねてみた。

「え、何が？」

　そう問い返す月代は、すでにメタリックブルーのペンタブレットを取り出して、やる気満々になっているが。

「北原さんの絵って、僕か北原さん以外は呼び出せないんじゃなかったのか？」

「ああ、一番萌えた人のところに抜け出すっていう法則？　そうだね。じゃああのユウくんとやらが、キミや紗衣の萌え心に勝ったんじゃない？」

「いや、今さらそんなことがあり得えるのかよ！」

　だったら、これまでネットを通じて全国配信されてきたイラストはどうなるんだ。こうも簡単にこちらの萌もえ心を上回るなんてこと、全然起きなかったはずだけど。

　……いや、一回だけ神村しづるが、やらかしてくれたことがあったか。でもあれは、対象のアサミさんが、当時の自分と紗衣の守備範はん囲いだったからで──。

「ふん、コミケ三日目を嘗なめちゃいけないよ！」

　だが月代は一言、悩なやむ光宏に向かって、力強く言い放った。

「見ろ、この会場内を！　日本中から萌えっ娘こを愛めでてやまないヲタが集まり、全員エロな同人誌で大フィーバーするのが、この三日目なんだよ。しかもこの喧騒！　この熱気！　この湿しつ気け！　頭なんか朦もう朧ろうとして、全員心の枷かせがどっかにすっ飛んでんだ。そりゃ萌え心だって必要以上に暴走するさ！」

「そ、そういうものなのか……？」

「うん、たぶん！」

　あ、たぶんかよ、おい。

　でも──確かに今日は紗衣も自分も、本を売るのに精せい一いつ杯ぱいで、呑のん気きに萌えている余よ裕ゆうはなかった。それ故ゆえこうして、召しよう喚かん権の繰くり下げ現象が起きているのかもしれない。

　だからこそ、美春のブースで本を買った人が、こうやって萌えっ娘を呼び出せたのだ。例えばあのユウくんは、「ミラネルライフ」シリーズの主人公、カリンに激萌えしたわけだ。

　つまり彼は、ショートヘアのおバカなボクっ娘がお好みなのだろう。いや、こうやって他人に性せい癖へきが丸分かりになってしまう辺り、相当辛つらいだろうけど……。

　ついつい同情しがちになりながら、光宏は人の輪を搔かき分けて、二次元娘が実体化した中心部へと向かっていく。そこからは相変わらず、カリンの呑気そうな声と、ユウくんの切せつ羽ぱ詰つまった雄お叫たけびが。

「ねえユウくん。ユウくんまで、どうしてボクのこと不思議そうな顔で見てるの？」

「だ、だってカリンたんは絵じゃないか！」

「エ？　エってなぁに？　ボクは魔導士見習いだよ？」

「い、いやそれは……ああもう何でもいい！　カリンたんはオレの嫁だっ！」

「わぁい、ユウくんにそう言ってもらえて、ボク幸せだよぉ♪」

　……おい、誰だれかアレを止めてやれ。

　多少の嫉しつ妬と心しんも交えつつ。ようやく渦か中ちゆうの二人に辿たどり着き、光宏は声を大にして叫さけぶ。

「カリンちゃん、こんなところで出ちゃダメだっ！」

　それに反応して真っ先に振ふり向いたのは、当のカリンではなく、ユウくんの方だった。

「だ、誰だお前は！　カリンたんはオレの嫁だぞ！」

　汗あせまみれの身体中を震ふるわせ、光宏に向かって激げき昂こうする。二次元娘が同人誌から飛び出すなどという異常事態に、完全に理性を失っているっぽい。

「そうだよ！　キミ誰？　ボクとユウくんのイチャイチャの邪じや魔ましないでっ！」

　しかもカリンまで歯向かう始末だ。

　いや、これ自体はおかしくない。今の彼女は、ユウくんの願望を叶かなえるために存在しているわけだし。だからポジション的には、光宏が普ふ段だんの紗衣で、ユウくんが普段の光宏と同じ位置だ。

　でも──。

「ダメだ！　キミはユウくんの嫁よめじゃない！」

　光宏はそう叫さけび、カリンの腕うでを取った。

　あまり手て荒あらなことはしたくないが、このまま見も知らぬ男のもとに預けてはおけない。急いで彼女をここから連れ出し、紗衣のもとへ……ああ、でもそのためには、また三十分かけて西館まで移動するのか。何て不毛なんだ。

「こらっ！　オレの嫁に何をする！」

　そして当然の如ごとくブチ切れたユウくんが、光宏を阻そ止しするべく向かってくる。それに併あわせて周りの野次馬達も。

「いや、カリンちゃんは俺の嫁だ！」

「お前一人の好きにはさせないぞ！」

「つーか喧けん嘩かすんな！」

　ワイワイ騒さわぎながら手を伸のばし、光宏とユウくんを押さえ込もうとする。

　なるほど、傍はたから見れば、単に二次元娘を巡めぐる男同士の諍いさかいにしか見えない。まあ、あながち間ま違ちがってもいないのだろうけど、このままではパニックが収まらない。

「おい月代、助けてくれっ！」

　そこかしこから伸びてくる男達の手に耐たえきれず、光宏はついに、そばにいる敵に向かって救きゆう援えんを要よう請せいしてしまった。

　しょうがない。他ほかに頼たよれそうな人間なんて一人もいないんだし。

「お前ならペンで何とかできるはずだ！」

「んー、そうだね。カリンたんをリペイントして私のものにしちゃえば、全部解決だもんね」

「するな！」

「いや、する」

　要いらぬ決意をきっぱりと表明し、月代が素す早ばやくペンを振るう。ただしカリンの身体からだではなく、空中をなぞるように。

　唐とう突とつに何もない空間でお絵え描かきを始めたゴスロリ娘。だが、それに対してツッコむ者など一人もいない。むしろここにいる男達は、目の前の二次元娘にすっかり気を取られている。

　その隙すきに──月代は、いつものノリで絵を完成させた。

「さあ出てきなさい、私のタコさん！」

　その言葉に合わせ、なぞられたラインが実体化する。まるでたこ焼き屋の看板を模したかのような、デフォルメされた大ダコが、コミケ会場の東館に唐突に出現した。

　もちろんそれを見て、騒がない者などない。特に、月代の本を買っていた面メン子ツが。

「た、タコだっ！」

「神が降臨したっ！」

「カリンたんがピンチだ！」

　何のことはない。パニックを助長しただけだった。

　そんな周りの注目を浴びながら、タコはズルズルと男連中を押しのけ、その触しよく手しゆをカリンに伸ばす。

「きゃぁっ、何これ！　助けてユウくん！」

「ああ、オレの嫁が触手にさらわれて喘あえいでる！　萌もえだっ！」

　いや、萌えるなよ。

　こんな台詞せりふを聞いてしまっては、やはりこの男にカリンは任せられない。何としても引き剝はがさねば。

　もっとも紗衣のいない現状では、月代頼だのみにならざるを得ないが。

「おい月代、早くこの場を離はなれろ！」

　仕方なく光宏は、おそらくユウくん以上に性質の悪い相手に向かって叫んだ。

「いつもやってるだろ！　このままどこかひと気のない場所へ──」

「えー？　この場で脱ぬがした方が絶対面おも白しろいのに？」

「いや、脱がすなってば」

　どうしてこうも理性の欠けた連中ばかりなんだ、ここは。

　もう呆あきれるしかない。だがそんなことをしてる間にも、再び立ち直ったユウくんが向かってくる。

「このオバケダコめ、オレの嫁を離せ！　もしくはオレと同化しろ！」

　もはや意味不明な切望とともに、タコ目がけて飛びかかった。

　もちろん、すぐにはたかれて終わったけど。

　床ゆかに伏ふし、そのまま情けなく気絶するユウくん。と、その時──。

「ひゃぁっ！」

　小さく悲鳴を上げ、タコに搦からめ捕とられていたカリンの姿が、フッと消えた。

　そう、消えたのだ。この人ごみの中から、まるで煙けむりのように。

「カリンたんが消えた！」

「俺の嫁が！」

「かむばーっく！」

　好き勝手なことを言っている野次馬達は、まあ、無視するとして。

「おい月代、カリンちゃんはどうした？」

　光宏が訊たずねると、月代も頰ほおを膨ふくらませ、「知らん！」と喚わめき返した。

「そりゃこっちが訊ききたいぐらいさ。せっかく脱がそうとした矢先に……」

「いや、脱がすなってば」

　ほんと、どうしようもなくバカだ、こいつは。

　それはともかく──果たしてカリンに何が起きたのか。光宏はいま一度考えてみる。

　抜ぬけ出した二次元娘むすめが突とつ然ぜん消えたのは……、やはり元の二次元に還かえったからか。だがそのためには、召しよう喚かん主であるユウくんが、カリンの存在を望まなくなる必要がある。

　いくら気絶したからって、それしきのことで二次元娘を諦あきらめるものだろうか。あるいは、他に可能性があるとすれば──。

「も、もしかして……」

　さらなる嫌いやな予感を覚え、周囲に目を向ける光宏。と、はるか十メートルほど彼方かなたから。

「わぁ！　俺のカリンが具現化したぞ！」

　野太い歓かん声せいがすっ飛んできた。

　そこには、巨きよ漢かんと呼ぶにふさわしいムッチリした若者と、それに懸けん命めいに抱だきついて甘える魔ま導どう士し見習いの姿が。

「おお、あっちに移ったか」

　月代が納なつ得とくしたように頷うなずく。

　やはりそうだ。要するに、あの人がユウくんの萌え心に勝ったのだ。ポジションで喩たとえるなら、今のユウくんが紗衣で、あっちの巨漢が光宏だ。

　……もう何だか嫌になってきたが。

「よし行くぜ、タコさん！」

　月代が大はしゃぎしながらタコによじ登る。そしていつものように、物理法則を無視して、フワフワと宙に浮うき上がるタコ。これで周りの頭上を飛び越こえ、一気にカリンを追うつもりだ。

「させるか！」

　もはや一番危険なのは、エンジン全開の月代以外にない。それを察した光宏は、急いでタコの触手に摑つかまり、一いつ緒しよに宙へと付いていく。

「あ、ずるいぞ！」

「俺も連れてけ！」

「触手！　触手！」

　他にも何人か、喜んでくっついてきたけど。

「こら、お前ら重量オーバーだ！」

　そしてタコの頭上では、月代が癇かん癪しやくを起こして喚き散らしている。もう泥どろ沼ぬまだ。

　しかしどうにか天てん井じよう近くまで到とう達たつしたタコは、そのままゆっくりと東館のホールを移動し始めた。もちろん目立つことこの上ない。何人もの参加者達が、下からこちらを奇き異いな目で見上げている。

「何だアレ、風船か？」

「いや、タコだ！」

「触しよく手しゆだ！」

　また騒さわいでいる。どうやらここにいる人達は、よっぽど触手が好きらしい。

　しかしこの事態に、ついにコミケスタッフが激げき昂こうした。

「そこの風船に乗ってる人達、周りの迷めい惑わくです！　下りてください！」

　メガホン片手に、腕わん章しようを付けた一人の男性が、頭上のタコに向かって叫さけんできた。

　ただし──その横に、よからぬ者がもう一名くっついているけど。

「あらあら、全然なってないですわね、ご主人様。あなたのヘッポコな呼びかけに応こたえる参加者なんて、どこにもいませんわよ？」

　そう、具体的に言うなら、二次元の真っ赤なドＳメイドさんが……。

「それとも、わざわざ情けない想おもいをして、わたくしになじられたいんですか？　フフッ、さすがＭですわね、ご主人様ったら」

「は、はい！　僕はＭなんです！　いっぱいなじってください！　そして踏ふんでください！」

「だったらあそこの行列の前で仰あお向むけになってみてはいかがですか？　いっぱい踏んでもらえますわよ？」

「いえ、僕はアサミ様に踏んでいただきたく！」

　何だかもう、ヒドイご主人様っぷりだった。

　しかもカリンに引き続きアサミまで出てきた。ということは──。

「お、あんなところにナギサたん発見！」

　月代の嬉うれしそうな声が耳に飛び込む。言われた側に目を向けると、なるほど、お馴な染じみのスク水マーメイド娘がもじもじしながら、見知らぬサークルスペースの売り子席に座っている。

「み、皆みなさん、どうぞ手に取ってご覧ください！　あ、あのっ！　大だい丈じよう夫ぶですから！　私ただの水着ですから、そんなに怖おじ気けづかないでくださいっ！」

　明らかに羞しゆう恥ち心しんと戦いながら、道行く人に向かって、懸命に呼びかけている。

　何てこった。ここから見えるだけで三人。この分だと、よそでも抜け出しているに違ちがいない。

　光宏がタコの足にしがみ付きながら、思いもよらない展開に打ち震ふるえていると、そこへ携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。

　片手でどうにかポケットから引っ張り出し、発信元を確かく認にんする。紗衣からだ。

　これ幸いと、光宏は急いで、スピーカー越ごしにＳＯＳを投げかけた。

「もしもし北原さん？　大変なんです！　東館にカリンちゃん達が──」

『ええ、分かってるわ。こっちは今、メイを捕つかまえたところよ』

　紗衣の声に合わせて、『捕まっちゃいました～』と呑のん気きそうな萌もえボイスが、電話の向こうから聞こえてきた。

　メイは、ナースの衣い装しように天使の翼つばさと輪っかを付けた、おとぼけお姉さんだ。美春本の第二話に登場していたから、その挿さし絵えが抜ぬけ出てきたのだろう。

　そして紗衣に捕まったということは、もうリペイント済みのはず。まずは一名確保だ。

『それと美春さんのイトコさんから連れん絡らくがあって、コスプレ広場でも、かなりの嫁よめが目もく撃げきされているみたい』

「はあ、なぜにコスプレ広場？」

『おそらく抜け出させた人達が、これはコスプレなんだって思い込むことで、自分を納なつ得とくさせようとしたんじゃないかしら。だからとりあえず広場へ行ったのよ、みんな』

　なるほど。理性を保つって、そういうことなんですね。よく分からないけど。

　朧おぼろげに納得する光宏。だがそこへ、紗衣がとんでもないことを言い出した。

『葛本くん、何とかしてちょうだい』

「はい？」

『このまま男どもが興奮して暴走でもすれば、その原因は私達ってことになる。そうなれば次回から参加禁止だ。やばい、何とかしなきゃ──って美春さんが苦しんでるの。だからお願い』

　まるで他人ひと事ごとのような口ぶりだった。まあ、気持ちは分かるし、何とかしたい気持ちは、こちらも山々だが。

「……ええと、僕がどうやって？」

　むしろ何とかできるなら、とっくにそうしてるところだ。どう足あ搔がいたってこの事態は、紗衣でなければ収拾できない。

「北原さん、西館には、あとどのぐらい抜け出してますか？」

『ここはメイだけよ。あと通路のそばでプラムが、別ジャンルのヒロインと脳内対決を繰くり広げてるみたいだけど』

「何ですか、その脳内対決って」

『プラムの方があんたより魅み力りよく的なんだから出しゃばらないでっ！　……って同人誌に向かって騒いでるの』

　なるほど、脳内対決だ。ずいぶんと傍はた迷めい惑わくだが。

　とにかく、あちらはメイとプラムの二人だけらしい。となると、やはり大部分はコスプレ広場だろう。

「北原さん、だったらコスプレ広場で落ち合いましょう。そこにカリンちゃん達も連れていきますから、まとめてリペイントしてください」

『分かったわ。プラムを正気に戻もどしたら、すぐ向かうわね。──メイ、ちょっと運んでもらえる？』

　紗衣の合図に、スピーカーの向こうで『は～い』とメイの癒いやしボイスが流れた。天使の彼女は、人を抱だきかかえて空を移動することができる。

　これで西館はよし。あとはこっちだ。

「おい月代」

　タコの上ではしゃいでいるヘンタイに向かって、光宏は呼びかけた。

「何だ煩ぼん悩のう野や郎ろう。他ほかの萌もえっ娘こでも見つけたの？」

「ああ、コスプレ広場に大勢集まってるらしい。そっちに行ってくれ」

「ラジャっ！」

　月代はあっさり了りよう解かいしてくれた。もちろんこいつに事態を収束させる気なんてないが、襲おそう気だけは満々だ。この無む駄だな執しゆう念ねんを利用しない手はない。

「ついでにカリンちゃん達も連れていこう。全員揃そろった方が、お前も楽しみ甲が斐いがあるだろ？」

「もちろん！　全員まとめてタコまみれだ！」

　恥はじも外聞もないことを堂々と口にしつつ、月代はタコを操あやつって、眼下のカリンに接近する。そして余分にくっついてきた男達を放り出すと、空いた触しよく手しゆをニュルリと伸のばし。

「カリンたん、私と一いつ緒しよに来なさい！」

「きゃっ、またタコさんがぁ！」

　悲鳴を上げる魔ま導どう士し見習いをすぐさまグルグル巻きにすると、続いて向かうはスク水娘。

「ナギサたん、ぜひキミを手に取らせてっ！」

　丸っきりセクハラおやじと化し、月代は売り子のナギサに襲いかかる。

「きゃぁっ！　ダメだよぉ、私は売り物じゃないよぉっ！」

「いや買う！　プライスレスだ！」

　何か言葉の使い方が違ちがうような気もする。

　そしてたちまち、触手に絡からまれるスク水娘。

「いやぁっ！　そんなにきつく巻かれたら食いこんじゃうよぉ！」

　ナギサの上げる甘い悲鳴に、周りで見ていた人達から「おお～」と感かん嘆たんの声が漏もれた。しかも彼女を召しよう喚かんしたと思おぼしき、ブース内にいる連中まで喜んでるし。

「ナギサちゃんごめん。北原さんが来るまでの辛しん抱ぼうだからね……」

　恥はずかしがりながら拉ら致ちされる彼女に向かって、光宏はそっと頭を下げた。

　さて、残るはもう一人──。

「おい月代、最後はアサミさんだ」

「え？　やだよ、あんなドＳ。襲ったって逆にしばかれるだけなんだから」

　以前ヒドイ目に遭あった記き憶おくを呼び覚ましてか。月代はあろうことか、断固拒きよ否ひの姿勢を取ってしまった。

　これはまずい。全員コスプレ広場に集めて、まとめて紗衣に回収してもらう算段だったのに。

「月代、あと一人なんだから頑がん張ばれ！」

　仕方なく、無駄にエールなど送ってみる。もっとも、それしきで趣しゆ味みを変えるようなやつではない。

「やなこった！　どうしてもアサミたんと一緒にいたいなら、キミが勝手にやれ！」

　そう言うと月代は、光宏の摑つかまった触手を操り、できるだけ自分から遠ざかるように、ピンと水平に伸ばした。そしてその形のまま、恐おそる恐るアサミの方へ近づくと。

「ほれ、好きにしろ」

　光宏の身体からだをヒョイと突つき出した。まるで、親に叱しかられて嫌きらいな食べ物に泣く泣く箸はしを伸ばす幼児のような体勢だ。

　そんなにこのメイドさんが恐こわいのか。まあ、自分も決して得意ではないけど……。

　そう思いながら接近した光宏を、アサミはさっそく嫌けん悪お感かんたっぷりの眼まな差ざしで睨にらみ返してきた。

「あら、あなた何ですの？　今大事なところですのよ。あちらへ行ってくださらない？」

　顔をしかめ、Ｍには堪たえられない高圧的な口ぶりで、光宏を叱しつ咤たするメイド。その足に履はかれたヒールの下では、さっきのスタッフが踏ふんづけられて、嬉うれしそうに身み悶もだえしている。

　何というか……実に見たくない光景だ。

「アサミさん、一緒に来てもらいますよ」

　極力足元には目を向けず。光宏は片手を伸ばし、アサミの肩かたを摑んだ。

　と、その途と端たん。

「何を馴なれ馴れしく触さわってますの？」

　ピシャリときつく言い放たれ、光宏の手の甲こうに痛みが走る。アサミがその平手で強く叩たたいたのだ。

「アサミさん、心配しないで付いてきて……」

「あらあら、見も知らぬ殿との方がたにいきなり肩を摑まれて、心配するなですって？」

　見も知らぬ──という言葉が、無む性しように哀かなしい。召喚主が違うからという理り屈くつは分かる。でも、いつもは自分のことを「ご主人様」と呼んで、親しげに罵ののしってくれるのに。

「何をしょぼくれた顔をしてるのかしら。いきなり女性の身体を触っておいて、叱られたらいじけるだなんて。あなた、いったいどういう躾しつけをされて育ちましたの？　なってませんわね。それなら……このわたくしが、直じかにオシオキしてさしあげましょうか？」

　オシオキ──という単語に合わせて、アサミの目が妖あやしく輝かがやいた。

　そのあまりの魅み惑わくぶりに、光宏はゆっくりと、首を縦に振ふった。

「はい、ぜひ……」

　もちろん本心からではない。アサミを引きつけ、コスプレ広場に連れていくためには、他に方法がないのだ。

　……ということにしておいてほしい。少なくとも、一いつ瞬しゆん心に湧わいた良からぬ感情だけは認めたくない。

　しかしそんな青少年の羞しゆう恥ちを逆手に取り、アサミはなおも追つい撃げきを仕し掛かけてくる。

「あなた、そんなにわたくしと一いつ緒しよにいたいんですの？」

「あぅ……もちろんです」

　情けない声を上げ、光宏は顔中を真っ赤にしながら頷うなずく。

「そんなにわたくしに縛しばられてなじられて、踏んづけられたいんですの？」

「も、もちろん……」

「もしかしてあなた、ドＭなのかしら？」

「は、はいっ！　僕はＭです！」

　何てことを叫さけばせるんだ。東館のど真ん中で。

　だがアサミはニンマリと微ほほ笑えむと、その滑なめらかな手て袋ぶくろ越ごしの指先で光宏の頰ほおを撫なで、囁ささやいた。

「分かりましたわ、一緒に参りましょう。──光宏様」

「え……？」

　今、僕の名前を呼んでくれた？

「アサミさん、今、何て……？」

「一緒に参りましょう、と申し上げたのですよ、光宏様。あなたは、わたくしの──ご主人様なのですから」

　そう言うと彼女は、光宏の身体を抱だき締しめるようにして、タコの触しよく手しゆに摑まった。

　すぐそばの床ゆかでは、今まで踏まれていたスタッフが「行かないでアサミ様！」と喚わめいているが、もはや彼はご主人様ではない。

　完全に移ってしまったのだ。彼女をコントロールする権利が。

（そうか。もしかしたら──僕にはできるのかもしれない）

　光宏は思い出す。今まで自分が、紗衣の嫁よめを片かたっ端ぱしから奪うばってきた、ヒドイ煩ぼん悩のうの持ち主だということを。

　ならば、自分が望みさえすれば。

　このコミケ会場に集まった日本中のオタク達を相手に、萌もえ心で勝利することができれば。

「──何とかなるかもしれない」

　ついに一筋の光明を見み出いだし、光宏は呟つぶやいた。

　そして、この光明に気づかせてくれたアサミに感謝するとともに。

（でも、なぜよりによって、カリンちゃんでもナギサちゃんでもなく、アサミさんなんだ？　これじゃまるで僕が、本気でＭみたいじゃないか……）

　そんな葛かつ藤とうに大おお真面まじ目めにも苛さいなまれつつ。

　光宏達は巨きよ大だいなタコに摑つかまって、一路コスプレ広場へと向かうのだった。




　　　　３




　コスプレ広場とは、その名のとおり、コミケ会場内においてコスプレを披ひ露ろうするための広場である。

　そもそもコミックマーケットは同人誌即そく売ばい会かいであり、本来コスプレをするための場ではない。そこで即売会場とは別に広いスペースを用意し、コスプレイヤーをそこに集めることで、人だかりなどによる余計な混雑を避さけようとした──というのが、そもそものコスプレ広場の成り立ちだ。

　とはいえ、今ではすっかりコミケの「顔」の一つとして定着している。

　アニメやゲーム、漫まん画がや映画などジャンルを問わず、様々なキャラクターに扮ふんした仮装者レイヤー達が、自じ慢まんの格好を存分に披露する。またそんな彼らを写真に収めるべく、カメラ持参で集まる参加者も、非常に多い。

　したがって、当の広場へ行くだけで、これまたエライ時間がかかるのが実情だが──。

「いやぁ、やっぱり頭上は早いね」

　タコにまたがって宙を進む月代には、そんなの一いつ切さいお構いなしだった。

「ほら、下を見ろ。ゴミが人のようだ」

「それ逆だろ」

　というか、聞いた人が怒おこるだろ。

　どうしようもない月代のお喋しやべりにツッコミを入れつつ、Ｓなメイドさんに抱きつかれ。光宏はようやく、問題のコスプレ広場の上に辿たどり着いた。

　東西のホールと違ちがい、広場の場所は必ずしも毎回一定ではない。屋根があったりなかったり。一ヶ所だったり複数だったり。その辺りは日によっても変わってくる。

　今日の広場は、西館の屋上展示場。屋上というだけあって、吹ふき曝さらしだ。

　海に面した土地柄がら、雲が風に流されやすく、頭上から直射日光がガンガン照り付けている。加えてその中に大量の参加者が群れ、何とも熱い。

　唯ゆい一いつの救いは、撮さつ影えいのためにレイヤーの周囲がやや空すくことだが──今はそれとは別に、妙みような空間がいくつも存在していた。

「おお、いるいる♪」

　月代がそう言ったとおり、広場の中には何人もの二次元美少女達が立っていた。

　得意のスマイルを振ふり撒まきながら、可か憐れんなウェイトレス姿をノリノリで披露するナナコ。

　腰こしに両手を宛あてがい周囲の男達を罵ば倒とうしつつ、顔だけはしっかり火ほ照てっているユキ。

　自分の置かれた状じよう況きようが分からずに、ひたすらニャーニャー騒さわぐタマミ。

　フライパン片手に、幼おさな馴な染じみ定番の凶きよう悪あく手料理を実演中のヒカル。などなど。

　他ほかにも見覚えあるキャラ達が、生身のレイヤーを差し置いて、この広場の注目をかっさらっている。ある意味、いい迷めい惑わくに違いない。

　もっとも撮影側は喜んでいるけど。

「ユキちゃん、こっち向いてください！」

「な、何よぉっ！　そんな風にカメラ構えたって、あんた達のために微ほほ笑えんであげたりなんかしないんだからねっ！」

「おおっ、素す晴ばらしいツンデレ顔です！　ありがとうございますっ！」

　とまあ、こんな具合だ。

　そして彼女達の召しよう喚かん主は、すでに人ごみの中に埋うもれ、どこにいるのかも定かでない。

「よし、誰だれから襲おそう？」

「襲うとか言うな。とりあえず下りてくれよ」

　光宏がそう言うと、月代も「おうよ」と頷うなずいて、徐じよ々じよにタコの高度を下げ始めた。

　しかし巨大ダコ一いつ匹ぴきがまともに着陸できるスペースなんてあるはずがない。無理やり人を押し退のけない限りは。

「ほらどきなっ！」

　頭上の操縦者は何のためらいもなく押し退けたけど。

　かくして頼たのもしいゴスロリ女の力を借り、光宏は無理やりコスプレ広場に降り立つことに成功した。また叱しかられること請うけ合いだ──と思いきや、周りの男達は月代の登場に、異様な盛り上がりを見せ始める。

「おお、空からレイヤーが降ってきた！」

「タコとゴスロリの組み合わせとはマニアックな！　ぜひ撮とらせてください！」

　ああ、なんかウケてるし。しかも月代も誉ほめられてニヘラニヘラしてるし。もうどうでもいいや。

　半ば投げ遣やりな気持ちになりながら、光宏はアサミの手を引いて、タコから離はなしてやる。当のタコは月代と一いつ緒しよに、調子に乗ってポーズなど決めている。もはや隙すきだらけで、あとの二人も救出し放題だ。

「カリンちゃん、ナギサちゃん、早くこっちへ！」

　さっそく二人の萌もえっ娘こにそう合図すると、彼女達もすぐにタコから離れ、光宏のもとに駆かけ寄ってきた。

「うん、ありがとう、ミックン！」

「ミックン、待ってよぉ。置いてかないでぇ」

　そう言って光宏にすがる二人は、アサミ同様、空を移動中にしっかり洗脳済みだった。

　いや、実に恥はずかしかった。月代にゲラゲラ笑われるそばで、彼女達を相手にあれこれと妄もう想そうを抱くのは。おかげで普ふ段だんと違い、萌えエンジンが全開になるまで、だいぶ時間がかかってしまった。

　ただ幸いなことに、いつかの時と違って、ヘンタイと罵ののしられることはない。同じ本の挿さし絵えから実体化していても、やはり召喚したのが光宏自身だと、その辺は都合よく変わってくれるらしい。

「ねぇねぇミックン、ここにいる人達、なんでみんなしてボク達のこと注目してるの？」

「気にしなくていいよ、カリンちゃん」

　一いつ斉せいにレンズを向けられる様に赤面しながら、光宏は三人の二次元娘を率いて、人ひと混ごみを割って進もうとする。ここから一番近いのは──確かウェイトレスのナナコだ。

　まあ、スムーズには行けそうもないが。

　人の数もさることながら、何より二次元娘がスルーされるような場所ではない。

「すみません、撮らせてください！」

「こっちにもお願いします！」

「カリンちゃんとアサミ様とナギサたんで、スリーショットでお願いします！　男性の方は入らないで！」

　いや、誰も撮っていいなんて言ってないし。そもそもコスプレじゃない。本物だ。

　何だか下りない方がよかったかもしれない──。そう後こう悔かいしつつ、光宏はナナコのもとへ向かって、さらに突つき進もうとした。

　だがその時──。

　突とつ如じよ目指す先で、何やら怪あやしげな煙けむりが噴ふき上がった。

　いや、果たしてそれを煙と呼ぶべきか。人混みの中で狼煙のろしよろしく鎌かま首くびをもたげたそれは、得体の知れない紫むらさき色いろをしている。文字どおり、「紫し煙えん」というやつだ。

　だが光宏がその正体を見み極きわめる前に煙は消え、同時に女の子の悲鳴が上がった。

「キャァッ！　な、何ですかこの格好は！」

　ナナコの声だ。いったい何が起きたのだろう。「この格好」って、もしや……。

　そんな光宏の不安に応こたえるように、ナナコの召喚主と思おぼしき男性の驚きよう愕がくの声が。

「ああ、僕のナナコたんが、いきなりフルーツまみれになった！」

「ま、またかっ！」

　思わず光宏は叫さけんだ。どんだけフルーツと縁えんがあるんだ、あの娘は。

　でも、さっき上空から見た時は、フルーツなんて載せてなかったはずだが。ひょっとしたら、今の変な煙の影えい響きようだろうか。じゃあ、あの煙っていったい？

　……などと考えている暇ひまはない。

「ダメです！　お客様、こんなの撮らないでくださいっ！」

　そんなナナコの萌えボイスに合わせて、周りに群がっていた男達が騒さわぎだしている。ただし驚おどろきや嘆なげきよりも、喜びが勝まさっているのは明らかだ。一刻も早く彼女を助けないと──と思うのだが。

「くそっ、進めない！」

　頑がん張ばって足を踏ふみ出そうにも、やはりこの場所では物理的に無理があった。

　しかも騒ぎを聞きつけた大勢の野次馬が、ナナコの周囲に群がりつつある。それこそ月代みたいに空から行かなければどうにもならないが、当の月代は相変わらず撮さつ影えい会かいの真まっ只ただ中なかで。

「どうしよう！」

　打つ手が見み出いだせなくなった光宏は、仕方なく味方の萌えっ娘三人を振ふり返ってみた。

「うん、どうしようかなぁ」

　カリンが首を傾かしげながら、こちらの言葉をそのままリピートした。

「どうしようもありませんわね。このままナナコ様には耐たえていただきましょう。フフッ♪」

　アサミは相変わらずＳだし。

「わ、私もここにいたら、あんな目に遭あっちゃうの……？」

　ナギサは泣きそうになっているし。

　ああ駄だ目めだ。このメンバーじゃ、ナナコ救出の助けにはならない。

　そこへ光宏の耳に、今度は別の方から新たな悲鳴が飛んできた。

「ちょ、ちょっとぉ！　何で私がこんな格好しなくちゃならないわけ？」

　ユキだ。しかも、これまた良からぬ台詞せりふのような気が。

「こ、こんなの丸見えじゃないのよぉっ！」

「ま、マルミエって……」

　いったい何がマルミエなのか。あいにくここからでは、全然様子が分からない。

「ご主人様、もどかしそうですわね。いろいろな意味で」

「アサミさん、ニヤニヤしながら変なこと言わないでください……」

　メイドにいじられつつ、光宏はおろおろするばかりだ。しかもそうこうしている間に、騒ぎはそこかしこに広がっていく。

　立ち上る怪しい煙と、羞しゆう恥ちに悶もだえる二次元娘むすめの悲鳴。そして盛り上がる男達の歓かん声せい。これがセットになって、あちこちから響ひびいてくる。それはまさに音で構成された地じ獄ごく絵え図ず。もしくはちょっとした桃とう源げん郷きよう。

「何だこれは！　いったいどうなってるんだ！」

　こうも良からぬ光景が──いや、あいにくどれぐらい良からぬのかは確かめようがないけど──同時にあちこちで展開するなんて、ただ事じゃない。

　まさか月代が大衆を煽あおって、何かやらかしてるのか。いや、しかしあいつはまだ撮影中みたいだし、だいたいあんな煙は噴かないはずだ。じゃあ何が原因でこんなことが……。

「ミックン、タマ先せん輩ぱいが！」

「えっ？」

　カリンに言われて光宏が顔を上げると、ちょうど人ひと混ごみの二・五メートル上空をジャンプ中のタマミの姿が、目に入った。

　真っ黒な毛皮のローブをなびかせ、そのまま弧こを描えがくように、人の中へ落ちていく。と思いきや、再びジャンプ。

「あ、カリンちゃん！　助けてくださいニャ！」

　こちらにカリンがいると気づき、ネコミミ娘は上空から懸けん命めいに救いを求めてきた。その様子から見て、何かから逃にげているらしいのは間ま違ちがいない。

「タマ先輩、どうしたのっ？」

「襲おそわれてます──」

　ニャ、と付け加える前に、タマミの言葉が止まった。

　そして光宏は見た。例の紫色の煙が、どこからともなく彼女めがけて飛んできたのを。

　ただし普ふ通つうの煙と違って、ふわふわ漂ただようような代しろ物ものではない。ボール状の塊かたまりのように集合し、モワモワと怪しいオーラを漂わせて飛行する、現実には存在しないであろう謎なぞの物体。

　そう。おそらくは、これも二次元だ。

「ニャーッ！」

　空中で塊の直ちよく撃げきを受けたタマミが、悲鳴を上げて地に落ちた。

　その瞬しゆん間かんから、すでに彼女に異変は始まっていた。ネコミミ娘の身体からだにこびり付いた煙の一部が、まるで蛇へびのようにのたくり、そのコスチュームを作り変えていく。

　露ろ出しゆつを抑おさえていたローブやロングスカートが溶とけてなくなり、代わりに彼女の身を覆おおったのは、毛皮のハイレグビキニ。しかも、もちろん黒。加えて首元に、鈴すずを添そえた真っ赤な首輪が取り付けられる。

「イヤァッ！　ニャ！」

　突とつ如じよ破は廉れん恥ちな着せ替かえを施ほどこされ、タマミが顔を真っ赤にして叫さけんだ。

　だが、それを助けようとする観衆はいない。むしろ盛り上がり、しきりにカメラを向けているのは──やはりタマミが二次元だからだろうか。

　きっとそうだ。これで相手が生身の三次元なら、もっと理性をもって行動できるのだろうが……。

「大だい丈じよう夫ぶ、タマミちゃん？」

　慌あわてて手を差し伸のべる光宏。だが混乱しているタマミは、それにすがるどころではない。というか、そもそも今の光宏は彼女の相方でもご主人様でも飼い主でもないわけで。

「さ、触さわらないでくださいニャ！」

　逆にカプリと嚙かみつかれてしまった。ちょっとショックだ。

　しかも周りの男達からは、「レイヤーに触ふれるな！」とか「マナー違い反はんだ！」とか騒さわがれるし。もう何が何だか。

　それに──だいたいこの紫むらさき色いろの煙けむりは何なんだ。女の子のコスチュームを際きわどくする物質？　そんなアホなものがあるのか？

「また来るよ、ミックン！」

　背後でカリンの声が響く。それに反応して光宏が振ふり返った刹せつ那な、再び人混みをすり抜ぬけて飛んできた紫し煙えんが、新たな標的に命中した。

「きゃっ！」

　ナギサだ。身を庇かばうようにしておろおろしてたところを、ピンポイントで狙ねらわれたらしい。

「ひゃぅ、私の水着がぁっ！」

　例によって真っ白なカラーに変へん更こうされていく様を、光宏は呆ぼう然ぜんと見みつめる。

「見ないでぇっ！」

　そう言われても困る。

　というか、観衆を無視してナギサのみを狙ったり、逃げるタマミを追いかけたりしてるところから見て、決して無差別に放たれたものではない。明らかに二次元娘のみをターゲットにしている。

　どこだ。いったいどこから──。

「──あそこですわね」

　アサミがすかさず察知してくれた。ここから見て、ほぼ正面の方向。ただし例によって人の波が、行く手と視界を大きく阻はばむ。

　そこをすり抜けるようにして、新たな紫煙弾だんが。

「……あら」

　堂々と構えていたメイドをボフンと直撃し、セクシーなランジェリー姿に変えてしまった。

　こちらもちょうど紫だ。しかも、見えそうで見えない絶ぜつ妙みようなシースルー。もっとも、それで恥はずかしがるような彼女ではないけど。

「これは──少々おイタが過ぎますわね」

　軽く憤いきどおりつつも、そのボディラインを隠かくそうとは一いつ切さいせずに、なおも堂々と佇たたずむ。逆に大おお騒さわぎしているのはカリンの方だ。

「どうしようミックン！　ボク、こんな格好になるのやだよぉ！」

「カリン様、こんなとは、どういう意味でしょうか」

　何やら癇かんに障さわったらしきメイドが、あられもないコスチュームのままカリンを睨にらんできた。が、この期ごに及およんで悠ゆう長ちようなやり取りをしている場合でもない。おそらくこのままいけば、次はカリンの番に違いない。

　今はとにかく、あの煙の正体を突つき止めないといけない。出所は分かった。あとはそこへ向かうだけだが──さすがに空でも飛ばない限り難しいか。

　飛ぶといえば、天使のメイだ。しかし彼女は紗衣と一いつ緒しよで、ここにはいないし。

「カリンちゃん、空を飛ぶような魔ま法ほうとか、使えない？」

　仕方なく駄だ目めもとでカリンに訊きいてみた。答えは芳かんばしくなかったけど。

「ダメだよ。ボク攻こう撃げき魔法しか使えないもん……」

　ああ、そうだったよね、確か。原作者がそう設定しちゃったんだし。だったら従うのがファンってものだし。

「ドカンと撃うっちゃう？　冥王炎舞ハデス・フレア」

「いや、さすがに捕つかまると思う……」

　冥王炎舞──それはカリンが放つ、最大の攻撃魔法だ。小説の中でミツヒメを吹ふっ飛ばし、現実世界では月代のタコやスライムを吹っ飛ばしてきた。その威い力りよくはお墨すみ付つきだが、おかげでアサミの鞭むち以上に危険物なのは確定済み。

　しかしここを切り抜けるには、多少強ごう引いんな手段はとった方がいいのかも。さっき月代が、タコで適当に蹴け散ちらしたみたいに──。

「ご心配なく、ご主人様」

　だが、悩なやむには及ばなかった。あられもない姿に剝むかれてついにやる気を出したアサミが、臆おくすることなく前に踏ふみ出し、観衆に向かって言い放った。
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「そこでわたくしにカメラを向けてるヘンタイ野や郎ろうの皆みな様、興奮するのは構いませんが、でしたらわたくしの命令ぐらいは聞けますわよね？　さあ、とっとと道を空けなさい！　この××××どもっ！」

「は、はい！　アサミ様ぁっ！」

　アサミの挑ちよう発はつ的な発言に、カメラを構えた男達が傅かしずくようにして道を空ける。さすがＳメイド。まるでモーゼだ。

　呆あきれつつも頼たのもしく思いながら、真っ二つに割れた群衆の川の向こうを、光宏は見た。

　目を凝こらす必要もない。十メートルにも満たない先に、目的の存在が立っていた。

　紫むらさき色いろの煙けむりを全身にまとう、怪あやしい人ひと影かげ──。

　その正体が何かは分からない。相手のやってることがやってることだけに、緊きん張ちよう感かんは今一つ湧わかないが、それでも光宏は恐おそる恐る、影に迫せまるように歩を進めた。

　背後には、カリンがピッタリ張り付いてくる。彼女を守るためにも、ここは自分が頑がん張ばらないと。

　そう覚かく悟ごを決め、光宏は影に向かって叫さけんだ。

「おい、お前は何者だ！」

　その声に──影を覆おおっていた煙が霧む散さんし、ついに中から本体が現れた。

　ショートヘアに黒い衣い装しようをまとった、小こ柄がらな少女。その顔にはうっすらと、邪よこしまな笑えみが浮うかんでいる。

　ただしもちろん、月代ではない。あいつは三次元だが、今目の前にいる少女は二次元だ。そしてあいつはゴスロリだが、今目の前にいる少女は──。

　タキシードだ。

　その背にはコウモリの翼つばさ。お尻しりからは、尖とがった尻しつ尾ぽ。

「ま、まさか……」

　思わず呻うめく光宏に代わり、カリンがその名を叫んだ。

「あなたは──ミツヒメっ！」

　そう、ここにいるのは。

　このコスプレ広場に集まった二次元美少女達に、ひたすらイヤラシイ攻こう撃げきを繰くり出していたヘンタイ野郎の正体は。




　光宏自身だった。




　　　　４




　思いもよらぬ出会いに、光宏はその場に立ち尽つくした。

　紗衣が原作を描かき、美春がそれを小説に起こした、「カリンのどきどきミラネルライフ」。そこに登場する敵役・ミツヒメは、光宏をモデルにした、シリーズオリジナルのキャラクターだ。

　原作は下描きのみ。完成品は小説。そんな事情から、ミウミキャラであるにもかかわらず、唯ゆい一いつイラストが存在しなかった二次元娘むすめ。

　そう、紗衣が自分の同人誌に、その姿を描き下ろすまでは。

「やあ、カリンたん！」

　ひとり戦せん慄りつする光宏を無視して、ミツヒメは己おのれの標的であるカリンに、馴なれ馴れしく呼びかけた。

「何だか凄すごい数の人だね。魔界から召しよう喚かんされたばかりでよく分からないんだけど、ここどこ？　エッチな本がいっぱい置いてあって、僕感動しちゃったよ♪」

「どこって……そんなのボクだって知らないもん！」

「あ、そうなの？　じゃあ僕とカリンたんの愛の巣ってことにしよう。さ、チューしよ、チュー」

「絶対やだ！」

　美春の小説に忠実に、いつものノリで言葉を交かわすカリンとミツヒメ。これだけなら、まるでミウミワールドの一幕を切り取って、コスプレ広場で披ひ露ろうしているだけに過ぎない。

　だが、忘れてはいけない。彼女達には、それぞれに支配権を得た主がいることを。

　カリンは今、光宏の思い描くままに動いている。そしてミツヒメにも──同じように操あやつっているやつがいるはずだ。

　それは美春の本を買ってミツヒメの設定を知り、紗衣の本を買ってミツヒメの姿を知った者。二冊合わせてのお買い上げはありがたいが、よりにもよって抜ぬけ出させたのがミツヒメでは、笑って済ませられない。

　いや、笑ってもいいんだろうけど、絶対笑いたくない。個人的に。

「誰だれだ！」

　だから光宏は、辺りに向かって叫んでみた。

「ミツヒメなんか呼び出したのは、誰なんだ！」

　その声に応こたえて、人ひと混ごみの中から、一人の男が歩み出てきた。

　歳としは二十代前半。伸のび気味の髪かみに、度の強いメガネ。服装は黒の半はん袖そでカラーシャツにジーパンという、何だかどこかで見覚えのある──。

「って、あなたは……」

「あっ！　きみは！」

　男が叫んだ。やはり相手も、光宏のことを知っているらしい。というかコレって。

「神村しづるさん……ですよね？」

「そうだとも！　そしてきみは、あの時アサミたんに服従していたドＭ少年！」

「いや、Ｍじゃないです……」

　大きく溜ため息いきをつきたい気持ちでいっぱいになりながら、光宏はうんざりした顔で、目の前に現れた男を見やった。

　神村しづる──エロカワイイ萌もえっ娘こを描くことで定評のある、プロのイラストレーターだ。そういえばうちのブースで本を買ったと聞いたが、あろうことか、ミツヒメを呼び出したのがコイツだったなんて。

　しかしおかしい。神村しづるの好みは、もっとストレートに服従してくれる女の子だったはず。

「いったい何で、ミツヒメなんかを……」

　光宏が眉まゆをひそめて訊たずねると、神村は鼻息も荒あらく即そく答とうした。

「何を言うかっ！　ミツヒメたんこそ、ボクが歌川ミウミワールドに臨んでいた、究極のエロキャラだっ！」

「いや、究極って……」

　そんな風に言われる筋合いはないんだけど。

「究極も究極だ。この本を見ろ！　ミツヒメたんというキャラクターが一人出ただけで、『ミラージュ・ネル』の世界が一気にエロくなったじゃないか！」

　そう言いながら、神村は手に提さげていた紙かみ袋ぶくろから例の二冊の本を取り出し、これ見よがしに上に掲かかげる。

「ボクは考えたんだよ。もしこの中から、あの時みたいに一人呼び出せるとしたら、誰がいいか──。そして出た答えが、ミツヒメたんだったのだ！　彼女さえいれば、すべての二次元がエロくなる！　ミツヒメたんには、すべてをエロに変える素す敵てきな力があるんだっ！　で、その力を利用して、ボクはあんなことやこんなことをっ！」

「あの、べつにそんな力ないですってば……」

　勝手に変な能力を与あたえないでほしい。一応これ、自分なんだから。

　そう思いながら光宏は、改めてミツヒメの方を見た。

　相手は背中のコウモリ羽をバタつかせて浮ふ遊ゆうしながら、嫌いやがるカリンに無理やり抱だきつこうと、しきりに追い回している。あの小説の設定と、決して矛む盾じゆんしているわけではない。

　だが、それでも認められるわけがない。

　ミツヒメは自分だ。自分自身の尽つきることない煩ぼん悩のうが、紗衣の嫁よめを奪うばって止やまない浅ましさが、擬ぎ人じん化かされて生まれたものだ。いくら大好きな歌川ミウミのキャラといえども、こいつだけは抜け出させてはならない。

「おいミツヒメ！」

「んー、何？　男に用はないんだけど」

　光宏の呼びかけに、タキシードの悪あく魔まっ娘は、実に気のない素そ振ぶりで応える。何だか妙みように月代とダブっているところが、実に不ふ愉ゆ快かいだ。

「今すぐイタズラをやめろ！　もしくは絵に還かえれ！」

　苛いら立だちを募つのらせながら、光宏は己おのれの分身に向かって叫さけんだ。

　もちろん、自分が絵だと自覚してないキャラには、理解不能だったようだけど。

「絵？　何それ。僕は魔ま界かいから来たんだよ？」

「そんな設定なんかどうだっていい！　とっととこの場から──」

　消えろ、と叫び、光宏は悪魔に摑つかみかかった。

　両手を前に突つき出し、腕うで全体を使ってその身体からだを押さえ込もうとする。だが、その手がミツヒメに触ふれた途と端たん。

「うっ……」

　何やら異様な感かん触しよくが、指先に当たった。

　タキシード越ごしの薄うすい胸むな板いたから控ひかえめに膨ふくらむ、微かすかに柔やわらかいもの。って、これ……。

「やだなぁ、キミってばどこ触さわってんの？　このス・ケ・ベ[image: ]」

　顔を赤らめニタニタするミツヒメ。その様に光宏は、思わず全身に鳥とり肌はだを浮うかべ後あと退ずさる。

　考えてみれば、こいつも一応女の子だ。そりゃ当然付いてるわな……。

「おや、どうしたんだい？　急にやる気を失って」

　神村がこれまたニヤニヤしながら、光宏を挑ちよう発はつしてきた。

「胸の感触にビクつくとは、初うい々ういしいね、きみ。ちなみにミツヒメたんは女の子だけど、オトコノコの部分も付いてるっていう設定だよ。ボクの中では」

「そんなアホな設定付けんな！」

　何だそのマニアックなシロモノは。そもそも紗衣の意向にないような設定を後付けするなんて……ああそうか。これが二次創作か。

　なるほど、原作者の手を離はなれて他人に操あやつられている以上、ここにいる二次元娘達は、みんな二次創作にも等しいのだ。そんな中でミツヒメの超ちよう設定ぶりだけが激しいのは、召しよう喚かん主である神村しづるが、性的な展開を無む駄だに期待したから。

　言わば、エロを描かくためにキャラを改変したのだ。

　それを悟さとった瞬しゆん間かん──光宏はついに吹ふっ切れた。

「カリンちゃん」

　後ろから様子を見守っていたヒロインに向かって、呼びかける。

「なあに、ミックン？」

「──冥王炎舞ハデス・フレアを、お願い」

　遠えん慮りよはいらない。こんな形の二次創作など、紗衣は望んでない。今のミツヒメは消えるべき存在なのだ。

「いいの？　でも、捕つかまっちゃうんでしょ？」

「あ……捕まらない程度にお願い」

「分かったよ、ミックン！　ボク頑がん張ばるね！」

　どの程度分かってくれたかはともかく。カリンは頼たのもしく頷うなずき、颯さつ爽そうと前に進み出た。

　対するミツヒメは、愛いとしの魔導士見習いが寄ってきたことに興奮して、文字どおりハァハァしている。見てて気持ち悪いったらない。

　そんな相手にカリンも半ば引きつつ、しかし両手はしっかり掲かかげ、声高らかにいつもの呪じゆ文もんを読み上げる。

「冥王の名のもとに命ずる！　邪よこしまなる妖よう魔まよ、その身を業ごう火かに……って、あれ？」

　ふと、その呪文が途と中ちゆうで止まった。

　理由はただ一つ。この土ど壇たん場ばで唐とう突とつに、カリンとミツヒメの間に飛び込んできたやつがいたからで。

「ちょっと待ったぁ！」

　何やら興奮気味の声でそう叫び、ミツヒメを庇かばうように立ちはだかったのは、他ほかでもない。撮さつ影えいを終えてようやく現場に復帰した、月代だった。

　すでにタコは回収したのか連れてないが、しかしその右手には、あのメタリックブルーのペンタブレットが構えられている。こいつ、やる気だ。

「いやぁ、危ない危ない。もうちょっとでこんなおいしいシーンを見み逃のがすところだったよ。っていうか何このキャラ。コイカワの小説に出てたやつでしょ？　いつの間に絵になってたの？」

　そう言いながら、ミツヒメの方を振ふり返ってニヤニヤする月代。思えば、当然こいつもミツヒメとは初対面なのだ。

　いつもは盗とう聴ちようやらハッキングやらを駆く使しして、紗衣の新作を探さぐっているくせに、今回それをしなかったのは……やはりコミケ前で忙いそがしかったからだろう。

　ともあれ、この予期せぬ闖ちん入にゆう者しやを前に、カリンの攻こう撃げきが止まったのは間ま違ちがいない。しかも月代の姿を見た神村が、大喜びで寄ってくるし。

「あ、神ではないですか！　どうもその節は！」

「よお久しぶり！　誰だれだっけ？」

　忘れてるのかよ、おい。

　神の心ない御お言葉に、肩かたを落とす神村。何だか見てて哀あわれだが、月代はさして興味もないらしい。今彼女が注目しているのは、あくまでミツヒメ一人のみ。

「いいねぇ。こんなエロキャラ、使わない手はないね！」

　神村と同じようなことを言いながら、月代はペンの先せん端たんを、ミツヒメに押し当てた。

　ミツヒメに拒こばむ様子は、ない。

「ミツヒメたん、今からキミは私のシモベだよ？」

「うん、いいよ。僕も男より女の子に仕える方が好きだし。それに──キミとは気が合いそうだ」

　そう言って、光宏の分身である悪あく魔まは、あっさりと己おのれの主人を乗り換かえた。

　よりにもよって、最悪の主人に──。

「いけない！　カリンちゃん、早く魔法を！」

　光宏が叫さけぶが、すでに遅おそい。このわずかな隙すきを突つき、ミツヒメはその身体からだから、再び邪な紫し煙えんを噴ふき上がらせた。

「さあ、カリンたんもエロコスにしてあげる！」

　明らかに余計なお世話としか思えない台詞せりふを吐はき、身にまとった煙けむりをカリンに向けて撃うち放つ。一方カリンも、負けじと早口で呪文を詠えい唱しようするが。

「冥王の名のもとに命ずる！　邪なる妖魔よ、その身を業火いやゃぁぁぁっ！」

　やはりそのタイムラグが仇あだになった。カリンの身体は紫煙の直撃を受け、瞬またたく間まに衣い装しように変化を来きたす。

　ノースリーブのへそ出しトップスに、丈たけの短いプリーツスカート。そして両手にポンポン──。

　ここに来てまさかのチアガールだ。ただし服のサイズは必要以上に小さい。おかげで谷間やらアンスコやら、あまり見せるべきでない部分が大注目を浴びている。

「な、何これ！　やだよぉ、こんな格好！」

　小説の中と同じ羞しゆう恥ち心しんに襲おそわれ、カリンは真っ赤になっておろおろする。だが逆に、周りの連中は大盛り上がりだ。

「チアだ！　カリンたんがチアになった！」

「ぜひ撮とらせてください！」

「ポーズはハイキックで！」

　神村を始め、みんなしてテキトーなことを騒さわぎ立てる。おかげでカリンはますます赤くなり、しまいにはその場にうずくまってしまった。

「ミックン、アサミちゃん！　ここにいる人達、みんなエッチなことで頭パンパンだよぉ！」

　まったくもって否定できない嘆なげきだった。

　しかしこれでは勝負にならない。本当に危険なのは、これからだというのに。

「さて、そろそろ本番と行こうか、ミツヒメたん」

「おっけー、まいますたぁ」

　棒読みの英単語を口にしつつ、ミツヒメは翼つばさを広げ、ふわりと宙に浮うき上がる。そしてその尻しつ尾ぽを風船の紐ひもよろしく摑つかむ月代。いったい何をする気なのか──。

「ククッ、見せてあげるよ煩ぼん悩のう野や郎ろう！　私のリペイントによって、最強と化したミツヒメたんの実力を！」

　月代の言葉に合わせて、ミツヒメの両りよう翼よくがギラリ、と輝かがやいた。

　まるでソーラーパネルの如ごとく、天から降り注ぐ太陽光が集中している。しかし、一たびこの翼に吸収されたエネルギーは、もはや神聖な力など持たない。本来光には存在しないはずの漆しつ黒こくを帯び、たちまち邪じや悪あくなレーザーとなって、再び両翼から解き放たれる。

　その範はん囲いは、コスプレ広場全域。ここに集められた二次元美少女、全員に向けて。

「キャァッ！」

「くっ！」

　光宏の目の前で、カリンとアサミもまた、その直撃を受け悶もん絶ぜつする。だが、その光に殺傷能力があるわけでは、決してない。

　それよりも、もっと最悪なことが起きた。

「さあカリンたん、こっちに来なさい」

「はい、月代さま……」

　月代に言われるままに、フラフラとそちらへ歩いていくチアガールのカリン。さらにそれへ続くようにして、ランジェリー姿のアサミが。

「わたくしも……月代様のメイドになりますわ。従順にお仕えしますから、おそばに置いてくださいませ……」

　同じくフラフラと、月代のもとへ歩み寄っていく。

　この異変は広場中で起きた。あちこちに点在していた美少女達が、一度消失し、月代のそばで再度実体化する。ナギサが。ナナコが。ユキが。タマミが。その他ほかにも、様々なキャラが──次々と月代のもとへ集まってくる。その数、総勢二十二名。

　この現象、さっきも見た。カリンが召しよう喚かん主を変えた時と同じだ。

　つまり──月代が新たな召喚主になったのだ。ここにいる二次元美少女全員の。

「説明しよう！　ミツヒメたんは私の萌もえ心を尻尾から吸収し、熱エネルギーと融ゆう合ごうさせることによってそれを増ぞう幅ふく。翼から一気に放出して、萌えっ娘この支配権を奪うばうことができるのだ！　言わば間接リペイント能力だ！」

「何だよその都合よすぎる設定は！」

　それじゃ今のミツヒメは、悪魔っ娘の形をしたペンタブじゃないか。……いや、すでにペンですらないけど。

　そして月代はふんぞり返り、この理解不能なアトラクションを見守る群衆に向かって、叫んだ。

「みんなー、撮さつ影えいオッケーだよ！　このエロい二次元軍団を撮らないと、末代まで後こう悔かいするよ！」

　その声に焚たきつけられ、周囲から「わーっ！」とドエライ歓かん声せいが湧わき起こる。それに応こたえるように、あられもないコスチュームでセクシーポーズを取る萌えっ娘一同。

　もはや守られるべき秩ちつ序じよは破られた。この広場全員の理性が潰ついえるのも、時間の問題だ。

（ダメだ、このままじゃ……）

　背後から詰つめかけてくる観客達に押されながら、光宏は考えた。

（早く何とかしないと！）

　そのためには、手段は二つ。紗衣を待つか。あるいは──。
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「みんな、僕を見てくれ！」

　光宏は叫さけんだ。月代に群れる少女達に向かって。

「みんながすがる相手は月代なんかじゃない！　僕のところへ戻もどってくるんだ！」

　自分に残されたもう一つの手段。それは最初に東館でアサミ達を正気に返した時と同じ。彼女達の支配権を奪い返すこと。対象となる美少女は大人数。ライバルは、理性の失われたオタク全員。

　しかもそのライバルの中に、月代とミツヒメという最大の敵が控ひかえている。

　正直、難易度は高いと思う。しかしここで事態を見過ごせば、自分は月代の言う「萌えはエロ」の理論に打ち負かされたも同然だ。

　それだけは避さけたい。自分の理性のためにも。紗衣の、萌えっ娘への純愛を守るためにも。

　だから示さねばならない。自分の萌え心は誰だれにも負けないのだ、と。

　この胸に、ただのイラストに魂たましいを宿せるほどの強い想おもいを、抱いだいているのだ、と。

「カリンちゃん！」

　まずはカリンから──。

「僕は覚えているよ。君が初めて、ベッドに潜もぐり込んでいた時の衝しよう撃げきを」

　紗衣に告白してふられ、その反動で召喚してしまった魔ま導どう士し見習い。イラストが抜ぬけ出るという、生まれて初めての体験を心行くまで堪たん能のうさせてくれた、決して忘れ得ぬ二次元美少女。

　その正体がボクっ娘だと知った後も、彼女の無む邪じや気きさに振ふり回されたくて、たびたび召喚してしまう。それほどまでに、自分はカリンのことが大好きだ。

「アサミさん！」

　そしてアサミ──。

「君が神村しづるに捕つかまった時、僕に助けを求めてきてくれたこと。今でも嬉うれしいと思ってる」

　紗衣が、「これ以上私のカリンを盗とらないように」という意味を込こめて光宏のために描かいた、ドＳメイド。あの時はそっちの方向に興味が持てず、その結果神村に召喚されてしまったけど、そんな彼女を助け出したのは自分だった。

　今と同じだ。厳しさの中に愛を滲にじませる彼女を、もう一度救い出してみせるのだ。

「ナギサちゃん、あの時プールで酷ひどいことをしてごめんね。ユキちゃん、君が僕のために生まれてくれたこと、本当に嬉しく思ってるよ。ナナコちゃん、おいしいアイスティーと素す敵てきな笑え顔がお、またごちそうしてほしいな──」

　一人ずつ、出会いの記き憶おくを蘇よみがえらせ、その心に訴うつたえかけていく。具現化した時のこと。そして、サイトに載のった時のこと。彼女達一人一人との思い出があればこそ、この萌え心は──愛情は、誰にも引けを取らないはずだ。

　だがその愛は、果たして届いているのか。少女達は相変わらず、月代の声に従って、観衆達を楽しませているけど。

「タマミちゃん、初めて君を見た時のこと、僕は絶対に忘れない。『ミラージュ・ネル』のトップページで、おしとやかそうに微ほほ笑えんでいた君に会った時から。そう、北原さんの絵を見た時から──。僕は君達全員を大好きになると、そう決めたんだ」

　最後にタマミに呼びかけた。

　だがその途と端たん──。

「ああもう、うるさいんだよさっきから！」

　月代がついにキレた。

「なんか邪じや魔まだね、キミ。退場してもらっていいかなぁ？」

　果たしてその怒いかりが、本当に煩わずらわしさから来ただけのものか。それともタマミへの呼びかけが、旧サイトの記憶と絡からんだからか。月代はいつものにやけ顔を突とつ如じよ引き締しめ、サッと手を掲かかげる。

　そして、それを合図に動き出すのは、ミツヒメでもタコでもない。たった今光宏が心にアクセスしようと頑がん張ばっていた、二次元の少女達。

　カリンが攻こう撃げき魔法の呪じゆ文もんを唱え。アサミが鞭むちを構え。ナギサが鋭するどいヒレをかざし。ユキがビンタする気満々で──。

　またある者は剣けんを抜き、またある者は拳こぶしを固め。みんなが光宏に向かい、険しい顔で歩み寄ってくる。

「みんな、正気に戻ってくれ！」

　光宏が叫ぶ。それを遮さえぎるように、月代の哄こう笑しようがこだまする。

「無む駄だだよ。ミツヒメたんの洗脳力は絶対だ！」

　光宏を模して生まれた悪魔だからこそ。そして月代の妄もう念ねんが宿っているからこそ。そのパワーは底知れない。

　でも──そこには、愛など存在しない。

　だから光宏は信じた。自分の方が勝まさっているのだ、と。

　そして、力の限り叫んだ。




「みんな──愛してるよ！」




　始めに意識を取り戻したのは、カリンだった。

「……ミックン？」

　今まさに攻撃魔法を放とうとしていた手を止め、彼女はキョトンとした顔で、少年を見つめ返してきた。

「あれ、ボクどうしたんだろう。どうして大好きなミックンに、攻撃魔法なんて撃うとうとしたのかなぁ……。ねえ、アサミちゃん？」

「え？　わたくしですか？」

　パートナーの魔導士見習いから声をかけられ、続いてアサミが我に返る。

　そして手にした鞭と、光宏とを交こう互ごに見比べ、首を傾かしげ。

「あら、今ってオシオキの時間だったかしら？」

　まさに振り下ろさんとしていた革かわの鞭を、どこかへとしまう。

　ナギサもヒレをしまい、恥はずかしそうに。

「ミックン、ごめんね？　こんなの出してたら、ギュッてした時痛いよね？」

　そしてユキも。

「わ、私はべつに、ミックンの愛なんてどうでもいいんだけど……うん、ありがとう……」

　ナナコも。

「お客様、今度お店に来たら、たっぷりサービスしちゃいます！」

　タマミも──。

「失うせるニャッ、このジャマモノ！」

　いや、愛には応こたえず、躊ちゆう躇ちよなくその鉤かぎ爪づめを振り下ろしてきた。

「危ない、ミックン！」

　とっさに両手のポンポンを突つき出し、カリンがその一撃を受け止める。タマミはそれを見ると、すかさずネコそのものの瞬しゆん発ぱつ力りよくで横に跳とび、光宏に新たな攻撃を仕し掛かけてくる。

　いったいどうしたんだ。なぜタマミだけが──。

　カリンに防衛を任せ、光宏はもう一度少女集団を振ふり返る。

　そして気づいた。自分の想おもいが届かなかった相手が、タマミだけではないことに。

　自分のそばに戻もどって来てくれたのは、カリンを始めとするお馴な染じみの五人だけ。月代のもとには、いまだ呪符を構えた巫み女こが。レーザー砲ほうを向ける美少女アンドロイドが。拳を固めたチャイナ娘むすめが──。

「光宏ちゃん、覚かく悟ごだよ？」

　中から一人、真っ先に進み出たヒカルが、真まっ黒くろ焦こげのフライパンをかざす。さっきのミツヒメの攻撃で、衣い装しようが裸はだかエプロンになっているが、彼女はそんなことなど気にしてない。

　以前ホームセンターで見せた、柔にゆう和わな表情はそのままに。フライパンの中で踊おどる半はん壊かいした黒いオムレツを、光宏に向けて放り投げてきた。

　冷静に考えれば冗じよう談だんとしか思えない攻撃だ。しかしオムレツの中に秘められたその敵意は、光宏の心を打ち砕くだくには充じゆう分ぶんだった。

「そんな。ヒカルちゃんまで……」

「ミックン、ボッとしてたらやられちゃうよぉ！」

　呆ぼう然ぜんとする光宏を、横から割り込んだナギサが水のシールドを展開させ、とっさに庇かばう。マリンブルーの飛ひ沫まつに阻はばまれ、黒焦げになった玉子の塊かたまりが、コンクリートの床ゆかに派手に飛び散る。

　一方タマミはカリンともつれ合い、セクシー衣装でキャットファイトよろしく、辺りをゴロゴロと転がっている。アサミとユキ、ナナコも光宏の前に立ち、他の少女達からの攻撃を食い止めようとしているが──しかし不利には違ちがいない。

　何しろ数に差がありすぎる。こちらは五人。対して、月代のもとに残っているのは。

「……十七人？」

　とっさに人数を数え、光宏の記き憶おくに何かが蘇よみがえった。

　これは……そう、紗衣の家で同人誌の打ち合わせをしていた時。

　──ええ。今の画力で、全員を描かき直すわ。

　──何人かしら。

　紗衣のその問いに、光宏自身が出した答え。それもまた十七人だったはずだ。

　そして光宏は悟さとる。この二次元娘達を二つに割った、その法則を。

「おい月代、その娘達はもしかして……」

「……そうだよ、煩ぼん悩のう野や郎ろう」

　瞳ひとみにいつにない熱い光を宿し。月代は叫さけんだ。

「この娘達はみんな、私が歌川ミウミだった頃に描いていたキャラだよ！」

　だからこそ、彼女達に対する月代の想いは、光宏のそれよりもはるかに重い。

　どんなに仲なか違たがいしようとも。歪ゆがんだ感情が芽生えようとも。当時の月代が、紗衣と美春と三人で過ごした時間。その結けつ晶しようには変わりない。

「タマミたんもヒカルたんも、ヤヨイたんもマユたんも、ノアたんもリンリンたんも──」

　そこに立つ旧サイトのキャラ、十七人の名を次々に挙げ。

「みんな、『ミラージュ・ネル』で私が描いてきた嫁よめだっ！　渡わたしてたまるかっ！」

　感情を剝むき出しにして、月代は叫んだ。

　自分がもともとミウミであるというプライドと。

　紗衣に置いていかれた寂さびしさを、そこに秘め。

　だが。

「……それは違うわ、月代さん」

　頭上から響ひびいてきた声が、月代を静かに叱しかりつけた。

　同時に少女達の動きが止まる。味方のカリンやアサミ達。敵となったタマミやヤヨイ達。そして月代と、ミツヒメ。

　光宏もまたハッとして、陽ひの照りつける青空を見上げた。

　一つの影かげが、舞まい降おりてくるのが見えた。

　ついに来たのだ。

　もう一人の、歌川ミウミが。
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　空からメイに運ばれてコスプレ広場に降り立った紗衣は、その無表情な目を月代に向け、もう一度「違うわ」と繰くり返した。

　そんな彼女が連れているのは、メイのほかにもう一人。こちらは正規の露ろ出しゆつ過多衣装に身を包んだ、プラムだ。

　そのプラムを見る月代の表情は、どこか暗い。おそらくは、そこに美春の面おも影かげを見てか。

「ねえ月代さん──」

　大勢の嫁達を従え佇たたずむ月代に、紗衣はなおも言った。

「あなたなら……、そう、確かな画力を持つあなたなら、もう気づいているはずよ？　あなたの周りにいるその娘達が、あなたの嫁ではないことぐらい」

　なぜならこの少女達は、紗衣が同人誌のために新たに描き下ろしたのだから。

　原画は紗衣。着色も紗衣。仕上げから印刷、製本に至るまで、すべて紗衣。

「分かったでしょう？　月代さん、これが私の──あなたへの勝負の形」

　そう言って、紗衣は持参していた一冊の本を掲かかげた。もちろん、あのコピー本だ。

　表紙に集った十七人の旧キャラと、三人の隠かくしキャラが描き下ろされた、初めての「歌川ミウミ」名義の同人誌。そこに──月代の名残なごりはない。

「返してもらうわ！　私の嫁達を！」

　ポケットからメタリックピンクのペンタブレットを取り出し、紗衣は言い放った。

　しかし、そこで素す直なおに屈くつするような月代ではない。

「うっさい！　そんなぬるいコピー本なんか何だってんだ！　みんな私が過激にしてやる！　私を捨てた紗衣なんか、簡単に越こえてやるっ！」

　そう叫び返してかざす、ブルーのペン。

　もともとお揃そろいだったはずの二色のツールを隔へだて、二人の歌川ミウミは、真夏のビッグサイトの屋上で睨にらみ合った。
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　もはや光宏に手出しはできない。そして周りのオタク達も、この雰ふん囲い気きに押されてか、わけも分からないまま固かた唾ずを飲のんで様子を見守る。

　まず始めに動いたのは、紗衣だった。

「カリン、いらっしゃい！」

　そう言って突つき出したペンを、チア姿のカリンに押し当てる。

　それに合わせ、魔ま導どう士し見習いの衣い装しようが変化する。ピッチリと身に張り付いていたチアのコスチュームが紫むらさき色いろに染まり、瞬またたく間に広がって、元のローブに入れ替かわる。

　失われていた魔女帽ぼう子しも頭に載のり、すっかりリペイントの完かん了りようしたカリンは、本来の主に向かって笑え顔がおで応こたえた。

「やっと元に戻もどれました！　ありがとう、お姉さまっ！」

「ううん、ごめんなさいね。来るのが遅おくれて」

「そんなことないです！　ボク、信じてたもん。お姉さまが来てくれるって」

　健けな気げに甘えるカリンだが、紗衣との再会を喜ぶのはまだ早い。一方で月代もまたペンを振ふるい、そこに新たな僕しもべを生み出している。

「カリンたん、せっかく戻ったところで何だけど、久々にこいつを味わわせてあげるよ！」

　空中のキャンバスに線が走り、巨きよ大だいなタコの形となって具現化する。さらに続けてもう一体。顔の付いた大だい福ふく餅もちみたいなものが、タコの隣となりに仲良く飛び出してくる。

　こちらはスライムだ。月代お得意の、責め専用生物二体が並び、カリン目がけてウネウネと突とつ撃げきしてくる。

　だが、その柔やわらかな触しよく手しゆがカリンに触ふれようとした刹せつ那な──。

「待つニャ！」

　そう叫さけび、間に飛び込んだタマミが、するどい爪つめで二匹ひきの怪かい物ぶつを切り裂さいた。

　タコとスライムが大きく怯ひるみ、後あと退ずさる。いったい何が起きたというのか。まだ紗衣のリペイントは施ほどこされてないのに。

「……タマ先せん輩ぱい？」

「カリンちゃん……、分からない。私は今、なぜカリンちゃんを助けたのですか？」

　困こん惑わくするタマミは、そう言いながらもビキニ状の毛を逆立たせ、タコとスライムを威い嚇かくし続ける。

　その理由は、すでに紗衣の方が知っていた。

「タマミ、あなたがそうするのも当然だわ。だってあなたは、もう一方の本にも出てるのだから」

　紗衣が原案を描かき、美春がノベライズした同人誌──。タマミはその登場人物でもある。

　ならば、月代の呪じゆ縛ばくから放たれる可能性を秘めていて当然だ。

　紗衣はタマミに近寄ると、興奮する彼女を宥なだめるようにして、ペンでなぞった。

「タマミ。リペイント完了──っと」

「……すみません、お姉さま」

　毛皮のビキニをローブの形に戻され、タマミは微ほほ笑えんだ。

　紗衣はそれを見て微笑み返すと、後ろで控ひかえていたプラムに言う。

「プラム、みんなを呼び戻してちょうだい」

　そう頼たのまれたプラムもまた、タマミと同じ条件をもつ存在。過去に描かれ、小説の中で蘇よみがえったキャラクターだ。

「はい、お姉さま！」

　元気よく返事をし、プラムはさっそく、月代についたままの残る十六人に呼びかけた。

「みんな、そんなところで何してんの？　早くこっちに来ないと、このプラムがお姉さまのこと独ひとり占じめしちゃうわよ？」

　その声に、月代に操あやつられた美少女達の心が揺ゆれ動く。そして、大好きなお姉さまのもとに帰らなければ──という想おもいが一気に目覚めたか。

「……そうだ。戻らなくっちゃ」

　まずヒカルが先立って、こちらに向けて歩き出した。

　その後を、巫み女このヤヨイや妹のマユなど、他ほかの少女達が追ってくる。各々が手にしていた武器を捨て、愛いとしのお姉さまに向けて、まっすぐに。

　だが──果たしてそれは、彼女達の意志なのか。もともと二次元の少女に、自発的な感情があるのだろうか。

　光宏は、ふと思う。彼女達を操っていた月代こそ、最も紗衣のもとに戻りたがっているのではないか、と。だからこそ、その願望が反映されているだけなのではないか、と

　では、紗衣はどうなのか。あの同人誌は、本当に月代を拒きよ絶ぜつするためのものなのか。

「こら月代！」

　光宏の疑問に呼応し、プラムが叫んだ。まるで美春のような口ぶりで。

「あんたも──こっちに来ればいいじゃない」

　紗衣と美春の間に生まれた過去の少女は、そう言って、どこか寂さみしげな眼まな差ざしで月代を見つめる。

　これが、紗衣の本音なのだろう。

「戻ろうよ、月代ちゃん」

　フライパンを捨てたヒカルが振り返り、主に向かって囁ささやきかけた。

「あの頃ころ、とっても楽しかったもん。だから戻ろ？　ね？」

　しかし、それでも月代は動かない。

「……誰だれが行くか」

　独りになった今なお、「かつての親友」の誘さそいを意地でも拒こばむ。

　いや──独りではない。まだ残っているやつがいた。

「……ミツヒメたん」

「ん、なぁに？」

　まったく空気を読まない脳天気な声で、月代に応じる最後の二次元娘むすめ。

　本来は光宏の分身。しかし今は、月代の心を映し出す鏡。

「やっちゃって。ミツヒメたんの力で、みんなをもう一度この手に！」

「りょーかい。じゃ、タコさんとスライムさんもこっちにおいで」

　月代の言葉に頷うなずいたミツヒメは、二匹ひきの怪かい物ぶつを侍はべらせ、フワフワと前に進み出た。

　その邪よこしまな目が見つめるのは、二十四人の紗衣の嫁よめ達たち。すでにリペイントも完かん了りようし、本来の衣い装しようをまとって、大好きなお姉さまのもとに集結している。

　先頭に立つのは、カリンだ。

「ねえ、カリンたん」

　小説の中で散々追い回している標的に向かって、ミツヒメは言った。

「もし僕を倒たおせるなら──戻もどってやってもいいかもしれない」

　持って回った言い方だった。でも、おかげでやるべきことは見えた。

　カリンの肩かたに手を添そえ、紗衣が言う。

「カリン、派手に行きましょうね」

「うん、任せてお姉さま！」

　その言葉にコクンと頷き、カリンはいつもの呪じゆ文もんを唱える。

　ミツヒメを倒し、月代の心を取り戻すため──。

「冥王の名のもとに命ずる！　邪なる妖よう魔まよ、その身を炎ほのおに焼き焦こがせっ！」

　その瞬しゆん間かん、掲かかげられたカリンの両手に眩まばゆい光が宿り、激しい轟ごう音おんとともに、ミツヒメに向けて一気に放出された。

　カリンの必殺技、冥王炎舞ハデス・フレア。ようやく決まった──。

　……と、思ったのだが。

「効かないよ」

　両横に控ひかえたタコとスライムを消し飛ばされてなお、ミツヒメは宙に浮うきながら、涼すずしい顔で笑っていた。

　間ま違ちがいなく、直ちよく撃げきしたはずなのに。

「お姉さま、効かないって……」

　カリンが不安げにそう言うと、紗衣も眉まゆをひそめて押し黙だまる。光宏もまた唇くちびるを嚙かみしめ、自分によく似た悪魔っ娘こを睨にらみつけた。

　今の防ぼう御ぎよ。別段これと言って小細工が為なされたわけではない。あいつはただ純じゆん粋すいに、カリンの攻こう撃げきを弾はじいてしまったのだ。

　要するに、それほどまでに月代は頑がん固こだ──ということか。

「……どうしたのかな、紗衣？　そんなちんけな技わざじゃ、ミツヒメたんには勝てないよ？　この私の、最強の嫁にはね！」

　両手を腰こしに宛あてがい、月代が叫さけぶ。

　しかしカリンの力をもってしても無理だというなら、他ほかにどんな手を使えばいいのか。おそらく、ここにいる二次元娘の誰を立ち向かわせても、結果は同じになるだろうし。

　直接的な攻撃では駄だ目めだ。もっと何か、別の方法を取らないと──。

「ねえ、葛本くん」

　ふと紗衣がこちらを振ふり返った。

「お願いがあるの」

「はい。何ですか？」

　もしかして、分かったのか。あのミツヒメを打ち破る方法が。

　そんな光宏の期待は、とりあえず的中した。ただし、内容が無茶苦茶だったけど。

「萌えてちょうだい」

　顔色一つ変えず、紗衣は光宏にそう言った。

「……は？」

「萌もえるの。ミツヒメに萌えて、あの娘の支配権を奪うばってしまうの。葛本くんならできるでしょう？」

「……何を言ってるですか、北原さん？」

　いや、趣しゆ旨しは概おおむね理解できるけど。

　そもそも原作のミツヒメはただのやられキャラで、あんな風に凄すごい力を持ってるわけじゃない。それがカリンの魔法でビクともしないのは、彼女が月代とリンクしているからだ。

　神村しづるがミツヒメの能力をパワーアップさせたのと同じ理り屈くつだ。言ってしまえば、今のミツヒメは月代の二次創作も同然なのである。

　だから、その支配権を奪うことができれば──本来のミツヒメを知っている光宏が、それを成し遂とげれば、ミツヒメは元どおり、ただのやられキャラに戻るはずだ。

　……とまあ、筋は通るものの。

「無理に決まってるじゃないですか。あれって僕ですよ？　しかも北原さんの原作が回り回って、とんでもないマニアックなエロキャラになってるんですよ？　あんなのに萌えるなんて、いくら僕でも無理ですってば！」

　大いに顔をしかめ、光宏は思いっきり反論した。

　当然だ。確かに自分には、実妹似のユキに萌えた前科があるが、あれは別人だと思っていたからだし。いや、その後も懲こりずに何度か召しよう喚かんしてるけど、それも佐さ和わとは別人と割り切ってのことで。だから今回ばかりは、同じようなわけにはいかない。

「むしろ北原さんがやってくださいよ。リペイントして、ミツヒメを自分好みの萌えっ娘に変えちゃえばいいじゃないですか」

「嫌いやよ。だってあれ、どう見ても葛本くんだし」

　だが紗衣は真っ向から拒きよ否ひし、ついでにサラリと良からぬことを言ってくれた。

　今の台詞せりふの意味は……ああ、考えない方がいいかもしれないな、これ。

「とにかく私は萌えられないから、葛本くんが萌えてちょうだい？」

「いやいや、僕だって無理です！」

　互たがいに大役を押し付け合う紗衣と光宏。せっかくの解決策も、これでは実行不可能だ。

　だが他に手がないのも事実。それにグズグズはしていられない。こうしている間にも、ミツヒメはカリン達に迫せまりつつある。

「さあカリンたん、こんな戦い、さっさと終わらせちゃおうね？　カリンたんも他のみんなも、全員僕の嫁よめになるっていうハッピーエンドでさ。どう？」

「イヤだもん！　そんなの絶対にイヤっ！」

「聞き分けのないこと言わないでよ。だいたいカリンたん、僕に勝てなかったじゃん」

「次は勝つ！」

　ミツヒメの挑ちよう発はつに乗ったカリンは、そう言うと仲間達を振り返り、叫んだ。

「みんな、ボクに力を分けて！　みんなのパワーを合わせて、一気にミツヒメを吹ふき飛ばすんだよ！」

「分かりましたわ、カリン様」

　アサミが頷うなずき、横に立つ。続いてナギサとタマミが。さらにユキとナナコが。そしてプラムやヒカルや、大勢の美少女達が──全員が団結して、ミツヒメに立ち向かおうと、カリンに魔ま力りよくを集中させていく。

「──無む駄だだよ」

　だが、ミツヒメはそう言い切った。その後ろに立つ、月代の口の動きに合わせて。

「そんな古典的なネタで勝てるものか。ていうかさ、全員力を合わせるって言うけど……」

　その目が美少女達を舐なめ回し、中の一人で止まる。

　ミツヒメが注目した相手。それは──。

「僕の妹がそこに紛まぎれ込んでるんだから、無理じゃないの？」

　ユキだった。

　そういえばミツヒメの言葉どおりだ。二次元娘の中に一人、悪魔の肉親が交じっている。

　ミツヒメの妹、ユキ。姉のモデルが光宏なら、妹のモデルは佐和。正真正しよう銘めい、二人は血を分けた兄妹きようだいだ。

「ねえユキ、君だけでもこっちにおいでよ」

　再び仲間割れを起こさせるべく、ミツヒメは新たに、ユキに狙ねらいを定めた。

　それを受け、表情を強こわ張ばらせるユキ。もともと小説の中では、姉に対してツンデレらしい態度を取っていたが、果たしてここではどうなるのか。

「い、嫌よそんなの！」

　ツンデレ特有の焦あせり具合を見せながら、それでもユキは即そく答とうした。

「だ、誰だれがあんたなんかと一いつ緒しよにいてあげるもんですかっ！」

「いや、その言葉は要するに、『ほんとは一緒にいたいの！』っていうツンデレ語でしょ？」

「そ、そんなことないんだからぁっ！」

「うん、そんなことあるわけだ。ツンデレ的には」

　ニヤニヤ笑いながら、ミツヒメは的確にユキの弱点を突ついていく。一方ユキの方はといえば、どうにも格好がつかずに真っ赤になり、「うぅ～」と言葉にならない呻うめきを漏もらして、むくれるばかり。

「ユキちゃん、あんなやつの言葉なんかに惑まどわされちゃダメだよ！」

「わ、分かってるわよぉ！」

　どんなにカリンに諭さとされても、そこはツンデレ。どうしてもその不ふ審しんな態度の中に、揺ゆれ動く乙おと女め心ごころが見え隠かくれしてしまう。

　その様子に、ついにミツヒメが暴走した。

「ああもう可愛かわいいなぁ！　よし決めた！　実の妹でも構わない！　キミから襲おそう！」

　そう叫さけぶや、ユキに向かってまっしぐらに飛んでくる。

「いやぁぁぁぁ！」

　もはや大観衆を相手に展開する一大アトラクション会場と化したコスプレ広場に、ユキの絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。




　だが──ミツヒメの手は、ユキには届かなかった。

　なぜなら、その禁断の愛を強く拒こばみ、二人の間に飛び込んできた者がいたから。

「……よせよ」

　心の底から嫌けん悪お感かんを剝むき出しに、迫るミツヒメを正面から防ぎ。

　葛本光宏は、毅き然ぜんとした眼まな差ざしで悪魔を睨にらみつけた。

「いい加減、よせよ」

　もう一度そう言いながら、ミツヒメの両りよう腕うでを取り、押し返す。

　そんな今までにない光宏の迫はく力りよくに、さすがの悪魔も慌あわて出す。

「な、何だよキミは！　男に用はないんだけど？」

「そう？　でも、僕は用があるんだよ、君に」

　いや、「君」ではない。こいつは「僕」だ。

　ただその性格は、あまりにも違ちがいすぎる。だからつい、我が慢まんできずに飛び出してしまった。

「おい、ミツヒメ」

　怒いかりを孕はらんだ声で威い圧あつしながら、光宏はその手を、ミツヒメのある一点へと伸のばしていく。

「お前は、もっと僕らしくなれ」

「な、なぁに？　それどういうこと？」

「どうもこうもない！　いいかよく聞け、僕は！」

　この葛本光宏は、絶対に──。

「──実の妹なんかに萌えるわけがないんだっ！」

　力の限りそう叫び、光宏は思い切り握にぎり締しめた。

　ミツヒメの尻しつ尾ぽを。

　月代が摑つかみ、己おのれの心を増ぞう幅ふくさせていた、あの悪魔の尾おを。

「うにゃぁぁぁぁっ！」

　情けない声でミツヒメが絶叫し、倒たおれ伏ふす。握られたその尻尾から、モデルとなった少年の心を流し込まれて。

　ミツヒロは妹に萌もえない。ミツヒロは萌えっ娘こを襲わない。ミツヒロは萌えっ娘と一線を越こえない。ミツヒロは大好きな作品のエロを躊ちゆう躇ちよする。ミツヒロはヘンタイなんかじゃない。ミツヒロは歌川ミウミのキャラを愛している。ミツヒロの愛はプラトニックだ。ミツヒロは男だ。そして。

　──ミツヒロは、二次専なんかじゃない。
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　あらゆる葛本光宏の情報が、一挙にミツヒメに送り込まれたこの瞬しゆん間かん。

　本来ただのイラストであるミツヒメは、光宏という一個人から並々ならぬ強烈な思い込みを注がれ、その魂たましいを塗ぬり替かえる。

　それは「萌える」のとは違う、まったく新しい形のリペイント。モデルにされた光宏だからこそできた、究極の二次創作。

「あれ、僕は……？」

　そんな第一声とともに起き上がったミツヒメは、まるで長い眠ねむりから覚めたかのような目で、辺りを見回した。

　光宏はその様子に確信する。今のミツヒメは、紛まぎれもなく自分の分身になったのだ、と。

「ミツヒメ、君は──僕だ」

　光宏は、ミツヒメを助け起こし、そう答えた。

「君は僕なんだから、もっと僕らしく振ふる舞まえよ」

「う、うん……」

　顔に恥はじらいを浮うかべ、もはや性別すら不ふ詳しようになった悪あく魔まっ娘は、ゆっくりと頷うなずいた。

　そして立ち上がり、月代の方を見る。月代はいよいよ独りになり、黙だまってこちらを見つめている。

「月代……」

　そんな寂さみしげなゴスロリ少女に向かって、ミツヒメは辛つらそうに、言った。

「ごめん、月代。僕はもう、君と一いつ緒しよにはいられない」

「う……」

　月代が小さく呻く。いつもならここでヒスを起こして泣き喚わめいているところだが、今日はおとなしい。

　何かを懸けん命めいに堪こらえているのだろう。その様子にミツヒメも心を打たれたか。

「本当にごめんっ！」

　もう一度頭を下げた。

　そして、こちらへ向き直り。

「だって僕は……」

　そう言いながら──唐とう突とつに、あらぬ方向へ進み出す。

　光宏でもなく、カリン達の方へ向かうでもなく。もちろん神村しづるのもとなんかへは戻もどりもせず。

「僕が本気で一緒にいたい人は、一人だけだからっ！」

　堂々と叫さけび、ミツヒメは猛もう然ぜんと走った。

　よりによって、横から事態を眺ながめていた紗衣のもとへ向かって。

「好きだ北原さんっ！　大好きだっ！」

「ちょっと待てミツヒメっ！　この節操なしがっ！」

「煩ぼん悩のう野や郎ろう、空気読めっ！」

　光宏と月代が仲良く同時にツッコむが、光宏の心を百パーセント反映させた悪魔っ娘は止まらない。キョトンとする紗衣目がけて一気に駆かけ寄ると、いまだ本物の光宏さえろくに触ふれたことのない彼女の身体からだを、遠えん慮りよなく抱だき締めようとする。

　だがその瞬間、今までの流れを台無しにするこの暴挙にブチ切れたのは、紗衣でも、光宏でも、月代でもなく──。




「こらミツヒメボクのおねーさまに何すんのっ！　冥王の名のもとに命ずる邪よこしまなる妖よう魔まよその身を炎ほのおに焼き焦こがしぇぇぇっっっ！」




　嫁よめ達たちを代表して──あるいは主である紗衣の意志のままに──錯さく乱らんしたカリンが、全員の魔力を結集させた巨きよ大だいな一いち撃げきを、ついに解き放った。

「うにゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　真夏のコミケ会場に、愛いとしい嫁達の怒ど声せいと、大爆ばく発はつの轟ごう音おんと、悪魔っ娘少年の断だん末まつ魔まの叫びが、三つ揃そろってきれいに響ひびき渡わたったのだった。




　　　　７




　そんなこんなで午後三時。

　再び西館に戻ってきた光宏はゲッソリやつれ、すでに精せい根こん尽つき果てた顔になっていた。

　あれから紗衣と月代と三人で、運営スタッフにこってり絞しぼられてきた。まあ、その内容は「コミケはショーを披ひ露ろうする場じゃない！」という微び妙みようにずれたものだったが、なぜか神村しづるが口くち利ききしてくれたこともあって、どうにか早めに解放してもらえた。

　そういう意味では、あの男に感謝といったところか。

　ちなみに、二次元娘むすめ達たちはすべて紗衣に回収され済みだ。あとは彼女が常時きちんと萌もえていれば、開かい催さい時間中に抜ぬけ出してくることもないだろう。

「お帰り。噂うわさはいろいろ聞いた。ご苦労さん」

　一人ブースに座っていた美春が、これまた疲つかれた顔で、光宏に労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

「紗衣は？」

「買い物してくるって」

「タフだね」

「うん。ていうか……」

　……いや、ここはタフという無難な表現に留とどめておこう。

　光宏は溜ため息いきをつき、それから周りの様子を見る。

　コミケ終しゆう了りようまであと一時間。すでにピークは越こえ、人の流れも緩ゆるやかになっている。そこかしこに空きテーブルが見えるのは、すでに撤てつ収しゆうしたサークルがいくつもあるからだ。

　美春の両りよう隣どなりもすでにがら空きになり、何やら物悲しさが倍増している。ただしテーブルの上に、もう本の山は見当たらない。代わりに赤のマジックででかでかと書かれた、「品切れ御ご免めん」の紙製即そく席せき立て札が。

「……売れたんだ」

「まあね。みんながあちこちで大おお掛がかりに宣伝してくれたから」

　即行で売り切れたよ、と美春は疲れ交じりの溜め息をつき、後ろを指さす。そこにはスッカラカンになった段ボール箱が、きれいに畳たたまれている。美春の小説本も含ふくめて、もう完全に在庫切れだ。

「すごい……。でも、そんなに人が来て、買えなかった人の方が多かったんじゃない？」

「いや、そうでもない。この場所が分からない人の方が大半だったから」

「ああそう。それはそれは……」

　不幸中の幸いか。いや、本が売れたのだから、不幸でもないのだろうけど、とりあえずこれだけは言える。

「──お疲れ様」

　たった一人で客の対応に追われていた美春に、光宏は最大限の感謝と労いを込こめて、頭を下げた。

「でも、次回また参加できるかどうか。完全にブラックリストに載のっただろうしね」

　美春はそう言って、小さく微ほほ笑えんだ。そんなことで笑えるとは、すでに虚きよ脱だつの域も通り越して、悟さとりか何かを開いてしまったらしい。

　が、光宏もそれは同じ気分だ。今日は何だかいろいろと疲れた。紗衣が戻もどってきたらここを引き上げて、早く家に帰って寝ねよう──。

　そんなことを思っていたら、通路の向こうから見知った顔が、ズカズカと歩いてくるのが目に入った。

「あ、月代だ」

　美春が呟つぶやいて軽く手を振ふると、件くだんのゴスロリ娘は歩調を速め、勢いよく突つっ走ってくる。一応走るのは禁止だ。

「どうした月代。もう泣きやんだ？」

「は！　誰だれが泣くか！」

　美春の言葉にブース前で足を止め、月代は全力で嚙かみ付いてきた。さっきまで一いつ緒しよに叱しかられていたにもかかわらず、こちらはまだまだ疲れ知らずと見える。

　ともあれ──ミツヒメも敗れたし、これで月代も仲直りか。敵としての彼女しか知らない光宏にとっては、少々不思議な感じもするが。

「なあ月代、これに懲こりたら、もう二次元の娘を襲おそったりするなよ？」

　光宏は微笑み、そう言ってやった。

　一応和解の言葉のつもりだった。だが、月代はいつもの小こ憎にくらしい顔をプクッと膨ふくらませ、同人誌の詰つまった紙かみ袋ぶくろを振り回してくる。

「はあ？　誰が懲りるかこの煩ぼん悩のう野や郎ろうが。私はべつに負けたわけじゃない！」

「いや、負けたじゃないかよ、さっき」

「あんなもん関係ないだろ！　だいたい同人誌の勝負なのに、何でミツヒメたんを成敗する話になってんだよ！」

　ああ、言われてみれば、それもそうだ。やたらと盛り上がっていたせいで、すっかり忘れていたけど。

「ちなみに私んとこは約束どおり、昼過ぎに完売したからね！　で、そっちはどうよ。私を羨うらやましがらせる分とやらは、残ってるのかな？」

　月代は得意げにふんぞり返りながら、テーブルの上に目をやった。まあ、そこには同じく「品切れ御免」の立て札がふんぞり返っているわけだが。

「売り切れたのか！」

「何を驚おどろいてるんだ、お前は」

　そりゃ本家歌川ミウミのイラストだもの。宣伝効果があったとはいえ、さすがに三時なら完売もするさ。

　呆あきれ顔の光宏に、しかし月代はなおも食ってかかる。

「ふん、完売が何だ！　どうせみんな、絵が抜け出すと思って、下心満まん載さいで買ってったんだよ。所しよ詮せん萌もえなんてもんは不純な動機で成り立ってんだ！」

「いや、それは邪じや推すいでは？」

「いつもやらかしてるお前が言うな！」

「う……」

　しまった。反論できない。

　思わず詰まる光宏。だがその時、美春がスッと立ち上がった。

　しかも、何やら自信満々な顔つきで。

「月代の言うことにも一理あるかもしれないけどさ。実際のところどうなのか──確かめてみた方が早いんじゃない？」

「確かめるって、どうやってよ。買ってった人の感想メールでものんびり待とうっての？」

　月代が意地悪気に笑うが、美春は平然としたまま、「いいや」と首を横に振る。

「その必要はないよ。さっき携けい帯たいに連れん絡らくがあった。今通路をこっちに向かってるから、もうちょっとで着くって」

「着く？　何が？」

「んなもん決まってんでしょ。私達はべつにコスプレ広場で遊ぶために来てんじゃないんだよ？　同人誌を頒はん布ぷするという本来の目的を忘れてもらっては困るんだ。ね、葛本くん？」

「は、はぁ……」

　でもその本も無事売り切れて、あとはもう売るものなんて……って、ちょっと待て。

　美春の言わんとしていることを察し、光宏はハッとした。

　なぜ彼女が「完売」とせず「品切れ」の看板を掲かかげたのか。そして、「確かめる」の意味。

「まさか井川さん、これから……？」

「うん。これから届く。増刷分が」

　彼女がそう答えた刹せつ那な──。

　こちらのブース目がけて近づいて来る人ひと影かげが、目に映った。

　女の子が全部で五人。全員が手にずっしりとした紙袋を一つずつぶら下げて、一直線に突き進んでくる。傍はたから見ればただの買い物中の参加者だが、それが間ま違ちがいであることは、光宏はすぐに分かった。

　何しろ中の一人が、明らかに参加者とは思えないやつだったからで。

「うあっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げ、思わず光宏は身を硬こう直ちよくさせた。

　その声に、向こうも光宏の存在に気づいたらしい。やはり顔中を引きつらせ、「うあっ？」と同じような声を上げる。

　実に見事なシンクロぶりである。さすがは双子の兄妹だ。

「……佐和っ？」

　全身から嫌いやな汗あせを噴ふき出し、光宏は突とつ如じよ現れた肉親の名を呼んだ。

　そう、どこからどう見てもそいつは、光宏の妹・葛本佐和に違いない。二次元でもコスプレでもない、正真正しよう銘めいの本物だ。

　加えて、それと一いつ緒しよにいる四人も見覚えがある。佐和と同じ部の女子連中だ。確か夏祭りの夜にも、妹を迎むかえにうちへ来たことがあった。

　彼女達は光宏の姿を見止めると、人ごみに疲ひ労ろうしたような顔を浮うかべながらも、明るい声で笑い出した。

「あ、ミックン発見！　さすがコミケ会場！」

「すげー、本当にミックンいたー」

　いや、なぜウケてるのかは謎なぞだが。もっとも佐和の方は、固まったまま何も喋しやべらないけど。

「おい佐和……？」

　仕方なく、光宏は震ふるえる声で彼女に呼びかけてみた。

「お前こんな場所へ、何しに来たんだ？」

　まさか兄に会いにはるばる──とかいうことはないよな。用があるなら電話でもするだろうし。それにもともとオタク文化に偏へん見けんのあるこいつが、コミケ会場みたいな祭りの場に顔を出すなんて、よっぽどのことがあったとしか……。

　不安げな色を浮かべる光宏。だが佐和はハッと我に返ると、心配気味な兄など無視して、本来会うべき相手に向き直った。

　すなわち、美春だ。

「はい美春、約束のもの持ってきたよ。ここに置けばいいの？」

　そう言って、例の紙かみ袋ぶくろをテーブルの上にズンと載のせる。他ほかの女子連中もそれに続き、がら空きだったサークルスペースに、たちまち謎の紙袋が五個並ぶ。

　いや、謎ではない。光宏はもう、その正体に気づいている。

　だが、佐和がそれを持ってくる理由が分からない。どうやら美春に頼たのまれたようだが、いったい美春と佐和の間にどんな関係性が……？

「一人四十冊。全部で二百冊。じゃあそんなわけで、約束どおり私らの原げん稿こうよろしくね？」

「ああ、任せとけー」

　佐和の声に、美春はニヤリと笑って頷うなずいてみせた。

　原稿？　……って、まさか。

「あの、井川さん？　質問なんだけど……」

　光宏は恐おそる恐る、美春に向かって訊たずねる。そういえばいつぞやも、こんな風に彼女を質問攻ぜめにした気がする。

「ん？　久々に何を訊ききたいの」

「うん。もしかして井川さん……佐和と同じ部？」

「ああ、そうだけど？　何を今さら」

　気づくの遅おそすぎだろ──という顔で見返された。いや、誰だれが気づくか、こんなもん。

　とはいえ……思えば繫つながりはあるはずなのだ。美春は同じ学校の生徒で、しかも小説書き。となれば文芸部に所属しててもおかしくない。それでいて、部室を覗のぞいたことのある光宏がそれに気づかなかったのは──たぶん、美春が幽霊部員だからだ。

　真面まじ目めに小説を書く美春。それに反して、不真面目すぎる文芸部。なるほど、そりゃ出席する気も失うせるだろう。

　しかしそんな幽霊部員の美春も、部の同人誌作りには参加する義務がある。まあ、彼女自身は書き慣れているから、さほど苦にはならないだろうが、一方で駄だ弁べるために真面目に出席していた佐和達は、慣れない執しつ筆ぴつ作業に四苦八苦していたに違いない。

　だから美春は、おそらくそこに目を付けて、先手を打っておいたのだ。

　すなわち、佐和達の原稿を代筆する代わりに、自分達の手伝いを──具体的には製本作業と運うん搬ぱんをやらせよう、と。

　その密約が取り交かわされたのは、おそらく佐和が突とつ然ぜん元気になったあの日──二度目のホームセンターで紗衣がコピー本を作ると決めた、あの後だ。光宏と別れた後、佐和達に電話して、裏で事を進めておいたのだろう。

　その後彼女が作業にあまり参加しなくなったのは、全部で五人分の原稿を引き受ける形になり、代筆作業に追われだしたからで──。ああ、辻つじ褄つまが合いすぎだ。

「幽霊部員にしてゴーストライター。おお、見事なオチだ」

　ボソッと下らないことを呟つぶやきながら、美春はさっそく紙袋の中身を引っ張り出す。

　歌川ミウミのコピー本。佐和率いる別働隊が製本した、緊きん急きゆう増刷、二百冊分。

　完全に美春の作戦が功を奏した形だ。

「で、佐和達はどうする？　ゆっくりしてく？」

「いや、帰る。ここ来るだけでもう疲つかれた」

　美春に訊かれた佐和は首を横に振ふるが、他の女子達はそうでもないらしい。逆にこんな場所が珍めずらしいのか、あるいは疲れすぎてテンションがおかしくなってるのか。

「え～、せっかくだからその辺見てこうよ」

「佐和、東の方に行くとエッチなのがあるらしいよ」

「さすがミックンが訪おとずれるだけのことはあるね！」

「よーし、みんなでエッチなの見にいこう！」

　不可解なことを口々に言いながら、嫌いやがる佐和の手を無理やり引っ張っていく。

「ちょっと待ってよ！　私は行かないから！　そんなところに行ったら、ミックンと同レベルになっちゃうから！」

　それはどういう意味だ──と問い返す暇ひまもなく、佐和は友達四人に連行され、人ひと混ごみの中へ消えていった。

　美春はそんな一同に「バイバイ」と手を振ると、テーブルの上に手て際ぎわよく同人誌の山を並べていく。

　これでモノは揃そろった。彼女は月代を見やり、ニヤリと笑った。

「さあ、手にとって羨うらやましがりな？」

「だ、誰が！」

「あっそ。せっかくあんたがここに来るまで、自重して待っててやったのにね。いらないんなら、全部売り捌さばくまでだ」

　そう言って美春は「品切れ御ご免めん」の立て札を取り払はらい、元気よく叫さけんだ。

「歌川ミウミ先生初の同人誌、たった今追加分が届きました！　フルカラー二十ページのコピー本！　イラストは全点描かき下ろし！　終しゆう了りよう間際につき、一冊ワンコイン五百円です！　お求めの方はこちらにお並びください！」

　その声に──周囲にざわめきが走った。

　歌川ミウミの名を聞きつけた参加者達が、半信半疑でこちらに目を向ける。そして、テーブルの上に並んだ賑にぎやかな表紙が、紛まぎれもなく本物だと見るや、彼らはその顔に興奮の色を浮うかべ、一いつ斉せいに集まってきた。

「一部お願いします！」

「次は二部！」

　わあわあと騒さわぎながら、その数はどんどん膨ふくれ上がっていく。始めは五人。続いて十人。さらに加わり二十人──。

「ちょっとコイカワ」

「あ？　何さ月代」

「部数制限しなさい」

「え？」

「一人一部で制限するの！　ちゃんとコレやっとかないと、後ろの方の客と揉もめることになるよ！」

「う、うん。……ありがと」

　大人数を捌き慣れていればこその月代の助言に、美春も思わず納なつ得とくする。続いてすぐに気を取り直すと、「お一人様一部です！」と付け加えた。

　しかし、どういう風の吹ふき回しだ。月代がわざわざ助けてくれるだなんて。

「おい、煩ぼん悩のう野や郎ろう」

　その月代が、不意に光宏に話しかけてきた。

「何だよ」

「この本、後でオフセで出し直す？」

「分からないよ、そんなこと。北原さん次し第だいだと思うけど」

「あ、そう……？」

　何やら難しい顔をして、黙だまりこくってしまう。そんな彼女の視線がテーブルの上の本にチラチラ行っているのを、光宏は見み逃のがさない。

　これは、もしかしたら──。

　期待して見守る中、月代の口元が微かすかに動いた。

「わ……」

　一いつ瞬しゆんそう言い淀よどみ。

　しかしついに耐たえきれず。

「私も並ぶっ！」

　月代は叫さけんだ。そして顔を真っ赤にし、急いで列に加わろうと走り出す。

　今までコピー本だからと馬ば鹿かにし、完全に見下していたはずの紗衣の同人誌。その実物を前にして、彼女は他ほかの誰だれよりも興奮していた。

　だが、美春がそれを引き止める。

「月代はそこに入るな！」

「何でっ！」

　いきなり拒きよ否ひされて憤いきどおる月代。そして彼女は、あらん限りの力を込こめて言い放つ。

「私だって……私だってファンなんだぞっ！」

　すべてを認めた瞬しゆん間かんだった。

　自分は紗衣の作品のファンなのだ、と。

　だから同人誌が欲しくて堪たまらないのだ、と。

　冷静に考えてみれば、当たり前の話だ。月代は同人絵師。好きでもない作品の二次創作など、手がけるはずがない。

　だから──今までだって、自分の描いた絵ではなく、紗衣の絵を襲しゆう撃げきしていたわけで。

　すっかりカミングアウトした月代は、逆に開き直ったかのように、列の中に居座ろうとする。だが美春はそんな彼女に向かって、もう一度言った。

「月代、あんたは内輪なんだから、欲しけりゃやるよ！　それより今は、この人数を捌くのを手伝って！　あんた大手なんだから慣れてんでしょ？」

「あ、くれるの？　約束だからね？」

　実に現金に、月代は頰ほおを緩ゆるませると、行列から飛び出した。

　そして美春に言われたとおり、慣れた動きで客達の列を整理し始める。

「はい、みんなこっちに並んで！　二列だよ、二列！　そこはよそのサークルの邪じや魔まだから、こっちに寄せてちょーだい！　はいお兄ちゃん、ここでいったん途と切ぎれるよ？　そっち、横にはみ出さないで！　みんな、本は一人一部だからね！　後でオフセにして書店委い託たくするから、今日買えなくてもご心配なく！」

　いや、むしろ慣れすぎてるせいで、話を勝手に進めている気もするが。加えて、どこか横おう柄へいなその態度が許されているのは、もしやそのゴスロリドレスと背中のヒヨコのなせる業わざか。ということは、あのスタイルは全部計算ずくか。

　確かにじっとしてりゃ可愛かわいいのかもしれないけど──と、光宏は半ば引きつつ月代を見守る。しかし彼女の動きがあればこそ。始めはごった返していた列も、すぐに整いを見せ始め、次第に喧けん騒そうも和やわらいでいく。

　ただ、その数は二百人。それを相手にする売り子が美春一人では、とても終しゆう了りよう時間までに片付きそうもない。

　光宏は美春を手伝うべく、サークルスペースの方へ向かおうとした。

　と、そこへ。

「……これは何ごと？」

　ふと、後ろで聞こえたその声に振ふり向けば、一番の重要人物である紗衣が紙かみ袋ぶくろをぶら下げ、ポカンとした顔で佇たたずんでいた。

　その目に映る行列を。その行列の先に積まれ、次々と彼らの手に渡わたっていく自分の同人誌を。そして列の整理をする月代を──。まるで、幻まぼろしか何かのように眺ながめながら。

「葛本くん、これはいったい……」

「北原さん！　ちょうどいいところに！」

　光宏はそう言うと、急いで紗衣の手を引き、ブースの方へと連れていく。長い行列に沿って進み、美春の隣となり、もう一つの売り子席へ。

　ここに座るべきは自分じゃない。やはり、紗衣でなければ。

　光宏は笑え顔がおで、彼女に言った。

「北原さん、みんな歌川ミウミの本が欲しくて並んでるんです。みんな北原さんの絵の大ファンなんです。だから北原さんは、早く売り子に戻もどってください」

　その言葉に、紗衣はおずおずと頷うなずき、美春の横に座る。

「紗衣、私が会計やるから、紗衣はどんどん本を渡していって」

「え、ええ……」

　美春に言われ、彼女は恐おそる恐る同人誌を取り、目の前の人に差し出した。

「あの、あ、ありがとうござ……」

　緊きん張ちようのあまり、ほとんど最後は掠かすれ声だったけど。

　しかしそんな紗衣から本を受け取った人は、笑顔で告げる。

「ミウミさんですよね？　いつも応おう援えんしてます。頑がん張ばってください！」

「あ、はい。……ありがとうございます！」

　今度こそしっかり声を出し、紗衣は深々と頭を下げた。

　すっかり紅潮した中に、今までにない喜びの笑顔を浮うかべ。




　売り子を紗衣と美春に任せ、光宏はすぐ列の整理に加わった。

　その横を、紗衣から本を受け取った人達は、次々と満足そうな顔で去っていく。

　歌川ミウミという大好きなイラストレーターの新作を手に入れた嬉うれしさ。そして、そこに描かかれた美少女達に心ときめかせる愉たのしみ──。その気持ちが純じゆん粋すいなものであることは、同じ歌川ミウミのファンである光宏が、誰だれよりも強く理解できている。

　月代の言うやましさなど、当てにはならない。その月代とて、紗衣の絵が大好きなことには変わりなかったのだから。

　そう、彼女が行列に加わろうとした時点で、判定は下された。




　この勝負──紗衣の勝ちだ。
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　そして夜八時。波は乱らん含ぶくみだったコミックマーケットもどうにか幕を下ろし、祭典に集つどった参加者達が各々の場所へ引き上げていった後。

　光みつ宏ひろ達もまた海辺を離はなれ、いつもの町に戻っていた。

　もっとも、すぐ帰宅するには冷めやらず。ごく自然に、手近なファミレスで打ち上げをやることになった。

　本当なら佐さ和わや文芸部の面々もそこに呼ぶべきだったのだろうが、彼女達はすでに帰き還かん済み。試ためしに光宏が電話で妹に呼びかけてみたところ、何の前まえ触ぶれもなく「ミックンのフケツ！　ドヘンタイっ！　××××っ！」と騒さわがれてガチャ切りされた。

　あの後東館へ向かった妹達が、果たしてどれほどマニアックな同人誌を目もく撃げきしたのか──考えるにはちょっと恐ろしすぎる。これでコミケをさらに誤解されなければいいが。

　一方月つき代よは月代で、自分のサークルの片付けがあるから、のんびりこちらに顔を出すわけにもいかない。加えて美み春はるのイトコさんも、それは同じのようで。

　おかげでメンバーは増えもせず減りもせず。光宏と紗さ衣え、美春の三人。

　少しだけ高めの料理を注文し、ドリンクバーで乾かん杯ぱいした。そして、次回のイベントは委い託たくでなく、きちんと一サークルとして申し込もう、としきりに盛り上がった。

　その場合、サークル名はやはり「ミラージュ・ネル」で決まりだろう。メンバーは──果たしてどうなるのか。

　打ち上げの場にいないゴスロリ娘むすめのことを、光宏は心の中でそっと想おもった。おそらく紗衣と美春も、話しながら同じことを考えたに違ちがいない。

　結局、まだきちんと和解の言葉を交かわしたわけではないのだ。

　その後打ち上げも終わり、三人は帰路に就ついた。

　歩きながらも、みんなの話は弾はずんだ。祭りの後の物悲しさなど微み塵じんも感じず、とにかく喋しやべりまくった。

　それは、紗衣も同じだった。いつも自分の興味ない話題は傍ぼう観かんしていることが多いのに、今夜はテンションが上がっているのか、実によく言葉を発した。

　そして、美春を家まで送った後も。

「ごめんなさい。何だか話し足りなくて」

　そう微ほほ笑えみ、軽くコンビニへ立ち寄り、飲み物を買い。光宏と一いつ緒しよに、夜の表通りをゆっくり歩き始めた。

　真夏の蒸した外気も、この時間にはだいぶ和やわらいでいる。夜歩きにはちょうどいい。紗衣を家へ送るまで、ほんのひと時の、ささやかなデート。

　コミケに向けて、そしてコスプレ広場で奮ふん闘とうし続けた光宏にとっては、この上ないご褒ほう美びだった。

　しかも紗衣の止めどない言葉が、そこに花を添そえる。

「葛かつ本もとくん、結局本は、オフセットで刷り直すことになるのかしら」

「葛本くん、売り子って初めてやったんだけど、結構ドキドキするわね」

「葛本くん、さっきのお店で食べたハンバーグだけど、あの付け合わせの緑色って……」

　もう葛本くんのオンパレードだ。

　そんな彼女の言葉に一つ一つ応こたえながら、光宏はこの時間を大いに満まん喫きつした。

　そして──。

「あのね、葛本くん」

　もう少しで北きた原はら邸ていに着く頃ころになり。紗衣は道みち端ばたでふと足を止め、改めて光宏に言った。

「どうしたんですか、北原さん？」

「うん、その……」

　ありがとう──。

　微かすかにはにかみながら、紗衣はそう続けた。

「本当にありがとう。いっぱい手伝ってもらったし、いっぱい助けてもらって……」

「いえ、そんな……」

　思いもよらない彼女の素す直なおな言葉に、光宏もほんのりと赤面する。

「僕は大したことはできてないです。原げん稿こうを描かいたのは北原さんだし、売り子も北原さんと井い川かわさんに任せきりで、コスプレ広場ではあんなヒドイことになって──。他ほかのみんながフォローしてくれなかったら、どうなっていたか」

　美春はもちろん、別働隊の佐和に、列整理をしてくれた月代。一応助けてくれた神村しづる。

　そして何より、カリンを始めとする大勢の二次元の美少女達。

　常にハプニングと隣となり合わせではあったものの、どうにか乗り越こえることができたのは、みんなの力があったればこそだ。

　だが、紗衣はそっと首を横に振ふった。

「今日のこともそうだけど……葛本くんには別の意味で感謝してるの」

　そう言って、彼女は優やさしく微笑んだ。

「私が同人誌を作ろうって思い立ったのは、葛本くんのおかげだから」

　それは、いつか美春が言ったことと同じだった。

　──やっぱり葛本くんのおかげだから……。

　──ありがとう。

　でも、それがどういうことなのか、光宏にはいまだに分からない。

　今回の勝負のきっかけを与あたえたのは、自分ではない。強しいて言うなら、月代だ。月代が紗衣を挑ちよう発はつしたからこそ、それに勝負を挑いどむ形で、紗衣は同人誌を作ることに決めたのだ。

　……と思うのだけど。

「以前──期末試験明け頃ごろだったかしら。ほら、一緒にメガネ屋に行った日よ。あの後、美春さんに電話で言われたの。今年は描く量が尋じん常じようじゃないね、って」

　確かに。三人態勢だった旧「ミラージュ・ネル」の頃に比べても、紗衣の更こう新しん頻ひん度どは段違いだ。今まで光宏は「仕事が早いなぁ」ぐらいにしか思ってなかったけど。

「その時、美春さんに指し摘てきされたの。もしかしたら、何かに創作意い欲よくを刺し激げきされてるんじゃないかって」

「創作意欲を？」

「ええ、たぶん……葛本くんに」

　そう答えた紗衣が、そそくさと視線を逸そらせたのは──相当な照れ隠かくしだったに違いない。

「私、これまでずっとネットでしか活動してなかったでしょ？　人と接することもほとんどないし……。だから応おう援えんのメッセージはもらえても、相手が生身の人間だっていう実感が湧わかなかったの。でも──葛本くんは、そうじゃなかったから」

　同じ学校の同じクラスで毎日顔を合わせる、紗衣にとっては生まれて初めての「生身のファン」。しかも月代や美春といった同じ創作側ではない、純じゆん粋すいな鑑かん賞しよう者しや。

　それが、葛本光宏なのだ。

　だからこそ、紗衣のモチベーションは膨ふくれ上がった。次々と新作を連発し、こっそり光宏を意識した漫まん画がのネームを描かき。その果てに波乱はあったものの、ついに同人誌まで完成させた。

「全部、葛本くんがファンとして付いてきてくれたおかげよ。本当にありがとう──」

　そう語り終え、改めて礼を言う紗衣に、光宏は温かな気持ちで満たされる。

　ずっと大好きだったイラストレーターに応えてもらえたこと。そして、大好きな少女に必要とされていること。この上なく贅ぜい沢たくな幸せだ。

　ただ、もう一つ贅沢が許されるなら──。

　光宏は思う。「ファン」からもう一歩、先へ進みたい、と。

　そう、今日ミツヒメが紗衣にやらかそうとした、あの気持ちだ。いや、さすがにいきなり抱だきつくのはまずいけど。

　だから光宏は、紗衣に向かって、言った。

「北原さん、僕はいつまでも歌川ミウミの──北原さんの、大ファンです。だから──」

　だから、ずっとそばにいたい──。

　そう繫つなげようと思った。

　だが、その台詞せりふが出るよりも先に。

「……あら、月代さん？」

　紗衣の注目は、別の方に向いてしまった。

　見ればなるほど、北原邸ていの方から小走りで駆かけてくる、ちっこいゴスロリ娘むすめが一人。

「遅おそいよ、紗衣！」

　手にしたヒヨコを振り回しながら、待ち惚ぼうけた顔で大いに不満をぶつけてきた。

　まったく、何てタイミングなんだか。

「何しに来たんだお前は」

「うっさい。煩ぼん悩のう野や郎ろうに用はない。私は……紗衣に用があるんだ」

　光宏の茶々を容よう赦しやなくうっちゃり、月代は紗衣に向き直った。

　そう、彼女は彼女で、かつての友人に言いたいことが、山ほどあるに違ちがいない。

　いや、もう「かつて」ではないのだろう。勝負の決着がついた今、これ以上のいがみ合いは必要ないのだから。

　見つめ合う友人同士を、光宏は静かに見守る。

「……紗衣」

　月代が口を開いた。いつものいやらしい笑えみとは違う、晴れやかな顔つきで。

　そして、叫さけんだ。

「次は負けない！」

「いや、まだやる気なのかよ、お前は！」

　思わず光宏がツッコミを入れる。まったく、どんだけ意地っ張りなんだ。

　しかし紗衣の方は、この展開を特に意外とも思ってないらしい。

「ええ、受けて立つわよ！」

　相手の妄もう言げんに対して堂々とそう答える様は、さすが友人と言うべきか。

「次は秋のイベントかしら？」

「うん。申し込みが難しけりゃ、うちに委い託たくさせてやってもいいよ？」

「二次創作のところに、原作者が委託するの？」

「いや、心配するな。うちの次回作は──」

　──オリジナルだ。

　そう言って、月代はニマーッと笑った。

　どうやら二次創作は、もうやめにしたらしい。

「伝えたいことはそれだけだよ。……ああ、あと列整理のお礼に貰もらってやる予定だった紗衣の同人誌だけど、コイカワに言ったら『紗衣から渡わたしてもらえ』って言われたから、でもどうせ今は在庫ないだろうから明日引き取りにいくんで、それまでに一部用意しといてよ。それで……その、ええと……楽しみにしてるから！　じゃっ！」

　最後の最後で一方的にまくし立て、月代は足早に去っていった。これだけを伝えるために、わざわざ家の外で待っていたのは──やはり紗衣に会いたかったからに違いない。

「勝ち、ですね。北原さんの」

　光宏がそう言うと、紗衣は「そうね」と小さく頷うなずいた。

　でもその声は、勝利の喜びよりも、今は親友への愛に充みち溢あふれている。

　もしかしたら──先はそう長くないかもしれない。

　紗衣と月代と美春。三人の合同誌が出たら、一番に買いに行こう。やはり自分は、創るよりも、読んで眺ながめて萌もえるのが役目だから。

「ところで葛本くん、さっき何か言いかけてなかった？」

「え？　いや……」

　ふと紗衣にそう訊きかれて、光宏は思わず口くち籠ごもる。

　果たして、本当にここで告げるべきなのか。ずっとそばにいたいだなんて、ベタな求愛を。

　言ったところで、期待するような答えが貰もらえる保証はない。今日のコスプレ広場で、紗衣の操あやつるカリンが暴走したのが、そのいい証しよう拠こだ。

　それに──今の紗衣の心は、月代と同人誌で満たされているだろうから。

「ううん、何でもないですよ、北原さん」

　そう答え、光宏はそっと思った。

（またいつか、別の日に言おう……）

　今日ではない別の日に。しかし、できればそう遠くないうちに。

　新たな目標を胸に秘め。

　少年は、大好きな少女との、今こ宵よい残りわずかな二人きりの時間を、精せい一いつ杯ぱい楽しむのだった。




　　　　＊




　その翌日──。

　ふと響ひびき出した低いモーター音に脳を揺ゆすられ、光宏は静かに目を覚ました。

　重い視界の中に、見慣れたパソコンモニターが映る。電源が入っているのか、妙みように明るい。

　加えて身体中が疲ひ弊へいしているのは……ああそうか。ここがベッドではないからだ。

「うぅ、パソコン点つけっ放しだ……」

　呟つぶやきながら、光宏は頭をもたげた。

　昨日コミケから帰った後、そのまま寝ねてしまったらしい。机の前に腰こしを下ろした状態で。

　よほど疲つかれが溜たまっていたのだろう。電源を入れてブラウザを立ち上げて以降、記き憶おくが完全にすっ飛んでいる。パソコンと一いつ緒しよに仲良くスリープしていたわけだ。

「あー、全然寝た気がしない。って、今何時だ……？」

　ブツブツ言いながら時計を見ると、朝の五時近くを指していた。早起き度合いで言えば、この夏休みの最高記録だ。

　とりあえずパソコンは切っておこうと、痺しびれる腕うででマウスを摑つかんだ。

　同時にスクリーンセーバーが解除され、立ち上げっ放しだったブラウザ画面が表示される。もちろんそこには、いつもどおり「ミラージュ・ネル」が──。

「……あれ？」

　なかった。

　いつもの見慣れた薄うす桃もも色いろの壁かべ紙がみが、そこにはなかった。

　もちろん壁紙だけではない。丸いフォントで描えがかれた「ミラージュ・ネル」のロゴも、愛くるしい萌もえっ娘このトップイラストも、日夜回り放題のアクセスカウンターも。

　何も、ない。

　代わりに真っ白な画面の中に、サイトのファイルが存在しないことを示す、４０４の文字が浮うかんでいる。

「これ、何だ……？」

　わけも分からず、光宏は目を瞬しばたたかせた。

　ＵＲＬは間ま違ちがいなく「ミラージュ・ネル」を指している。なのに、そこに何もないということは……サイトが移転したか、あるいは閉へい鎖さか。

　いや、もしくは夢を見ているか。

「ああそうか。夢だ」

　引きつった表情で、光宏は独りごちた。

「やだなぁ、縁えん起ぎでもない」

　そう言いながらマウスを動かす。もっとも、何度更こう新しんボタンを押しても、見慣れたトップページは戻もどってこないけど。

「まったく、何て悪い夢だ。どうせ見るなら、もっといい夢を見させてくれよ……」

　例えばそう、朝目が覚めたらベッドに萌えっ娘がいてどうのこうのとか。いや、そういうのは実際に何度か体験してる気もするけど、夢だろうが現実だろうが、何度味わってもハッピーなハプニングには違ちがいない。

　だからそう、ここで振ふり返ると、ベッドの上でカリンちゃん辺りが寝そべっていて──。

「──おはよう、葛かつ本もとくん」

　いきなり背後で響いたその声に、光宏は思わず「ひっ」と情けない悲鳴を上げた。

　どう寝ぼけようとも聞き間違いのない、魅み惑わく的な力を持つ少女の声。でも、自分のベッドから聞こえるなんてことは、絶対にあり得ないはずの声。

　なのに、聞こえてしまった。ということは。

　光宏は、恐おそる恐る背後を振り返った。

　そこに、いた。

「北原さん……」

「おはよう、葛本くん」

　眠ねむそうな目を擦こすりながら、紗さ衣えはベッドから身を起こし、朝の挨あい拶さつを繰くり返した。

　よりにもよって、純白の下着姿で。

　いかにも意味深な一夜の後としか思えない格好で。

「あ、あのあのあのっ！　……北原さんなぜここに？」

　あたふたしながら訊たずねる光宏に、しかし紗衣はいつものポーカーフェイスで答える。

「……忘れたの？」

「えっ？」

「私をここに泊とめたのは葛本くんだけど」

「ええっ？」

「『いつまでもここにいていいよ』とか言って、私の髪かみやら肩かたやらいろんなトコを馴なれ馴れしくナデナデしたのは、葛本くんのはずだけど」

「えええええっ？」

　すみません、まるっきり身に覚えがありません。

　ていうか、あの後ちゃんと家まで送ったはずだし。仮にそこからまたうちへ連れてきたなら、佐和辺りが大おお騒さわぎしているはずだし。
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　そう、絶対におかしい。こんな馬ば鹿かげたこと、起こり得るはずがない。

　となれば、やはりこれは夢か。それとも──何かが違っているのか。

　ふと、一つ思い当たった。

「北原さん、ちょっと……ごめん」

　あらかじめ一ひと言こと詫わびてから、光宏は恐る恐る手を伸のばし、紗衣の髪に触ふれてみた。

　真夏なのに汗あせの粘ねばり気一つない、サラサラの頭とう髪はつ。心ここ地ちよくはあっても、決してリアルではない。まるで作り物のような感触。

　なるほど。もしかしたら、この紗衣は──。

「北原さん……サイトはどうしたんですか？」

　一つの可能性を確信に変えてから、光宏はそう訊ねた。

　彼女は何も答えない。ただ目の前の少年におとなしく頭を委ゆだね、瞬きもせずに見み詰つめている。

　だから光宏は、そっと手を離はなした。

　そして、不安げに唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　突とつ然ぜん消えた「ミラージュ・ネル」。そして、時を同じくして我が家に現れた、一人の少女。




　紗衣を巡めぐる光宏の夏は、まだ終わってない。







　あとがき







　こんにちは、東あずまです。何だかんだで、どうにか三巻目となりました。

　今回は、「妄もう想そう少女が～る」としては初の長編です。真夏のコミックマーケットを巡めぐって繰くり広げられる、紗さ衣えと月つき代よの対決がメイン。ストーリー自体は、二巻の最終話から直接続いておりますので、もしそちらを未読の方がいらっしゃいましたら、ぜひ先にお読みくださいませ。

　加えて今回は、今までの集大成でもあります。本格的に参戦となるコイカワさん。まさかの誰だれ得な再登場、神か村むらしづる先生。そしてついに三次元世界に降臨する、最凶きよう最悪（？）のアイツ──などなど。今までに出てきたアレとかコレとか、様々な要素が盛りだくさんです。なので、もし一、二巻を未読の方がいらっしゃいましたら（以下略）。

　もちろんカリンさんを始め、二次元の皆みなさんにも、たっぷり暴れてもらいました。実際にコミケ会場でこんなことが起きたら、そりゃもう筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいほど大変なことになってしまうのでしょうが、そこはあくまでフィクションということで、緩ゆるくお楽しみくださいませ。

　そしてもう一つ。フィクションと言えば──これだけは、このあとがきで伝えておかねばと思うことがあります。（少しネタバレになります）




　今回の物語の中では、同人誌やイラストの形式を巡り、登場人物の間で様々な意見が飛び交います。中には、一部の形式について、否定的と取れる意見も多数出てきます。

　ただ、これらの意見は、あくまで「物語」の上でのものだということを、敢あえてお断りしておきたいのです。

　コピー本もオフセットも、再録本もモノクロ表紙も、オリジナルも二次創作も、マイナージャンルも成人向けも、アナログもデジタルも、プロ作品もアマ作品も──創作物としての価値はすべて等しいと、私自身は考えてます。

　物語の中では、ストーリーの構成上、敢えて否定要素になってもらったものもありますが、所しよ詮せんこの物語はフィクションです。本来の創作活動に、優ゆう劣れつや善悪は決して存在しません。

　日ひ頃ごろ情熱を抱いだいて創作活動に取り組んでいらっしゃる皆様へ。そして、その作品に情熱をもって接していらっしゃる皆様へ。

　創作物を愛する一人として、ここに断言させていただきます。

　創作って、素晴らしいものですよ！




　さて、最後に謝しや辞じをば。まずはちこたむ様。いつも私のつたない文章を素敵なイラストで盛り上げてくださり、本当にありがとうございます。そして担当のＨ様。いつもお世話になっております。

　それからもちろん、読者の皆様。拙せつ作さくをお読みいただき、本当にありがとうございます。「妄想少女」はまだまだ続きます。今後ともよろしくお願い申し上げます。

　ちなみに四巻目ですが、今年（２０１０年）の夏頃を予定しております。そして同じく、この夏──。

　なんと、「妄想少女」がドラマＣＤとなって、フロンティアワークス様（http://www.fwinc.co.jp/）から発売されることになりました！

　ええ、ついに声優さんが声を当ててくれますよ。北原さんのお花畑な台詞せりふがどう再現されるのか、今からすごく楽しみです。

　それともう一点。もっとこの作品を盛り上げちゃいましょうということで、スニーカー文庫公式ケータイサイト「すにすに村」にて、「読者投票〝妄想〟コンテスト」を開かい催さいしております。皆様の脳内のお花畑を、ぜひお送りくださいませ（なお、こちらの締しめ切りは、２０１０年５月５日までとなっております。詳しよう細さいは同サイトをご覧ください）。

　そんなわけで、告知した諸もろ々もろも含ふくめ、どうぞお楽しみに。ではでは。




　……公式ブログでも作ろうかと思っていたら、早半年経過。いえぃ。





東あずま　亮りよう太た　　












妄もう想そう少女が～る３




決けつ戦せんは夏なつコミ最さい終しゆう日び！








東あずま　亮りよう太た
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